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1 はじめに 

このガイドでは、本製品の使用方法と問題の解決方法について詳しく 
説明します。 

• 本製品に関するその他のリソース 

- デバイスのモデル番号の検索 

• アクセシビリティ 
• デバイス各部の確認 

• デバイスの雷源オフ 

• エコヒント 

歡注記 Windows 2000 、 Windows XP x 64 、Windows XP Starter 
Edition 、 または Windows Vista Starter Edition を実行しているコン 
ピュータでデバイスを使用している場合、一部の機能が使用できな 
い可能性があります。詳細については、 オペレーティングシステム 
との互換性（サボートする OS は国毎に異なります） を参照してく 
ださい。 


本製品に関するその他のリ ソース 

このガイドに含まれていない製品情報や詳しいトラブルシューティン 
グリソースは、次のリソースに記載されています。 


入手先 

説明 

場所 

セットアップポスタ 

図により セツ ト アツ 
プ情報を表すポスタ 
—です。 

この文書の印刷版 
は、本製品に同梱さ 
れています。また、 

HP Web サイト 
www . hp . com/support 

からも入手できま 
す。 

ファクス入門ガイド 

デバイスのファクス 
機能の設定手順が記 
載されています。 

この文書の印刷版 
は、本製品に同梱さ 
れています。 

ワイヤレス入門ガイ 
ド（一部のモデルの 
み） 

デバイスのワイヤレ 
ス機能の設定手順が 
記載されています。 

この文書の印刷版 
は、本製品に同梱さ 
れています。 


はじめに 
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(続き) 


入手先 

説明 

場所 

HP デジタルソリュ 
—シヨン入門ガイド 
(—部のモデルのみ） 

HP デジタルソリュ 
—シヨンの設定手順 
が記載されていま 
す。 

この文書の印刷版 
は、本製品に同梱さ 
れています。 

Readme フアイルと 
リリースノ ート 

最新情報とトラブル 
シューティングヒン 
卜が記載されていま 
す。 

スタータ CD に搭載 
されています。 

ツールボックス 
( Microsoft ® 

Windows ®) 

インクカートリッジ 
の状態についての情 
報と、メンテナンス 
サービスへのアクセ 
スが提供されます。 

詳細については、 ツ 
—ルボックスの使用 

( Windows ) を参照し 
てください。 

通常、ツールボック 
スは、利用可能なイ 
ンス1ルオプシヨ 
ンの1つとしてデバ 
イスソフトウェアと 
共にインスト _ ルさ 
れます。 

HP ソリューシヨン 
センター （ Windows ) 

デバイス設定の変 
更、サプライ品の注 
文、起動、オンスク 
リーンヘルプへのア 
クセスができます。 
取り付けたデバイス 
によっては、 HP ソリ 
ュ_シヨンセンタ_ 

で、 HP フオトイメ 
—ジングソフトウェ 
アやフアクスセット 
アップウィ ザー ドへ 
のアクセスなど、追 
加機能が提供されま 
す。詳細について 
は、 HP ソリューシヨ 
ンセンタ—の使用 
( Windows ) を参照して 
〈ださい。 

通常、デバイスソフ 
トウェアと共にイン 
ス1ルされます。 

HP プリンタユーテ 
ィリティ （Mac OS X ) 

プリント設定の構 
成、機器の調整、プ 

通常、 HP プリンタ 
ユーティリティは、 
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(続き) 


入手先 

説明 

場所 


リントへ ッ ドのクリ 
— — 、 ■> り' ラ分定ぺ一 

ジの印刷、 Web サイ 
卜でのサボート情報 
検索のためのツール 
が含まれています。 

詳細については、 HP 
プリンタユー亍イリ 

テイ （Mac OS X )の使 

思を 參照してくださ 
い。 

デバイスソフトウェ 
アと共にインストー 
ルされます。 

デバイスのコントロ 
ールパネル 

操作についてのステ 
—タス情報、エラー 
情報、および警告情 
報が表示されます。 

詳細については 、 g 
ントロールパネルの 

ボタンとランプ（カラ 

-ディスプレイ） を參 
照してください。 

ログとレポ_卜 

生じたイベントにつ 
いての情報が提供さ 
れます。 

詳細については、 デ 
バイスを監視す るを 

參照してください。 

セルフテストレポー 
卜 

• 製品に関する情 
報： 

。製品名 
。モデル番号 

詳細については、 セ 
ルフテストレポート 

について を参照して 
ください。 


本製品に関するその他のリソース 
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(続き) 


入手先 

説明 

場所 


。シリアル番号 
。 ファームウエ 
アバージョン 
番号 

• トレイとアクセサ 
リから印刷された 
ページ数 

•インクの量 

注記インク残量 
の警告およびイン 
ジケータは、交換 
用インクを用意で 
きるよう情報を提 
供します。インク 
残量が少ないとい 
う警告メ ツセー ジ 
が表示されたら、 
印刷できなくなる 
前に交換用のプリ 
ントカートリツジ 
を準備してくださ 
し、。 インクカート 
リツジを交換する 
必要があるのは、 
交換のメ ツセー ジ 
が表示された場合 
だけです。 


HP Web サイト 

最新のプリンタソフ 
トウェァ、製品およ 
びサボート情報が提 
供されます。 

www . hp . com/support 

www . hp.com 

HP 電話サポート 

HP の連絡先情報が一 
覧表示されます。 

詳細については 、 HP 
テレフオンサポート 

の取得を 參照してく 
ださい。 

組み込み Web サーバ 

製品と印刷サプライ 
品に対するステータ 
ス情報を提供し、デ 

詳細については、 組 
み込み Web サーバを 

參照してください。 
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入手先 

説明 

場所 


バイスの設定を変更 
できます。 



デバイスのモデル番号の検索 

デバイス前面に表示されるモデル名に加え、このデバイスには特定の 
モデル番号があります。この番号を使用して、製品で利用できるサブ 
ライ品、アクセサリ、サボート入手のタイミングについて確認できま 
す。 

モデル番号は、デバイスの内部、インクカートリッジの側のラベルに 
記載されています。 


アクセシビリティ 

本製品には、障害のある方でもご利用いただけるよう数々の機能が備 
えられています。 

視覚 

デバイスソフトウェアは、お使いのオペ レーテ イングシステムのアク 
セシビリティオプションと機能をご使用いただくことにより、視覚障 
害をお持ちの方にもご利用いただけます。また、スクリーンリーダ 
_ 、点字リ _ ダ _ 、ボイスツ _ テキストアプリケ _ ションなどのテ 
クノ ロジーもサボートしています。色覚障害をお持ちの方のために、 
ソフトウェアとデバイスのコントロールパネルで使われているカラー 
ボタンとタブには、該当の操作を表した簡単なテキストまたはアイコ 
ンラベルが付いています。 

移動性 

移動が困難なユーザー向けには、デバイスソフトウェア機能がキーボ 
—ドコマンドを通じて実行できるようになっています。ソフトウェア 
は Sticky Keys 、 ToggleKeys 、 FilterKeys 、 および MouseKeys などの 
Windows アクセシビリティオプションもサボートしています。本製 
品のドア、ボタン、用紙トレイ、用紙ガイドなどは体力と到達範囲に 
制限があるユーザーでも操作できるようになっています。 

サホ。-卜 

本製品のアクセシビリティの詳細について、および製品のアクセシビ 
リティに対する HP の取り組みについては、 HP の Web サイト 
www . hp . com/accessibilitv をし覧く ァニさし、。 


アクセシビリティ 
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Mac OSX のアクセシビリテイ情報については、 Apple の Web サイト 
www . apple . com/accessibilitv をし覧、 r 二亡し 、0 

デバイス各部の確認 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 前面図 
• 印刷サプライ部 
• 背面図 

• コントロール パネル 
• 接続情報 


前面図 



1 

自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) 

2 

スキヤナガラス 

3 

コントロールパネル（お使いの HP 才ールインワンモデルによ 
って異なります） 

4 

ディスプレイ（お使いのモデルによって異なります） 

5 

排紙トレイ 

6 

延長排紙トレイ 

7 

用紙幅ガイド 
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(続き) 


8 

トレイ1 

9 

トレイ2 (—部のモデル） 

10 

前面 USB (Universal Serial Bus ) ホ 。 —卜 (PictBridge 対応） 

11 

メモリカードスロット 

12 

ドキュメントフイーダトレイ 

13 

横方向用紙ガイド 


印刷サプライ部 



1 

インクカートリッジカバー 

2 

インクカートリッジ 

3 

プリントキヤリッジアクセスドア 

4 

プリントヘッド 

5 

プリントへッドラッチ 
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背面図 



1 

電源入力 

2 

Ethernet ネツトワークポ _ 卜 

3 

後部 USB (Universal Serial Bus) ホ 。 —卜 

4 

ファクス用ポート （1-LINE および 2-EXT) 

5 

自動両面印刷アクセサリ （両面 印刷 ユニット） 


コ ント ロール パネル 

コントロールパネルのレイアウトと利用可能な機能は、お使いのモデ 
ルによって異なります。 

この後で、コントロールパネルのボタン、ランプ、ディスプレイにつ 
いて説明します。お使いのモデルによっては、搭載されていない機能 
があります。 
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コン トロールパネルのボタンとランプ（カラーデ イス プレイ） 

次の図と表を使って、デバイスのコントロールパネルの機能について 
説明します。 


^ 0 ^0 〇 〇 〇 



ラへ♦ル 

名称および説明 

1 

デジタルファイリング 

2 

このボタンの名前と機能は、本製品が販売された国/地域によって 
異なります。 

解像度： 送信するファクスの解像度を調整します。 

迷惑ファクスを拒否： 迷惑ファクスを拒否の設定メニューで、迷 
惑ファクスを管理します。この機能を使用するためには、発信者 

ID サービスを利用する必要があります。 

3 

自動応答 ボタンとランプ：このボタンが点灯している場合、デバイ 
スは自動的に着信に応答します。このボタンがオフのときは、ファ 
ックスの着信に応答しません。 

4 

画面： メニューとメッセージを表示します。 

5 

キー /《ッド：値を入力します。 

6 

コピースター ト-モノクロ ：モノクロコピーを開始します。 

7 

コピースタート•カラー： カラーコピーを開始します。 


デバイス各部の確認 23 



















第 1 章 
(続き） 


ラへ''ル 

名称および説明 

8 

電源：本体電源のオン/オフを切り替えます。本体の電源がオンの 
ときは、電源ボタンが点灯します。ジョブの実行中はランプが点 
滅します。 

本体の電源をオフにしていても、必要最小限の電力が供給されてい 
ます。電力の供給を完全に遮断するには、本体の電源をオフにし 
た後に電源ケーブルを抜いてください。 

9 

キャンセル：ジョブを停止したり、メニューや設定を終了したり 
します。 

10 

注意ランプ：点滅している場合は、注意が必要なエラーが発生し 
ていることを示します。 

11 

短縮ダイヤル：短縮ダイヤルを選択します。 

12 

ファクススタート■カラー：カラーファクスの送信を開始しま 
す。 

13 

ファクススタート-モノクロ：モノクロファクスの送信を開始し 
ます。 

14 

リダイヤル/—時停止：最後にダイヤルした番号をリダイヤルしま 
す。または、ファクス番号に3秒間のポーズを挿入します。 

15 

E メール：文書をスキャンして 、 E メールで送信できます。インタ 
—ネットに接続して〈ださい。 
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コン ト ロール パネルのボタンとランプ （2 行のデ イス プレイ） 

次の図と表を使って、デバイスのコントロールパネルの機能について 
説明します。 



ラへ♦ル 

名称および説明 

1 

キーパッド：ファックス番号や値、文字を入力します。 

2 

画面：メニューとメッセージを表示します。 

3 

メニューとメッセージを表示します。このボタンの名前と機能は、 

本製品が販売された国/地域によって異なります。 

解像度: 送信するファクスの解像度を調整します。 

迷惑ファクスを拒否： 迷惑ファクスを拒否の設定メニューで、迷 
惑ファクスを管理します。この機能を使用するためには、発信者 

ID サービスを利用する必要があります。 

4 

ファクス： ファクスメニューで、オプションを選択します。 

5 

品質：コピー印刷品質を[高画質]、[標準]、[はやい]から選択しま 
す。 

6 

縮小/拡大： 印刷するコピーのサイズを変更します。 

7 

コピー：コピーメニューでオプションを選択します。 

8 

スキヤン： [スキヤン]メニューでスキヤン送信先を選択します。 

9 

メモリデバイスに: 文書をスキヤンしてフォルダに保存し、ネット 
ワーク上で他のユーザーと共有できるようにします。 
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第 1 章 
(続き） 


ラへ''ル 

名称および説明 

10 

フォトヨ ウシ：フォトメニューで、オプションを選択します。 

11 

フォトスタートフォト 機能を選択します。 

12 

スキャンスタート： スキャンを開始し、[スキャン]ボタンで選択し 
た送信先に画像を送信します。 

13 

電源：本体電源のオン/オフを切り替えます。本体の電源がオンの 
ときは、電源ボタンが点灯します。ジョブの実行中はランプが点滅 
します。 

本体の電源をオフにしていても、必要最小限の電力が供給されてい 
ます。電力の供給を完全に遮断するには、本体の電源をオフにした 
後に電源ケーブルを抜いてください。 

14 

コピースタート•カラー： カラーコピーを開始します。 

15 

コピースタート-モノクロ： モノクロコピーを開始します。 

16 

自動応答：このボタンが点灯している場合、デバイスは自動的に 
着信に応答します。このボタンがオフのときは、ファックスの着信 
に応答しません。 

17 

ファクススタート•カラー： カラーファクスの送信を開始しま 
す。 

18 

ファクススタート-モノクロ： モノクロファクスの送信を開始し 
ます。 

19 

リダイヤ ル/ポーズ： 最後にダイヤルした番号を リ ダイヤルしま 
す。または、ファクス番号に 3 秒間のポーズを揷入します。 

20 

キャンセル： ジョブを停止したり、メニューや設定を終了したり 
します。 

21 

右矢印：ディスプレイに表示されている値を大きくします。 

22 

OK ( O ): ディスプレイのメニューまたは設定を選択します。 

23 

左矢印：ディスプレイの値を小さくします。 

24 

戻る： 1 つ上のメニューを表示します。 

25 

セットアップ： レポ—卜の作成、その他のメンテナンス設定の変 
更、および[ヘルプ]メニューへのアクセスを行うためのセットアッ 
プメニューを表示します。メニューで選択したトピックに関する 
ヘルプメニューがコンピュータ画面に表示されます。 
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(続き） 

ラへ♦ル 

名称および説明 

26 

ワンタツチ短縮ダイヤルボタン：先頭の5つの短縮ダイヤル番号 
をダイヤルします。 


カラーディスプレイ 



歐 注記 この種類のディスプレイは、一部のモデルのみに搭載されて 
います。 

カラーディスプレイでは、画面の下部に次のアイコンを表示して重要 
な情報を提供します。アイコンの中には、お使いの製品がネットワー 
クに接続可能な場合にのみ表示されるものがあります。ネットワーク 
接続の詳細については、 ネットワークオプシヨンの 構成 を 参照してく 
ださい。 


アイコン 

用途 


インクカートリッジ内のインクの量を示します。アイ 
コンの色はインクカートリツジの色に対応しており、ア 
イコンの残量レベルはインクカートリツジの残量レベル 

13 




に対応しています。 



注記 インク残量の警告およびインジケータは、交換用 
インクを用意できるよう情報を提供します。インク残量 
が少ないという警告メ ッ セージが表示されたら、印刷で 
きなくなる前に交換用のプリントカートリッジを準備し 
てください。インクカートリッジを交換する必要がある 
のは、交換のメ ッ セージが表示された場合だけです。 

(5 


不明なインクカートリッジがセットされていることを示 
します。インクカートリッジに他社製のインクが入つ 
ている場合にこのアイコンが表示されます。 
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第 1 章 
(続き) 


アイコン 

用途 

•n 

有線ネットワーク接続の状態を示します。 

BM 

ワイヤレスネットワーク接続が存在することを示しま 
す信号強度は曲線の数で示されます。これはインフラス 
トラクチャモード用です（この機能は、一部のモデルで 
サポートされます詳細については、 デバイスのワイ 
ヤレス诵信のセットアップ（一部のモデルのみ) を参照し 

てください。 

_ 

アドホック（ピアツーピア）のワイヤレスネットワーク 
接続が存在することを示します。（この機能は、 一 部の 
モデルでサポートされます)。詳細については、 デバイ 
スのワイヤレス诵信のセットアップ（一部のモデルのみ） 

を参照して〈ださい。 

m 

Bluetooth アダプタがインストールされ、接続されてい 
ることを示します別売の Bluetooth アダプタが必要で 
す。詳細については、 HP サプライ品とアクセサリを 参 


照して〈ださい。 

Bluetooth の設定方法の詳細については、 ワイヤレスネ 
ットワークのセキュリ亍ィ保 iiF ガイドラ インを 参照して 

ください。 


コピー： コピーメニューでオプションを選択します。 


ファクス： ファクスメニューで、オプションを選択し 
ます。 


スキャン： [スキャン]メニューでスキャン送信先を選択 
します。 

rniSm 

フォト ヨ ウシ：フォトメニューで、オプションを選択しま 
す。 


セットアップ： セットアップメニューで、レポートの 
作成、ファクスなどのメンテナンス設定の変更、ヘルプ 
メニュ _ の表示を行います。ヘルプメニュ _ で選択し 
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アイコン 

用途 


たトピックに関するヘルプがコンピュータ画面に表示さ 
れます。 


2 行のディスプレイ 



歐注記搭載されているディスプレイの種類は、モデルによって異な 
ります。 


2行のディスプレイには、 ステー タス メッセージ、エラーメッセー 
ジ、 メニュー オプション、アドバイスが表示されます。メモリカー 
ドを挿入するか、カメラを接続すると、ディスプレイが写真モードに 
なり、 フォトメニューの 上部が表示されます。 

接続情報 


説明 

接続するコンピュ 
ータの台数（最高 
性能を得るための 
推奨台数） 

サポートされるソ 
フトウェア機能 

セットアップ方法 

USB 接続 

1台のコンピュー 
夕。 USB ヶーブ 
ルで後部 USB 

2.0 高速ポートに 
接続。 

すべての機能をサ 
ポートします。 

詳しい手順につい 
ては、セツトアツ 
プポスターに従 
つてくださし、。 

Ethernet (有線）接 

ハブまたはルータ 

Web スキヤンを 

セットアップポ 

続 

—を使用してコン 

含むすべての機能 

スターの指示に従 
います。詳細につ 
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サホートされるソセットアップ方法 
フトウヱア機能 


ピュータを5台ま 
で接続。 


がサポートされま 
す。 


いては、このガイ 
ドの ネットワー 
ク オプションの 

横 成を 参照してく 
ださい。 


プリンタ共有 


コンピュータ5台 
まで。 

ホストコンピュ 
—夕の電源を常に 
オンにしておく必 
要があります。才 
フの場合、他のコ 
ンピュータから本 
製品に印刷するこ 
とはできません。 


ホストコンピュ 
—夕に装備されて 
いる機能はすべて 
サポ _ 卜されま 
す。別のコンピ 
ュータからサポー 
卜されているのは 
印刷だけです。 


口ーカル共有ネッ 

トワークでデバイ 

スを共有す る の指 
示に従ってくださ 
い。 


802.11ワイヤレ 
ス（一部のモデル 
のみ） 


ハブまたはルータ 
—を使用してコン 
ピュータを5台ま 
で接続。 

注記接続するコ 
ンピュータの台 
数（最高性能を得 
るための推奨台 
数）では、アドホ 
ックモ _ ドとイ 
ンフラストラクチ 
ヤ モート（?最 咼 
性能を得るための 
コンピュータの台 
数を指定します。 


Web スキヤンを 
含むすべての機能 
がサポートされま 
す。 


デバイスのワイヤ 

レス通他のセツト 

アップ（一部のモ 

デルのみ) の指示 
に従ってくださ 
い。 


デバイスの鼋源オフ 

HP 製品は、電源ボタンを押して、電源をオフにします。電源ランプ 
が消灯するまでは、電源コードを抜いたり、電源を切ったりしないで 


1*旬 

第皞 


ユ 

ピ 


11 


コ数る} 

る台得数 

す 0' を台 

続夕能奨 

接 I 性推 


明 
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ください。誤った方法で HP 製品の電源を切ると、インクホルダーが 
正しい位置に戻らないため、プリントヘッドに問題が生じ、印刷品質 
が低下するおそれがあります。 


エコ ヒント 

HP は、お客様の環境への配慮の支援に積極的に取り組んでいます。 
印刷に関する選択肢によって生じる影響の評価と影響を低減する方法 
に重点を置いた、エコヒントは次のとおりです。この製品の特徴と、 
HP の環境への取り組みに関する情報については 、 HP Eco Solutions 
Web サイト ( www . hp . com / hpinfo / globalcitizenship / environment /) も<_ 
覧〈ださい。 

• 両面印刷:用紙を節約する印刷を使用して、同じシートに複数べ一 
ジを両面印刷すれば、用紙の使用量を減らすことができます。詳細 
については、 両面印刷 （2 面印刷) を参照してください„ 

• Smart Web Printing:HP Smart Web Printing インタ フエー スには、 
Clip Book ウィンドウと Edit Clips ウィンドウが含まれていて、 
Web で収集したクリップを保存、管理、または印刷できます。詳 
細については、 Web ぺージの印刷 を 参照して〈ださい。 

• 省エネ情報：この製品のエナジースター®認定状況については、 重 
をご覧ください。 

• リサイクル材料: HP 製品のリサイクルの詳細については、下記サイ 
卜をご參照ください。 

www . hp . com / hpinfo / alobalcitizenship / environment / recycle / 


エコ ヒント 
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2 アクセサリのインストール 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
• 両面印刷ユニットのインス I ル 

• トレイ2の取り付け 

• プリントドライバでのアクセサリの有効化 


両面印刷ユニットのインストール 

自動的に用紙の両面に印刷できます。両面印刷 ユニッ トの詳細に つい 
ては、 両面印刷 （2 面印刷) を参照してください. 


両面印刷ュニットを取り付けるには 

▲ 両面印刷ュニットを本体に取り付け、ロックされる位置まで 
押し込みます。両面印刷ュニットを取り付けるときにュニッ 
卜のボタンを押さないでください。ボタンは、本体から取り 
外すときに押します。 



トレイ2の取り付け 

歐注記この機能は、一部のモデルで使用できます。 

トレイ2には普通紙250枚までセツト可能です。注文の詳細について 
は、 HP サプライ品とアクセサリ を参照してください n 

トレイ2を取り付けるには 

1- トレイを開梱し、梱包テープと梱包材を取り除き、設置場所 
にトレイを置きます。安定した平らな場所に設置する必要が 
あります。 

2. 本体の電源を切り、電源コードのプラグを取り外します。 


アクセサリのインストール 
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3. 本体をトレイの上に置きます。 


△注意本体の底とトレイの間に指や手をはさまないように 
注意してください。 


4. 電源コードを接続し、本体の電源を入れます。 

5■プリントドライバでトレイ 2 を有効にします。詳細について 
は' プリントドライバでのアクセサリの有効 化 を 参照してく 
ださい。 

プリントドライバでのアクセサリの有効化 

• Windows コンピュータでアクセサリを有効にするには 

• Macintosh コンピュー■夕でアクセサリを有効にするには 

Windows コンピュータでアクセサリを有効にするには 

Windows コンビュータにプリンタソフトウェアをインス I ルした 
後、本製品でトレイ2を使用するためには、プリントドライバでトレ 
イ2を有効にする必要があります（両面印刷ュニットを有効にする必 
要はありません)。 

1- [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル】をクリック 
し、次に[プリンタ]をダブルクリックします。 

2■プリンタアイコンを右クリックし、[プロパティ]、[文書デフ 
ォルト]、または[詳細設定]を選択します。 

3. 次のいずれかのタブを選択します：[設定]、[デバイスの設 
定]、または[デバイスオプション]。（タブの名前は、プリン 
トドライバとオペレーティングシステムによって異なりま 
す。 ） 選択したタブで、有効にするアクセサリをクリックし、 
ドロップダウンメニューの[取り付け済み]をクリックし、 
[ OK ] をクリックします。 
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Macintosh コンピュータでアクセサリを有効にするには 

MacOS では、デバイスソフトウェアをインストールすると、プリン 
タドライバですべてのアクセサリが自動的に有効になります。アクセ 
サリを後から追加する場合は、次の手順に従います。 


Mac OSX(v.10.4) 

1. Dock の[プリンタ設定ユーテイリテイ]アイコンをクリック 
します。 


歐注記[プリンタセットアップユーティリティ]が 、 Dock 
にない場合は、ハードドライブの Applications / utilities / 
printer setup utility フォルダを確認してください。 

2. [プリンタリスト]ウィンドウで、設定するデバイスを一度ク 
リックして選択します。 

3. [プリンタ]メニューから、[情報を表示]をクリックします。 

4. [名前と場所]ドロップダウンメニューをクリックし、[インス 
卜ール可能なオプション]を選択します。 

5. 有効にするアクセサリをオンにします。 

6. [変更を適用]をクリックします。 


Mac OSX(v.10.5) 

1. [システム環境設定]を開き、[プリントとファクス]を選択し 
ます。 

2. [オプションとサプライ品]をクリックします。 

3. [ドライノく]タブをクリックします。 

4■インストールするオプションを選択し、 [ OK ] をクリックしま 
す。 


プリントドライバでのアクセサリの有効化 
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3 デバイスの使用 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスの コン ト ロー ルパネルのメ ニューの 使用 
• デバイスの コン トロールパネルのメ ッセー ジタイプ 

• デバイスの設定の変更 
• 文字と記号 

• HP ソフトウェアの使用 

• 原稿のセット 

• 印刷メディアの選択 

• メディアのセツト 
• トレイの設定 

• 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

• フチ無し印刷 

デバイスの コン ト ロール パネルの メニューの 使用 

以下のセクションでは、コントロールパネルディスプレイに表示され 
るトップレベルメニューについて説明します。メニューを表示するに 
は、使用する機能のメニューボタンを押します。 


m 注記コントロールパネルのディスプレイの種類（カラーディスプ 
レイまたは2行のディスプレイ）は、ご使用のモデルによって異な 
ります。 

• スキャンメニュー：送信先 _ 覧を表示します。送信先によって 
は、 HP ソリューションセンターの口ードが必要になる場合があり 
ます。 

• コピーメニュー：次のオプションがあります。 

。コピー枚数の選択 
。縮小/拡大 

。用紙タイプとサイズの選択 

• ファクスメニュー：ファクス番号や短縮ダイヤル番号を入力した 
り、ファクスメニューを表示することができます。次のオプショ 
ンがあります。 

。解像度の変更 
。明るくする/暗くする 


デバイスの使用 
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。ファクスの遅延送信 
。新しいデフォルトの設定 
• フォトメニュー： 次のオプションがあります。 

。写真の選択 
。レイアウト 

。用紙タイプとサイズの選択 
。写真の修正 
。日付スタンプ 

デバイスのコント ロー ルパネルのメ ッセー ジタイプ 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* ス亍ータスメッセ ー V 
• 警告 メ ッセー ジ 

* エラーメッセージ 

* 重要な エラーメッセージ 

ステータスメッセージ 

ステータスメッセージには、デバイスの現在の状態が表示されます。 
このメッセージは正常の動作を知らせるものであり、メッセージをク 
リアするための操作は不要です。デバイスの状態が変わると、メッセ 
—ジも変更されます。デバイスの準備が完了し、ビジー状態ではな 
く、保留中の警告メッセージがない場合、デバイスの電源が投入され 
た日時が表示されます。 

警告メッセージ 

警告メッセージは注意が必要なイベントに ついて 知らせますが、デバ 
イスは通常どおり使用できます。警告メッセージには、インク残量の 
低下を警告するメッセージなどがあります。このようなメッセージ 
は、ユーザーがその状態を解決するまで表示されます。 

エラーメッセージ 

エラ—メッセージは、用紙の追加や詰まった用紙の除去など、何らか 
の操作をユーザーが実行する必要があることを伝えます。通常、この 
メッセージが表示されるときは赤の注意ランプが点滅します。適切な 
処理完了後に、適切なボタンを押して、印刷を実行してください。 
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エラ—メッセージにエラ—コ— ドが含まれる場合は、電源ボタンを押 
してデバイスの電源を切り、もう一度電源を入れます。ほとんどの状 
況では、この操作を行うと問題が解決されます。メッセージが消えな 
い場合は、デバイスの修理が必要である可能性があります。詳細につ 
いては、 サボートおよび保証 を 參照してください。 

重要な エラー メッセージ 

重要なエラーメッセージは、デバイスの障害について知らせます。こ 
れらのメッセージの一部は、電源ボタンを押してデバイスの電源を切 
り、もう一度電源を入れると消すことができます。重要なエラーが消 
えない場合は、修理が必要です。詳細については、 サボートおよび保 
M を參照してください。 

デバイスの設定の変更 

デバイス設定は、次の場所で変更することができます。 

• デバイスの コントロー ルパネルから 

• HP Solution Center ( Windows ) または HP デバイスマネージヤ 
(Mac OS X ) 

• 組み込み Web サーバ 

注記 HP Solution Center または HP Device Manager で設定を行う 
ときは、デバイスのコントロールパネルから行われた設定（スキヤ 
ン設定など）を表示することはできません。 


デバイスのコントロールパネルから設定を変更するには 

1. デバイスのコントロールパネルで、使用中の機能のメニュー 
ボタン（ファクスメニューなど）を押します。 

2. 変更するオプションに移動するには、次のいずれかの方法を 
使用します。 

• コントロールパネルのボタンを押し、左または右の矢印キ 
_を使って値を調整します。 

• コントロールパネルに表示されるメニューからオプション 
を選択します。 

3. 目的の値を選択し、 OK ( O ) を押します。 


デバイスの設定の変更 
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HP ソリューションセンター （ Windows ) から設定を変更するには 
▲ デスクトップで、 HP ソリューションセンターアイコンをダ 
ブルクリックします。 

-または- 

タスクバーの [Digital Imaging Monitor ] アイコンをダブルクリ 
ックします。 


HP デバイスマネージャから設定を変更するには (Mac OS X ) 

1. Dock の [HP デバイスマネージャ]のアイコンをクリックしま 
す。 


歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニュー 
バー右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボ 
ックスに 「 HP デバイスマネー ジャ」 と入力し、 [HP デバ 
イスマネージャ]エントリをクリックします。 

2. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択しま 
す。 

3. [情報と設定]メニューで、変更する項目をクリックします。 

埋め込み Web サーバから設定を変更するには 

1. 埋め込み Web サ_バを開きます。 

2. 変更する設定を含むページを選択します。 

3. 設定を変更し、[適用]をクリックします。 

文字と記号 

コントロー ルパネルのキーパッドを使用して文字と記号を入力できま 
す。また、 コント ロールパネルのビジュアルキーボードにタッチして 
文字と記号を入力することもできます（一部のモデルのみ)。有線また 
は無線ネットワーク、ファクスヘッダー、短縮ダイヤルを設定すると 
きに、ビジュアルキーボードはカラーディスプレイに自動的に表示さ 
れます。 

ファクス番号や電話番号をダイヤルするときも、キーパッドから記号 
を入力することができます。デバイスは、番号をダイヤルするとき 
に、記号に応じた動作をします。たとえば、ファクス番号の途中にダ 
ッシュがある場合は、デバイスがダイヤルするときに、そこで一定の 
間隔が置かれます。この間隔は、ファクス番号をダイヤルする前に、 
外線番号を入力する必要がある場合などに役に立ちます。 
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歐注記ファクス番号にダッシュなどの記号を含める場合は、キーパ 
ッドからその記号を入力する必要があります。 


コン トロールパネルのキーパッドからの文字と記号の入力 

コントロールパネルのキーパッドから文字と記号を入力できます。 
文字の入力が終わったら、 OK ( O ) を押して入力内容を確定します。 

文字を入力するには 

▲ テキストを入力するにはビジュアルキーボード上の文字を押 
します。 


スぺース、ポーズ、記号を入力するには 

• スぺースを挿入するには、スぺ_スを押します。 

• ポーズを入力するには、リダイヤル/ポーズを押します。番号の途 
中にダッシュが挿入されます。 

• [@]などの記号を入力するには、記号ボタン（[*@])を繰り返し押し 

て、記号のリストをスクロールします。アスタリスク[*]、ダッシ 
ュ[-]、アンパサンド[&]、ピリオド[■]、スラッシュ[/]、括弧[()]、 
アポストロフィ[•]、イコール [=] 、ナンバー间、アット[@]、下線 
し]、プラス[+]、感嘆符け]、セミコロン⑴、疑問符[?]、コンマ 
[,]. コロン[:]、パーセント[%]、概算卜]があります。 

文字、数字、記号を消去するには 

▲間違えた場合は、左の矢印ボタンを押して消去し、正しく入 
力し直してください。 

ビジュアルキーボードを使用した文字の入力（一部のモデルのみ） 

文字を入力する場合、カラーディスプレイに自動的に表示されるビジ 

ュアルキーボードを利用して、文字と記号を入力することができま 

す。有線または無線ネットワーク、ファクスのヘッダー、短縮ダイヤ 


文字と記号 


41 




第 3 章 


ルなどを設定するときに、ビジュアルキーボードは自動的に表示され 
ます。 


ビジュアルキーボードを使用して文字を入力するには 
1- 文字、数字、記号を選択するには、ビジュアルキーボードに 
タツチします。 

小文字、大文字、数字、記号を入力するには 
• 小文字を入力するには、ビジュアルキーボードの [ abc ] ボ 
タンにタツチします。 

• 大文字を入力するには、ビジュアルキーボードの [ ABC ] 
ボタンにタツチします。 

• 数字を入力するには、ビジュアルキーボードの [123] ボタ 
ンにタツチします。 

• 記号を入力するには、ビジュアルキ _ ボ _ ドの[$@!]ボタ 
ンにタツチします。 


分ヒント文字、数字、記号を消去するには、ビジュアルキ 
ーボードの[クリア]にタツチします。 


2. 文字、数値、記号の入力が終わったら、ビジュアルキ_ボ_ 
ドの[完了]にタツチします。 

ファクス番号をダイヤルするときに使用できる記号（一部のモデルのみ) 

* などの記号を入力するには、記号ボタンを繰り返し押して、記号一 
覧をス クロー ルします。次の表は、ファクスまたは電話番号、ファク 
スのヘッダ— 情報、短縮ダイヤルエントリで使用できる記号です。 


使用でき 
る記号 

説明 

以下の場合に使用可能 

* 

ダイヤルに必要な場合に、ア 
スタリスク記号を表示しま 
す。 

ファクスのヘッダー名、 
短縮ダイヤル名、短縮ダ 
イヤル番号、ファクスま 
たは電話番号、ダイヤル 
モニタ 機能の番号 


自動的にダイヤルするとき 
は、番号に一定の間隔が挿入 
されます。 

ファクスのヘッダー名、 
ファクス へッ ダー番号、 
短縮ダイヤル名、短縮ダ 
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使用でき 
る記号 

説明 

以下の場合に使用可能 



イヤル番号、ファクスま 
たは電話番号 

0 

市外局番などが読み取りやす 
〈なるように、番号に 左 ある 
いは右かっこを入れます。こ 
れらの記号はダイヤルには影 
響しません。 

ファクスのヘッダー名、 
ファクスへッダー番号、 
短縮ダイヤル名、短縮ダ 
イヤル番号、ファクスま 
たは電話番号 

W 

W を入れると、自動的ダイヤ 
ルの際に、ダイヤルトーンを 
待ってからダイヤルします。 

短縮ダイヤル番号、ファ 
クスまたは電話番号 

R 

R は、自動ダイヤル中に電話 
の切替ボタンと同じように動 
作します。 

短縮ダイヤル番号、ファ 
クスまたは電話番号 

+ 

プラス記号を表示します。こ 
の記号はダイヤルには影響し 
ません。 

ファクスのヘッダー名、 
ファクスへッダー番号、 
短縮ダイヤル名、短縮ダ 
イヤル番号、ファクスま 
たは電話番号 


HP ソフトウェアの使用 

このセクシヨンには、次のトピックが掲載されています。 

• HP フォトイメージングソフトウェアの使用 

• HP プロダクテイ_ビティ_ソフトウェアの使用 


HP フォトイメージングソフトウェアの使用 

HP フォトイメージングソフトウェアを使用すると、デバイスのコン 
トロールパネルからは利用できない数多くの機能にアクセスすること 
ができます。 

ソフトウェアのコンピュータへのインス I ルは、セットアップ中の 
オプションです。 

HP フオトイメージングソフトウェアへのアクセス方法は、オペレー 
ティングシステム （0 S ) により異なります。たとえば、 Windows コン 
ピュータの場合、 HP フオトイメージングソフトウェアのエントリポ 
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イントは 、 HP Photosmart ソフトウェアウインドウです 。 Macintosh 
コンピュータの場合、 HP フオトイメージングソフトウェアの ェン ト 
リポイントは 、 HP Photosmart Studio ウインドウです。いずれにして 
も、エントリポイントは、 HP フオトイメージングソフトウェアおよ 
びザービスを起動する基点となります。 

Windows コンピュータで HP Photosmart ソフトウェアにアクセス 
するには 

1. 次のいずれかの操作を行います。 

• Windows デスクトツプで、 HP Photosmart ソフトウェア 
アイコンをダブルクリツクします。 

• タスクバーで、 [スタート] をクリツクし、[プログラム]ま 
たは[すべてのプログラム]をポイントします。次に、 

[ HP ] を選択し 、 [HP Photosmart ソフトウェア] をクリツ 
クします。 

2. 複数の HP デバイスを取り付けている場合は、ご使用の製品 
名のタブを選択してください。 


注記 Windows コンピュータの場合、 HP Photosmart ソフ 
トウェアで使用できる機能はインストールしたプリンタに 
よって異なります。 HP フォトイメージングソフトウェア 
は、選択したデバイスに関連するアイコンを表示するよう 
にカスタマイズされます。選択したデバイスに特定の機能 
が搭載されていない場合、その機能のアイコンはソフトウ 
ェアに表示されません。 

分ヒントコンピュータ上の HP Photosmart ソフトウェアに 
アイコンが1つも表示されない場合は、ソフトウェアのイ 
ンストール中にエラーが発生していることもあります。そ 
のような状況を修正するには、 Windows のコントロール 
パネルを使用して、 HP Photosmart ソフトウェアを完全に 
アンインストールしてから、ソフトウェアを再インストー 
ルします。詳細については、デバイスに付属の設定用ポス 
ターを參照してください。 
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Macintosh コンピュータで HP Photosmart Studio ソフトウェアを起 
動するには 

1.Dock の HP Photosmart Studio アイコンをクリックします。 


&注記 HP Photosmart Studio アイコンが、 Dock にない場合 
は、ハードドライブの/ Applications/Hewlett Packard/HP 
Photosmart Studio フォルダを確認してください。 

HP Photosmart Studio ウィンドウが表示されます。 

2. HP Photosmart Studio タスクバーで、[デバイス]をクリック 
します。 

[HP デバイス マネージャ] ウィンドウが表示されます。 

3. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択しま 
す。 

ここで、スキヤン、文書のインポート、インクカートリッジ 
のインク残量の確認などの保守作業を実行することができま 
す。 


啟注記 Macintosh コンピュータの場合、 HP Photosmart 
Studio ソフトウェアで使用できる機能は選択したデバイス 
によって異なります。 

夺ヒント HP Photosmart Studio ソフトウェアが起動した 
ら、 Dock の HP Photosmart Studio アイコンを選択し、その 
上にマウスを置いた状態にすると、 [ Dock ] メニューのシヨ 
—トカツトにアクセスすることができます。 


HP プロダクティビティソフトウェアの使用 

HP プロダクティビティソフトウェアを使用すると、コンビュータ上 
で選択したファイルの管理、編集、および注釈付けが行えます。光学 
式文字認識 （ OCR ) 技術を使用して文書をスキャンし、テキストファ 
イルに保存してワードプロセッサプログラムを使用して編集すること 
ができます。このソフトウェアでは、インストールした HP 製品をモ 
ニタすることもできます。 HP ドキュメントマネージャなど、一部の 
プロダクティビティソフトウェアはオプションでインストールされま 
す。 HP ソリューションセンターは自動的にインストールされます。 
HP ドキュメントマネージャの詳細については、製品に付属のヘルプ 
を参照してください。 HP ソリューシヨンセンターの詳細について 
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は、 HP ソリューションセンターの使用 （ Windows ) を参照して〈ださ 
い0 

HP ドキュメントマネージャを開くには 

▲デスクトップで、 HP ドキュメントマネージャのアイコンを 
ダブルクリックします。 

原稿のセット 

コピー、ファクス、スキャンする原稿は、自動ドキュメントフィーダ 
またはスキャナのガラス板にセットします。自動ドキュメントフィー 
ダにセットされた原稿は、デバイスに自動的に給紙されます。 

• 自動ドキュメントフィーダ （ ADR への原稿のセット 

• スキャナのガラス板への原稿のセット 

自動ドキュメントフィーダ ( ADF ) への原稿のセット 

ADF からリーガルサイズまでの原稿をコピー、スキャン、またはファ 
クスすることができます。 

眵注記一部のモデルでは、 ADF で両面原稿をサポートしています。 

A 注意 ADF に写真をセツトしないでください。写真が破損する可能 
性があります。 


ドキュメントフイーダトレイに原稿をセツトするには 
1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセ 
ットします。原稿の上側が先になるようにトレイに置きま 
す。自動ドキュメントフイーダに用紙をスライドさせます。 
正しくセットされると、ビープ音が鳴るか、セットした用紙 
を認識したことを示すメッセージがディスプレイに表示され 
ます。 


分ヒント原稿を自動ドキュメントフイーダにセツトする方 
法については、ドキュメントフイーダトレイにある図を 
参照してください。 
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2. 用紙の両端に当たって止まるまで、横方向用紙ガイドをスラ 
イドさせます。 


歐注記デバイスのカバーを持ち上げる前に、ドキュメント フイー ダ 
トレイから原稿をすべて取り出してください。 


スキヤナのガラス板への原稿のセット 

ガラス板に原稿をセットすると、最大で A4 サイズまたはレター用紙 
までの原稿をコピー、スキヤン、またはファクスすることができま 
す。一部のモデルでは、リーガルサイズの原稿をガラス板にセットで 
きます。原稿に複数のフルサイズのページがある場合は、自動ドキュ 
メントフィーダにセットしてくださいモデルがガラス板へのリーガ 
ルサイズの原稿のセットをサポートしていない場合は、リーガルサイ 
ズの原稿を自動ドキュメントフイーダにセットしてください。 


歐注記ガラス板やカバーの裏に汚れが付着していると、多くの特殊 
機能が正常に機能しなくなる可能性があります。詳細については、 
デバイスのクりーニン ヴ を参照してください。 


スキヤナのガラス板に原稿をセツトするには 

1- すべての原稿をドキュメントフイーダトレイから取り出して 
から、カバーを持ち上げてください。 

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて原稿をセット 
します。 


* ヒント原稿のセット方法については、ガラス板の端に示 
されているガイドを參照してください。 


原稿のセット 
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3. カバーを閉じます。 


印刷メディアの選択 

デバイスは、ほとんどのタイプのオフィス用メディアに印刷できるよ 
うデザインされています。印刷メディアを大量に購入する前に、さま 
ざまなタイプの印刷メディアをテストすることをお勧めします。最適 
な印刷品質を得るには 、 HP メディアを使用してください 。 HP メデ 
ィアの詳細については 、 HP Web サイト ( www . hp . com ) にアクセスし 
てください。 

必ず、プリンタドライバで正しい用紙の種類の設定を使用し、正しい 
用紙の種類のトレイを設定してくださしヽ。 HP では、用紙を大量に購 
入する場合は、購入前にテストすることをお勧めします。 



通常のドキュメントの印刷とコピーには、 
ColorLok ロゴ付きの普通紙をお勧めします。 
ColorLok ロゴのついた用紙はすべて、信頼性 
と印刷品質に関する高い基準を満たすことが 
独自にテストされており、鮮やかな色と深み 
のある黒を実現し、通常の普通紙より乾燥が 
速くなっています 。 ColorLok ロゴ付きの用紙 
は、さまざまな重量とサイズのものが主要な 
用紙メ ーカーから販売されています。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
• 推奨する印刷およびコピー用紙 
• 印刷メディアの選択と使用のヒント 
• サボートされたメディアの仕様の理解 

* 取小末白の設 ^ E 


48 デバイスの使用 















推奨する印刷およびコピー用紙 


印刷をより美しく仕上げるには、印刷するプロジェクトのタイプに合 
わせて設計された HP 専用紙を使用することをおすすめします。 

国/地域によっては、入手できない用紙もあります。 


HP ブローシャ 
用紙 

HP ハイグレー 
ドインクジエツ 

卜用紙 

両面印刷に対応できるように、両面に光沢または 
つや消しコーティングが施されています。写真に 
近い品質の印刷や、レポートのカバー、特別なプ 
レゼンテーシヨン、カタログ、宣伝用リーフレツ 
卜、カレンダなどに使用するビジネス用のグラフ 
ィツクの印刷にお勧めします。 

HP インクジエ 
ツト用上質普通 
紙 

HP インクジェツト用上質普通紙を使用すると、 

ハイコントラストの色とシャープな文字で印刷さ 
れます。ある程度の厚みがあり両面カラー印刷を 
しても裏写りしないため、ニュ_スレターやレポ 
—卜、広告などにお勧めします。 ColorLok 
Technology の使用により、にじみが少なく、深み 
のある黒と鮮明な色を実現しています。 

HP 印刷用紙 

HP 印刷用紙は、高品質の多目的用紙です。標準 
の多目的用紙やコピー用紙と比べて、見た目も質 
感も重量感のあるしっかりした文書を作成できま 
す 0 ColorLok Technology の使用により、にじみ 
が少な〈、深みのある黒と鮮明な色を実現してい 
ます。長期保存文書向けの中性紙です。 

HP オフイス用 
紙 

HP オフィス用紙は、高品質の多目的用紙です。 
コピー、下書き、メモ、その他の通常のドキュメ 
ントに適しています。 ColorLok Technology の使 
用により、にじみが少なく、深みのある黒と鮮明 
な色を実現しています。長期保存文書向けの中性 
紙です。 

HP オフイス再 
生紙 

HP オフィス再生紙は、高品質の多目的用紙で、 
再生繊維が30%含まれています。 ColorLok 
Technology の使用により、にじみが少なく、深み 
のある黒と鮮明な色を実現しています。長期保存 
文書向けの中性紙です。 

HP プレミアム 
プレセンテーシ 
ョン用紙 

両面印刷用のつや消しで厚い用紙で、プレゼンテ 
—シヨン、企画書、報告書、ニュースレターなど 
に適しています。厚手で印象的な外観です。 
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HP プロフェッ 
シヨナル用紙 


HP プレミアム 
インクジェット 
OHP フイルム 

HP プレミアムインクジェット OHP フィルムを 
使用すると、カラーのプレゼンテーションをより 
鮮やかで印象的に仕上げることができます。この 
フィルムは、扱いやすく、にじまず速〈乾くので 
便利です。 

HP アドバンス 
フォト用紙 

速乾性があるため、汚れにく く扱いやすい厚手の 
フォト用紙です。水、染み、指紋、湿気への抵抗 
性に優れています。プリントショップの仕上がり 
に似た印刷品質が得られます。用紙サイズには、 

A4、 8.5 x 11インチ、10 x 15 cm (4 x 6インチ)、 

13 x18 cm (5x7 インチ）などがあり、いずれも 
光沢またはソフト光沢（サテンつや消し）という2 
種類の仕上げがあります。長期保存文書向けの中 
性紙です。 

HP ェブリデイ 
フォト用紙 

日常的な写真の印刷に適していて、普段のスナッ 
プショットをカラフルに低コストで印刷できま 
す。速乾性で扱いやすく、手ごろな価格の写真用 
紙です。インクジェットプリンタで使用すると、 
シャープで鮮明な画像が得られます。つや消し仕 
上げで、サイズは、 8.5 x 11インチ、 A4、4x6 
インチ、10 x 15 cm があります。長期保存文書向 
けの中性紙です。 


HP 用紙とその他のサプライ品を注文するには、 www.hp.com/buv/ 
supplies にアクセスして〈ださい.メッセージに従って、お住まいの 
国/地域を選択し、製品を選択して、ページ上のショッピングリンク 
の1つをクリックします。 


猷注記現時点では 、 HP Web サイトの一部は英語版のみです。 


50 デバイスの使用 












印刷メディアの選択と使用のヒント 

最高の品質を実現するには、次のガイドラインに従ってください。 

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用して〈ださい。 
詳細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 参照して 
<ださい。 

• トレイには、一度に1つのタイプのメディアしかセットしないでく 
ださい。特殊メディアを普通紙の上に置いた場合、紙詰まりや不適 
切な印刷が生じるおそれがあります。 


• トレイ1とトレイ2の場合、印刷面を下にし、トレイの後ろ側に用 
紙を合わせてメディアをセットします。給紙トレイの中央にメディ 
アを置き、横方向用紙ガイドを調整します。トレイ2を利用できる 
のは、一部のモデルのみです。詳細については、 メディアのセット 
を參照してください。 

• トレイ2は普通紙のみをセットするようデザインされています。卜 
レイ2は用紙のサイズを自動的に検出することはできません。プリ 
ンタドライバで、印刷オプションから用紙のサイズを選択する必 
要があります。 

• トレイにメディアを入れすぎないでください。詳細については 、： t 
ポートされたメディアの仕様の 理解 を參照してください0特殊メデ 
ィアの高さは全体の3/4までにすることをお勧めします。 

• 用紙詰まり、プリント品質の低下、およびそれ以外の印刷の問題を 
防ぐには、次のメディアを使用しないでください： 

。複数の部分からなるフォーム 
。損傷したり曲がったり、しわのよったメディア 
。カットアウトや穴のあいたメディア 

。厚いメディアや浮き彫りのあるメディア、またはインクをうま 
〈受付けないメディア 
。軽すぎたり簡単に伸びてしまうメディア 
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力_ドおよび封筒 

• 表面が滑らかな封筒、糊付き、留め金や窓のついた封筒は避けま 
す。縁が厚かったり不揃い、または丸まっている封筒、しわがあ 
ったり裂けていたり、その他にも破損がある力ードや封筒は避けま 
す。 

• しっかりと作られた封筒を使用し、縁がしっかりと折られているこ 
とを確認します。 

• フラップ付きの封筒は上に向けて右側、または背面をトレイに合わ 
せてセットします。 

フォトメディア 

• 写真を印刷するには、[高画質]モードを使用します。このモードで 
は、他のモードより印刷速度が遅〈なり、コンピュータのメモリも 
多〈必要になります。 

• OHP フィルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。乾いて 
いないメディアを積み重ねると、にじみが発生する場合がありま 
す。 


OHP フイルム 

• ざらざらの面が下になり、粘着テープがデバイス後部にくるように 
して OHP フイルムを挿入します。 

• OHP フイルムを印刷するには、[きれい]モードを使用します。次 
のページが排紙トレイに排出される前にインクが完全に乾くよう、 
このモー ドでは乾燥時間が長くかかります。 


• OHP フイルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。乾いて 
いないメディアを積み重ねると、にじみが発生する場合がありま 
す。 


カスタムサイズのメディア 

• デバイスでサポートされているカスタムサイズのメディアだけを 
使用します。 


• 使用しているアプリケーションでカスタムサイズのメディアをサ 
ポートしている場合は、文書を印刷する前に、アプリケーションで 
メディアサイズを設定します。サポートされていない場合は、プ 
リンタドライバでサイズを設定します。既存の文書をカスタムサ 
イズの用紙に印刷する場合は、正しく印刷するために文書の再フォ 
_マツトが必要になる場合があります。 
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サボートされたメディアの仕様の理解 

使用可能なサイズの理解 および 使用可能なメディアのタイプと軍暈の 
理解の 表を使用して、デバイスで使用する正しいメディアと、そのメ 
ディアに利用できる機能を判断します。 

• 使用可能なサイズの理解 
• 使用可能なメディアのタイプと重量の理解 


使用可能なサイズの理解 

& 注記トレイ2を利用できるのは、一部のモデルのみです。 


用紙サイズ 

トレ 
イ 1 

トレ 
ィ 2 

両面印刷ュ 

ニット 

ADF 

標準サイズのメディア 

U . S . レター （216 x 279 
mm 、 8.5 x 11インチ） 

〆 

〆 

〆 

〆 

216 x 330 mm (8.5 x 13 
インチ)* 

〆 

〆 



U . S . リーガル （216 x 

356 mm 、 8.5 x 14イン 
チ） 

〆 

〆 


〆 

A 4 (210 x 297 mm 、 8.3 
x 11.7 インチ） 

〆 

〆 

〆 

〆 

U . S . エグゼクティブ 
(184 x 267 mm 、7.25 x 
10.5インチ） 

〆 

〆 

〆 

〆 

U . S . ステー トメント 
(140 x 216 mm 、 5.5 x 

8.5インチ） 

〆 




B 5 ( JIS ) (182 x 257 
mm 、7.17 x 10.12 イン 
チ） 

〆 

〆 

〆 

〆 

A 5 (148 x 210 mm 、5.8 
x 8 3 インチ） 

〆 


〆 
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用紐サイズ 

トレ 
ィ 1 

トレ 
ィ 2 

両面印刷ュ 

ニット 

ADF 

6 x 8 インチ* 

〆 


〆 


フチ無し A 4 (210 x 297 
mm 、8.3 x 11.7 インチ)* 

〆 




フチ無し A 5 (148 x 210 
mm 、 5.8 x 8.3 インチ)* 

〆 




フチ無し B 5 ( JIS )(182 
x 257 mm 、7.17 x 

10.12インチ)* 

〆 





封筒 


米国10号封筒 (105 x 

241 mm 、 4.12 x 9.5イ 
ンチ广 

〆 




Monarch 封筒 （98 x 191 
mm 、 3.88 x 7.5 インチ)* 

〆 




カード封筒（111 x 152 
mm 、 4.4 x 6インチ)* 

〆 




A 2 招待状用封筒（111 x 
146 mm 、4.37 x 5.75イ 
ンチ)* 

〆 




DL 封筒 （110 x 220 
mm 、 4.3 x 8.7 インチ)* 

〆 




C 5 封筒 （162 x 229 
mm 、6.4 x 9 インチ)* 

〆 




C 6 封筒 （114 x 162 
mm 、 4.5 x 6_4インチ)* 

〆 




封筒長形3号（120 x 

235 mm 、 4.7 x 9.3イン 
チ)* 

〆 




封筒長形4号 （90 x 205 
mm 、3.5 x 8 1インチ)* 

〆 
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用紙サイズ 

トレ 
イ 1 

トレ 
ィ 2 

両面印刷ュ 

ニット 

ADF 

力ード 

インデックスカード 
(76.2 x 127 mm 、3 x 5 
インチ）* 

〆 




インデックスカード 
(102 x 152 mm 、 4 x 6イ 
ンチ广 

〆 


〆 


インデックスカード 
(127 x 203 mm 、 5 x 8イ 
ンチ)* 

〆 


〆 


A 6 力ード （105 x 148.5 
mm 、4.13 x 5.83イン 
チ)* 

〆 


〆 


フチ無し A 6 力ード 
(105 x 148.5 mm 、4.13 
X 5.83 インチ)* 

〆 




A 4 インデックス カード 
(210 x 297 mm 、 8.3 x 
11.7 インチ)* 

〆 


〆 


はがき** (100 x 148 
mm 、 3_9 x 5_8インチ)* 

〆 




フチ無しハガキ**(100 x 
148 mm 、 3.9 x 5.8イン 
チ)* 

〆 




往復ハガキ ** (200 x 148 
mm 、7.8 x 5.8 インチ)* 

〆 





フオトメディア 


フォトメディア（76.2 x 
127 mm 、3 x 5 インチ)* 

〆 




フォトメディア （102 x 
152 mm 、4 x 6 インチ)* 

〆 
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用紐サイズ 

トレ 
ィ1 

トレ 
ィ2 

両面印刷ュ 

ニット 

ADF 

フォトメディア （5 x 7 
インチ)* 

〆 




フォトメディア （8 x 10 
ィンチ)* 

〆 




フォトメディア （10 x 

15 cm )* 

〆 




L 半 IJ (89 x 127 mm 、 3.5 
x 5 インチ)* 

〆 




フォト 2 L 判 (127 x 178 
mm 、5 x 7 インチ)* 

〆 




13 x 18 cm * 

〆 




フチ無しフォトメディ 
ア (102 x 152 mm 、 4 x 

6インチ)* 

〆 




フチ無しフォトメディ 
ア （5 x 7 インチ)* 

〆 




フチ無しフォトメディ 
ア （8 x 10 インチ)* 

〆 




フチ無しフォトメディ 
ア （8.5 x 11インチ)* 

〆 




フチ無しフォトメディ 
ア (10 x 15 cm )* 

〆 




フチ無し L 判 （89 x 127 
mm 、3.5 x 5インチ)* 

〆 




フチ無しフォト 2 L 半 IJ 
(127 x 178 mm )* 

〆 




フチ無し13 x 18 cm * 

〆 





それ以外のメディア 
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用紙サイズ 

トレ 
ィ 1 

トレ 
イ 2 

両面印刷ュ 

ニット 

ADF 

幅76.2〜216 mm 、 長 
さ127〜356 mm まで 
(幅3〜 8.5 インチ、長 
さ5〜14インチまで） 

のカスタムサイズのメデ 
ィア * 

〆 




幅127〜216 mm 、 長 
さ241〜305 mm まで 
(幅5〜 8.5 インチ、長 
さ 9.5 〜12インチま 
で）のカスタムサイズの 
メディア （ ADF ) 




〆 


* 片面印刷または両面印刷のために ADF で使用することはできませ 
ん〇 

** デバイスで使用できるのは、普通紙官製はがきおよびインクジェッ 
卜用官製はがきのみです。フオト光沢官製はがきは使用できません。 


使用可能なメディアのタイプと重量の理解 

& 注記トレイ2を利用できるのは、一部のモデルのみです。 


トレイ 

種類 

重量 

容量 

トレイ 

1 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙 1 6〜 

28ポンド） 

普通紙250枚ま 
で 

(厚さ25 mm ま 
たは1インチ） 


OHP 用紙 


最局70枚 

(厚さ17 mm ま 
たは0.67イン 
チ） 


フォトメディア 

250 g / m 2 
(66 lb ボンド紙） 

最局100枚 
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トレイ 

種類 

重量 

容量 




(厚さ17 mm ま 
たは0.67イン 
チ） 


ラベル 


最局100枚 

(厚さ17 mm ま 
たは0.67イン 
チ） 


封筒 

75〜90 g / m 2 

(ボンド紙封筒 

20〜24ポンド） 

最局30枚 

(厚さ17 mm ま 
たは 0.67 イン 
チ） 


力ード 

200 g / m 2 まで 

(インデックスカ 
—ド 11 0ポンド） 

80枚まで 

トレイ 

2 

普通紙のみ 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙 1 6〜 

28ポンド） 

普通紙で250枚 
まで 

(厚さ25 mm ま 
たは 1.0 インチ） 

両面印 
刷ユニ 
ット 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙 1 6〜 

28ポンド） 

該当せず 

排紙ビ 

ン 

使用可能なすべての 
メディア 


普通紙150枚ま 
で（テキスト印 
刷） 

自動ド 
キュメ 
ントフ 

ィーダ 

用紙 

60〜75 g / m 2 
(16 〜20 lb ボン 
ド） 

50枚 
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最小余白の設定 

文書のマージンは、縦方向に指定されたマージン以上に設定する必要 
があります。 


ぅ❺ 

▲ 

〇❷ 



U - 






A 


❺ 

〇 


〇 ❷ 


メディア 

(1) 左 マー 

ジ ン 

(2) 右 マー 

ジ ン 

(3) 上部マ 
—ジン 

(4) 下余 
白 

U.S. レター 

3.3 mm 

3.3 mm 

3.3 mm 

3.3 mm 

U.S. リーガル 

(0.13 ィ 

(0.13 ィ 

(0.13 イン 

(0.13 イ 

A4 

U.S. エグゼクティブ 

U.S. ステートメント 

8.5 x 13 inch 

B5 

A5 

力ード 

カスタムサイズのメ 
ディア 

フォトメディア 

ンチ） 

ンチ） 

チ） 

ンチ 

(Windows 
) 0.47 イ 
ンチ 

(Macintos 
h および 
Linux)) 

封筒 

3.3 mm 

3.3 mm 

16.5 mm 

16.5 mm 


(0.13 ィ 

(0.13 ィ 

(0.65 イン 

(0.65 イ 


ンチ） 

ンチ） 

チ） 

ンチ） 
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眵注記両面印刷ユニット使用中、上部と下部の最小余白は12 mm 
(0.47インチ）以上でなければなりません。 


メディアのセツト 

このセクションには、デバイスにメディアをセツトする手順が記載さ 
れています。 

歐 注記トレイ2を利用できるのは、一部のモデルのみです。注文の 
詳細については' 印刷サプライ品のオンライン 注文 を 参照してくだ 
さい0 


トレイ1(メイントレイ）にメディアをセツトするには 
1. 排紙トレイを持ち上げます。 



2. 印刷面を下にしてトレイの中央にメディアを挿入します。メ 
ディアの束が横方向用紙ガイドのラインに沿っていて、ガイ 
ドの用紙ラインより低いことを確認してください。 


歐注記デバイスが印刷しているときには、用紙をセットし 
ないでください。 
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3. メディアガイドをトレイに移動し、セツトしたメディアサイ 
ズに調整し ます。 次に、排紙トレイを 下げます。 



4. 排紙トレイの拡張部を引き出します。 



メディアのセット 
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トレイ2にメディアをセツトするには 

1. トレイ正面下部をつかみ、トレイをデバイスから引き出しま 
す。 



2. 印刷面を下にしてトレイの中央に用紙を揷入します。用紙の 
束が横方向用紙ガイドのラインに沿っていて、ガイドのライ 
ンより低いことを確認してください。 


歐注記トレイ2には普通紙しかセットできません。 


3. メディアガイドをスライドし、セツトした用紙サイズに調整 
します。 
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4. トレイをゆっくりと再度挿入します。 

5. 排紙トレイの拡張部を引き出します。 



トレイの設定 


歐注記トレイ2を利用できるのは、一部のモデルのみです。注文の 
詳細については、 印刷サプライ品のオンライン注文 を参照してくだ 
さい。 

トレイを設定するには、トレイ2を取り付けてオンにする必要があ 
ります。 

デフオルトでは、デバイスはトレイ1から給紙するように設定されて 
います。トレイ1が空の場合、デバイスはトレイ2(挿入され、メディ 
ァがセットされている場合）から給紙します。以下の機能を使用し 
て、このデフオルト設定を変更できます。 

• トレイロック：トレイをロックして特殊な用紙を保護し、レター 
へッドやあらかじめ印刷された用紙が誤って使用されないようにし 
ます。文書の印刷中に用紙切れになった場合、ロックしたトレイ 
のメディアが印刷ジョブを完了するために使用されることはありま 
せん。 

• デフオルトのトレイ：この機能を使用して、デバイスが最初にメ 
ディアを給紙するトレイを設定します。 


歐注記トレイロックとデフォルトトレイ設定を使用するには、プリ 
ンタソフトウェアで自動トレイ選択オプションが選択されていなけ 
ればなりません。デバイスがネットワーク上にある場合、デフォル 
トトレイを設定すると、設定はデバイスのすべてのユーザに影響し 
ます。 


トレイ2は普通紙のみをセツトするようデザインされています。 


トレイの設定 
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次の表には、それぞれの印刷ニーズに応じてトレイ設定を使用する方 
法が一覧されています。 


実行内容... 

手順 

両方のトレイに同じメディアをセ 
ットし、1つのトレイが空になつ 
た場合、もう1つのトレイから 
給紙するように設定する。 

• トレイ1とトレイ2にメディ 
アをセットします。詳細につ 
いては、 メディアのセットを 
参照してください。 

• トレイロックが無効にされて 
いることを確認します。 

特殊メディアと普通紙の両方 
( OHP フィルムまたはレターへッ 
ドなど）をトレイにセットする。 

• 特殊なメディアはトレイ1 
に、普通紙はトレイ2にセッ 
卜します。 

• デフオルトトレイがトレイ2 
に設定されていることを確認 
します。 

• トレイロックがトレイ1に設 
定されていることを確認しま 
す。 

両方のトレイにメディアをセット 
するが、どちらかのトレイから最 
初に給紙するよう設定する。 

• トレイ1とトレイ2にメディ 
アをセットします。 

• デフオルトトレイが目的の卜 
レイに設定されていることを 
確認します。 

トレイを設定するには 


1 . 本体の電源がオンになっていることを確認します。 

2. 次のいずれかを行います： 

• 埋め込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左パネ 
ルから[用紙処理]をクリックします。 

• プリンタドライバ ( Windows ) :[機能]タブの[プリンタサ 
ービス]ボタンをクリックし、[用紙の取り扱い]を選択しま 
す。 

• ツールボックス ( Windows ) :[サービス]タブをクリック 
し、[用紙の取り扱い]をクリックします。 
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• HP プリンタユーティリティ （Mac OS X ) :[用紙の取り扱 
い]を[プリンタ設定]パネルからクリックします。 

• コント ロール パネル：\ ([セットアップ])を押し、[基本設 
定]を選択し、[デフオルトトレイ]または[トレイのロッ 
ク]を選択します。 

3. 目的のトレイ設定を変更し、 [0 K ] または[適用]をクリックし 
ます。 

特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 


特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには 
(Windows) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを參照してください。 

2. 文書を開いた状態で、 [ファイル] メニューの [印刷] をクリッ 
クし、 [設定]、[プロパティ]、 または [基本設定] をクリックし 
ます。 

3. [機能]タブをクリックします。 

4. [サイズ]ドロップダウンリストからメディアサイズを選択し 
ます。メディアサイズが見つからない場合は、カスタムメデ 
ィアサイズを作成してください。 


カスタムサイズのメディアを設定するには 

a . ドロップダウンリストから[カスタム]を選択します。 

b . 新しいカスタムサイズの名前を入力します。 

c . [幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、[保存]をクリック 
します。 

d . [ OK ] を 2 回クリックして、 [ プロパティ]、 または [基本 設 
定]ダイアログボックスを終了します。ダイアログボック 
スを再度開きます。 

e . 新しいカスタムサイズを選択します。 

5. [用紙の種類]ドロップダウンリストから用紙の種類を選択し 
ます。 

6. [ 用紙ソース ] ドロップダウンリストからメディアソースを選 
択します。 
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7. その他の設定を変更し、 [ OK ] をクリックします。 

8. ドキュメントを印刷します。 


特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Mac 
OS X) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを参照して〈ださい n 

2. [ファイル] メニューで [ページ設定] をクリックします。 

3. ドロップダウンリストから、 HP デバイスを選択します。 

4. 用紙のサイズを選択します。 

5. カスタムサイズのメディアを設定するには： 

a . [カスタムサイズの管理]を[用紙サイズ]プルダウンメニ 
ュ— でクリックします。 

b . [新規]をクリックし、[用紙サイズ名]ボックスにサイズの 
名前を入力します。 

c . [幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、必要に応じて余白 
を設定します。 

d . [完了] または [0 K ] をクリックし、 [保存] をクリックしま 
す。 

6. [ファイル] メニューで [ページ設定] をクリックし、新しい力 
スタムサイズを選択します。 

7. [0 K ] をクリックします。 

8. [ファイル] メニューで [プリント] をクリックします。 

9- [用紙の取リ扱い]パネルを開きます。 

10.[排紙先の用紙サイズ]の下にある[用紙に合わせて調節]タブ 
をクリックし、カスタマイズされた用紙サイズを選択しま 
す。 

11■それ以外の任意の設定を変更し、 [ OK ] または[印刷]をクリッ 
クします。 


フヂ無し印刷 

フチ無し印刷を使用すると、特定の用紙タイプおよび一部の標準サイ 
ズの用紙の端まで印刷することができます。 
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歐注記ソフトウェアアプリケーションでファイルを開き、画像サイ 
ズを割り当てます。画像サイズが、その画像を印刷するメディアの 
サイズに合っていることを確認します。 

Windows の場合は、[印刷機能のショートカット]タブからもこの機 
能にアクセスできます。プリンタドライバを開き、[印刷機能のシ 
ョートカット]タブを選択し、この印刷ジョブのドロップダウンリ 
ストから印刷機能のショートカットを選択します。 

注記フチ無し印刷では、普通紙は使用できません。 


フチ無し文書を印刷するには (Windows) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを參照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. アプリケーションからプリンタドライバを開きます。 

a . [ファイル] をクリックし、 [印刷] をクリックします。 

b . 使用する印刷ショートカットを選択します。 

4. その他の印刷設定を変更し、 [ OK ] をクリックします。 

5. 文書を印刷します。 

6. 切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブ 
を切り取って、文書を完全にフチ無しにします。 


フチ無し文書を印刷するには (Mac OS X) 

1- 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを參照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. [ファイル] をクリックし、 [用紙設定] をクリックします。 

4. ドロップダウンリストから、 HP デバイスを選択します。 

5. フヂ無しメディアのサイズを選択して [ OK ] をクリックしま 
す。 

6. [ファイル] をクリックし、 [印刷] をクリックします。 

7. [用紙の種類/品質]パネルを開きます。 

8. [用紙]タブをクリックし、[用紙の種類]ドロップダウンリス 
卜から用紙の種類を選択します。 

歐注記フチ無し印刷では、普通紙は使用できません。 


フチ無し印刷 
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9. 写真を印刷する場合は、[品質]ドロップダウンリストから 
[高画質]を選択します。または、[最大 dpi ] を選択します。こ 
の場合、最大解像度4800 x 1200 dpi による印刷が可能になり 
ます。 


歐注記最大解像度4800 x 1200 dpi は入カデータ解像度を 
1200 dpi に設定し、カラー印刷した場合この設定では、一 
時的に大量のハードディスク容量 (400 MB 以上）が使用さ 
れることがあり、印刷に時間がかかります。 

10■メディアソースを選択します。 

11■その他の設定値を選択した後、[プリント]をクリックしま 
す。 

12.切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブ 
を切り取って、文書を完全にフヂ無しにします。 
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4 印刷 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• プリント設定の変更 

• 両面印刷 （2 面印刷) 

• Web ページの印刷 

• 印刷ジョブのキャンセル 

プリント設定の変更 

プリント設定（用紙のサイズやタイプ）は、アプリケーション、または 
プリンタドライバから変更できます。アプリケーションから変更する 
と、プリンタドライバで加えた変更よりも優先されます。ただし、ア 
プリケーシヨンを終了すると、ドライバで設定がデフオルトの設定に 
戻ります。 


m 注記プリントジョブすべてにプリント設定を設定するには、プリ 
ンタドライバで変更を加えます。 

Windows のプリンタドライバ機能の詳細については、プリンタド 
ライバのオンラインヘルプを参照してください。特定のアプリケ 
—ションから印刷する方法については、そのアプリケーションに付 
属のマニュアルを參照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

- 現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更する 

( Windows ) 

• 将来のジョブすべてについてデフォルトの設定を変更する 

( Windows ) 

• 設定を変更する (Mac OS X ) 


印刷 
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現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更する （ Windows ) 

設定を変更するには 

1. 印刷する文書を開きます。 

2. [ファイル]メニューの[印刷]をクリックし、[設定]、 [プロ パ 
ティ]、または[基本設定]をクリックします。（使用するアブ 
リケーションに応じて、異なるオプションがあります)。 

3. 適切な印刷ショートカットを選択し、 [ OK ]、 [印刷]、または 
類似のコマンドをクリックします。 

将来のジョブすべてについてデフオルトの設定を変更する ( Windows ) 
設定を変更するには 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

- Or - 

[スタート] をクリックして [コントロールパネル] をクリック 
し、 [プリンタ] をダブルクリックします。 

歐注記画面の指示に従って、管理者パスワードを入力しま 
す。 


2■プリンタアイコンを右クリックし、 [プロパティ]、[全般] 夕 
ブ、または[詳細設定]をクリックします。 

3■設定を変更して、 [ OK ] をクリックします。 

設定を変更する (Mac OS X ) 

設定を変更するには 

1- [ファイル] メニューで [ページ設定] をクリックします。 

2. 用紙サイズなど、必要な設定を変更して、 [ OK ] をクリックし 
ます。 

3. [ファイノレ] メニューの [プリント] をクリックして、プリンタ 
ドライバを開きます。 

4. 用紙タイプなど、必要な設定を変更して、 [ OK ] または[プリ 
ント]をクリックします。 
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両面印刷 P 面印刷） 

用紙の両面印刷は、手動で行うことも、両面印刷 ユニットを 使用して 

自動で行うことも可能です。 

歐注記 プリンタドライバは、手動両面印刷をサポートしていませ 
ん。両面印刷を行うには、 HP 自動両面印刷アクセサリをデバイス 
に取り付ける必要があります。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ページの両面に印刷する場合のガイドライン 

• 両面印刷を実行する 

ページの両面に印刷する場合のガイドライン 

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用して〈ださい。 
詳細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 参照して 
<ださい。 

• アプリケーションまたはプリンタドライバで2面印刷オプション 
を指定します。 

• OHP フィルム、封筒、フォト用紙、光沢のあるメディア、60 g/m 

2 (ボンド紙16ボンド）未満の用紙、または105 g/m * 2 (ボンド紙 
28ポンド）を超える用紙には、両面印刷を行わないでください。 
これらの用紙では、紙詰まりの原因となる場合があります。 

• 一部の用紙で両面印刷を行う場合、特定の用紙方向でセットする必 
要があります。（レターヘッド、印刷済み、透かし模様、穴あきな 
ど) Windows を実行しているコンピュータから印刷すると、メディ 
アの最初の面から印刷されます。印刷面を下に向けてメディアをセ 
ットします。 

• 両面印刷でメディアの片面に印刷されると、インクが乾燥する間、 
デバイスは用紙を保留して待機します。インクが乾燥すると、用 
紙はデバイスに再度給紙され、2番目の面が印刷されます。印刷が 
完了すると、用紙は排紙トレイに排出されます。印刷が完了する 
まで、用紙をつかまないでください。 

• サポートされているカスタムサイズのメディアの両面に印刷するに 
は、用紙の上下を逆にして、もう一度デバイスに給紙します。詳 
細については、 サポートされたメディアの仕様の理解 を 参照してく 
ださい。 
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両面印刷を実行する 

歐注記 手動で両面印刷を行うには、最初に奇数番号のページを印刷 
し、ページを裏返して偶数番号のページを印刷します。 


自動で両面印刷を行うには (Windows) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 ページの両面 
に印刷する場合のガイドライン および メディアのセット を参 
照してください。 

2. 両面印刷ュニットが正しく取り付けられていることを確認し 
てください。詳細については、 両面印刷ユニットのインスト 
ニルを 参照してください。 

3. ドキュメントを開いた状態で、 [ファイル] メニューの [印刷] 
をクリックして、印刷機能のショートカットを選択します。 

4. その他の設定を変更し、 [OK] をクリックします。 

5. ドキュメントを印刷します。 

自動で両面印刷を行うには (Mac OS X) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 ページの両面 
に印刷する場合のガイドライン および メディアのセット を参 
照してください。 

2. 両面印刷ュニットが正しく取り付けられていることを確認し 
てください。詳細については、 両面印刷ユニットのインスト 

を参照してください。 

3. [ページ設定] で、正しいプリンタと用紙サイズを使用してい 
ることを確認します。 

4. [ファイノレ] メニューで [プリント] をクリックします。 

5. ドロップダウンリストから、 [印刷部数と印刷ページ] を選択 
します。 

6. 両面に印刷するオプションを選択します。 

7. 適切なアイコンをクリックして、綴じ方向を選択します。 

8. その他の設定を変更し、[印刷]をクリックします。 

Web ページの印刷 

HP 才ールインワンでは、 Web ブラウザから Web ページを印刷する 

ことができます。 
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ブラウザに Internet Explorer6.0 以降を使用している場合 、 [HP 
Smart Web Printing ] を使用すると、印刷内容や印刷方法を簡単に管 
理して、希望通りの Web 印刷が行えます 。 [HP Smart Web Printing ] 
には、 Internet Explorer のツールバーからアクセスできます 。 [HP 
Smart Web Printing ] の詳細については、付属のヘルプを参照してく 
ださい。 

Web ページを印刷するには 

1- 用紙がメイン給紙トレイにセツトされていることを確認しま 
す。 

2. Web ブラウザの[ファイル】メニューの、[印刷]をクリックし 
ます。 


% ヒント最高の結果を得るには、[ファイル]メニューから 
[HP Smart Web Printing ] を選択します。選択するとチェ 

ックマークがつきます。 

[印刷]ダイアログボックスが表示されます。 

3. 使用するプリンタが選択されていることを確認します。 

4. お使いの Web ブラウザがサポートしている場合は、 Web ぺ 
—ジ上の印刷するアイテムを選択します。 

たとえぱ Internet Explorer では、[オプション]タブをクリック 
して、[表示された通りに印刷する】、[選択されたフレームの 
みを印刷する]、[リンクドキュメントをすべて印刷する]など 
のオプションを必要に応じて選択します。 

5. [印刷]または [ OK ] をクリックして Web ページを印刷しま 
す。 


%ヒント Web ページを端まで正しく印刷するには、印刷方向を[横] 
に設定しなければならない場合があります。 


印刷ジョブのキャンセル 

以下の方法を使用して印刷ジョブをキャンセルできます。 

デバイスのコント ロール パネル ： >c (キャンセルボタン）を押しま 
す。これにより、現在処理中のジョブがクリアされます。処理待機中 
のジョブには影響しません。 


印刷ジョブのキャンセル 
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Windows :コンピュータ画面の右下端に表示されているプリンタア 
イコンをダブルクリックします。印刷ジョブを選択してから、キーボ 
_ドで Delete キ_を押します。 

Mac OS X : Dock のプリンタアイコンをクリックし、文書を選択し、 
[削除]をクリックします。 
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5 スキヤン 

原稿をスキャンし、ネットワーク上のフォルダやコンピュータ上のプ 
ログラムなど、さまざまな場所に送信することができます。デバイス 
の コン トロールパネル、 HP ソリューシヨンセンターソフトウェア、 
コンピュータ上の TWAIN 互換または WIA 互換プログラムを使用でき 
ます。 

ソフトウェアをインストールしていない場合は、組み込み Web サー 
バを使用する Web スキャンのみが使用できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 原福のスキャン 

• 埋め込み Web サーバ経由での Web スキャンの使用 

• TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 

• スキャンした原稿の編集 
• スキャン設定の変更 

• スキヤンジョブのキャンセル 


原稿のスキヤン 

スキヤンはコンピュータからでも、デバイスのコントロールパネルか 
らでも行うことができます。このセクションでは、デバイスのコント 
口ールパネルからのスキャン方法について説明します。 


歐注記 HP Photosmart ソフトウェアを使用して、パノラマなどの画 
像をスキャンすることもできます。このソフトウェアを使用すれ 
ば、スキャンした画像を編集したり、スキャンした画像を使用して 
特別なプロジェクトを作成することができます。コンピュータから 
のスキャン方法や、スキャン画像の調整、サイズ変更、回転、トリ 
ミング、鮮明度調整については、ソフトウェアに付属のオンスクリ 
—ン HP Photosmart ソフトウェア ヘルプを 參照してください。 


スキャン機能を使用するには、デバイスとコンピュータを接続して電 
源をオンにします。また、スキャンを実行する前に、コンピュータに 
プリンタソフトウヱアをインストールし、実行しておく必要がありま 
す。 Windows を実行しているコンピュータでプリンタソフトウェア 
が動作していることを確認するには、画面右下の時刻の横にあるシス 
テムトレイに、デバイスのアイコンが表示されていることを確認しま 
す。 Mac OSX を実行しているコンピュータでこれを確認するには、 


スキヤン 
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HP デバイスマネージャを開き、[画像のスキャン]をクリックしま 
す。スキャナを利用できる場合は、 HP ScanPro アプリケーシヨンが 
起動します。利用できない場合は、スキャナが見つからなかったこと 
を示すメッセージが表示されます。 


啟注記 Windows システムトレイにある HP Digital Imaging Monitor 
アイコンを閉じると、デバイスからスキャン機能の一部が失われ、 
[接続していません]という エラー メ ッセー ジが表示されます。この 
エラ — メ ッセージが 表示され た 場合は、コンピュータを再起動する 
か、または HP DigitaNmaging Monitor を起動すると、機能を完全 
に回復させることができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• コンピュータへの原稿のスキャン（直接接続) 

• コンピュータへの原稿のスキャン（ネットワーク接続) 

• メモリデバイスへの原稿の送信 


コンピュータへの原稿のスキャン（直接接続） 

USB ケーブルを使用してデバイスが直接コンピュータに接続されてい 
る場合は、以下の手順に従います。 

スキャンが完了すると、選択したプログラムが開き、スキャンした文 
書が表示されます。 

HP ソリューションセンターからコンピュータ上のプログラムにスキ 
ャン画像を送信するには 

▲ コンピュータで HP ソリューションセンターを開きます。[ド 
キュメントスキャン]または[画像のスキャン】を選択しま 
す。詳細については、スキャンソフトウェアに付属のオンス 
クリーンヘルプを參照してください。 

デバイスのコントロールパネルからコンピュータ上のプログラムにス 
キャン画像を送信するには（直接接続） 

1- スキャナガラス板に原稿をセツトします。詳細については、 
原稿のセツ ト を参照してください。 

2. スキャンを選択します。 

3. 矢印キーを押して、使用するプログラム （ HP ソリューション 
センターソフトウェアなど）を選択し、 0 K (0) を押します。 

4. スキャンスタートを押します。 
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コンピュータへの原稿のスキャン（ネットワーク接続） 

デバイスが有線または無線ネットワークでコンピュータに接続されて 
いる場合は、以下の手順に従います。 

デバイスのコントロールパネルからコンピュータにスキャン画像を送 
信するには（ネットワーク接続} 

1- スキャナガラス板に原稿をセットします。詳細については、 
原稿のセッ ト を 参照してください。 

2. スキャンボタンを押します。 

3. 矢印キーを押して宛先コンピュータを選択し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

4. 矢印キーを押して、使用するショートカットを選択し、 0 K 
(0) を押します。 

5. スキャンスタートを押します。 

メモリデバイスへの原稿の送信 

挿入してあるメモリカードや前面 USB ポートに接続したストレージ 
デバイスに、スキャンした画像を JPEG 画像または PDF ファイルと 
して送信することができます。品質や用紙サイズの設定など、その他 
のスキャンオプションもあります。 

メモリデバイスにスキャンするには 

1. スキャナのガラス板または自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) 
に原稿をセットします。詳細については、 原稿のセッ ト を 參 
照してください。 

2. メモリデバイスを挿入します。詳細については、 メモリカー 
ドの 挿入 を 参照してください。 

3. スキャンスタートを押します。 

• スキャンが表示され、さまざまなオプションまたはスキャ 
ン先が表示されます。デフオルトのスキャン先には、前回 
このメニューを使用したときに選択したスキャン先が指定 
されます。 

• デバイスをコンピュータに直接接続している場合、スキャ 
ンメニューが表示されます。 


原稿のスキヤン 
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4. 矢印キーを押して[メモリデバイス]を強調表示し、 OK ( O ) を 
押します。 

5. スキヤンオプションを変更して、スキヤンスタートを押しま 
す。 

デバイスによって画像がスキヤンされ、そのファイルがメモリカード 
またはストレージデバイスに保存されます。 


埋め込み Web サーバ経由での Web スキヤンの使用 

Web スキヤンは埋め込み Web サーバの機能の一部であり、 Web ブラ 
ウザを使用してデバイスで写真や文書をスキヤンし、コンピュータに 
出力することができます。この機能は、コンピュータにプリンタソフ 
トウエアをインストールしなかった場合でも利用できます。 

▲ [情報]タブをクリックし、左枠の [ Web スキヤン】をクリック 
します。[画像タイプ]と[ドキュメントのサイズ]の選択を行 
し、、[スキヤン]または[プレビュー]をクリックします。 

埋め込み Web サーバの詳細については、 組み込み Web サーバ を 参照 
してください。 


TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 


デバイスは TWAIN 互換および WIA 互換であり、 TWAIN 互換または 
WIA 互換のスキャンデバイスをサボートするプログラムを使用できま 
す。 TWAIN 互換または WIA 互換プログラムでは、スキャン機能にア 
クセスし、スキャン画像を直接プログラムに送信することができま 
す。 

TWAIN は、すべての Windows および Mac OS X オペレーテイングシ 
ステムでサボートされています。 

Windows オペレーテイングシステムでは、 WIA がサボートされてい 
るのは Windows XP および Windows Vista での直接接続のみです。 
WIA は Mac OS X ではサボートされていません。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• TWAIN 互換プログラムからスキャンする 

• WIA 互換プログラムからスキャン丈る 
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TWAIN 互換プログラムからスキャンする 


—般的に、[取得]、[ファイルの取得]、[スキャン]、[新規オブジェクト 
のインポート]、[挿入元]、[スキャナ]のようなコマンドがある場合、 
そのソフトウェアプログラムは TWAIN 互換です。プログラムに互換 
性があるかどうかわからない場合、またはコマンドの名前がわからな 
い場合は、ソフトウェアプログラムのヘルプまたはマニュアルを參照 
してください。 

TWAIN 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよ 
び手順の詳細については、ソフトウェアプログラムのヘルプまたはマ 
ニュアルを参照してください。 


WIA 互換プログラムからスキャンする 


一般的に、 [ 挿入]メニュー または [ ファイル ] メニューに [ 画像/スキャ 
ナまたはカメラから]のようなコマンドがある場合、そのソフトウェ 
アプログラムは WIA 互換です。プログラムに互換性があるかどうか 
わからない場合、またはコマンドの名前がわからない場合は、ソフト 
ウェアプログラムのヘルプまたは マニュアルを 参照してください。 

WIA 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび手 
順の詳細については、ソフトウェアプログラムの ヘルプ またはマニュ 
アルを参照してください。 

スキャンした原稿の編集 

HP ソリューションセンターを使用して、スキャンした文書を編集で 
きます。また 、 OCR (光学式文字認識）ソフトウェアを使用して、スキ 
ャンしたテキスト文書をテキストにすることもできます。既にコンピ 
ュータ上にあれば、サードパーティの編集アプリケーションを使用す 
ることもできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• スキャンした写真またはグラフィックの編集 

• 光学式文字認識 （ OCR ) ソフトウェアを使用した.スキャン文書の 

編集 


スキャンした写真またはグラフィックの編集 

ソリューシヨンセンター内のスキヤンソフトウェアを使用して、スキ 
ャンした写真やグラフィックを編集できます。このソフトウェアを使 


スキャンした原稿の編集 
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用して、明度、コントラスト、彩度などさまざまな調整を行います。 
画像を回転することもできます。 

詳細については、スキヤンソフトウェアのオンスクリーンヘルプを參 
照してください。 

光学式文字認識 ( OCR ) ソフトウェアを使用した、スキャン文書の編集 

OCR ソフトウェアを使用すると、スキャンしたテキストを任意のワー 
ドプロセッサプログラムにインポートして編集することができます。 
これにより、レター、新聞の切り抜き、その他多くの文書を編集する 
ことができます。 HP ソリューションセンターから OCR ソフトウェ 
アを使用してスキャンできます。 

編集に使用するワードプロセッサプログラムは指定できます。ワー 
ドプロセッサアイコンが表示されていないかアクティブでない場合 
は、コンピュータにワードプロセッサソフトウェアをインス I ルし 
ていないか、インス I ル中にそのプログラムをスキヤナソフトウェ 
アが認識していません。ワードプロセッサプログラムへのリンクの作 
成方法については、 HP ソリューションセンターのオンスクリーンへ 
ルプを參照して〈ださい。 

OCR ソフトウェアは、スキャンされたカラーテキストをサポートし 
ていません。カラーテキストは、常に白黒のテキストに変換されてか 
ら、 OCR に送信されます。このため、最終的な文書のすべてのテキ 
ストは、元の色にかかわらず白黒になります。 

一部のワードプロセッサプログラムとデバイスとの相互作用は複雑で 
あるため、スキャンしたテキストをワードパッド ( Windows ) または 
TextEdit (Mac OSX ) などのテキストエディタに送信し、テキストを 
切り取ってから、目的のワードプロセッサプログラムに貼り付けた方 
がよい場合もあります。 

▲ ドキュメントをスキャンするには、ソリューションセンター 
を開いて、[テキストに変換]ボタンをクリックします。画面 
上の指示に従って、スキャンした文書をテキストに変換しま 
す。 
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スキャン設定の変更 

スキャン設定を変更するには 

• Windows : HP ソリユーションセンターを開き、[設定]を選択し 
ます。次に、[スキャン設定とプリファレンス]を選択し、利用可能 
なオプションから選択して設定を行います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX ) : [ HP デバイスマネージャ] 

を起動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストか 
ら[スキャンプリファレンス]を選択します。 

スキャンジヨブのキャンセル 

スキャンジヨブをキャンセルするには、デバイスのコントロールパネ 
ルにあるキャンセルを押します。 


スキヤンジヨブのキャンセル 
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6 HP デジタルソリューション（一部 
のモデルのみ） 

HP Officejet Pro デバイスには、作業を単純化し、能率を高めるのに役 
立つ一連のデジタルソリューションが含まれています。これらのデジ 
タルソリューションには、以下が含まれています。 

• HP ダイレクトデジタルファイリング（ネットワークフォルダにス 
キャンおよび電子メ ールにスキャンを含む） 

• HP デジタルファクス（ネットワークフォルダにファクスおよび電 
子メ _ ルにファクスを含む） 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• HP デジタルソリューションについて 

• 必要な条件 

• HP デジタルソリューションの設定 

• HP ダイレクトデジタルファイリング 

• HP デジタルファクスの設定 

• HP デジタルファクスの使用 


HP デジタルソリューションについて 

HP デジタルソリューションとは、この HP Officejet Pro に同梱され 
ている、オフィスの生産性向上に役立つツールです。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• HP ダイレクトデジタルファイリング 

• HP デジタルファクス 


HP ダイレクトデジタルファイリング 

HP ダイレクトデジタルファイリングを使用すると、ネットワーク上 
の複数の ユーザー が円滑で一般的なオフィス向けのスキヤンと基本的 
で用途の広い文書管理機能を利用できます。 HP ダイレクトデジタル 
ファイリングを使用すると 、 HP Officejet Pro デバイスのコントロー 
ルパネルのボタンを押すだけで、ネットワーク上のコンピュータのフ 
オルダへの文書の直接スキヤンや、電子メールの添付ファイルとして 
のビジネスパートナーとのすばやい共有などが、すべて追加のスキヤ 
ンソフトウェアなしで行えます。 


HP デジタルソリューシ ヨン（一 部のモデルの み) 
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これらのスキャンされた文書は、個人やグループでアクセスできる共 
有ネットワークフォルダに送信したり、1件以上の電子メールアドレ 
スに送信してすばやく共有することができます。また、スキャンの各 
送信先に固有のスキャン設定が行えるため、それぞれの具体的なタス 
クに最も適した設定を確実に使用することができます。 

HP デジタルファクス 

重要なファクスが紙の中に埋もれてなくなることはもうありません。 

HP デジタルファクスを使用すると、受信したモノクロファクスをネ 
ットワーク上のコンピュータのフォルダに保存して、簡単に共有や保 
管を行ったり、電子メールでファクスを転送できるため、オフィスか 
ら離れている間、どこででも重要なファクスを受け取ることができま 
す。 

また、ファクス印刷を完全にオフにして、紙とインクを節約し、紙の 
消費とゴミの減量に役立てることもできます。 


必要な条件 

HP デジタルソリューシヨンは、ワイヤレス接続または Ethernet ケー 
ブルで直接ネットワークに接続された HP Officejet Pro デバイスで利 
用できます。 


デジタルソリューシヨンのセットアップ前に、以下を用意してくださ 
い。 

ネツトワークにスキヤンのフォルダ、ネツトワークにファクスのフォ 
ルダ 

• ネットワークに関する適切な権限 

フォルダへの書き込みアクセス権限が必要です。 

• フォルダのあるコンピュータの名前 

コンピュータ名検索の詳細については、使用しているオペレーテイ 
ングシステムのマニュアルを参照してください。 

• フォルダのネツトワークアドレス 

Windows を実行しているコンビュータで、ネットワークアドレス 
は通常、次の形式で記載されます。 \\ mypc \ sharedfolder \ 
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• Windows の共有フォルダ、または SMB 共有フォルダ （Mac OS X 
のみ） 

コンピュータ名検索の詳細については、使用しているオペレーテイ 
ングシステムのマニュアルを参照してください。 

• 必要に応じて、ネットワーク用のユーザー名とパスワード 

たとえば、 Windows または Mac OSX では、ユーザー名とパスワー 
ドがネットワークへのログインに使用されます。 


W 注記 HP ダイレクトデジタルファイリングは 、 Active Directory を 
サポートしていません。ネットワークフォルダへのスキヤンは、 
Mac OSX ( v 10.5) のみでサボートされています。ネットワークフ 
ォルダへのファクスは 、 Mac OSX ( v 10.4) および Mac OS X 
( vlO .5) 以降でサボートされています。 


電子メールへのスキヤン、電子メールへのファクス 
• 有効な電子メールアドレス 
• 送信 SMTP サーバ情報 
• アクティブなインターネット接続 

歐注記電子メールへのスキヤンと電子メールへのファクスは 、 Mac 
OSX ( v 10.4) および Mac OS X ( vl 0.5) 以降でサボートされていま 
す。 


HP デジタルソリューションの設定 

HP Officejet Pro デバイスに同梱されている HP ソフトウェアを使用し 

て、 HP デジタルソリューションを設定できます。 

• Windows を実行するコンピュータを使用している場合は、このソ 
フトウェアは、 HP ソリューシヨンセンターソフトウェアから開け 
るソフトウェアウィザードで構成されます。これらのウィザード 
を使用するには 、 Windows XP (32 ビット版）または Windows 
Vista (32 ビット版、または64ビット版）を実行するコンピュータが 
必要です。 

• MacOSX を実行しているコンピュータを使用している場合 、 HP 
ソフトウェアを初めてコンピュータにインス I ルするとき、また 
はソフトウェアを （コンピュータで HP セットアップアシスタント 
を使用して）インストールした後、デジタルソリューションをセツ 
トアップできます。 


HP デジタルソリューションの設定 
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W 注記 Windows を実行している コン ピュータに電子メールにスキャ 
ン、または電子メールにファクスを設定する場合、セットアップウ 
イザードが以下の電子メールアプリケーションの電子メール設定を 
自動的に検出します。 


• Microsoft Outlook 2000 (Windows XP ) 

• Microsoft Outlook 2003 -2007 (Windows XP および Windows Vista ) 

• Outlook Express (Windows XP ) 

• Windows Mail (Windows Vista ) 

• Mozilla Thunderbird (Windows XP および Windows Vista ) 

• Qualcomm Eudora (バージョン7.0以降 ） （Windows XP および 
Windows Vista ) 

• Netscape (バージョン 7.0) (Windows XP ) 

ただし、使用している電子メールアプリケーションが上記に記載され 

ていなくても、その電子メールアプリケーションがこのセクションに 

記載されている要件を満たしていれば電子メールにスキヤン、および 

電子メールにファクスを設定して使用することができます。 

-：9：-ヒントこのガイドに記載されている方法のぼかに、 HP デバイス 
の組み込み Web サーバ ( EWS ) を使用して、 HP デジタルソリュー 
ションを設定することもできます。 EWS の使用の詳細について 
は、 組み込み Web サーバ を参照してください。 

眵注記 IPv 6 専用ネットワーク環境で HP デバイスを使用している場 
合は、 EWS を使用してデジタルソリューションを設定する必要が 
あります。 


HP ダイレクトデジタルファイリング 

HP ダイレクトデジタルファイリングを使用すると 、 HP Officejet 
Pro デバイスを使用して、別のスキャンソフトウエアを使用せずに、 
文書をスキャンすることができます。文書は、ネットワーク上のコン 
ピュータで共有するフォルダに直接スキャンしたり、スキャンした文 
書を電子メールの添付ファイルとして送信できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワークフォルダにスキャンのセットアップ 

• HP ネットワークフォルダにスキャンの使用 

• 雷子メールにスキャンのセットアップ 

• 電子メールへのスキヤン 
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ネットワークフォルダにスキヤンのセットアップ 

ネットワークフォルダにスキヤンを使用するには、ネットワークに接 
続するコンピュータで使用するフォルダを作成して設定する必要があ 
ります。 HP デバイスのコントロールパネルからフォルダを作成する 
ことはできません。 

共有フォルダをセットアップして、ネットワークフォルダにスキヤン 
を有効にするには、オペレーティングシステムの次の手順を完了しま 
す0 


歐注記後でこの機能をオフにする場合にも、この手順を使用して設 
定を変更します。 


Windows コンビュータでのネツトワークフォルダにスキヤンのセツ 
トアップ 

1. HP Officejet Pro デバイスソフトウエアをインス！ルした 
ら、 HP ソリューションセンターを開きます。 

• デスクトップで、 HP ソリューションセンターアイコンを 
ダブルクリックします。 

-または- 

• Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プロ 
グラム]または[すべてのプログラム]を選択します。次 
に、 [ HP ] を選択し、 HP デバイス用のフォルダを選択し 
て、 [HP ソリューションセンター]をクリックします。 

2. [設定]をクリックします。 

3■ウィンドウの[スキヤン設定]の部分で、[デジタルフアイリ 
ングの設定]をクリックし、[ネットワークフォルダにスキヤ 
ンのセットアップウィザード]をクリックします。 

4. ウィザードの画面の指示に従って、ネットワークフォルダを 
作成して共有します。ウィザードは、自動的に HP デバイス 
に設定を保存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛 
先フォルダを設定できます。 


歐注記ネットワークフォルダにスキヤンのセットアップウイザード 
の終了時に、 HP デバイス用の EWS がコンピュータのデフォルト 
の Web ブラウザで自動的に開きます。 EWS を使用して、各宛先フ 
ォルダのスキヤン設定をカスタマイズすることができます。組み込 
み Web サーバの詳細については、 組み込み Web サーバ を 参照して 
ください。 
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Macintosh コンピュータでのネツトワークフォルダにスキャンのセツ 

トァップ 

W 注記 HP ソフトウェアを初めてコンピュータにインストールする 
とき、またはソフトウェアを （コンピュータで HP セットアップア 
シスタントを使用して）インストールした後、ネットワークフォル 
ダにスキャンをセットアップできます。 

1. HP ソフトウェアを初めてインス！ルする場合は、手順2 
に進みます。 

-または- 

HP ソフトウェアがすでにインストールされている場合は、 

HP セットアップアシスタントを開きます。 

a . Dock の [HP デバイス マネージャ] のアイコンをクリック 
します。 （ HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、 
メニューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリック 
して、ボックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 
[HP デバイス マネージャ] エントリをクリックします)。 

b . [情報と設定]メニューから、 [セッ トアップアシスタント] 
を選択します。 

2. HP セットアップアシスタントの画面の指示に従って、ネッ 
トワークフォルダを作成して共有します。 

HP セットアップアシスタントは、自動的に HP デバイスに設定を保 

存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛先フォルダを設定 

できます。 

組み込み Web サーバからのネットワークフォルダにスキャンの設定 

1. ネットワークに接続されているコンピュータにフォルダを作 
成します。 

2. フォルダを共有します。 

m 注記フォルダの基本設定で読み取りと書き込みのアクセ 
スが設定されていることを確認します。ネットワーク上の 
フォルダの作成とフォルダの基本設定の詳細については、 
オペレーティングシステムのマニュアルを參照してくださ 
い。 

3. 使用しているコンピュータでサポートされている Web ブラウ 
ザ （Microsoft Internet Explorer 、 Opera、Mozilla Firefox 、 また 
は Safari ) を開きます。 
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4. HP Officejet Pro デバイスに割り当てられている IP アドレス 
を入力します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレス 
が123.123 .123. 123の場合、以下のアドレスを Web ブラウザ 
に入力します。 

「 http :// 123.123.123.123」 IPv 6 専用ネットワーク環境を使用 
していて、 IP アドレスが FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、 
以下のアドレスを Web ブラウザに入力します。 rhttp :// 
[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7 ]J 

Web ブラウザのウィンドウに EWS ページが表示されます。 


歐注記 EWS の使用の詳細については、 組み込み Web サ_ 
バを參照してください。_ 

5. [ホーム]タブで、 [セッ ト アップ ] ボックスの [ネッ トワークフ 
ォルダにスキャンのセット アップ ] をクリックします。 

-または- 

[設定]タブをクリックし、[スキャン■デジタルフアイリン 
グ]で、[ネットワークフォルダのセットアップ]をクリック 
します。 

6. [ネットワークフォルダエントリの追加]をクリックして、画 
面上の指示に従います。 

歐注記各宛先フォルダのスキャン設定をカスタマイズする 
ことができます。 

7. ネットワークフォルダに関して必要な情報を入力したら、[保 
存とテスト]をクリックしてネットワークフォルダへのリン 
クが正しく機能することを確認します。エントリが[ネットワ 
ークフォルダ]のリストに追加されます。 


HP ネットワークフォルダにスキヤンの使用 

1. HP Officejet Pro デバイスのスキヤナのガラス板または自動ド 
キュメントフィーダ （ ADF ) に文書をセットします。 

2. コン ト ロ ー ルパネルの[スキ ヤン ] 領域で、[ネットワークフ 
ォルダ]ボタンを押します。 
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3. コン ト ロー ルパネルのディスプレイで、使用するフオルダに 
一致する名前を選択します。入力を求められた場合は 、 PIN 
を入力します。 

4. スキヤン設定を変更して、[スキヤンスタート]にタッチしま 
す。 


歐注記ネットワークトラフィックの状況や接続速度によっては、接 
続に時間がかかることがあります。 


電子メールにスキヤンのセツトアップ 


送信メールプロファイルのセットアップ 

電子メールメッセージを送信するには、 HPOfficjetPro デバイスに有 
効な、既存の電子メールアドレスが使用されている必要があります。 
このアドレスは「送信メールプロファイル」とも呼ばれ、 HP デバイ 
スから送信された電子メールメッセージの[差出人]部分に表示されま 
す。 

HP デバイスが使用する送信メールプロファイルをセットアップする 
には、オペレーテイングシステムの次の手順を完了します。 


散注記後でこの機能をオフにする場合にも、この手順を使用して設 
定を変更します。 


Windows コンピュータでの電子メールにスキヤンのセットアップ 

1. HP Officejet Pro デバイスソフトウェアをインストールした 
ら、 HP ソリューションセンターを開きます。 

a . デスクトップで、 HP ソリューションセンターアイコンを 
ダブルクリックします。 

-または- 

b . Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プロ 
グラム]または[すべてのプログラム]を選択します。次 
に、 [ HP ] を選択し、 HP デバイス用のフォルダを選択し 
て、 [HP ソリューションセンター】をクリックします。 

2. [設定]をクリックします。 

3■ウィンドウの[スキヤン設定]の部分で、[デジタルフアイリ 
ングの設定]をクリックし、[電子メールにスキヤンのセット 
アップウィザード]をクリックします。 
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&注記電子メールにスキヤンのセットアップウイザードの終了時 
に 、 HP Officejet Pro 用の EWS がコンピュータのデフオルトの 
Web ブラウザで自動的に開きます。最大15件の電子メールアドレ 
スの連絡先と、対応する連絡先の名前を追加できます。これらの電 
子メールアドレスは、 EWS の電子メールアドレス帳に記載されま 
す。（連絡先の名前は、 HP デバイスのコントロールパネルと電子メ 
—ルアプリケーションに表示されます)。組み込み Web サーバの詳 
細については、 組み込み Web サーバ を参照してください。 


Macintosh コンピュータでの電子メールにスキャンのセットアップ 

& 注記 HP ソフトウェアを初めてコンピュータにインストールする 
とき、またはソフトウェアを（コンピュータで HP セットアップア 
シスタントを使用して）インストールした後、電子メールにスキャ 
ンをセットアップできます。 

1. HP ソフトウェアを初めてインストールする場合は、手順2 
に進みます。 

-または- 

HP ソフトウェアがすでにインストールされている場合は、 

HP セットアップアシスタントを開きます。 

a . Dock の [HP デバイス マネージャ] のアイコンをクリック 
します。 ( HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、 
メニューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリック 
して、ボックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 
[HP デバイス マネージャ] エントリをクリックします)。 

b . [情報と設定]メニューから、[セットアップアシスタント】 
を選択します。 

2. セツトアップアシスタントの画面に表示される指示に従いま 
す。 
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組み込み Web サーバを使用した電子メ ールにスキャンの設定 

1. 使用しているコンピュータでサボートされている Web ブラウ 
ザ （Microsoft Internet Explorer 、 Opera、Mozilla Firefox 、 また 
は Safari ) を開きます。 

2. HP Officejet Pro デバイスに割り当てられている IP アドレス 
を入力します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレス 
が123.123 .123. 123の場合、以下のアドレスを Web ブラウザ 
に入力します。 

rhttp ://123.123.123.123 j IPv 6 専用ネットワーク環境を使用 
していて、 IP アドレスが FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、 
以下のアドレスを Web ブラウザに入力します。 「 http :// 
[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7 ]J 

Web ブラウザのウィンドウに EWS ページが表示されます。 


歐注記 EWS の使用の詳細については、 組み込み Web サ_ 
バを參照してください。_ 

3. [ホーム]タブで、[セットアップ]ボックスの[電子メールにス 
キャンのセットアップ]をクリックします。 

-または- 

[設定]タブをクリックし、[電子メール■デジタルファイリン 
グ]で、[送信メールプロファイルのセットアップ]をクリッ 
クします。 

4. [送信メールプロファイルの追加】をクリックし、画面に表示 
される指示に従います。 
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5. 必要な情報の入力が終了したら、 [保存とテスト] をクリック 
してプロファイルが正しく設定されたことを確認します。（こ 
のプロファイルが正しく設定されると、 HP デバイスは送信メ 
—ルプロファイルとして設定したアドレスに電子メールメッ 
セージを送信し ます)。 

エントリが[送信 メールプロファイルリスト] に追加されま 
す。 

6. 連絡先の電子メールアドレスを 15 件まで追加できます。 

a . [ホーム] タブで、 [管理] ボックスの [電子メールのアドレ 
ス帳]をクリックします。 

-または- 

[設定] タブをクリックし、 [電子メール-デジタルファイリ 
ング] で、 [電子メールのアドレス帳] をクリックします。 

b . エントリに必要な情報を入力してから、[追加]をクリック 
します。 

新しい電子メールアドレスは、 [電子メールのアドレス帳] 
に追加されます。 


歐注記下記のアドレス帳には、デバイスのコントロール 
パネルからアドレス帳に加えられた変更が反映されま 
す。 


歐注記最大 15 件の電子メールアドレスの連絡先と、対応 
する連絡先の名前を追加できます。（連絡先の名前は 、 HP 
デバイスのコントロ ールパネルと電子メ ールアプリケ _ 
シヨンに表示されます)。 


電子メールへのスキヤン 

1. HP Officejet Pro デバイスのスキヤナのガラス板または自動ド 
キユメントフィーダ （ ADF ) に文書をセットします。 

2. コント ロール パネルの[スキ ヤン ] 領域で、[電子メール]ボタ 
ンを押します。 

3. コン トロールパネルのディスプレイで、使用する送信メール 
プロファイルに一致する名前を選択します。 

4. 入力を求められた場合は、 PIN を入力します。 

5. [宛先]の電子メールアドレス（電子メールの受信者）を選択す 
るか、電子メールアドレスを入力します。 


HP ダイレクトデジタルファイリング 
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6. 電子メールメツセージの[件名]を入力するか変更します。 

7. スキヤン設定を変更して、[スキヤンスタート]にタツチしま 
す。 


歐注記ネットワークトラフィックの状況や接続速度によっては、接 
続に時間がかかることがあります。 


HP デジタルファクスの設定 

HP デジタルファクスを使用すると 、 HP Officejet Pro デバイスはファ 
クスを自動的に受信して、ネットワークフォルダに直接保存するか 
(ネットワークフォルダにファクス)、ファクスを電子メールの添付フ 
ァイルとして転送します（電子メールへのファクス)。 

受信したファクスは TIFF (タグ付きイメージファイル形式）ファイル 
で保存されます。 


△注意 [ HP デジタルファクス]は、モノクロファクスを受信する場 
合にのみ利用できます。カラーファクスは、コンピュータに保存さ 
れず、印刷されます。 


Windows コンピュータでの HP デジタルファクスの設定 

1. HP Officejet Pro デバイスソフトウェアをインストールした 
ら、 HP ソリューションセンターを開きます。 

• デスクトップで、 HP ソリューションセンターアイコンを 
ダブルクリックします。 

-または- 

• Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プロ 
グラム]または[すべてのプログラム]を選択します。次 
に、 [ HP ] を選択し、 HP デバイス用のフォルダを選択し 
て、 [HP ソリューションセンター]をクリックします。 

2. [設定]をクリックします。 

3. ウィンドウの[ファクス設定]の部分で、[ファクス設定]、[そ 
の他のファクス設定]、[デジタルファクスのセットアップウ 
ィザード]の順にクリックします。 

4. ウィザード画面の指示に従って操作してください。 
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Macintosh コンピュータでの HP デジタルファクスの設定 

& 注記 HP ソフトウェアを初めてコンピュータにインストールする 
とき、またはソフトウェアを（コンピュータで HP セットアップア 
シスタントを使用して）インストールした後、 HP デジタルファク 
スをセットアップできます。 

1. HP ソフトウェアを初めてインストールする場合は、手順2 
に進みます。 

-または- 

HP ソフトウェアがすでにインストールされている場合は、 

HP ファクスセットアップユーティリティを開きます。 

a . Dock の [ HP デバイスマネージャ]のアイコンをクリック 
します。 （ HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、 
メニューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリック 
して、ボックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 
[ HP デバイスマネージャ]エントリをクリックします)。 

b . [情報と設定]メニューから、[ファクスセットアップユー 
ティリティ]を選択します。 

2. ファクスセットアップユーティリティの画面に表示される指 
示に従います。 
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組み込み Web サーバからの HP デジタル ファクスの 設定 

1. 使用しているコンピュータでサボートされている Web ブラウ 
ザ （Microsoft Internet Explorer 、 Opera、Mozilla Firefox 、 また 
は Safari ) を開きます。 

2. HP Officejet Pro デバイスに割り当てられている IP アドレス 
を入力します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレス 
が123.123 .123. 123の場合、以下のアドレスを Web ブラウザ 
に入力します。 

rhttp ://123.123.123.123 j IPv 6 専用ネットワーク環境を使用 
していて、 IP アドレスが FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、 
以下のアドレスを Web ブラウザに入力します。 「 http :// 
[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7 ]J 

Web ブラウザのウィンドウに EWS ページが表示されます。 


歐注記 EWS の使用の詳細については、 組み込み Web サ_ 
バを參照してください。 _ 

3. [ホーム]タブで、[セットアップ]ボックスの[デジタルファ 
クスのセットアップ]をクリックします。 

-または- 

[設定]タブをクリックし、[ファクス]の下の [HP デジタルフ 
ァクス]をクリックします。 

4. [ウイザードの開始]をクリックして、画面上の指示に従いま 
す。 

HP デジタルファクスの使用 

HP デジタルファクスをセットアップしたら、受信したモノクロファ 
クスはデフォルトでプリンタに送信され、指定の宛先ネットワークフ 
ォルダ、または指定の電子メールアドレスに保存されます。 

• ネットワークフォルダにファクスを使用している場合、このプロ 
セスはバックグラウンドで行われます。 HP デジタルファクスで 
は、ネットワークフォルダにファクスが保存されたことは通知さ 
れません。 

• 電子メールにファクスを使用していて、新しい電子メールメッセ 
—ジが受信箱に届いた場合に電子メ ールアプリケーシヨンから通 
知を受ける設定にしている場合は、新しいファクスが届いたことを 
確認できます。 
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7 メモリデバイスの使用 


デバイスには、デジタルカメラの数種類のメモリカードを読み取るこ 
とができるメモリカードリーダーが搭載されています。メモリカー 
ドに保存されている写真のサムネールビューを表示するインデックス 
シートを印刷することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• メモリカードの揷入 

• デジタルカメラの接綺. 

• ストレージデバイスの接綺. 

• DPOF フオトプリント 

• 写真の表示 

• コントロ——ノレ/《ネノレカ、 1 D の写真の印届[| 

• コンピュータへの写真の保存 


メモリカードの挿入 


デジタルカメラで写した写真を保存しておくのにメモリカードを使用 
している場合は、そのメモリカードをデバイスに挿入し、写した写真 
を印刷したり保存したりすることができます。 


△注意アクセス中にメモリカードを取り外そうとすると、力ード内 
のフアイルが損傷することがあります。フォトランプが点滅してい 
ない場合にのみ、力ードを安全に取り外すことができます。複数の 
メモリカードを同時に装着することも絶対に避けてください。メモ 
リカード内のファイルが損傷します。 


メモリデバイスの使用 
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デバイスでは、以下のメモリカードをサボートしています。各タイプ 
のメモリカードは、その力ードに適したスロットにのみ差し込むこと 
ができます。 



1 

CompactFlash (Type 1 および II) 

2 

Secure Digital、High G 303 city Secure Digital ( HCSD )、 
MultiMediaCard ( MMC )> Secure MMC 。 

注記 HP デバイスでは 、 Secure MCC card のセキュリティ機能 
はサポ _ 卜されていません。 

縮小サイズの MultiMediaCard RS - MMC / MMCmobile 、 

MMCmicro 、 miniSD、microSD (すべての製品でアダプタを別途 
購入する必要がある） 

3 

xD 

4 

Memorv Stick、MagicGate Memory Stick、Memory Stick Duo 、 
Memory Stick Pro、Memory Stick Micro (アダプタを別途購入す 
る必要がある） 

注記 Memory Stick Duo (別売のアダプタが必要)アダプタを使用 
しないとデバイスが損傷する恐れがあります。 

5 

前部ユニバーサルシリアルバス （ USB ) ポート （ PictBridge 対応） 


猷注記デバイスは、暗号化されたメモリカードをサポートしていま 
せん。 
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メモリカードを挿入するには 

1. メモリカードのラベルが左、接点がデバイス側を向くように 
メモリカードを持ちます。 

2. メモリカードを対応するメモリカードスロットに挿入しま 
す 0 



デジタルカメラの接続 

PictBridge 対応の前面の USB ポートはメモリカードスロットの下に 
あります。 



m 注記サイズの制限により usb デバイスがこのポートに合わない 
か、デバイスのコネクタが11 mm より短い場合、このポートでデ 
バイスを使用するには、 USB 延長ケーブルをお買い求めいただく 
必要があります。 
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カメラが指定する写真とは、デジタルカメラでプリントのマークをつ 
けた写真のことです。カメラによっては、ページレイアウト、部数、 
向き、その他の印刷設定が指定されます。 

デバイスは、2つの業界標準形式である PictBridge および DPOF 
(Digital Print Order Format ) ファイル形式 1.1 をサポートしています。 
印刷する写真を再度選択する必要はありません。 

• PictBridge 標準により、印刷の指示はカメラ本体に保存されま 
す。 PictBridge を使用して写真を印刷するには、カメラを 
PictBridge モードにして、 USB ケーブルを使ってデバイスの前面 
USB ポートにカメラを接続します。 

• DPOF 標準では、印刷の説明がファイルとしてメモリカードに保 
存されます。写真を DPOF ファイルから印刷するには、カメラか 
らメモリカードを取り出して、デバイスの適切なスロットに揷入 
する必要があります。詳細については、 DPOF フォトプリン ト を 
參照して〈ださい。 

カメラが指定した写真を印刷するときは、デバイスの印刷設定は適用 
されません。ぺージレイアウトの PictBridge または DPOF 設定と印 
刷部数が、デバイスの設定よりも優先されます。 


歐注記ただし、写真に印刷用のタグを付ける機能のないデジタルカ 
メラもあります。お使いのデジタルカメラが PictBridge 標準また 
は DPOF ファイル形式 1.1 をサポートしているかどうかについて 
は、カメラの マニュアルを 参照してください。 


PictBridge 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには 

1. デジタルカメラに付属する USB ケーブルを使用して、デバ 
イス前面の USB ポートにカメラを接続します。 

2. カメラの電源をオンにして、 PictBridge モードになっている 
ことを確認します。 


歐注記 USB モードを PictBridge モードに変更する方法を確 
認するには、カメラのマニュアルを参照してください。 
PictBridge モードの説明には、カメラによって異なる用語 
が用いられています。例えば、一部のカメラには[デジタ 
ルカメラ]の設定と[ディスクドライブ]設定があります。 
このような場合、[デジタルカメラ]の設定が PictBridge モ 
-ドの設定になります。 
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ストレージデバイスの接続 

キーチヱーンドライブ、ポータブルハードドライブ、ストレージモ 
—ドに設定されたデジタルカメラなどのストレージデバイスは、前面 
の USB ポートに接続できます。前面の USB ポートはメモリカード 
スロットの下にあります。 



歐注記スト レー ジ モー ドに設定されたデジタルカメラは、前面の 
USB ポートに接続できます。デバイスはこの モー ドのカメラを通 
常のスト レー ジデバイスとして認識します。このセクシヨンで 
は、スト レー ジ モー ドのデジタルカメラをスト レー ジデバイスと 
呼びます。 

サイズの制限により USB デバイスがこのポートに合わないか、デ 
バイスのコネクタが11 mm より短い場合、このポートでデバイス 
を使用するには、 USB 延長ケーブルをお買い求めいただ〈必要が 
あります。サポートする USB デバイスの詳細については、 サボー 
卜されているデバイス を 参照してくださし、。 

USB モードを スト レ _ ジモ _ ドに変更する方法を確認するには、 
カメラの マニュアルを 参照してください。 スト レージモードを表 
すには、カメラによってさまざまな用語が用いられています。例え 
ば、一部のカメラには[デジタルカメラ]の設定と[ディスクドライ 
ブ]設定があります。このような場合、[ディスクドライブ]設定が 
スト レ _ ジモ ー ド設定になります。カメラの スト レ _ ジモ _ ドが 
機能しない場合は、カメラの ファームウエアの アップグレードが必 
要な場合があります。詳細については、カメラに付属の マニュアル 
を参照してください。 
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ストレージデバイスを接続したら、ストレージデバイスに保存された 
ファイルを使って以下のことが行えます。 

• コンピュータにファイルを転送する 
• 写真を表示する（カラーディスプレイのみ） 

• コントロールパネルを使用して写真を編集する（カラーディスプレ 
イのみ） 

m 注記編集は印刷用のみに可能です。メモリカードやストレー 
ジデバイスには保存されません。 

• 写真を印刷する 

A 注意アクセス中はストレージデバイスの接続を絶対に切断しない 
でください。切断してしまうとストレージデバイスのファイルが 
損傷するおそれがあります。メモリカードスロットの横のステー 
タスランプが点滅していないときだけ、ストレージデバイスを安 
全に取り外すことができます。 


DPOF フォトプリント 

カメラが指定する写真とは、デジタルカメラでプリントのマークをつ 
けた写真のことです。カメラによっては、ページレイアウト、部数、 
向き、その他の印刷設定が指定されます。 

デバイスは 、 DPOF (Digital Print Order Format ) フアイル形式 1.1 をサ 
ポートしているので、印刷する写真を再選択する必要はありません。 

カメラが指定した写真を印刷するときは、デバイスの印刷設定は適用 
されません。ページレイアウトの DPOF 設定と印刷部数が、デバイ 
スの設定よりも優先されます。 


歐注記ただし、写真に印刷用のタグを付ける機能のないデジタルカ 
メラもあります。お使いのデジタルカメラが DPOF ファイル形式 
1.1 をサボートしているかどうかについては、カメラの マニュアル 
を参照してください。 
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DPOF 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示にしたがって、以下のいずれかを実行します。 

• DPOF のタグが付いた写真をすべて印刷するには、 0K(0) 
を* 押 I 幸才 

DPOF のタグが付いた写真がすべて印刷されます。 

• 矢印キーを押して[いいえ (0)] を強調表示し、 OK(O) を押 
します。 

これで、 DPOF 印刷が回避されます。 

写真の表示 

コンピュータ、またはカラーディスプレイを使用して、写真を表示す 
ることができます（一部のモデルのみ)。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 写真の表示（カラーディスプレイモデルのみ) 

- コンピュータを使用した写真の表示 

写真の表示（カラーディスプレイモデルのみ） 

デバイスのカラーディスプレイに写真を表示して選択することができ 
ます。 


写真を表示するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに揷入するか、ま 
たはストレージデバイスを前面の USB ポートに接続しま 
す。 

2■フォトヨウシを押します。 

フォトメニューが表示されます。 

3. [表示と印刷]を押します。 

4. カラーディスプレイに見たい写真が表示されるまで矢印キー 
を押します。 


-：?：- ヒント矢印キーを押し続けると、すべての写真をすばや 
<確認することができます。 
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コンピュータを使用した写真の表示 

デバイスに付属する HP ソフトウェアを使用して写真を表示および編 
集できます。 

詳細については、 HP ソフトウェアのオンスクリーンヘルプを參照し 
てください。 

コントロールパネルからの写真の印刷 

デバイスでは、ファイルをコンピュータに転送することなく、メモリ 
力ードまたはストレージデバイスから直接写真を印刷することができ 
ます。フチ無し写真を印刷したり （1 枚の用紙に1つ)、複数の写真を 
1枚の用紙に印刷することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 選択した写真の印刷 

• デバイスのコントロールパネルからのインデックスシートの印刷 

• パスポート写真の印刷（カラーディスプレイモデルのみ) 

選択した写真の印刷 

DPOF ファイルが入っているメモリカードを揷入すると、その設定を 
使用するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。[いいえ]を選 
択した場合、[フォト]メニューが表示されます。 

選択した写真を印刷するには（カラーディスプレイ） 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 表示と印刷を押します。 

3. 印刷するそれぞれの写真を押して強調表示します。写真をス 
クロールするには左右の矢印を使用します。 

歐注記すべての写真を印刷するには、[すべて印刷]を選択 
します。 

4. 選択した写真を印刷するには、印刷を押します。 
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選択した写真を印刷するには （2 行ディスプレイ） 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. メッセージが表示されたら、フォトヨウシボタンを繰り返し押し 
て、選択した写真を表示します。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

▲右矢印►を押してすべてを選択し、 OK ( O ) を押して、メ 
モリカード内のすべての写真を印刷します。 

a . 右矢印►を押してカスタムを選択し、 OK ( O ) を押して、 
メモリカード内の選択された写真を印刷します。 

b . 矢印キーを押して写真をスクロールし、 0 K (0) を押して写 
真を選択します。 

c . フォトスタートを押して印刷を開始します。 

デバイスのコントロールパネルからのインデックスシートの印刷 

歐注記デバイスからアクセスできるのは、 JPEG および TIFF 画像フ 
ァイルのみです。他のタイプのファイルを印刷するには、ファイル 
を メモリカー ドまたはスト レー ジデバイスからお使いの コン ピュ 
-夕に転送して HP Photosmart ソフトウェアを使用します。 


インデックスシートを印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの正しいスロットに差し込みます。 

2■フォトヨウシボタンを押します。 

3. 右矢印ボタンを繰り返し押して、[インデックスシート]を選 
択します。 

4. [0 K ] を押します。 

パスポート写真の印刷（カラーディスプレイモデルのみ） 

メモリカードやストレージデバイスから、パスポートサイズの写真 
を印刷できます。パスポート写真のガイドラインや制限について質問 
がある場合は、地域のパスポート発行機関にお問い合わせください。 
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パスポート写真を印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、ま 
たはストレージデバイスを前面の USB ポートに接続しま 

す。 

[Photosmart Express] メニューが表示されます。 

2. パスポート写真を選択します。 

3. 用紙サイズを選択します。矢印キーを押して、用紙サイズを 
スクロールします。 

4. パスポート写真のサイズを選択します。矢印キ _ を押して、 
パスポート写真のサイズをスクロールします。 

5. 矢印を使用して、写真をスクロールします。印刷する写真を 
押して、次のいずれかの操作を行います。 

• 選択を押して写真を選択し、印刷する他の写真を選択しま 
す。 

• 完了を押して写真を選択し、印刷を続行します。 

6. 次のいずれかの操作を行います。 

• 編集を押して写真を編集します。 

• 完了を押して印刷を続行します。 

7. 印刷部数を選択し、完了を押します。 

8. 印刷を押して写真を印刷します。 

コンピュータへの写真の保存 

デジタルカメラで写真を撮った後、すぐに印刷することも、コンピュ 
—夕に保存することもできます。写真をコンピュータに保存するに 
は、メモリカードをデジタルカメラから取り出して、デバイスの適切 
なメモリカードスロットに揷入します。 

デバイスの前面 USB ポートに、デジタルカメラやキーチヱーンドラ 
イブなどのストレージデバイスを接続すると、そのデバイスから写真 
を保存することもできます。 
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写真を保存するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、ま 
たはストレージデバイスを前面の USB ポートに接続しま 
す。 

2. 適切なディスプレイを選択します。 


カラーディスプレイモデルの場合 

a . [名前の変更]を押します。 

b . コンピュータの画面に表示される指示に従って、コンピュ 
—夕に写真を保存します。 

2行のディスプレイモデルの場合 

a . 矢印キーを押してから、[写真の転送]、 0 K (0) の順に押し 
ます。 


歐注記[写真の転送]オプションは、デバイスがネットワ 
—ク接続されている場合にしか表示されません。デバイ 
スが USB ケーブルでコンピュータに直接接続されてい 
る場合、メモリカードを差し込むと、写真を保存する 
ためのメッセージがコンピュータ上に自動的に表示され 
ます。 


b . 矢印キーを押して[はい ( Y )] を選択します。 

c . 矢印キーを押して [コン ピュ ー タに転送]を選択し、コンピ 
ュータの名前を選択します。 

d . コンピュータの画面に表示される指示に従って、コンピュ 
—夕に写真を保存します。 
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8 ファクス 

このデバイスを使用して、カラーファクスを含むファクスの送受信が 
できます。ファクスを後で送信するように設定したり、短縮ダイヤル 
を設定してよく使用するファクス番号にすばやく簡単にファクスを送 
信することができます。デバイスのコントロールパネルで、解像度や 
送信するファクスの薄さと濃さのコントラストなど、さまざまなファ 
クスのオプションも設定できます。 

デバイスが直接コンピュータに接続されている場合は、 HP ソリュー 
ションセンターを使用して、デバイスのコントロールパネルからは利 
用できない方法でファクスを処理できます。詳細については、 HP フ 
オトイメージングソフトウェアの使用 を 参照してくださし、。 


歐 注記 ファクス機能を使用する前に、デバイスのファクス機能を正 
しく設定しておいてください。初期セットアップで、デバイスのコ 
ン ト ロー ルパネルまたはデバイス付属のソフトウヱアを使って、既 
に設定されている場合もあります。ファクス機能が正しく設定され 
ているかどうかは、デバイスの コン ト ロー ルパネルからファクス 
セットアップテストを実行して確かめることができます。ファク 
ステストを実行するには、\ (セットアップ） を押し、 [ツール] を 
選択します。次に [ファクステストを実行] を選択し、 OK を押し 
ます。 

多くのファクス設定は、組み込み Web サーバで管理できます。詳 
細については、 組み込み Web サーバを 参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスの送信 
• ファクスの受信 
• ファクス設定の変更 
• 短縮ダイヤルの設定 

• FolP (Fax over Internet Protocol) 

• ファクス設定のテスト 

• レポ_卜の使用 

• ファクスのキャンセル 


ファクス 
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ファクスの送信 

さまざまな方法でファクスを送信できます。デバイスのコントロール 
パネルを使用すれば、モノクロまたはカラーでファクスを送信できま 
す。付属の電話機から手動でファクスを送信することもできます。こ 
の方法では、ファクスを送信する前に受信者と通話することができま 
す。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 基本的なファクスの送信 

• 電話からのファクスの手動送信 

• ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 

• ファクスー斉送信オプションを使用したファクスの送信（カラーデ 

ィスプレイ搭載モデルのみ） 

• ファクスをメモリから送信する 

• 後で i 关信するためのファクスのスケジュール設定 

• ファクスを複数の受信者に送信する 

• カラー原稿をファクス送信する 
• ファクス解像度と[薄く/濃 <1設定の変更 

• エラー 補正モードでのファクス送信 

基本的なファクスの送信 

1ページまたは複数ページのモノクロファクスをデバイスのコントロ 
—ルパネルを使って簡単に送信できます。 

m 注記ファックスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印 
刷する必要がある場合は、ファックスを送信する前にファックス送 
受信の確認を有効にします。詳細については、 ファクス確認レポー 
卜の印刷 を 参照してください。 

：9：ヒント電話やダイヤルモニタ機能を使用して、ファクスを手動で 
送信することもできます。この機能では、ダイヤルするペースを指 
定できます。通話料金をコーリングカードで支払いたいときな 
ど、ダイヤル中に卜ーン音に応答する必要があるときに、この機能 
が役に立ちます。 
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デバイスのコントロールパネルから基本的なファクスを送信するには 
1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2■キーパツドを使用して、ファクス番号を入力します。短縮ダ 
イヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポー 
ズを押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 


■-9 ： ヒント入力するファクス番号間に _ 定の間隔を加えるに 
は、リダイヤル/ポーズを押すか、ディスプレイにダツシ 
ュ記号 [-] が表示されるまで、[記号 （*)] ボタンを繰り返し 
押します。 

3. ファクススタート■モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 

* ヒント受信者からの知らせで、ファクスの品質に問題が 
あることがわかった場合は、ファクスの解像度やコントラ 
ストを変えてみます。 


電話からのファクスの手動送信 

手動ファクス送信では、電話をして、ファクスを送信する前に相手と 
話をすることができます。ファクスを送信する前に相手に送信するこ 
とを伝えたい場合は、この方法が便利です。ファクスを手動で送信す 
るときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器か 
ら聞こえます。このため、ファクスの送信にコーリングカ _ ドが使用 
しやすくなります。 

受信者側のファクス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、 
ファクス機が応答する場合があります。受信者が電話に出たら、ファ 
クスを送信する前に会話をすることができます。ファクス機が応答し 
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た場合、受信中のファクス機から卜ーン音が聞こえてから、そのファ 
クス機に直接ファクスを送信できます。 


電話から手動でファクスを送信するには 

1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. デバイスに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイ 
ヤルします。 


歐注記手動でファクスを送信するときは、デバイスのコン 
トロールパネルのキ_パッドは使用しないで〈ださい。 
受信者の番号をダイヤルするには、電話機のダイヤルを押 
します。 


3. 受信者が応答した場合、ファクスを送信する前に会話をする 
ことができます。 


歐注記ファクス機が応答すると、受信中のファクス機から 
ファクスの卜ーン音が聞こえます。次の手順に進んで、フ 
アクスを送信します。 


4. ファクスを送信する準備ができたら、ファクススタート-モ 
ノクロまたはファクススタート-カラーを押します。 


歐注記メッセージが表示された場合は、[ファクス送信]を選 
択し、もう一度ファクススタート-モノクロまたはファ 
クススタート-カラーを押します。 

ファクス送信前に受信者と話している場合は、ファクスの卜 
—ン音が聞こえたらファクス機の[スタート]ボタンを押すよ 
うに、前もって受信者に知らせてください。 

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。この時点 
で、受話器を置くことができます。ファクス受信が完了した 
後、受信者と続けて話をする場合は、電話を切らないでくだ 
さい。 


ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 


ダイヤルモニタリングを使用すると、通常電話するように、デバイス 
のコントロールパネルから番号をダイヤルすることができます。ファ 
クスをダイヤルモニタリングで送信するときは、発信音、音声ガイダ 
ンス、その他の音声がデバイスのスピーカーから聞こえます。これに 
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より、ダイヤル中に音声ガイダンスに応答することも、ダイヤルする 
ペースを指定することもできます。 


ヒントコーリングカードの PIN の入力に時間がかかると、デバイ 
スからファクストーンの送信が開始されてしまい、コーリングカ 
—ドサービス会社が PIN を認識できない場合があります。その場 
合は、短縮ダイヤル番号を使用して、コーリングカードの PIN を 
あらかじめ登録しておいてください。 

歐注記音量をオンにしないと、ダイヤルトーンは聞こえません。 


デバイスのコントロールパネルからダイヤルのモニタ機能を使用して 
ファクスを送信するには 

1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクススタート•モノクロまたはファクススタート•力 
ラーを押 L ます 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、ダイヤルト _ ンが聞こえます。 

3. ダイヤルトーンが聞こえたら、デバイスのコントロールパネ 
ルのキーパツドで番号を入力します。 

4. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。 

-：9：ヒントコーリングカード PIN を短縮ダイヤルに登録し、 
コーリングカードを使ってファクスを送信する場合は、 

PIN の入力を求めるメツセージが表示されたら短縮ダイヤ 
ルを押し、 PIN を登録した短縮ダイヤル番号を選択しま 
す。 


受信側のファクス機が応答すると、ファクスが送信されま 
す。 


ファクスー斉送信オプションを使用したファクスの送信（カラーディス 
プレイ搭載モデルのみ） 

グループ短縮ダイヤルを設定しなくても、ファクスを複数の受信者に 
一度に送信できます。 
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m 注記このファックスについて指定した受信者の一覧は保存され 
ず、モノクロでのファックス送信についてのみ機能します。同じ受 
信者一覧に他のファックスも送信する場合は、グループ短縮ダイヤ 
ルー覧を作成して〈ださい。 


コントロールパネルから複数の受信者にファクスを一斉送信するには 

1. ファクスを押し、[ファックスの一斉送信]を選択します。 

2. キーパッドを使用してファクス番号を入力するか、矢印キ _ 
を押して短縮ダイヤルを利用します。 

歐注記最大20個のファクス番号を追加できます。 

3. ファクススタート-モノクロを押します。 

4■画面の指示に従って、ドキュメントフイーダトレイの中央 
に、原稿を印刷面が上、上側が先になるようにセットしま 
す。詳細については、 メディアのセット を参照して〈ださ 
い。 

5. もう一度ファクススタート-モノクロを押します。 
ファクスをメモリから送信する 

モノクロファクスをメモリに読み込んで、メモリからファクスを送信 
することができます。この機能は、これから送信しようとしているフ 
ァクス番号が通話中、または一時的に通話不能な場合に便利です。デ 
バイスは原稿をメモリに読み込み、受信するファクス機に接続が完了 
した時点で送信を行います。原稿のスキヤンが完了したら、すぐに原 
稿をドキュメントフイーダトレイから取り除くことができます。 

散注記モノクロファクスを送信できるのはメモリからだけです。 


メモリ内のファクスを送信するには 

1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクスを押し、スキヤンとファクスを選択します。 

[番号を入力]メツセージが表示されます。 
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3 ■キーパッドを使用してファクス番号を入力するか、短縮ダイ 
ヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズ 
を押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 

4. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスは原稿をメモリに読み込んで、相手側ファクス機が 
受信可能なときにファクスを送信します。 

後で送信するためのファクスのスケジュール設定 

モノクロのファクスを24時間以内に送信するようスケジュール設定 
することができます。これにより、たとえば電話回線の混雑が少な 
く、電話料金が割安の夜間にモノクロのファクスを送信できます。デ 
バイスが、指定された時刻に自動的にファクスを送信します。 

ファクスのスケジュール設定ができる原稿は、一度に1件のみです。 
ファクスのスケジュール設定がされている状態でも、通常のファクス 
は送信が可能です。 


&注記メモリ容量に制限があるため、ファクスはモノクロのみで送 
信できます。 


デバイスのコントロールパネルからファクスをスケジュール設定する 
には 

1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクスを押してから、オプションを選択します。 

3. [後でファクスを送信]を選択します。 

4. テンキーパツドを使用して送信時刻を入力し、 OK ( O ) を押し 
ます。画面の指示に従い、[午前]の場合は1、[午後]の場合 
は2を押します。 

5. キーパツドを使用してファクス番号を入力するか、短縮ダイ 
ヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズ 
を押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスがすべてのページをスキヤンし、ディスプレイにス 
ケジュール設定された時刻が表示されます。ファクスはスケ 
ジュール設定された時刻に送信されます。 
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スケジュールされたファクスをキャンセルするには 

1. ファクスを押してから、オプションを選択します。 

2. [後でファクスを送信]を選択します。 

スケジュールされたファクスがある場合は、ディスプレイに 
キャンセルメッセージが表示されます。 

3. 1を押して[はい ( Y )] を選択します。 

歐注記スケジュール設定された時刻がディスプレイに表示 
されているときに、デバイスのコントロールパネルでキ 
ヤンセルを押しても、スケジュールファクスをキャンセ 
ルすることができます。 


ファクスを複数の受信者に送信する 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスをデバイスのコントロールパネルから複数の受信者に送 

信する 
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ファクスをデバイスのコントロールパネルから複数の受信者に 
送信する 

個別短縮ダイヤル番号をグループ短縮ダイヤル番号にまとめることに 
より、1つのファクスを複数の受信者に一度に送信できます。 

グループ短縮ダイヤルを使用してファクスを複数の受信者に一度に送 
信する 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. 目的の短縮ダイヤルが表示されるまで、短縮ダイヤルを繰り 
返し押します。 


令:-ヒントまたは、矢印にタッチして短縮ダイヤル番号をス 
クロー ルすることも、デバイスの コン ト ロー ルパネルのキ 
—パッドから短縮ダイヤルコードを入力して、番号を直接 
指定することもできます。 


3. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスは、自動ドキュメントフイーダにセツトされた原稿 
を検出すると、グループ短縮ダイヤルの各番号にドキュメン 
卜を送信します。 


歐注記メモリの量に制限があるため、グループ短縮ダイヤ 
ル番号は、モノクロファクスの送信にのみ使用できます。 
デバイスはファクスをメモリにスキヤンしてから、最初の 
番号をダイヤルします。接続したらファクスを送信し、次 
の番号をダイヤルします。送信先が話し中または応答なし 
の場合は、[ビジーリダイヤル]および[応答なしリダイヤル] 
の設定に従って動作します。接続できない場合は、次の番 
号がダイヤルされ、エラ _ レポートが作成されます。 


カラー原稿をファクス送信する 

デバイスからカラー原稿や写真をファクスすることができます。デバ 
イスが受信者のファクス機がモノクロファクスにしか対応していない 
ことを検出すると、ファクスはモノクロで送信されます。 

カラーファクス送信には、カラー原稿のみを使用することをお勧めし 
ます。 
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デバイスの コントロール パネルから カラー 原稿をファクス送信するに 
は 

1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクスを押します。 

[番号を入力]メツセージが表示されます。 

3. キーパツドを使用してファクス番号を入力するか、短縮ダイ 
ヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズ 
を押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 

4. ファクススタート-カラーを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 


歐注記受信者のファクス機がモノクロファクスにしか対応 
していない場合 、 HP AN - in - One は自動的にモノクロでファ 
クスを送信し ます。 ファクスの送信後に、ファクスがモノ 
クロで送信されたことを示すメッセージが表示され ます。 
OK ( O ) を押してメッセージを消去し ます。 


ファクス解像度と[薄く/濃く]設定の変更 

ファクスするドキュメントに応じて、[解像度]と[薄く/濃く]の設定を 
変更できます。 

歐注記これらのファクス設定は、コピー設定には影響しません。コ 
ピーの解像度と濃淡は、ファクスの解像度と濃淡とは別に設定され 
ます。また、デバイスのコントロールパネルでの変更は、コンビ 
ュータから送信するファクスには影響しません。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス解像度の変更 
• 「薄く/濃 <1 S を定の変更 
• 新しいデフオルトの設定 

ファクス解像度の変更 

[解像度]の変更は、ファクス送信されるモノクロ文書の送信速度と印 
刷品質に影響します。受信側のファクス機が HP AN - in - One で選択し 
た解像度をサポートしていない場合は、受信側のファクス機でサボー 
卜する最高の解像度でファクスが送信されます。 
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歐注記ファクスの解像度は、モノクロ送信に限って変更できます。 
カラーファクスはすべて[高画質]の解像度で送信されます。 

ファクス送信には、次の解像度設定を選択できます。[高画質]、[超高 
画質]、[フォト]、および[標準] 

• [高画質]:ほとんどの文書に適した高品質な文字でファクス送信でき 
ます。これがデフォルト設定値です。デバイスは、ファクスを力 
ラー送信するときは常に[高画質]設定を使用します。 

• [超高画質]:極めて精密な画像の文書を ファクス 送信する場合に、最 
高の品質が得られます。[超高画質]を選択すると、 ファクス 送信に 
通常よりも時間がかかります。この解像度を使用して送信できるの 
は、 モノクロファクス だけです。 カラーファクスを 送信すると、 
代わりに[高画質]解像度で送信されます。 

• [フォト]: 写真をモノクロで送信する場合に、最も高品質なファクス 
送信が可能です。 [フォト] を選択すると、ファクス送信に通常より 
も時間がかかります。写真をモノクロで送信するときには、 [フォ 
卜] を選択することをお勧めします。 

• [標準]:ファクス品質は下がりますが、最も速くファクスを送信する 
ことができます。 

このオプションは、デフォルトとして変更した場合を除いて、ファク 
スメニューを終了するとデフォルトの設定に戻ります。 

デバイスのコント ロール パネルから解像度を変更するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクスを押します。 

[番号を入力]メツセージが表示されます。 

3■キーパツドを使用してファクス番号を入力するか、短縮ダイ 
ヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズ 
を押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 

4. オプションを押して、[解像度]を選択し、解像度設定を選択 
します。 

5. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 
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[薄く/濃く]設定の変更 

ファクスのコントラストの強弱を変更することができます。かすれた 
文書や色あせた文書、手書きの文書などをファクスするときに役に立 
ちます。原稿を濃〈するには、コントラストを調整します。 


歐注記[薄く/濃く]設定はモノクロファクスにのみ適用されます。 


このオプションは、デフオルトとして変更した場合を除いて、ファク 
スメニューを終了するとデフオルトの設定に戻ります。 

デバイスのコントロ ールパネルから[薄く/濃く]設定を変更するには 
1- 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクスを押します。 

[番号を入力]が表示されます。 

3. キーパツドを使用してファクス番号を入力するか、短縮ダイ 
ヤルを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズ 
を押してダイヤルした最後の番号をリダイヤルします。 

4. オプションを押してから、[薄く/濃く]を選択します。 

5. ファクスを薄くするには右矢印卜、濃くするには左矢印，を 
押します。 

タツチした矢印ボタンに応じて、インジケータが左右に動き 
ます。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフイーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 


新しいデフオルトの設定 

デバイスのコント ロール パネルから、[解像度]と[薄く/濃く]設定のデ 
フオルト値を変更することができます。 

デバイスのコントロールパネルから新しいデフオルト設定を行うには 
1- [解像度]と[薄く/濃く]設定に必要な変更を加えます。 

2. オプションを押してから、[新しいデフオルトの設定]を選択 
します。 

3. [はい ( Y )] が表示されるまで右矢印►を押し、 0 K (0) を押しま 
す。 
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エラー 補正 モー ドでのファクス送信 

[エラー補正モード] ( ECM ) では電話回線の問題によるデータ破損に対 
処するために、データ伝送中に発生した エラー を検出して エラー 部分 
を再伝送するよう自動的に要求します。良好な状態の電話回線におい 
ては電話料金に影響が及ぶことはなく、場合によってはむしろ安くな 
ることもあります。電話回線の状態が悪い場合、 ECM にすることで送 
信時間と電話料金は増えますが、送信するデータの信頼性が高くなり 
ます。デフォルトの設定は[オン]です。電話料金を安くするためにフ 
ァクスの品質を問わないという場合にのみ、 ECM をオフにして〈ださ 
い0 

注意 ECM 設定が[オフ]になっている場合は、 

• 送受信するファクスの品質と送信速度に影響があります。 

• [ファクス速度]が自動的に[標準]に設定されます。 

• カラーでのファクスの送受信ができなくなります。 

デバイスのコント ロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの詳細設定]、[エラー補正モード]の順に選択しま 
す。 

3. 右矢印►を押して、[オン]、または[オフ]を選択します。 

4. 0 K (0) を押します。 

ファクスの受信 

ファクスは、自動で受信することも、手動で受信することもできま 
す。自動応答オプションをオフにした場合は、手動でファクスを受信 
する必要があります。自動応答オプションをオンにすると（デフォル 
卜の設定)、デバイスは[応答呼出し回数]設定で指定されている呼び出 
し回数の後、自動的に着信に応答し、ファクスを受信します（デフォ 
ルトの[応答呼出し回数]設定は5回です)。 

デバイスでリーガルサイズの用紙を使用するように設定されていない 
ときに、リーガルサイズのファクスを受信すると、デバイスにセット 
されている用紙に収まるようにファクスのサイズが自動で縮小されま 
す。[自動縮小]機能を無効に設定している場合、デバイスはファクス 
を2ページに印刷します。 
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眵注記文書のコピー中にファクスを受信すると、受信したファクス 
はコピーが終了するまでデバイスメモリに保存されます。これに 
より、メモリに保存されるファクスページ数を削減できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

* ファクスの手動受信 

* バックアップファクス受信のセットアップ 

* 受信済みファクスのメモリからの再印刷 

• ポーリンヴしてファクスを受信する 

* 別の番号へのファクスの転送 
• ファクス受信用の用紙サイズの設定 

* 受信したファクスを自動縮小に設定 

• 迷惑ファクス番号の拒否 

* コンピュータへのファクスの受信 (PC ファクス受信と Mac にファ 

クス 


ファクスの手動受信 

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファクスを送っても 
らうことができます。これをファクスの手動受信と呼びます。このセ 
クシヨンでは、ファクスを手動受信する方法について説明します。 


歐注記受話器を取り上げて話すか、ファクストーンを聞〈ことがで 
きます。 

デバイスに直接接続されている場合、 （2- EXT ポートで)、またはデバ 
イスに直接接続されていなくても、同じ電話線に接続されていれば、 
電話から手動でファクスを受信できます。 

ファクスを手動で受信するには 

1. デバイスの電源がオンになっていて、用紙が給紙トレイにセ 
ットされていることを確認します。 

2. ドキュメントフィーダトレイから原稿を取り除きます。 

歐注記ファクスを受信するには自動ドキュメントフィーダ 
は空にする必要があります。文書がドキュメントフィー 
ダにあると、ファクスは正常に受信されません。 
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3. 次のいずれかの操作を行います。 

• 自動 応答をオフにします。 

• [応答 呼出し回数] の数字を上げます。 

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファクス機で 
[スタート] を押すように指示します。 

5. 送信中のファクス機からファクストーンが聞こえたら、次の 
操作を行います。 

a . デバイスの コン ト ロー ルパネルにある ファクススタート 
■モノクロ または ファクススタート-カラー を押しま 
す。 

b . 画面の指示に従って、 [ファクス受信] を選択します。 

歐注記国/地域により、送信中のファクス機から卜ーン音が 
聞こえると、デバイスがファクスを自動的に受信する場合 
があります。 


6. デバイスのファクス受信が始まったら、受話器を置くこと 
も、そのまま待機することもできます。ファクスの転送中、 
電話回線は無音になります。 

バックアップファクス受信のセットアップ 

好みとセキュリティ要件に応じて、デバイスが受信したファクスをす 
ベて保存するか、エラー状態の間に受信したファクスのみを保存する 
か、どのファクスも保存しないかを設定することができます。 
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以下の[バックアップファクス受信]モードがあります。 


[オン] 

デフォルトの設定です。[バックアップファクス受 
信]が[オン]の場合、デバイスは受信したすべてのフ 
ァクスをメモリに保存します。こうしておけば、メ 
モリに保存されている最近印刷したファクスを最大 

8件まで再印刷することができます。 

注記メモリが少な〈なると、デバイスは新たにファ 
クスを受信するたびに、印刷済みのファクスを古い 
順に消去します。メモリが印刷されていないファク 
スでいっぱいになると、デバイスは着信ファクスに 
応答しなくなります。 

注記きめの細かいカラー写真など、サイズの大きな 
ファクスを受信した場合は、メモリ容量の制限によ 
り、メモリに保存されないことがあります。 

[エラーの場合 
のみ] 

デバイスは、エラーによってファクスの印刷ができ 
ない場合（用紙切れなど）にのみ、ファクスをメモリ 
に保存します。デバイスはメモリの容量が許す限 
り、受信したファクスを保存し続けます（メモリがい 
っぱいになると、デバイスは着信ファクスに応答し 
な〈なります)。エラー状態が解消すると、メモリに 
保存されたファクスは自動的に印刷され、メモリか 
ら消去されます。 

[オフ] 

ファクスはメモリにまったく保存されません。たと 
えば、セキュリティ保護のために[バックアップフ 
ァクス受信]をオフにすることができます。印刷で 
きないエラー状態（用紙切れなど）が発生すると、デ 
バイスは着信ファクスに応答しな〈なります。 


歐注記[バックアップファクス受信]が有効になっている場合は、デ 
バイスの電源をオフにするとメモリに残っているすべてのファクス 
が保存されます。受信したファクスー覧を見るには、[ファクスロ 
グ]を印刷します。 


デバイスのコントロールパネルから、バックアップファクス受信を設 
定するには 

1- セットアップを押します。 

2. [ファクスの 詳細設定]を選択し、 [バックアップファクス 受 
信]を選択します。 
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3. 右矢印ボタンを押して [オン]、[エラーの場合のみ]、 または 
[オフ] を選択します。 

4. 0 K (0) を押します。 

受信済みファクスのメモリからの再印刷 

[バックアップファクス受信]モードを[オン]に設定すると、デバイス 
にエラーがあるかどうかに関係なく、受信したファクスはメモリに保 
存されます。 


歐注記メモリがいっぱいになると、新たにファクスを受信するたび 
に、印刷済みのファクスが古い順に消去されます。保存されたファ 
クスがどれも印刷されていない場合、デバイスは、ファクスを印刷 
するかメモリから削除するまで、新たなファクス受信に応答しませ 
ん。セキュリティまたはプライバシー保護のために、メモリ内のフ 
アクスを削除することもできます。 


メモリに保存されたファクスの容量に応じて、メモリにまだ保存され 
ていれば、最近印刷したファクスを最大8件まで再印刷することがで 
きます。たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくしても、フ 
ァクスを再印刷できます。 

コントロールパネルから、メモリに保存されているファクスを再印刷 
するには 

1- 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セッ ト アップを押します。 

3■[ツール] を選択し、 [メモリ内のファクスを再印刷] を選択しま 
す。 

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最 
初に印刷されます。 

4. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを 
押します。 
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コントロール パネルから、メモリに保存されたすベてのファクスを削 
除するには 

▲ 使用している機種に応じて、次のいずれかの操作を行いま 
す。 

• 2行ディスプレイ：\ (セットアップ）を押して、[ファク 
スログの消去】を選択します。 

メモリに保存されているすべてのファクスが、メモリから 
削除されます。 

• カラーディスプレイ：セットアップにタッチし、[ツール] 
を選択し、[ファクスログの消去]を選択します。 


埋め込み Web サーバでファクスログを消去するには 
▲ [設定]タブを選択し、左枠で[ファクスオプション]を選択 
し、[ファクスログの消去]の[消去]をクリックします。 

ポーリングしてファクスを受信する 

ポーリングは、現在 HP All - in - One のキューに入っているファクスの 
送信を、他のファクス機に要求する機能です。[ポーリング受信]機能を 
使用すると 、 HP All - in - One は指定された他のファクス機を呼び出し、 
ファクスの送信を要求します。指定されたファクス機はポーリングの 
設定がされ、ファクスを送信できる状態である必要があります。 


W 注記 HP All - in - One はポーリングパスコードをサポートしていま 
せん。ポーリングパスコードは、受信側のファクス機に対し、フ 
ァクスを受信するために、ポーリングしているデバイスにパスコ 
-ドを送信するよう要求するセキュリティ機能です。ポーリングし 
ているデバイスでパスコードが設定されていないこと（またはデフ 
オルトパスコードが変更されていないこと）を確認してくださし、。 
パスコードが設定されている場合 、 HP All - in - One はファクスを受 
信できません。 
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デバイスのコントロールパネルから、ファクスのポーリング受信を設 
定するには 

1. ファクス、[ポーリング受信]の順に押します。 

2. 他のファクス機のファクス番号を入力します。 

3. ファクススタート-モノクロまたはファクススタート•力 
ラーを押します。 

歐注記ファクススタート-カラーを押しても、送信者がモ 
ノクロでファクスを送信した場合は、デバイスでもモノク 
口で印刷されます。 


別の番号へのファクスの転送 

受信したファクスを他のファクス番号に転送するようにデバイスを設 
定することができます。カラーファクスを受信した場合は、モノクロ 
で転送されます。 

転送の前に、転送先のファクス番号を確認することをお勧めします。 
テストでファクスを送信し、転送先のファクス機がファクスを受信で 
きるか確認してください。 

デバイスの コン ト ロー ルパネルからファクスを転送するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの詳細設定]を選択し、[モノクロでファクスを転送] 
を選択します。 

3■[オン-転送]または[オン-印刷と転送]が表示されるまで右矢 
印ボタンを押し、 OK ( O ) を押します。 

• ファクスのバックアップコピーをデバイスで印刷せずに、 
別の番号に転送する場合は[オン-転送]を選択します。 

^ 注記指定されたファクス機に（電源が入っていない場合 
など）ファクスを転送できない場合は、デバイスでファ 
クスを印刷します。デバイスが受信ファクスのエラー 
レポートも印刷するように設定されている場合は、エラ 
レポートも印刷されます。 


• ファクスのバックアップコピ _ を印刷し、別の番号に転送 
もする場合は[オン-印刷と転送]を選択します。 

4. 指示画面で、転送先ファクス機の番号を入力します。 
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5. 指示画面で、開始日時と終了日時を入力します。 

6. OK ( O ) を押します。 

コントロールパネルに[ファクスを転送]が表示されます。 
[ファクスを転送]の設定中にデバイスの電源が切れても、デ 
バイスは[ファクスを転送]設定と電話番号を保存していま 
す。再び装置の電源が入ると、[ファクスを転送]設定は[才 
ン]になっています。 

歐注記ファクスの転送をキャンセルするには、ディスプレ 
イに[ファクスを転送]メッセージが表示されているとき 
に、デバイスのコントロールパネルのキャンセルを押す 
か、[モノクロでファクスを転送]メニューから[オフ]を選 
択します。 


ファクス受信用の用紙サイズの設定 

受信ファクスの用紙サイズを選択できます。用紙サイズは、給紙トレ 
イにセツトした用紙に合わせて設定します。ファクスはレター用紙、 
A 4 用紙、またはリーガル用紙にのみ印刷できます。 


W 注記ファクスを受信したときに不適当な用紙サイズが給紙トレイ 
にセットされていると、ファクスを印刷しないで、ディスプレイに 
エラ— メッセージが表示されます。ファクスを印刷するには、レタ 
—用紙、 A 4 用紙、リーガル用紙のいずれかをセツトして、 0 K (0) 
を押します。 


デバイスのコント ロール パネルから、ファクス受信用の用紙サイズを 
設定するには 

1- セットアップを押します。 

2. [ファクスの基本設定]、[ファクスの用紙サイズ]の順に選択し 
ます。 

3. オプションを選択して、 OK ( O ) を押します。 


受信したファクスを自動縮小に設定 

[自動縮小]設定は、受信したファクスがデフォルトの用紙サイズよりも 
大きい場合に HP All - in - One がどう対応するかの設定です。デフォル 
卜の設定はオンで、受信したファクスの画像が1ページに収まるよう 
に縮小されます。この機能をオフにすると、1ページ目に収まらなか 
つた情報は2ページ目に印刷されます。[自動縮小]は、リーガルサイ 


128 ファクス 






ズのファクスを受信する場合やレターサイズの用紙を給紙トレイにセ 
ットする場合に便利です。 

デバイスのコント ロール パネルから自動縮小を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの 詳細 設定]、 [自動縮小]の順に選択します。 

3. [オフ] または [オン] を選択します。 

4. 0 K (0) を押します。 

迷惑ファクス番号の拒否 

電話会社の発信者旧サービスに加入すると、特定のファクス番号を拒 
否して、デバイスが今後それらの番号から受信したファクスを印刷し 
ないようにすることができます。ファクスの受信があったとき、デバ 
イスは、その番号を迷惑ファクス番号リストと比較して、その受信を 
拒否するべきかどうかを判断します。番号が、拒否ファクス番号リス 
卜の番号と一致した場合、ファクスは印刷されません（拒否できるフ 
ァクス番号の最大数は、モデルによって異なります)。 

歐注記この機能は、一部の国/地域ではサボートされていません。お 
住まいの国/地域でサボートされていない場合、[ファクスの基本設 
定]メニューに[迷惑ファクスを拒否の設定]は表示されません。 

注記発信者 ID リストに電話番号が1つも追加されていない場合 
は、 ユーザー が電話会社と発信者 ID サービスの契約を結んでいな 
いと考えられます。 

機能を使用する前に、ザービスについてお近くのサービスプロバイダ 
に確認してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 迷惑ファクスモードの設定 
• 迷惑ファクスー覧に番号を追加 
• 迷惑ファクスー覧から番号を削除 
* 拒否するファクス番号のリストの表示 
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迷惑ファクスモードの設定 

デフォルトの[迷惑ファクスを拒否]モード設定は[オン]です。電話プ 
ロバイダの発信者旧サービスに加入していない、またはこの機能を使 
用したくない場合は、設定をオフにすることができます。 

迷惑ファクスモードを設定するには 

▲ 迷惑ファクスを拒否ボタンを押し、[迷惑ファクスを拒否]才 
プシヨンを選択し、[オン]または[オフ]を選択します。 

迷惑ファクスー覧に番号を追加 

迷惑ファクス _ 覧に番号を追加するには2通りの方法があります。発 
信者旧履歴から番号を選択するか、または任意の番号を入力しま 
す。迷惑ファクスー覧にある番号は、[迷惑ファクスを拒否]モードが 
[オン]にセットされている場合に拒否されます。 

発信者旧一覧から番号を選択するには 
1- セットアップを押します。 

2. [ファックスの基本設定]を押し、[迷惑ファックスを拒否の設 
定]を押します。 

3. [迷惑リストに番号を追加]を押し、[番号の選択]を押します。 

4. 右矢印ボタンを押して、受信したファックス番号をスクロー 
ルします。拒否するファクス番号が表示されたら、 OK ( O ) を 
押して選択します。 

5. [次を選択？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

• 迷惑ファクス番号リストに別の番号を追加する場合は、[は 
し、]を押し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返しま 
す。 

• 終了する場合は、[いいえ]を押します。 

拒否する番号を手動で入力するには 
1- セットアップを押します。 

2. [ファックスの基本設定]を押し、[迷惑ファックスを拒否の設 
定]を押します。 

3. [迷惑リストに番号を追加]を押し、[番号の入力]を押します。 
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4. キーパッドを使ってファックス番号を入力し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

受信したファクスのヘッダーの番号ではなく、コントロール 
パネルのディスプレイに表示されるファクス番号を入力して 
いることを確認してください。 

5. [追加しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行いま 
す。 

• 迷惑ファクス番号リストに別の番号を追加する場合は、[は 
い]を押し、拒否する番号ごとにステップ 4 を繰り返しま 
す。 

• 終了する場合は、[いいえ]を押します。 

迷惑ファクスー覧から番号を削除 

ファクス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑フ 
ァクスー覧から削除することができます。 

迷惑ファクス番号リストから番号を削除するには 
1- セットアップを押します。 

2. [ファックスの基本設定]を押し、[迷惑ファックスを拒否の設 
定]を押します。 

3. [迷惑リストから番号を削除]を押します。 

4. 右矢印ボタンを押して、拒否したファックス番号をスクロー 
ルします。削除するファクス番号が表示されたら、 OK ( O ) を 
押して選択します。 

5. [削除しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行いま 
す。 

• 迷惑ファクス番号リストから別の番号を削除する場合は、 
[はい]を押し、削除する番号ごとにステップ 4 を繰り返し 
ます。 

• 終了する場合は、[いいえ]を押します。 
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拒否するファクス番号のリストの表示 

拒否するファクス番号のリストを見るには、組み込み Web サ_バか 
ら表示するか（ネットワーク接続が必要)、デバイスのコントロールパ 
ネルからレポートを印刷します。 


コントロ _ルパネルから拒否するファクス番号を表示するには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]、[迷惑ファクスリスト]の順に選択します。 

埋め込み Web サーバで拒否する ファ クス番号リストを表示するには 
▲組み込み Web サ_バを開きます。詳細については、 埋め込 
み Web サーバを開くに は を 参照してください。[設定]タブを 
クリックし、左枠で[迷惑ファクスを拒否]を選択します。 

コンピュータへのファクスの受信 （ PC ファクス受信と Mac にファクス 

[PC ファクス受信]および [Mac にファクス]を使用すると、ファクス 
を自動的に受信し、コンピュータに直接ファクスを保存できます。 

[PC ファクス受信]および [Mac にファクス]を使用すると、ファクス 
のデジタルコピーを簡単に格納できます。また、この機能を使用する 
ことにより、分厚い紙の束を扱うわずらわしさもなくなります。 

受信したファクスは TIFF (タグ付きイメージファイル形式）で保存さ 
れます。ファクスを受信すると、ファクスを保存したフォルダへのリ 
ンクを提供する通知を画面で受け取ります。 

ファイルには、次の形式で名前が付けられます。 
XXXX_YYYYYYYY_ZZZZZZ.tif。 この場合、「X」は送信者の情報、 
「丫」は日付、 「Z」 はファクスの受信時刻です。 


歆注記 [ PC ファクス受信]および [Mac にファクス]は、モノクロフ 
ァクスを受信する場合にのみ利用できます。カラーファクスは、コ 
ンピュータに保存されず、印刷されます。 

注記この機能は、2行ディスプレイのあるデバイスでのみ使用で 
きます。カラーディスプレイのあるデバイスで、ネットワークフ 
ォルダにファクス、または電子メールにファクス機能を実行できま 
す。詳細については、 HP デジタルソリューシヨン（一部のモデル 
のみ) を参照してください。 
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このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• PC ファクス受信および Mac にファクス機能の要件 

• 【 PC ファクス受信1および [ Mac にファクス1の有効化 
• 【 PC ファクス受信1または [ Mac にファクス1の設定を修正する 

• PC ファクス受信または Mac にファクスをオフにします。_ 


PC ファクス受信および Mac にファクス機能の要件 

• PC ファクス受信および Mac にファクス機能を使用可能にする管理 
コンピュータには、常に電源を入れておく必要があります。 PC フ 
ァクス受信または Mac にファクス管理コンピュータとして動作でき 
るコンピュータは、1台のみです。 

• 宛先フォルダのコンピュータまたはサーバは、常に電源を入れてお 
<必要があります。宛先コンピュータもまた動作させておく必要が 
あります。コンピュ_夕がスリ_プモ_ドまたはハイバネ_トモ 
—ドの場合、ファクスは保存されません。 

• Windows を使用している場合、 Windows タスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンにしておく必要があります。 

• 用紙は給紙トレイにセットしておきます。 


[PC ファクス受信]および [Mac にファクス]の有効化 

[ PC ファクス受信セットアップウイザード]を使用して [ PC ファクス 
受信]を使用可能にします。 [ PC ファクス受信セットアップウイザー 
ド]は、ソリユーシヨンセンター、またはコントロールパネルの [PC 
ファクス受信セットアップウイザード]から開始できます。 Mac にフ 
ァクスを MacOSX にセットアップするには、 HP デバイスマネージ 
ャに含まれる HP セットアップアシスタントを使用します。 

ソリユーシヨンセンター (Windows) から [ PC ファクス受信]を設定 
するには 

1 .Solution Center を開きます。詳細については、 HP ソリユー 
シヨンセンターの使用 （ Windows ) を参照してください。 

2. [設定]をクリックし、 [PC ファクス受信セットアップウイザ 
—ド]を選択します。 

3. 画面に表示される指示に従って、 [PC ファクス受信]を設定し 
ます。 
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Mac にファクスをセットアップするには 

1. Dock の HP デバイスマネージヤのアイコンをクリックしま 
す。 


& 注記 HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、メニ 
ューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリックし 
て、ボックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 

HP デバイスマネージヤエントリをクリックします。 


2. セットアップアシスタントの画面の指示に従って、ネットワ 
—クフォルダを作成して共有します。 

セットアップアシスタントは、自動的に HP デバイスに設定 
を保存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛先フォ 
ルダを設定できます。 

[PC ファクス受信]または [Mac にファクス]の設定を修正する 

コンピュータ上の [ PC ファクス受信]の設定は、ソリューションセン 
ターのファクス設定ページでいつでも更新できます。 [ PC ファクス受 
信]機能とファクス印刷機能は、デバイスのコントロールパネルから 
オフに設定できます。 

デバイスの コントロー ルパネルから設定を変更するには 

1. \ ([セッ ト アップ]) ボタンを押し、[ファクスの基本 設定] を 
選択し、 [PC ファクス受信]を選択します。 

2. 変更する設定を選択します。以下の設定を変更できます。 

• [ PC ホスト名の表示]: [ PC ファクス受信]を管理するため 
に設定するコンピュータ名を表示します。 

• [オフにする]: [ PC ファクス受信]をオフにします。 

歐注記ソリューションセンターを使って [ PC ファクス 
受信]をオフにします。 

• [ファクス印刷を無効にする]:ファクスを受信したときに 
印刷する場合は、このオプションを選択します。印刷を才 
フにしても、カラーファクスは印刷されます。 
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ソリューションセンターから [ PC ファクス受信]設定を変更するには 
(Windows) 

1 .Solution Center を開きます。詳細については、 HP ソリュー 
ションセンターの使用 （ Windows ) を參照してください。 

2. [設定]、[ファクス設定]を順に選択します。 

3. [ PC ファクス受信の設定]タブを選択します。 

4■必要に応じて、設定を変更します。 [ OK ] を押します。 

歐注記変更すると、元の設定が上書きされます。 ' 

HP セットアップアシスタントから [Mac にファクス]を変更するには 
1. Dock の HP デバイスマネージャのアイコンをクリックしま 
す。 

m 注記 HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、メニ 
ューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリックし 
て、ボックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 

HP デバイスマネージヤエントリをクリックします。 


2. セットアップアシスタントの画面の指示に従って、ネットワ 
—クフォルダを作成して共有します。 

セットアップアシスタントは、自動的に HP デバイスに設定 
を保存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛先フオ 
ルダを設定できます。 


PC ファクス受信または Mac にファクスをオフにします。 

1- \ ([セットアップ])ボタンを押し、[ファクスの基本設定]を 
選択し、 [ PC ファクス受信]を選択します。 

2 ■[ファクス 印刷を無効にする]を選択します。 


ファクス設定の変更 

デバイスに付属の[セットアップガイド]の手順を実行した後、初期設 
定を変更したり、ファクスのその他のオプションを設定したりするに 
は、次の手順に従います。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスのヘッダーの設定 
• 応答モード（自動応答）の設定 
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* 応答までの呼び出し回数の設定 
* 着信識別応答呼び出し音のパターンの変更 

* ファクスのエラー 補正 モードの 設定 

* ダイヤル方式の設定 
* リダイヤルオプシヨンの設定 

* ファクス速度の設定 
• ファクス音のボリュームの設定 

ファクスのヘッダーの設定 

ファクスのヘッダーを使用すると、すべての送信ファクスの上部に名 
前とファクス番号が印刷されます。デバイス用にインストールしたソ 
フトウエアを使用して、ファクスヘッダーを設定することをお勧めし 
ます。ここに記されているとおり、デバイスのコントロールパネルか 
らファクスのヘッダーを設定することもできます。 

歐注記一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダー 
情報の明記が義務付けられています。 


ファクスのヘッダーを設定または変更するには 
1- セットアップを押します。 

2. [ファクスの基本設定]を押して、[ファクスのヘッダー]を選択 
します。 

3. ビジュアルキーボードで個人名または会社名を入力し、[完 
了]を押します。 

4. キーパッドを使用してファクス番号を入力し、 OK ( O ) を押し 
ます。 


埋め込み Web サーバでファクスのヘッダーを設定または変更するに 
は 

▲ [設定]タブを選択し、左枠で[ファクスの基本設定]を選択 
し、[ファクスヘッダ名]および[ファクス番号]を入力しま 
す。[適用]ボタンをクリックします。 


136 ファクス 












応答モード（自動応答）の設定 

応答モードでは、デバイスが電話の着信に自動で応答するかどうかを 
設定します。 

• デバイスでファクスに[自動的に]応答するには、自動応答をオン 
にします。デバイスが、すべての受信電話とファクスに自動で応 
答します。 

• ファックスに[手動で]応答するには、自動応答をオフにします。 
デバイスがファクスを受信しない場合は、ユーザーが手動で受信操 
作をしなければなりません。 

デバイスのコントロールパネルで応答モードを手動または自動に設定 
するには 

▲ 自動 応答を押して、希望の設定に合わせてランプのオン/オフ 
を切り替えます。 

自動応答 ランプが点灯している場合は、デ/く'イスが自動的に 
応答します。ランプが点灯していない場合、デバイスは着信 
への応答を行いません。 

組み込み Web サーバで 応答 モー ドを手動または自動に設定するには 

1. 組み込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックします。 
次に、 左 枠の [ファクスの基本設定] をクリックします。 

2. [その他のファックス基本設定] セクションの [自動応答] ドロ 
ップダウンメニューで [オン] または [オフ] を選択します。 

応答までの呼び出し回数の設定 

自動応答設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答す 
るまでの呼び出し回数を指定できます。 

同じ電話回線に留守番電話があり、デバイスが応答する前に留守番電 
話が応答するようにする場合は、[応答呼出し回数]設定が重要になり 
ます。着信電話に対して、デバイスが応答するより前に留守番電話が 
応答するようにするには、デバイスの応答呼び出し回数を留守番電話 
の応答呼び出し回数より大きくする必要があります。 

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、デバイスの呼び出 
し回数をサポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数 
は、国/地域によって異なります)。この設定では、留守番電話が電話 
に応答し、デバイスが電話回線を監視します。デバイスがファクス受 
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信音を検出した場合、デバイスはファクスを受信します。着信が電話 
の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音します。 

デバイスのコントロールパネルで応答までの呼び出し回数を設定する 
には 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの基本設定]を選択し、[応答呼び出し回数]を選択し 
ます。 

3. キーパッドを使用して呼び出し回数を入力するか、左または 
右矢印ボタンを押して呼び出し回数を変更します。 

4. 0 K (0) を押して設定します。 

埋め込み Web サーバで応答までの呼び出し回数を設定するには 

1. 組み込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックします。 
次に、左枠の [ファクスの 基本設定]をクリックします。 

2. [その他のファクス基本設定]セクションの[応答呼び出し回 
数]ドロップダウンメニューで回数を選択します。 

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更 

多くの電話会社から、1本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信 
識別音機能が提供されています。この着信識別サービスでは、番号ご 
とに異なる呼び出し音のパターンが割り当てられます。デバイスが特 
定の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。 


歐注記機能を使用する前に、上記のサービスについてお近〈のサー 
ビスプロバイダに確認してください。 


着信識別音が設定されている電話回線にデバイスを接続する場合は、 
電話会社に音声着信の呼び出し音とファクス受信の呼び出し音を、そ 
れぞれ別に割り当ててもらいます。ファクス番号には、2回または3 
回の呼び出し音を割り当てることをお勧めします。デバイスは、指定 
した呼び出し音のパターンを検出したときに、ファクスの受信を開始 
します。 


着信識別サービスを使用していない場合は、デフオルトの呼び出し音 
パターン [すべての呼び出し] を使用してください。 


歐注記メインの電話番号の受話器が外れている場合、 HP ファクス 
はファクスを受信できません。 
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デバイスのコントロールパネルで着信識別応答呼び出し音のパターン 
を変更するには 

1. デバイスがファクスの呼び出しに自動応答するよう設定され 
ていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. [ファクスの詳細設定]を選択し、[応答呼出し音のパターン]を 
選択します。 

4. 右矢印ボタンを押してオプションを選択し、 OK ( O ) を押しま 
す。 

ファクス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、 
デバイスは着信に応答して、ファクスを受信します。 

組み込み Web サーバで着信識別応答呼び出し音のパターンを変更す 
るには 

1_ [設定]タブをクリックし、左枠で[ファクスの詳細設定]をク 
リックします。 

2. [応答呼出し音のパターン]ドロップダウンメニューで、呼び 
出し音のバターンを選択して、[適用]ポタンをクリックしま 
す。 


ファクスの エラー 補正 モー ドの設定 

通常、デバイスは、ファクスの送受信時に電話回線上の信号を監視し 
ます。 エラ _補正の設定がオンになっており、伝送中に エラ _信号を 
検出した場合、デバイスはファクスの一部の再送信を要求することが 
できます。 


ファックスの送受信に問題がある場合や、伝送中の エラー を受け入れ 
る場合にのみ、 エラー 補正をオフにしてください。他の国や地域にフ 
ァクスを送信するときや他の国や地域からファクスを受信するとき、 
または衛星電話回線を使用しているときに、この設定をオフにすると 
便利な場合があります。 

デバイスの コン ト ロー ルパネルでファクスの エラー 補正 モー ドを設定 
するには 

▲デバイスのコント ロール パネル：ファクスを押して、[ファク 
スの詳細設定]メニューを選択し、[エラー補正モード]を選択 
します。 
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組み込み Web サーバでファクスのエラー 補正 モー ドを設定するには 

1. 組み込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠で[フ 
ァクスの詳細設定]をクリックします。 

2. [エラー 補正 モード] ドロップ ダウン メニューで [オン]または 
[オフ]を選択します。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

ダイヤル方式の設定 

卜ーンダイヤルモードまたはパルスダイヤルモードに設定するに 
は、次の手順に従います。工場出荷時のデフォルトの設定は[卜ーン] 
です。電話回線でトーンダイヤルを使用できないことがわかっている 
場合以外は、この設定を変更しないでください。 

歐注記パルスダイヤルオプションは、一部の国/地域では利用でき 
ません。 


デバイスのコントロールパネルでダイヤル方式を設定するには 
▲デバイスのコント ロール パネル： セッ トアップを押し、[フ 
ァクスの基本設定]を押し、[トーン回線またはパルス回線]才 
プションを使用します。 

組み込み Web サーバでダイヤル方式を設定するには 
1- 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの基本設定]をクリックします。 

2■[トーン、パルス選択]ドロップダウンメニューで選択を行い 
ます。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

リダイヤルオプションの設定 

受信側のファクス機が応答しないか、ビジー状態であるためにデバイ 
スがファクスを送信できなかった場合、デバイスはビジーリダイヤル 
または応答なしリダイヤルオプションの設定に応じてリダイヤルしま 
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す。このオプションのオンとオフを切り替えるには、次の手順に従い 

ます。 

• ビジーリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイスは 
ビジー信号を受信した場合に自動的にリダイヤルします。この才 
プションの工場出荷時のデフォルトの設定は[オン]です。 

• 応答なしリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイス 
は受信側のファクス機が応答しない場合に自動的にリダイヤルしま 
す。このオプションの工場出荷時のデフォルトの設定は[オフ]で 
す。 

デバイスの コン ト ロール パネルでリダイヤルオプションを設定するに 

は 

▲ デバイスの コン ト ロール パネル：セットアップ、[ファクスの 
詳細設定]の順に押して、[ビジーリダイヤル]または[応答な 
しリダイヤル]オプションを使用します。 

組み込み Web サーバでリダイヤルオプションを設定するには 

1- 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの詳細設定]をクリックします。 

2■[ビジーリダイヤル]および[応答なしリダイヤル I 】ドロップダ 
ウンメニューで選択を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

ファクス速度の設定 

ファクスを送受信するときにデバイスと相手のファクス機の間で通信 

する、ファクス速度を設定することができます。デフォルトのファク 

ス速度は[はやい]です。 

以下のサービスを使用している場合は、必要に応じて、ファクス速度 

の設定を遅くします。 

• インターネット電話サービス 

• PBX システム 

• FolP (Fax over Internet Protocol ) 

• ISDN (総合デジタル通信網）サービス 
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ファクスの送受信に問題がある場合は、[ファクス速度]設定を[標準] 
または[おそい]に設定することをおすすめします。次の表は、使用可 
能なファクス速度設定の一覧です。 


ファクス速度の設定 

ファクス速度 

[はやい] 

v .34 (33600 ボー） 

[標準] 

v .17 (14400 ボ ー） 

[おそい] 

v .29 (9600 ボー） 


デバイスのコントロールパネルからファクス速度を設定するには 
1- \ (セットアップ）を押します。 

2. [ファクスの詳細設定]を選択し、[ファクス速度]を選択しま 
す。 

3. 矢印キーを使用してオプションを選択し、 OK を押します。 

組み込み Web サーバでファクス速度を設定するには 

1. 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの基本設定]をクリックします。 

2. [ファクス速度]ドロップダウンメニューで選択を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

ファクス音のボリュームの設定 

この手順では、ファクス音のボリュームを上げたり下げたりします。 

デバイスのコントロールパネルからファクス音のボリュームを設定す 
るには 

▲セットアップを押し、[ファクス音のボリューム]を選択し、 
矢印キーを使用してボリュームを増減します。 OK ( O ) を押し 
てボリュームを選択します。 
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組み込み Web サーバでファクス音のボリュームを設定するには 

1. 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの基本設定]をクリックします。 

2. [ファクス音のボリューム]ドロップダウンメニューで選択を 
行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

短縮ダイヤルの設定 

頻繁に使うファクス番号は、短縮ダイヤルエントリとして設定できま 
す。そうすれば、デバイスのコントロールパネルからすぐにダイヤル 
することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス番号の短縮ダイヤルエントリまたはグループとしての設 

定 

• 短縮ダイヤルエントリー覧の印刷と表示 

ファクス番号の短縮ダイヤルエントリまたはグループとしての設定 

ファクス番号またはファクス番号のグループを短縮ダイヤルエントリ 
として保存することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 短縮ダイヤルの設定 
• 短縮ダイヤルグループ を設定す る 
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短縮ダイヤルの設定 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）： 埋め込み Web サーバ 
を開き、[設定]タブをクリックします。次に、左枠の [ファクス 短 
縮ダイヤル]をクリックします。 

。エントリを追加するには： [ファクス短縮ダイヤルエントリ] セ 
クシヨンのフィールドに必要な情報を入力します。 

。エントリを編集するには： [ファクス 短縮ダイヤルー覧]セクシ 
ヨンで、エントリの横の編集リンクをクリックします。 

。エントリを削除するには： [ファクス 短縮ダイヤルー覧]セクシ 
ヨンで1つ以上のエントリを選択し、削除アイコンをクリック 
します。 


• HP Photosmart ソフトウェア （ Windows ): HP Photosmart ソフト 
ウェアを開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX ) : [ HP デバイスマネージャ] 

を起動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストか 
ら [ファックス 短縮ダイヤル設定]を選択します。 

• デバイスのコントロールパネル：セットアップを押し、[短縮ダイ 
ヤルの設定]オプションを選択します。 

。ェントリを追加または変更するには：[個別の短縮ダイヤル]ま 
たは[グループ短縮ダイヤル]を選択し、矢印キーを押して未使 
用のェントリ番号に移動するか、キーパッドから番号を入力し 
ます。ファクス番号を入力し、 OK ( O ) を押します。市外局番、 
PBX システム外の番号のアクセスコード（通常は9または0)、 
長距離電話のプレフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含 
めます。名前を入力し、 OK ( O ) を押します。 

。1つまたはすべてのェントリを削除するには：[短縮ダイヤルを削 
除]を選択し、矢印キーで削除する短縮ダイヤルをハイライト 
し、 OK ( O ) を押します。 


短縮ダイヤルグループを設定する 

ファクス番号の同じグループに定期的に情報を送信する場合は、操作 
を簡略化するために、グループの短縮ダイヤルエントリを設定できま 
す。グループの短縮ダイヤルエントリは、デバイスのコントロール 
パネルの短縮ダイヤルボタンに関連付けることができます。 

短縮ダイヤルのグループにメンバ_を追加するには、メンバーが短縮 
ダイヤルー覧にあらかじめ含まれている必要があります。各グループ 
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には最大 48 個のファクス番号を追加でき、各ファクス番号には最大 

55文字を含めることができます。 

• 組み込み Web サーバ（ネットワーク 接続）： 組み込み Web サーバを 
開き、設定タブをクリックします。次に、左枠のファクス短縮ダ 
イヤルをクリックします。[ファクス短縮ダイヤルー覧]で、ェント 
リの番号（たとえば26〜 50) を含むリンクをクリックします。 

。グループを追加するには、[ファクス短縮ダイヤル ー覧] の [新規 
グループ]ボタンをクリックし、選択した部分から個別のェント 
リを選択します。適切なグループ情報を入力し、[適用]をクリ 
ックします。 

。グループを編集するには: [ファクス 短縮ダイヤル ー覧] セクシヨ 
ンで、グループの横の編集リンクをクリックします。 

。グループを削除するには:[ファクス短縮ダイヤル ー覧] セクシヨ 
ンで1つ以上のグループを選択し、削除アイコンをクリックし 
ます。 

。完了したら、[適用]をクリックします。 

• HP Photosmart ソフトウェア （ Windows ): HP Photosmart ソフト 
ウェアを開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 
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• HP デバイスマネージャ (Mac OS X ) : [HP デバイスマネージャ] 

を起動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストか 
ら [ファックス 短縮ダイヤル設定]を選択します。 

• デバイスのコントロールパネル：セットアップを押し、[短縮ダイ 
ヤルの設定]オプションを選択します。 

。グループを追加するには: [グループ 短縮ダイヤル]を選択し、登 
録されていない短縮ダイヤルを選択し、 0 K (0) を押します。短 
縮ダイヤルエントリを選択し、 0 K (0) を押して選択します。こ 
のグループに追加短縮ダイヤルを追加するには、同じ手順を繰 
り返します。作業が終了した後、[選択終了]オプションを選択 
し、 OK ( O ) を押します。ビジュアルキーボードでグループ短縮 
ダイヤルの名前を入力し、[完了]を押します。 

。グループにエントリを追加するには： [グループ 短縮ダイヤル]を 
選択し、変更するグループ短縮ダイヤルを選択し、 OK ( O ) を押 
します。短縮ダイヤルエントリを選択します（チェックマーク 
が短縮ダイヤルエントリの横に表示されます）。このグループ 
に追加短縮ダイヤルを追加するには、同じ手順を繰り返しま 
す。作業が終了したら、[選択終了]、 0 K (0) の順に押します。 
[グループ 名]画面の[完了]を押します。 

。グループを削除するには:[短縮ダイヤルを削除]を選択し、削除 
する短縮ダイヤルエントリを選択して、 OK ( O ) を押します。 

短縮ダイヤルエントリー覧の印刷と表示 

設定済みのすべての短縮ダイヤルエントリの一覧は印刷または表示す 

ることができます。一覧の各エントリには、次の情報が含まれます。 

• 短縮ダイヤル番号 

• ファクス番号またはファクス番号のグループに関連付けられている 
名前 

• ファクスの短縮ダイヤル _ 覧の場合は、ファクス番号（またはグル 
—プのすベてのファクス番号） 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 短縮ダイヤルエントリの一覧を表示する 

• 短縮ダイヤルエントリの一覧を印刷するには 
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短縮ダイヤルェントリの一覧を表示する 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX ) : [ HP デバイスマネージャ] 

を起動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストか 
ら[ファックス短縮ダイヤル設定]を選択します。 

• HP Photosmart ソフトウェア ( Windows ): HP Photosmart ソフト 
ウェアを開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 

* コントロールパネル：\([セットアップ])を押し、[短縮ダイヤル 
の設定]を選択し、次に[短縮ダイヤルー覧を印刷]を選択します。 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバ 
を開き、[設定]タブをクリックします。次に、左枠の[ファクス短 
縮ダイヤル]をクリックします。 

短縮ダイヤルェントリの一覧を印刷するには 
組み込み Web サ_バ（ネットワ_ク接続）：組み込み Web サ_バを開 
き、設定タブをクリックします。次に、左枠のファクス短縮ダイヤ 
ルをクリックします。[ファクス短縮ダイヤルー覧]で、ェントリの番 
号（たとえば26 ~ 50) を含むリンクをクリックします。印刷ボタンを 
クリックします。 


FolP (Fax over Internet Protocol) 

デバイスを使用して、インターネット経由でファックスを送受信でき 
る低コスト電話サービスを利用することができます。この方法は、 
FolP(Fax over Internet Protocol) と呼ばれます。以下のいずれかに該当 
する場合は、電話会社の FolP サービスを使用している可能性があり 
ます。 

• ファクス番号と一緒に特別のアクセスコードをダイヤルしている 
• インターネットに接続する IP コンバータボックスがあり、ファク 
ス接続用のアナログ電話ポートがある 


& 注記電話コードをデバイスの 1- LINE と書かれたポートに接続し 
た場合だけファクスの送受信が可能です。つまり、インターネット 
接続は、コンバータボックス（ファクス接続用に通常のアナログ電 
話ジャックを装備）または電話会社経由で行う必要があるというこ 
とです。 

—部のインターネットファクスサービスでは、デバイスが高速 
(33600bps) でファクスを送受信していると正常に動作しない場合があ 
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ります。インターネットファクスサービスの使用中に、ファクスの 
送受信で問題が起きたら、ファクス速度を遅くして〈ださい。[ファク 
ス速度]の設定を[はやい](デフオルト）から[標準]にすれば、ファク 
ス速度が遅くなります。この設定の変更については、 ファクス速度の 
設定を 参照してください。 


歐注記インターネット/デジタルファクスについて質問がある場合 
は、インターネットファクスサービスサポート部門、またはお近 
<のサービスプロバイダにお問い合わせください。 


ファクス設定のテスト 

ファクス設定をテストしてデバイスの状態を調べ、正常にファクス送 
信できるように設定されたことを確認することができます。このテス 
卜は、デバイスのファクス機能のセットアップが完了した後に実行し 
てください。テストの内容は次のとおりです。 

• ファクスのハードウエアをテストする 

• 正しい種類の電話コードがデバイスに接続されていることを確認す 
る 

• 電話線が正しいポ_卜に接続されていることを確認する 
•ダイヤルトーンを検出する 
• アクティブな電話回線を検出する 
• 電話回線の接続状態をテストする 

テスト結果は、レポートとしてデバイスから印刷されます。テストに 
失敗した場合は、レポートを参照して問題の解決方法を確認し、テス 
卜を再実行します。 

デバイスのコントロールパネルからファクス機能のセットアップをテ 
ストするには 

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、デバイスのファクス設定 
を行います。 

2. テストを開始する前に、インクカートリッジが取り付けら 
れ、フルサイズの用紙が給紙トレイにセットされていること 
を確認します。 

3-デバイスのコントロールパネルの\(セットアップ）を押し 
ます。 
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4. [ツール]を選択し、[ファクステストを実行]を選択します。 
デバイスのディスプレイにテストの状態が表示され、レポー 
卜が印刷されます。 

5. レポートの内容を確認します。 

• テストにパスしてもファクスの送受信に問題がある場合 
は、レポートに記載されているファクス設定をチエックし 
て、正しく設定されているかどうかを確認します。設定が 
ブランクになっていたり、正しく設定されていなかったり 
すると、ファクスの送受信に問題が発生します。 

• テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解決方 
法を確認します。 

組み込み Web サーバでダイヤル方式を設定するには 

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、デバイスのファックス設 
定を行います。 

2. テストを開始する前に、インクカートリッジが取り付けら 
れ、フルサイズの用紙が給紙トレイにセットされていること 
を確認します。 

3. 組み込み Web サーバ （ネッ トワーク 接続）： [設定]タブをクリ 
ックし、左枠から[デバイスサービス]をクリックします。 

4. [デバイス機能のテスト]ドロップダウンメニューで、[ファク 
ステストを実行]を選択します。 

5. [テストを実行]ボタンをクリックします。 

レポ _ 卜の使用 

ファクスの送受信のたびに、 エラーレポー トと確認の レポー トを自動 
印刷するように、デバイスを設定できます。必要に応じてシステムレ 
ポートを手動で印刷することもできます。これらの レポー トには、デ 
バイスに関する役に立つシステム情報が含まれています。 

デフオルトの設定では、ファクスの送受信に問題があった場合にの 
み、デバイスでレポートが印刷されます。送受信するたびに、ファク 
スの送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージがコント 
口ールパネルのディスプレイに表示されます。 


歐注記レポートが判読できない場合は、 コン ト ロー ルパネル、また 
は HP ソリューシヨンセンターで推定インクレベルを確認します。 
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注記インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用 
意できるよう情報を提供します。インク残量の低下またはインク切 
れを警告するメッセージがディスプレイに表示されたら、印刷でき 
なくなる前に交換用のプリントカートリッジを準備してください。 
印刷の品質が使用に耐えないレベルに達するまでプリントカートリ 
ッジを交換する必要はありません。 

注記インクカートリッジとプリントへッドが、レポート印刷が可 
能な、良好な状態であることを確認します。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* ファクス確認レポートの印刷 

* ファクスエラーレポートの印刷 

* ファクスロヴの印刷と表示 

* ファクスログの消去 

* 最後のファクス処理についての詳細の印刷 

* 発信者 ID 履歴レポ_卜 

ファクス確認レポートの印刷 

ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要 
がある場合は、以下の手順に従って、ファクスを送信する前に、ファ 
クス送受信の確認を有効にします。[送信]または[送受信]を選択しま 
す。 

デフオルトのファクス確認設定は、[オフ]です。つまり、ファクスが 
送受信されるたびに確認レポートは印刷されません。ただし、送受信 
のたびに、ファクスの送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メ 
ッセー ジがコントロ*-ルパネルのディスプレイに表示されます。 

デバイスのコントロ ールパネルからファクスの確認を有効にするには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]を選択し、[ファクスの確認]を選択します。 

3. 次のいずれかの設定を選択し、 0 K (0) を押します。 


[オフ] 

ファクスの送受信に問題がない時は、ファクス確 
認レポートを印刷しません。これがデフオルト設 
定値です。 

[送信] 

ファクスの送信ごとにファクス確認レポートを印 
刷します。 
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[受信] 

ファクスの受信ごとにファクス確認レポートを印 
刷します。 

[送受信] 

ファクスの送受信ごとにファクス確認レポートを 
印刷します。 


ヒント[送信]または[送受信]を選択して、メモリから送 
信するファクスをスキヤンする場合は、ファクスの最初の 
ページの画像を[送受信の確認]レポートに含めることがで 
きます。セットアップを押し、[ファクスの確認]を押し、 
次に[ファクス送信時]を再び押します。[ファクス送信レ 
ポートの画像]メニューから[オン]を選択します。 

組み込み Web サーパでファクスの確認を有効にするには 
1- 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの詳細設定]をクリックします。 

2. [ファクスの確認]ドロップダウンメニューで選択を行いま 
す。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

ファクス エラー レポ ー トの印刷 

送受信中に エラー が起きたときにレポートを自動印刷するようにデバ 
イスを設定できます。 

デバイスがファクス エラー レポートを自動印刷するようにデバイスの 
コン ト ロール パネルで設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]を押して[ファクスエラーレポート]を選択 
します。 

3. 次のいずれかの設定を選択し、 0 K (0) を選択します。 


[送受信] 

ファクスエラーが発生するたびに印刷されます。 
これがデフォルト設定値です。 

[オフ] 

ファクスエラーレポートは印刷されません。 

[送信] 

送受信エラーが発生するたびに印刷されます。 

[受信] 

受信エラーが発生するたびに印刷されます。 
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デバイスが ファクスエラーレポー トを自動印刷するように組み込み 
Web サーバで設定するには 

1- 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠で[ファクスの詳細設定]をクリックします。 

2. [ファクスエラーレポート]ドロップ ダウンメ ニュー で選択 
を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 


ファクスログの印刷と表示 


ログには、デバイスのコントロールパネルから送信されたファクス 
と、受信したファクスすべてが表示されます。 

デバイスが送受信したファクスのログを印刷できます。ログの各ェン 
トリには、次の情報が含まれます。 

• 送受信の日付と時刻 
• 種類（受信または送信） 

• ファクス番号 
• 所要時間 
• ページ スウ 

• 送受信の結果（ステータス） 

HP ソリユーシヨンセンターソフトウェアでファクスログを表示する 
には 

1. コンビユータで HP ソリユーシヨンセンターソフトウェアを 
開きます。詳細については' HP フォトイメージングソフト 
ウェアの使用 を 参照してください。 

2. 詳細については HP ソリユーシヨンセンターソフトウェアの 
オンスクリーンヘルプを參照してください。 

ログには、デバイスのコントロールパネルと HP ソリユーシ 
ヨンセンターソフトウェアから送信されたファクスと、受信 
したファクスすべてが表示されます。 

デバイスのコントロールパネルからファクスログを印刷するには 

1. デバイスのコントロールパネルにあるセットアップを押し 
ます。 

2. 矢印キーを押して[レポートの印刷]に移動し、 OK ( O ) を押し 
ます。 
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3. 矢印キーを押して [ファックスログ] に移動し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

4. OK ( O ) を再び押してログを印刷します。 

埋め込み Web サーバでファクスログを表示するには 

▲[情報]タブで、左枠の[ログ]をクリックし、[ファクスログ] 
サブタブをクリックします。 

ファクスログの消去 

ファクスログを消去するには、次の手順に従ってください。 

デバイスのコントロールパネルからファクスログを消去するには 

1. デバイスのコント ロー ルパネルにある セッ ト アップ を押し 
ます。 

2. 矢印キーを押して[ツール]に移動し、 OK ( O ) を押します。 

3. 矢印キーを押して[ファクスログの消去]に移動し、 OK ( O ) を 
押します。 

組み込み Web サーバでファクス ログを消去するには 

1. 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠から [ファクスオプション] をクリックします。 

2 ■[ファクスログの消去] セクションで、 [クリア] ボタンをクリ 
ックします。 

最後のファクス処理についての詳細の印刷 

最後のファクス処理についてのレポートには、最後のファクス処理に 

ついての詳細が印刷されます。詳細には、ファクス番号、ページ数、 

およびファクスのステータスが含まれます。 

最後のファクス処理についてのレポートを印刷するには 

1. デバイスのコントロールパネルにあるセットアップを押し 
ます。 

2■矢印キーを押して[レポートの印刷]に移動し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

3. 矢印キーを押して[最終の処理]に移動し、 OK ( O ) を押しま 
す。 
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発信者旧履歴レポート 

発信者 ID ファクス番号一覧の印刷には、次の手順を使用します。 


発信者旧履歴レポートを印刷するには 

1■セットアップを押し、プリンタレポート発信者旧履歴レポ 
一 卜の順に選択します。 

2. OK ( O ) を押します。 

ファクスのキャンセル 

送受信中のファクスはいつでもキャンセルすることができます。 
ファクスをキャンセルするには 

▲ 送受信しているファクスを中止するには、デバイスのコント 
口ールパネルでキャンセルを押します。ファクスの送受信 
が停止しない場合は、キャンセルをもう一度押します。 

デ/《イスは、既に印刷を開始したべージをすべて印刷してか 
ら、残りのファクスをキャンセルします。しばらく時間がか 
かる場合があります。 

番号のダイヤルを中止するには 

▲ダイヤルを中止するには、キャンセルを押します。 
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9 コ ピー 

高品質のカラーコピーおよびモノクロコピーを、さまざまな種類ゃサ 
イズの用紙で作成することができます。 


歐注記文書のコピー中にファクスを受信すると、受信したファクス 
はコピーが終了するまでデバイスメモリに保存されます。これに 
より、メモリに保存されるファクスページ数を削減できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスの コント ロールパネルからの コ ピーの作成 

• コピー設定の变¥ 

- コピー枚数の設定 
- コピー用紙サイズの設定 
• コピー用紙の種類の設定 
- コピー速度と品質の変更 

• レターまたは A 4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 

* リーガルサイズの文書をレター用紙にコピーする 
• 原稿のトリミング（カラーディスプレイモデルのみ) 

• コ ピーの濃淡の調整 
• コ ピーの薄い部分を強調 

* コピージヨブの作成 

• コピーへの余白の変更の適用 

• 両面コピー 

• コピー ジョブのキャンセル 
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デバイスの コン ト ロール パネルからの コ ピーの作成 

デバイスのコントロールパネルから高画質のコピーを作成できます。 

デバイスのコントロールパネルからコピーを作成するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキャナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。詳細については、 原稿のセッ ト を參 
照してください。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• モノクロコピ _ を開始するには、コピースタート-モノク 
口 を押します。 

• カラーコピーを開始するには、コピースタート-カラー 
を押します。 

歐注記カラー原稿の場合に、コピースタート-モノクロを 
押すと、カラー原稿からモノクロコピーが作成できます。 
コピースタート-カラーを押すと、カラー原稿からフルカ 
ラーコピーが作成できます。 


コピー設定の変更 

コピー設定をカスタマイズすると、ほぼすベてのコピーに対応するこ 
とができます。 

コピー設定を変更しても、その変更は現在のコピー操作にのみ反映さ 
れます。今後すベてのコピー操作にその設定を適用するようにするに 
は、その変更をデフオルトとして設定する必要があります。 

現在の設定を今後も使用できるようにデフオルトとして保存するには 

1. コピーメニューで設定を変更します。 

2. コピーを選択して、[新しいデフオルトの設定]を選択しま 
す 。 

3. [はし、]を選択して、 OK ( O ) を押します。 


コピー枚数の設定 

デバイスのコントロールパネルの[コピー枚数]オプションを使用し 
て、印刷するコピー枚数を設定できます。 
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デバイスのコントロールパネルからコピー枚数を設定するには（カラ 
-ディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキャナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。詳細については、 原稿のセッ ト を参 
照してください。 

3. コピーにタッチし、[コピー枚数]を選択します。 

4. キーパッドを使用するか、画面にタッチして、最大値以下の 
コピー枚数を入力します 

5■コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラー 
を押します。 

デバイスのコントロールパネルからコピー枚数を設定するには p 行 
ディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキャナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。詳細については、 原稿のセッ ト を参 
照してください。 

3. コピー領域で、コピーを繰り返し押して、[コピー枚数]を表 
, j 、 し"^'^。 

4. 右矢印►を押すか、キーパッドを使用して、最大値以下のコ 
ピ_枚数を入力します。 

* ヒント矢印ボタンを押し続けるとコピー枚数が 5 枚ずつ 
増えるので、コピー枚数が多い場合に便利です。 

5. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラー 

を押します。 

コピー用紙サイズの設定 

デバイスで用紙サイズを設定できます。用紙サイズは、給紙トレイに 
セツトした用紙に合わせて設定します。 


歐注記一部のトレイでは、使用できない用紙サイズのオプションが 
あります。使用する用紙サイズが見つからない場合は、コントロー 
ルパネルを使用して、トレイを変更してください。 
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デバイスのコントロールパネルから用紙サイズを設定するには（カラ 
-ディスプレイ） 

1. コピーにタッチし、[コピー用紙サイズ]を選択します。 

2. 適切な用紙サイズを選択します。 

3. コピースター ト-モノクロまたは コピースター ト-カラー 
を押します。 

デバイスの コントロール パネルから用紙サイズを設定するには （2 行 
ディスプレイ） 

1- コピー領域で、コピーを繰り返し押して、[コピー用紙サイ 
ズ]を表示します。 

2. 適切な用紙サイズが表示されるまで右矢印►を押して 、 OK 
(〇)を押します。 

3■コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラー 
を押します。 

コピー用紙の種類の設定 

デ/《イスで用紙の種類を設定できます。 

デバイスの コン ト ロール パネルから コピー 用紙の種類を設定するには 
(カラーディスプレイ） 

1. コピーにタッチし、[用紙の種類]を選択します。 

2. 適切な用紙の種類を選択します。 

3■コピースタート•モノクロまたはコピースタート-カラー 

を押します。 

デバイスの コントロール パネルから コピー 用紙の種類を設定するには 
(2 行ディスプレイ） 

1. コピー領域で、コピーを繰り返し押して、[用紙の種類]を表 
/ j 、 し"^"^。 

2. 適切な用紙の種類が表示されるまで右矢印►を押して 、 OK 
(〇)を押します。 

3■コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラー 
を押します。 
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コピー速度と品質の変更 

デバイスには、コピーの速度と品質に関する3つのオプションがあり 
ます。 


• 高画質 (3 つ星）は、各種用紙をより美し〈印刷し、塗りつぶし領域 
に縞模様が出ないように仕上げます。高画質は、他の品質設定よ 
りもコピー時間がかかります。 

• 標準 (2 つ星）は、ほとんどのコピーに適した、高画質な出力設定で 
す。標準は、高画質よりも短時間でコピーできます。これがデフ 
オルト設定値です。 

• はやい (1 つ星）は、標準設定の場合よりも速くコピーできます。文 
字の印刷品質は標準設定と変わりませんが、グラフイックスの品 
質は低下します。はやい設定でコピーをすると、インクの消費量が 
少ないので、インクカ_トリッジの寿命が延びます。 

歐注記コピー品質を示す星は、2行ディスプレイのある一部のモデ 
ルで使用できます。 


デバイスの コン ト ロー ルパネルから コピー 品質を変更するには（カラ 
-ディスプレイ） 

1- 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板または ADF を使用して原稿をセットしま 
す。詳細については、 原稿のセット を参照してください。 

3- コピーにタッチし、[品質]を選択します。 

4. 適切なコピー品質設定を選択します。 

5. コピースター ト-モノクロまたは コピースター ト ■カラー 
を押します。 

デバイスの コントロー ルパネルから コピー 品質を変更するには p 行 
ディスプレイ） 

1- 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板または ADF を使用して原稿をセットしま 
す。詳細については、 原稿のセット を参照してください。 
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3. コピー領域で、適切な品質設定が点灯するまで 品質 を繰り 
返し押します。 

4. コピースター ト-モノクロ または コピースター ト ■カラー 
を押します。 


レターまたは A4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 

原稿の画像や文字がページ全体に配置されて、余白がない場合は、[ぺ 
—ジに合わせる]または[ページ全体91%]を使用すると、原稿を縮小 
でき、端の文字や画像が不必要にトリミングされることを防ぐことが 
できます。 



：?：- ヒントまた、[ページに合わせる]で用紙サイズの印刷可能領域内 
に合わせて、小さな写真を拡大することもできます。ただし、原稿 
の縦横比を変えずに拡大する、または端をトリミングせずに拡大す 
るため、用紙の端に不均等な余白がそのまま残ることがあります。 


デバイスのコン トロール パネルから文書のサイズを調整するには（力 
ラー デ イス プレイ） 

1- 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。 

3. コピーに タッチし、サイズを選択します。 

4. [ページ全体91%]を選択します。 

5 ■コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー 
を押します。 
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デバイスのコントロールパネルから文書のサイズを調整するには （2 
行ディスプレイ） 

1- 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. スキャナのガラス板に原稿を下に向けてセツトするか、原稿 
を ADF にセツトします。 

3- コピー領域で、[縮小/拡大]を押して、[ページ全体91%]を表 
, j 、 しま3。 

4. OK ( O ) を押します。 

5 ■コピースタート■モノクロ または コピースタート-カラー 
を押します。 

歐注記コントロールパネルに設定された国により、 A 4 サイズをレ 
夕ーサイズに、またはレターサイズを A 4 サイズに調整できます。 


リ _ ガルサイズの文書をレタ _ 用紙にコピ _ する 

[リーガル > レター72%]設定を使用して、レター用紙または A 4 用紙 
に合うようにリーガルサイズの文書のコピーを縮小できます。 

歐注記例に表示されている倍率は[リーガル > レター72%]、デイス 
プレイの表示とは一致しない場合があります。 



リーガルサイズの文書をレタ _ 用紙にコピーするには（カラーディス 
プレイ） 

1- 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板または自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) 
を使用して原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセ 
ッ トを參照してください。 
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3. コピーにタッチし、[サイズ]を選択します。 

4■[リーガル > レター72%]を選択します。 

5■コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラー 
を押します。 

リーガルサイズの文書をレター用紙にコピーするには （2 行ディスプ 
レイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 自動ドキュメントフィーダのみに原稿をセットします。 

3. 縮小/拡大を押します。 

4. [リーガル > レター72%]が表示されるまで右矢印►を押し、 
0 K (0) を押します。 

5 ■コピー スタ ー ト ■モノクロ または コピー スタ ー ト-カラ ー 
を押します。 

原稿のトリミング（カラーディスプレイモデルのみ） 

原稿をコピーする前に、コピー メニューの [トリミング]設定を使用し 
て、コピーする領域を選択することができます。[トリミング]設定を 
選択するとスキャンが始まり、カラーディスプレイに原稿のプレビュ 
一が表示されます。 

トリミングを行うと画像の寸法が変わり、ファイルサイズは小さくな 
ります。 

來ヒント[サイズ]設定を変更することで、トリミングした画像のサ 
イズを調整できます。 


コントロ _ルパネルから画像をトリミングするには 

1. コピーにタッチし、[トリミング]を選択します。 

2. 矢印ボタンを使用して、トリミング領域の位置を設定しま 
す。 

3. [トリミング]にタッチしてコピーを印刷します。 

カラーグラフィックディスプレイにトリミングされた画像が 
表示されます。 
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コピーの濃淡の調整 

[薄く/濃く]オプションを使用すると、コピーのコントラストを調整で 
きます。 


デバイスのコントロールパネルからコピーのコントラストを調整する 
には（カラーディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。 

3. コピーにタッチし、[薄く/濃く]を選択します。 

4. 矢印キーにタッチして、コピーの明暗を調整します。 

5 ■コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー 
を押します。 

デバイスの コン ト ロール パネルから コピーのコン トラストを調整する 
には （2 行ディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。 

3. コピー領域で、コピーを繰り返し押して、[薄く/濃く]を表示 
します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• 右矢印►を押してコピーの色を暗くします。 

• 左矢印4を押してコピーの色を明るくします。 

5 ■コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー 

を押します。 

コピーの薄い部分を強調 

[フォト]強調を使用すると、白に見えてしまう薄い色を強調すること 
ができます。[フォト]強調でコピーするときに起こりやすい次のよう 
な問題を解消または軽減するには、[文字]強調を使用するのも有効で 
す 0 


• コピー上で色のドットが文字の回りにはみ出している。 
• 大きいモノクロ文字がまだらで、なめらかでない。 
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• カラーの細かい図または線に、黒い部分がある。 

• ライトグレーからミディアムグレーの部分に、グレーがかったま 
たは白い帯状の横線が現れる。 

デバイスのコントロールパネルから露出過度の写真をコピーするには 
(カラーディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。 

3. コピーにタッチし、[強調]を選択します。 

4. [フォト]を選択します。 

5. コピースタート-カラーを押します。 

デバイスのコントロールパネルから露出過度の写真をコピーするには 
(2 行ディスプレイ） 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス板に原稿を下に向けてセットするか、原稿 
を ADF にセットします。 

3. コピー領域で、コピーを繰り返し押して、[強調]を表示しま 
す。 

4. 右矢印►を[フォト]拡張設定が表示されるまで押し、 OK ( O ) 
を押します。 

5. コピースター ト-カラーを押します。 

コピージョブの作成 

部単位で印刷すると、自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) でスキヤンし 
たのと同じ順序に並んだコピーのセットを複数作成できます。すべて 
のコピーがデバイスメモリにスキヤンされてから、印刷が行われま 
す。 


歐注記部単位で印刷する場合にスキャン可能な最大ページ数は、モ 
デルにより異なります。印刷ジョブを少ないページ数に分割する必 
要がある場合があります。 
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コントロール パネルから部単位で印刷するには （カラーディスプレイ) 

1. ADF に原稿をセットします。詳細については、 原稿のセット 
を參照してください。 

歐注記用紙サイズが自動に設定されていて、部単位でコピ 
_する場合、コントロールパネルに設定された地域によ 
り、用紙はレターサイズ、または A 4 サイズに設定されま 
す。レターサイズも A 4 サイズも使用しない場合は、用紙 
設定を手動で変更する必要があります。 

2. コピーにタッチし、部単位で印刷を選択します。 

3. [オン]にタッチします。 

コントロールパネルから部単位で印刷するには p 行 ディ スプレイ） 

1. ADF に原稿をセットします。詳細については、 原稿のセット 
を參照してください。 

2. コピー領域で、コピーを繰り返し押して、部単位で印刷を 
表 7 F します。 

3. [オン]設定が表示されるまで►を押し、 OK ( O ) を押します。 

コピーへの余白の変更の適用 

余白の変更を使うと、印刷ページでコピーイメージを移動して、綴じ 
しろや 3 穴パンチのための余白を設けることができます。イメージは 
右に 9.6 mm (3/8 インチ）移動されます。 

歐注記余白の変更機能はコピーするイメージを縮小しないため、イ 
メージの右端がトリミングされる場合があります。 


コントロールパネルから余白の変更を適用するには（カラーディスプ 
レイ） 

1. 原稿を ADF またはスキヤナのガラス版にセットします。詳細 
については、 原稿のセット を参照して〈ださい。 

2. コピーにタッチし、余白の変更を選択します。 

3. [オン]にタツチします。 
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コント ロール パネルから余白の変更を適用するには （2 行ディスプレ 

ィ） 

1. 原稿を ADF またはスキヤナのガラス版にセットします。詳細 
については、 原稿のセット を参照してください。 

2. コピー 領域で、コピーを繰り返し押して、余白の変更を表示 
します。 

3. 右矢印►を[オン]設定が表示されるまで押し、 OK ( O ) を押し 
ます。 


両面コピ_ 

両面コピーを使用すると、用紙の両面にコピーを印刷できます。フラ 
ットべッド型スキャナまたは ADF が使用できます。 

歐注記フラットベッド型スキャナからコピーする場合、ディスプレ 
イにメッセージが表示されてから 2 ページ目をセットします。 

両面コピーは小さいメディアに対してはサポートされません。 


コン トロールパネルから両面 コ ピーを実行するには（カラーデイスプ 
レイ） 

1. スキヤナのガラス板または ADF を使用して原稿をセツトしま 


す。詳細については、 原稿のセットを 参照してください。 
コピーにタッチし、 両面 を選択します。次の両面コピーオプ 

ションを選択できます。 


コピーオプション 

説明 

1—1 

片面原稿を片面コピーします。 

1 —2 

片面原稿を両面コピーします。 

2 — 2 

両面原稿を両面コピーします。 
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コン トロール/《ネルから両面 コ ピーを実行するには （2 行 ディ スプレ 

ィ） 

1. スキャナのガラス板または ADF を使用して原稿をセットしま 
す。詳細については、 原稿のセット を参照してください。 

2. コピー 領域で、コピーを繰り返し押して、両面を表示しま 
す 。 

3. 右矢印►を押して[片面]または[両面]を選択し、 OK ( O ) を 
押します。 

コピージョブのキャンセル 

コ ピーを中止するには、デバイスの コン ト ロー ルパネルの キャンセ 
ル を押します。 


コピージョブのキャンセル 
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10 構成と管理 

このセクションは、デバイスを管理する管理者および担当者を対象と 
しています。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスの管理 

• デバイス管理 ッールの 使用 

• セルフテストレポートについて 

• ネットワーク設定ページの理解 

• ネットワークオプションの構成 

• デ/《イスのファクス機能のセットアップ 

• デ/《イスの構成 ( Windows ) 

• デバイスの構成 (Mac OS X ) 

• デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルのみ) 

• デ/くイスの Bluetooth 通■(言のセットアップ 

• ソフトウヱアのアンインス I ルと再インス I ル 

デバイスの管理 

次は、デバイス管理に使用する一般的なッールの一覧です。これらの 
ッールへのアクセスと使用情報については、 デバイス管理ツールの使 
里を参照してください。 

歐注記特定の手順には、他の方法が含まれる場合があります。 


Windows 

• デバイスのコント ロー ルパネル 
• プリンタドライバ 

• ツール ボックス 

• ネットワークツールボックス 
• 組み込み Web サーバ 


Mac OS X 

• デバイスの コントロー ルパネル 

• HP デバイス マネー ジヤ 
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• HP プリンタユーティリティ 
• 組み込み Web サーバ 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスを監視する 

• デバイスの管理 

デバイスを監視する 

このセクシヨンには、デバイスの監視手順が記載されています。 


使用する ツール 

次の情報を取得 

デバイスのコントロールパネル 

処理中のジョブのステータス、デ 
バイスの操作ステータス、および 
インクカ_トリッジのス亍_夕 
スについての情報を取得します。 

埋め込み Web サーバ 

• プリンタステータス情報：[情 
報]タブをクリックし、左枠で 
選択肢をクリックします。 

• 累計インクとメディア使用 
量：[情報]タブをクリック 
し、左枠から[使用状況レポー 
卜]をクリックします。 
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(続き）__ 

使用するツール_次の情報を取得_ 

ツールボックス ( Windows ) • インクカートリッジ情報： 

[推定インクレベル]タブをク 
リックしてインクレベル情報 
を表示し、スクロールして[力 
—トリッジの詳細]ボタンを表 
示します。[カートリッジの詳 
細]ボタンをクリックし、交換 
インクカートリッジと有効期 
限に関する情報を表示しま 
す。 

注記インク残量の警告およ 
びインジケータは、交換用イ 
ンクを用意できるよう情報を 
提供します。インク残量が少 
ないという警告メッセージが 
表示されたら、印刷できなく 
なる前に交換用のプリントカ 
—トリッジを準備して〈ださ 
しヽ。インクカートリッジを交 
換する必要があるのは、交換 
のメッセージが表示された場 
合だけです。 

• サプライ品の注文：[推定イン 
クレベル]に移動し、[オンラ 
インショップ]をクリックし 
て、 Web で購入するか、[電話 
による注文]でサプライ品の注 
文に使用する電話番号の_覧 
を表示します（一部の地域での 
み利用可能)。 

• プリントヘッドの状態の確 
認：[情報]に移動して、[プリ 
ントへッド状態]をクリックし 
ます。 

• プリントへッドの位置の調 
整：[サービス]に移動し、[プ 
リントへッドの位置調整]をク 
_リックします0 _ 
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使用するツール 

次の情報を取得 


• プリントヘッドのクリー ニン 
グ：[サービス]に移動し、[プ 
リントへッドのクリー ニン グ] 
をクリックします。 

• PQ (印刷品質）診断ページの印 
刷：[サービス]に移動し、 

[PQ (印刷品質）診断ページの 
印刷]をクリックします。 

• 自己診断テストページの印 
刷：[サービス]に移動し、[自 
己診断テストページの印刷] 
をクリックします。 

• 行送りの調整：[サービス]に 
移動し、[行送りの調整]をク 
リックします。 

• トレイの選択[サービス]に 
移動し、[用紙の取り扱い]を 
クリックします。 

ネットワークツールボックス 

ネットワーク設定の表示ツールボ 
ックスから、[ネットワーク設定] 

タブをクリックします。 

HP プリンタューテイリテイ 

インクカートリッジ情報：[情 

(Mac OS X) 

報とサポート]パネルを開いて、 
[サプライ品ステータス]をクリッ 
クします。* 

HP ソリューションセンター 

デバイスの現在のステータスを示 
します。 
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デバイスの管理 

この セクションには、デバイスの管理と設定の変更に ついての 情報が 

記載されています。 

使用するツール 操作内容 

デバイスのコントロールパネ • 言語と国/地域：セットアップを 

ル 押し、[基本設定]メニューを開き 

ます。国/地域が不明な場合は、 
「99」を押し、リストから目的の 
国/地域を探します。 

• デバイスのコントロールパネルの 
音量：セットアップを押し、[基 
本設定]メニューを開きます。 

• ファクス音のボリューム：セット 
アップを押し、ファックス音のボ 
リュ _ ムを選択します。 

• 自動レポート印刷：セットアッ 
プを押し、[ファックスの詳細設 
定]メニューを開きます。 

• ダイヤル方式の設定：セットアッ 
プを押し、[ファックスの基本設 
定]メニューを開きます。 

• リダイヤルオプションの設定： 
セットアップを押し、 [ファック 
スの詳細設定]メニューを開きま 
す。 

• 日付と時刻の設定：セットアッ 
プを押し、[ツール]を押して、[日 
付と時刻]を押します。 

埋め込み Web サーバ • 組み込み Web サーバのパスワー 

ドの設定：[ホーム]タブの[セキュ 
リティ]セクションで、[管理者パ 
スワードの設定]をクリックしま 
す。 

• トレイ設定の変更：[設定]タブを 
クリックし、左枠から[用紙の取 
り扱し、]をクリックします。 
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使用するツール 

操作内容 


• デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[設定]タブをクリックし、左 
枠から[デバイスサービス]をクリ 
ックします。 

• 言語または国/地域：[設定]タブを 
クリックし、左枠から[国際]をク 
リックします。 

• ネットワーク構成を設定する：[ホ 
—ム]タブの[接続性]セクション 
で、[ネットワーク設定]をクリッ 
クします。 

• サプライの注文：任意のタブ 
で、[サプライの注文]ボタンをク 
リックし、画面の指示に従いま 
す。 

• サボート：任意のタブで、[サポ 
—卜]ボタンをクリックし、画面 
の指示に従います。 

• 日付と時刻の設定：[設定]タブを 
クリックし、左枠の[日付と時刻] 

をクリックし、フィールドに必要 
な値を入力して、[適用]をクリッ 
クします。 

• 電子メール警告の設定[設定]タブ 
をクリックし、左枠から[警告]を 
クリックします。 

ツールボックス （ Windows ) 

デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[サービス]タブをクリックしま 
す。 
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使用するッール_操作内容_ 

ネットワークッールボックスネットワーク設定の表示と変更ッー 

ルボックスから、[ネットワーク設 

定]タブをクリックします。 

• 設定の変更：[設定の変更]ボタン 
をクリックします。 

• ネットワーク診断の実行（ネット 
ワークプリンタ接続確認）： 

。プリンタが接続されていない場 
合、[設定の変更]、[ネットワー 
ク診断を実行]の順にクリック 
します。 

。プリンタが接続されている場 
合、ッールボックスが開いた 

ら、[ユーティリティ]、[ネット 
ワーク診断を実行]の順にクリ 
ックします。 

• プリンタ IP アドレスの確認：[ネ 
ットワーク設定]タブで、接続に 
より、[ワイヤード]または[ワイ 
ヤレス]タブをクリックして 、 [IP 
設定]を編集し、 [ OK ] をクリック 
します。 

• プリンタの DNS 設定の変更：[ネ 
ットワーク設定]タブで、接続に 
より、[ワイヤード]または[ワイ 
ヤレス]タブをクリックして、 

[ DNS 設定]を編集し、 [ OK ] をク 
リックします。 

• ワイヤレスネットワークテスト 
レポートを印刷します。：[ネット 
ワーク設定]タブで、[ユーティリ 
ティ]タブをクリックし、[ワイヤ 
レスネットワークテストレポー 
卜を印刷]をクリックします。 


デバイスの管理 175 






第 10 章 


(続き) 


使用する ツール 

操作内容 

HP プリンタユーテイリテイ 
(Mac OS X) 

• トレイ設定の変更：[用紙の取り 
扱い]を[プリンタ設定]パネルか 
らクリックします。 

• デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[情報とサポート]パネルを開 
き、実行する作業のボタンをクリ 
ックします。 


デバイス管理 ツールの 使用 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ツールボックスの使用 （Windows) 

• HP ソリューションセンターの使用 （Windows) 

• 組み込み Web サーバ 

• HP デバイスマネージャの使用 (Mac OS X) 

• HP プリンタユー亍ィリティ (Mac OS X) の使用 

ツールボックスの使用 (Windows) 

ツールボックスでは、デバイスのメンテナンス情報が提供されます。 

歐注記コンピュータがシステム要件を満たしている場合、ツールボ 
ックスは、フルインストールオプションを選択してスタータ CD 
からインスIルできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ツ——ルボックスを開く 

• ツール ボックスタブ 

• ネツトワークツ _ ノレボックス 
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ツール ボックスを開く 

•HP Solution Center で、[設定]メニューをクリックし、[印刷設定] 
をポイントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 

• タスクバーの [HP DigitaNmaging Monitor ] を右クリックし、[プリ 
ンタモデル名]をポイントして、[プリンタツールボックスの表示] 
をクリックします。 

• [印刷設定]から、[機能]タブ、[プリンタサービス]の順にクリック 
します。 
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ツール ボックスタブ 

ツールボックスには、次のタブが含まれます。 


タブ 

内容 

推定インクレベル 

• インク量情報：各カートリッジの 
予想インク量が表示されます。 

注記インク残量の警告およびイ 
ンジケータは、交換用インクを用 
意できるよう情報を提供します。 
インク残量が少ないという警告メ 
ッセージが表示されたら、印刷で 
きな〈なる前に交換用のプリント 
力一トリッジを準備して〈ださ 
し、。インクカートリッジを交換す 
る必要があるのは、交換のメッセ 
-ジが表示された場合だけです。 

• オンラインショップ：デバイスの 
印刷サプライ品をオンラインで注 
文できる Web サイトにアクセス 
できます。 

• カートリッジダイヤル：デバイス 
のサプライ品を注文するための電 
話番号が表示されます。一部の 
国パ也域では電話番号が表示されま 
せん。 

• カートリッジの詳細：装着されて 
いるインクカートリッジの注文番 
号を表示します。 

情報 

• myPrintMileage -プリンタの利用 
状況を表示します。 

• プリントへッドの状態-プリント 
へッドの状態を表示します。 

• ハードウヱア情報-モデル名、フ 
ァ_ムウ：！:アのバージョン番号、 
シリアル番号、サービス ID 、 およ 
び両面印刷ュニットの状態を表示 
します。 
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タブ 

内容 

サービス 

• 自己診断テストページの印刷デ 
バイスの自己診断テストページを 
印刷できます。このページにはデ 
バイスとサプライ品についての情 
報が表示されます。詳細について 
は、 セルフテストレポートについ 
I を參照してください。 

• 印刷品質診断ページの印刷デバイ 
スの印刷品質診断レポートを印刷 
できます。このページにはデバイ 
スとインクカートリッジについて 
の情報が表示されます。 

• プリントヘッド位置調整：プリン 
卜へッドの位置調整についての指 
示が記載されています。詳細につ 
いては. プリントへッドの位置を 
調整するには を参照してくださ 
い0 

• プリントヘッドのクリーニング： 
プリントへッドのクリーニングに 
ついての指示が記載されていま 
す。詳細については、 プリントへ 
ッドをクりーニンヴするにはを 参 
照してください。 

• 行送りの調整：印刷色を調整でき 
ます。 

• 用紙の取り扱い：デフオルトトレ 
イを設定するか、トレイをロック 
できます。 

ネットワーク設定 

ネットワーク設定に関する情報を提 
供します。ネットワークツールボッ 
クスを開いて、一部のネットワーク 
設定を変更するボタンも含まれてい 
ます。 
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ネットワークツールボックス 

ネットワークツールボックスでは、一部のネットワーク設定の表示と 
変更が行えます。 IP アドレスの変更、ワイヤレスのオン/オフ、テスト 
の実行、およびレポートの印刷が行えます。 

ネットワ_クツ_ルボックスを開くには 

1. ツールボックスを開きます。 

2. [ネットワーク設定] タブをクリックします。 

3. [設定の変更…】 ボタンをクリックします。 

[ネットワ_クツールボックス]タブ 

1- [一般]:プリンタの現在のネットワーク接続設定を表示しま 
す。 

2. [有線]設定：ューザに、有線接続に対する IP 設定と DNS サ 
_バの変更を許可します。 

3. [ワイヤレス】 設定（プリンタが、ワイヤレス接続をサボートし 
ている場合のみ）：ユーザーにワイヤレスのオン/オフ、およ 
び IP アドレス、または DNS サーバの変更を許可します。 

4. [ユー テイリテイ]: 

a . [ネットワーク診断の実行]- ネットワークトラブルシュー 
ティ ングを実行します。 

b . [ワイヤレスネットワークテストレポートを印刷]- 有線 

接続機能がある場合のみ 

c . [ワイヤレスネットワークチュートリアルを表示]- ワイヤ 

レス機能を持つプリンタのみ 

d . [ワイヤレスネットワーク FAQ を表示]- ワイヤレス機能 
を持つプリンタのみ 

HP ソリューシヨンセンターの使用 ( Windows ) 

Windows コン ピュ ータ では 、 HP Solution Center が HP ソフ トウ エア 
のエントリポイントです 。 HP Solution Center を使用すると、印刷設 
定の変更、サプライ品の注文、オンスクリーンヘルプへのアクセスが 
できます。 


HP Solution Center で使用できる機能は、取り付けたデバイスによつ 
て異なります 。 HP Solution Center は、選択したデバイスに関連する 
アイコンを表示するようにカスタマイズされます。選択したデバイス 
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に特定の機能が搭載されていない場合、その機能のアイコンは 
HP Solution Center に表示されません。 


• タスクバーの [Digital Imaging Monitor ] アイコンをダブルクリック 
します。 

• デスクトップで、ソリューションセンターアイコンをダブルクリ 
ックします。 

組み込み Web サーバ 

デバイスがネットワークに接続されている場合、埋め込み Web サー 
パを使用してコンピュータからステータス情報の表示、設定の変更、 
およびデバイスの管理などを行うことができます。 


& 注記埋め込み Web サーバのシステム必要条件のリストについて 
は' 埋め込み Web サーバの仕様 を參照してください。 

一部の設定には、パスワードが必要な場合があります。 

インタ _ ネットに接続しなくても、埋め込み Web サ _ バを開いて 
使用できます。ただし、一部の機能は使用できません。 

EWS が信頼できないサイトであるという告知が表示される場合が 
あります。このメッセージをクリックすると、 EWS に入れます。 

組み込み Web サーバ （ EWS ) は、ブラウザからページを表示したとき 
に小さいテキストファイル （ cookie ) をハードディスクに作成しま 
す。これは、次にアクセスしたときに EWS がコンピュータを識別す 
るためのものです。たとえば、 EWS 言語を設定した場合、選択した言 
語が cookie に記憶されるので、次に EWS を開いたときに、ぺージが 
その言語で表示されます。 cookie の中には各セッションの終了時に消 
去されるもの（選択した言語を保存するものなど）もありますが、その 
他のもの（ユーザ固有の情報を記憶するものなど）は手動で消去しない 
限りコンピュータ上に保存されています。 


ブラウザの設定によって、すべての cookie を受け入れることも、 
cookie が書き込まれる前に警告することもできます。これにより、ど 
の cookie を受け入れ、どれを拒否するかを個別に選択できます。ま 
た、ブラウザから不要な cookie を消去することもできます。 


歐注記デバイスによっては、 cookie を無効にすると、以下の機能の 
どれかが使用できなくなる場合があります。言語設定、自動ページ 
更新、中断箇所からの再開、または他のューザーが同じ設定を変更 
しないための保護。 
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プライバシーおよび cookie 設定の変更方法と、 cookie の表示および 
削除方法については、 Web ブラウザで利用できるドキュメントを参照 
してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 


• 埋め込み Web サーバを開くには 

• 埋め込み Web サーバのページ 


埋め込み Web サーバを 開くには 

埋め込み Web サーバは、次の方法で開〈ことができます。 

歐注記プリンタドライバ （ Windows ) または HP プリンタユーティ 
リティ （Mac OSX ) から組み込み Web サーバを開くには、デバイ 
スがネットワークに接続され、 IP アドレスが割り当てられている必 
要があります。 

• Web ブラウザ： コンピュータでサボートされている Web ブラウザ 
で、デバイスに割り当てられている IP アドレス（ホスト名を）入力 
します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレスが 
123.123 .123.123 の場合、以下のアドレスを Web ブラウザに入力 
します。 rhttp ://123.123.123.123 j 

例えば、 IPv 6 専用ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレス 
が FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、以下のアドレスを Web ブラ 
ウザに入力します。 「 http ://[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7]」 
デバイスの IP アドレスとホスト名は、ネットワーク設定ページに 
表示されています。詳細については、 ネットワーク設定ページの理 
II を參照してください。 

埋め込み Web サーバを開いた後、お気に入りに保存すると、後か 
らすばやく開くことができます。 

• Windows タスクバー： HP Digital Imaging Monitor アイコンを右ク 
リックし、表示するデバイスをポイントし、 [Network Settings 
(EWS)] をクリックします。 

• Windows Vista: プリンタアイコンを右クリックし、 [デバイス 
Web ぺ ー ジ]を選択します。 

• HP プリンタユーティリティ （Mac OSX) :[ プリンタ設定 ] パネル 
で、 [ その他の設定 ] をクリックし、 [ 組み込み Web サーバを開く ] 
ボタンをクリックします。 
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埋め込み Web サーバのページ 

埋め込み Web サーバには、製品情報を表示したりデバイス設定を変 
更できるページがあります。ページには、別の E - サービスへのリンク 
も含まれています。 


ページ/ボタン 

内容 

ホ _ ムぺ _ ジ 

ホームページには、一般的に使用さ 
れる多数の機能へのリンクがありま 
す。 

[情報]ページ 

デバイス、インクサプライ品と使用 
状況についてのステータス情報、お 
よびデバイスイベント（エラーなど） 

のログが表示されます。 


現在使用中のサプライで印刷できる 
ページの概数が表示される場合があ 
ります。これは単なる概数であり、 
実際に印刷できるページ数は、印刷 
する画像、印刷設定、用紙の種類、 

使用頻度、温度、およびその他の要 
因によって異なる場合があります。 

この概数はページを印刷するたびに 
大きく変動する可能性があり、ユー 
ザの便宜のために表示されていま 
す。この概数は今後の成果に対する 
約束や保証ではありません。 

[設定]ページ 

デバイスに構成された設定が表示さ 
れ、これらの設定を変更できます。 
設定を保存して、デバイスの設定が 
失われた場合に復元することもでき 
ます。 

[ネットヮーキング]ぺージ 

ネットワークステータスとデバイス 
に構成されたネットワーク設定が表 
示されます。これらのページは、デ 
バイスがネットワーク接続されてい 
る場合にしか表 7 F されません。 S 羊細 
については、 ネットワークオプシヨ 
ンの構成を 參照してください。 
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(続き) 


ページ/ボタン 

内容 

[ Bluetooth ] ページ 

デバイスに構成された Bluetooth の設 
定が表示され、これらの設定を変更 
できます。 

[サポート]および[サプライ 
の注文]ボタン 

[サポ_卜]は、サポートサービス数 
を提供します。 

[サプライの注文]ボタンで、サブラ 
イ品のオンライン注文に接続できま 
す。 
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HP デバイスマネージャの使用 (Mac OS X ) 


Macintosh コンピュータで、 HP デバイスマネージャを開くには 
1. Dock の HP デバイスマネージャのアイコンをクリックしま 
す。 


歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニュー 
バー右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボ 
ックスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 [ HP デバ 
イスマネージャ]エントリをクリックします。 

2. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択しま 
す。 

ここで、ソフトウェアアップデートの確認、ソフトウェアオ 
プシヨンの設定、およびインクカートリツジのインク残量の 
確認などの保守作業を実行することができます。 


歐注記 Macintosh コンビュータの場合、 HP デバイスマネー 
ジャで使用できる機能は選択したデバイスによって異なり 
ます。 

インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを 
用意できるよう情報を提供します。インクの警告メッセー 
ジがディスプレイに表示されたら、印刷できなくなる前に 
交換用のプリントカートリッジを準備してください。印刷 
の品質が使用に耐えないレベルに達するまでプリントカー 
トリッジを交換する必要はありません。 

-：?：- ヒント HP デバイスマネージャが起動したら、 Dock で、 
HP デバイスマネージャ用のアイコンを選択し、その上に 
マウスを置いた状態にすると 、 Dock メニューのシヨート 
カツトにアクセスすることができます。 


HP プリンタユーティリティ （ MacOSX ) の使用 

HP プリンタユーティリティには、プリント設定の構成、デバイスの 
位置調整、サプライ品のオンライン注文、および Web サイトのサボ 
-卜情報の検索などのツールが含まれています。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP プリンタユーティリティを開く 

• HP プリンタユーティリティのパネル 
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HP プリンタユーティリティを開く 

HP デバイスマネージャから HP プリンタユーティリティを開くには 

1. Dock にリストされている [ HP デバイスマネージャ]をクリッ 
クします。 

2. [情報と設定]メニューから、[プリンタの保守]を選択しま 
す。 

3. HP デバイスを選択して[ユーティリティの起動]をクリック 
します。 

HP プリンタユーテイリテイのパネル 


情報とサポートパネル 

• サプライ品詳細：現在装着されているインクカートリッジについ 
ての情報が表示されます。 

• サプライ製品情報：インクカートリッジの交換オプションを示し 
ます。 

• デバイス情報：デバイスのモデル番号とシリアル番号についての 
情報が表示されます。このページにはデバイスとサプライ品につ 
いての情報が表示されます。 

• クリーニング：プリントへッドのクリーニングについての指示が記 
載されています。 

• 位置調整：プリントへッドの位置調整についての指示が記載されて 
います。 

• HP サボート ： HPWeb サイトにアクセスし、デバイスのサボー 
卜、デバイスの登録、および使用済みのプリントサプライ品の返 
品とリサイクルについての情報を表示できます。 

セルフテストレポートについて 

セルフテストレポートを使用して、現在のデバイス情報およびインク 

力—トリッジの状態を表示します。セルフテストレポ—卜は、デバイ 

スの問題のトラブルシューティングに役立てることもできます。 

自己診断テストページには、最新イベントのログも含まれます。 
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HP にご連絡いただく場合、お電話の前にセルフテストレポートを印 
刷していただくと便利です。 
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1- プリンタの情報：デバイス情報（製品名、モデル番号、シリ 
アル番号、およびファームウヱアバ_ジョン番号など)、取り 
付けられているアクセサリ（両面印刷ュニットなど)、および 
トレイとアクセサリから印刷されたページ数が表示されま 
す。 

2. インクカートリッジの状態：インクの推定残量レベル（グラ 
フィックスによって表示)、パーツ番号、およびインクカート 
リツジの有効期限が表示されます。 


歐注記インク残量の警告およびインジケータは、交換用イ 
ンクを用意できるよう情報を提供します。インク残量が少 
ないという警告メッセージが表示されたら、印刷できなく 
なる前に交換用のプリントカートリッジを準備してくださ 
し、。インクカ _ トリッジを交換する必要があるのは、交換 
のメッセージが表示された場合だけです。 


3. プリントヘッドの状態：プリントヘッドの状態、パーツ番 
号、最初に取り付けられた日付、およびプリントヘッドの保 
証期限日、累計インク使用量が表示されます。プリントへッ 
ドのステータスオプションは次のとおりです。良好、正常、 
および交換です。ステータスが「正常」である場合は印刷品 
質を監視する必要がありますが、プリントへッドを交換する 
必要はありません。ステータスが「交換」であれば、プリン 
卜へッドを交換する必要があります。 
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セルフテストレポートを印刷するには 

• デバイスのコント ロール パネル：セットアップを押し、[レポート 
の印刷]を選択し、[セルフテストレポート]を選択し、 OK ( O ) を押 
します。 

• ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[テス 
トページの印刷]をクリックします。 

• HP プリンタユーティリティ （Mac OSX ) :[デバイス情報]を[情 
報とサボート]パネルからクリックし、[設定ページの印刷]をクリ 
ックします。 

ネットワーク設定ページの理解 

デバイスがネットワークに接続されている場合は、ネットワーク設定 
ページを印刷してデバイスのネットワーク設定を表示できます。ネッ 
トワーク設定ページは、ネットワーク接続に関する問題のトラブルシ 
ューティングに役立ちます。 HP に連絡する場合は、電話をする前に 
このページを印刷すると役立ちます。 
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ネットワーク設定ぺ_ジ 

1- 一般 情報： ネットワークの現在の状態とアクティブな接続夕 
イプに関する情報と、埋め込み Web サーバの URL などのそ 
れ以外の情報が表示されます。 

2. 802.3 ワイヤ： IP アドレス、サブネットマスク、デフオル 

トゲートウェイなどのアクティブなワイヤードネットワーク 
接続に関する情報と、デバイスのハードウヱアアドレスが表 
示されます。 

3. 802.11ワイヤレス： IP アドレス、通信モード、ネットワー 
ク名、 認証タイプ、信号強度などの、アクティブなワイヤレ 
スネットワーク接続に関する情報が表示されます。 

4. その他：合計、ユニキャスト、送受信されたブロードキャス 
トパケット、および管理者詳細などの情報が表示されます。 

• mDNS :アクティブな Multicast Domain Name System 
( mDNS ) 接続に関する情報を表示します。 mDNS サービス 
は主に、従来の DNS サーバーが使用されていない小規模 
なネットワークで (UDP ポート5353を介した） IP アドレ 
スと名前の解決に使用されます。 

• SLP :現在使用している Service Location Protocol ( SLP ) 
接続に関する情報を表示します。 SLP は、デバイス管理の 
ために、ネットワ_ク管理アプリケ_ションが使用しま 
す。このデバイスは、 IP ネットワーク上の SNMPvl プロ 
トコルをサポ_卜します。 

コントロ _ ルパネルからネットワ _ ク設定ぺ _ ジを印刷するには 

• デバイスに2行ディスプレイが搭載されている場合：セットアップ 
を押し、[ネットワークのセットアップ]、[ネットワーク設定の印 
刷]の順に選択し、 OK ( O ) を押します。 

• デバイスにカラーディスプレイが搭載されている場合：セットア 
ップボタンを押し、[ネットワーク]を選択し、[ネットワーク設定 
を表示]を選択し、[ネットワーク設定ページの印刷]を選択し、 OK 
(0) を押します。 

ネットワークオプションの構成 

次のセクションで説明する手順に従って、デバイスのコントロールパ 

ネルでデバイスのネットワーク設定を管理することができます。ネッ 

トワークツールボックスでネットワーク設定を管理することもできま 


ネットワークオプションの構成 189 



第 10 章 


す。また、組み込み Web サーバを使用するとより詳細なネットワー 
ク設定を行うことができます。この Web サーバは既存のネットワー 
ク接続を使用して Web ブラウザからアクセスできるネットワーク構 
成およびステータスツールです。詳細については、 組み込み Web サ 
—バを参照して〈ださい。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 基本的なネットワーク設定の変更 

• 詳細なネットワーク設定の変更 

基本的なネットワーク設定の変更 

コントロールパネルのオプションを使用して、ワイヤレス接続の設定 
や管理を行ったり、さまざまなネットワーク管理タスクを実行したり 
できます。このタスクには、ネットワーク設定の表示、ネットワーク 
のデフオルト設定の復元、ワイヤレスのオン■オフ設定、ネットワー 
ク設定の変更などが含まれます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ワイヤレス設定の変更 
• ネットワーク設定の表示と印刷 
• ワイヤレスをオンまたはオフに設定する 

ワイヤレス設定の変更 

コントロールパネルを使用して、デバイスへのワイヤレス接続をセッ 
トアップし、管理します。ワイヤレス接続のセットアップ方法の詳細 
については' デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデ 
ルのみ) を参照してください。 

ネットワーク設定の表示と印刷 

ネットワーク設定の一覧をデバイスのコントロールパネルに表示した 
り、より詳細な構成ページを印刷することができます。ネットワーク 
設定ページには、 IP アドレス、リンク速度、 DNS 、 mDNS など、重要 
なネットワーク設定が一覧表示されます。ネットワーク設定について 
は' ネットワーク設定ページの 理解 を参照して〈ださい0 

歐注記組み込み Web サーバを使用すると、ネットワーク設定を変更 
できます。 EWS を開くことの詳細については、 組み込み\^6|3サ_ 
パを参照してください。 
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1. セットアップにタッチします。 

2. [ネットワーク]を選択します。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• ワイヤード （ Ethernet ) ネットワークの設定を表示するに 
は、[ネットワーク設定を表示]を選択し、[概要を表示（有 
線 LAN の場合)]を選択します。（一部のモデルのみ） 

• ワイヤレスネットワークの設定を表示するには、[ネット 
ワーク設定を表示]を押し、[概要を表示（無線 LAN の場 
合)]を押します。（一部のモデルのみ） 

• ネットワーク設定ページを印刷するには、[ネットワーク設 
定を表示]を選択し、[ネットワーク設定ページの印刷]を選 
択します。 


ワイヤレスをオンまたはオフに設定する 

ワイヤレスはデフオルトでオンに設定されています。ワイヤレスが才 
ンの場合は、デバイス前面のブルーのインジケータが点灯します。ワ 
イヤレスネットワークへの接続を保つには、無線を常にオンにしてお 
く必要があります。しかし、デバイスが有線ネットワークに接続され 
ていたり、 USB で接続されている場合は、無線は使用されません。 
この場合、無線をオフにしておくことをお勧めします。 

1. セットアップを押します。 

2. [ネットワーク] にタッチします。 

3. ワイヤレスをオンにするには、[ワイヤレス]を選択し、[はい] 
を選択します。オフにするには、[いいえ]を選択します。 

詳細なネットワーク設定の変更 

必要に応じて、ネットワークを詳細に設定することができます。ただ 
し、ネットワーク管理に詳しくない場合は、これらの設定を変更しな 
いでください。詳細設定には、 [リンク速度]、 [IP 設定]、 および [メモ 
リカードセキュリティ] があります。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• リンク速度の設定 

• IP 設定を表示するには 

• IP 設定を変更するには 
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リンク速度の設定 

ネットワーク上でのデータ送信速度を変更することができます。デフ 
オルトの設定は[自動]です。 

1. セットアップを押します。 

2. [ネッ トワーク] を押します。 

3. [詳細設定] を選択し、 [接続速度] を選択します。 

4. リンク速度の横の、お使いのネットワーク機器と一致する番 
号を押します。 

•[1. 自動] 

• [2. 10 Mb/sec 全二重通信] 

• [ 3 .川 Mb/sec 半二重通信] 

• [4. 100 Mb/sec 全二重通信] 

• [5. 1 00 Mb/sec 半二重通信] 


IP 設定を表示するには 

• カラー ディスプレイ： コントロー ルパネルでデバイスの IP アドレ 
スを表示するには、\ (セットアップ）ボタンにタッチし、[ネット 
ワーク]を選択し、[ネットワーク 設定を表示] を選択します。次 
に、 [概要を表示（有線 LAN の場合)] または [概要を表示（無線 LAN 
の場合)] を選択します。 

• 2行のディスプレイ：デバイスの IP アドレスを表示するには、ネ 

ットワーク設定ページを印刷する必要があります。詳細について 
は、 ネットワーク設定ページの理解 を 参照してください n 

• ネットワークツールボックス （ Windows ) :[ネットワーク設定]タブ 
で、現在の接続により、[ワイヤード]または[ワイヤレス]タブをク 
リックして、 [ IP 設定]をクリックします。 

IP 設定を変更するには 

デフオルトの IP 設定は[自動]で、 IP 設定を自動的に行いますが、ネ 

ットワーク管理に詳しい場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、デ 

フォルトゲートウェイなどの設定を手動で変更できます。 


A 注意 IP アドレスを手動で割り当てる場合は注意が必要です。イン 
ストール時に無効な IP アドレスを割り当てると、各ネツトワーク 
コンポーネントからデバイスに接続できなくなります。 
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1. セットアップを押します。 

2. [ネッ トワーク]を選択し、 OK ( O ) を押します。 

3. [詳細設定]を選択し、 [ IP 設定]を選択し、 [IP 設定]を選択し 
ます。 

4. IP 設定の横にある以下の番号を押します。 

•[1. IP アドレス] 

• [2 ■サブ ネットマスク] 

• [3 ■デフ オル ト ゲー トウェイ] 

5. 変更する内容を入力し、完了を押します。 

デバイスのファクス機能のセットアップ 

[セットアップガイド]に記載されたすベての手順が完了したら、この 
セクションの説明を読みファクスのセットアップを行ってください。 
[セットアップガイド]は後で使用できるように保管してください。 

このセクションでは、ファクス機能が同じ電話回線上の機器やサービ 
スと正常に動作するように、デバイスを設定する方法を説明します。 

分 ヒント ファクスセットアップウイザード ( Windows ) または HP 
ファクスセットアップユーテイリテイ （ MacOSX ) を使用して、 
応答モードやファクスのへッダー情報などの重要なファクス設定を 
簡単に設定することもできます。デバイス用にインストールしたソ 
フトウェアから、ファクスセットアップウイザード （ Windows ) ま 
たは HP ファクスセットアップユーテイリテイ （ MacOSX ) にアク 
セスできます。ファクスセットアップウイザード ( Windows ) また 
は HP ファクスセットアップ ユーテ イリテイ (Mac OS X )を起動し 
たら、このセクションの手順に従ってファクスのセットアップを行 
います。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス機能のセットアップ（パラレル方式の雷話システム) 

• シリアル方式のファクスのセットアップ 


ファクス機能のセットアップ（パラレル方式の電話システム) 


デバイスのファクス機能のセットアップを開始する前に、お住まいの 
国または地域でどのタイプの電話システムを使用しているか確認しま 
す。デバイスのファクス機能のセットアップの説明は、パラレル方式 
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またはシリアル方式のどちらの電話方式を使用しているかによって異 
なります。 

• お住まいの国または地域が下記の表になければ、シリアルタイプ 
の電話方式をご使用のはずです。シリアル方式の電話の場合、共 
有する電話機器（モデム、電話、留守番電話等）のコネクタの種類が 
違うため、デバイスの” 2- EXT " ポートに接続することはできませ 
ん。電話機器はすべて壁の電話ジャックに接続してください。 


^注記シリアル方式の電話システムを使用する国または地域の場 
合、デバイス付属の電話コードに別の壁プラグが接続している 
可能性があります。これにより、デバイスを差し込んでいる壁 
側のモジュラージャックに別の通信装置を接続できます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• お住まいの国または地域が下記の表にあれば、パラレルタイプの 
電話方式をご使用のはずです。パラレル方式の電話システムの場 
合、背面の "2- EXT " ポートを使用して、共有する電話機器を電話 
回線に接続することができます。 


歐注記パラレル方式の電話システムの場合は、デバイスに付属の 
2線式電話コードを使用して、壁の電話ジャックにデバイスを接 
続することをお勧めします。 


表 10-1 パラレルタイプの電話の国または地域 


アルゼンチン 

オーストラリア 

ブラジル 

カナダ 

チリ 

中国 

コロンビア 

ギリシア 

インド 

インドネシア 

アイルランド 

日本 

韓国 

南米 

マレー シア 

メキシコ 

フイリツピン 

ポーランド 

ポルトガル 

ロシア 

サウジアラビア 

シンガポール 

スペイン 

台湾 

タイ 

アメリカ 

ベネズエラ 
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パラレルタイプの電話の国または地域（続き) 

ベトナム 


シリアル方式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場 
合は、最寄りの電話会社にお問い合わせ〈ださい。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 自宅またはオフイスに合った正しいファクスセツトアップの選扳 


ヶース A 

里独のファクス回線（雷話の着信なし1 

ヶース B 

DSL 環境でのデバイスのセットアップ 

ヶース C 

PBX 雷話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバイ 

スのセツ 

ヶース D 

トァップ 

同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用 

ヶース E 

雷話とファクスを一緒に利用する 

ヶース F 

雷話とファクスとボイスメ ールサービスを一緒に利用 

する 

ケース G 

:同じ回線でファクスとコンピュータモデムを一緒に利 

用する（電話の着信なし） 

ケース H :電話とファクスとコンピュータモデムを一緒に利用す 

A 

ヶース丨： 

雷話とファクスと留守番雷話を一緒に利用する 

ケ—ス J : 

電話とファクスとコンピュータモデムと留守番電話を一 

緒に利用する 

ケース K :雷話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデム 


とホ^!入メ——ルを:_緒に利用する 


自宅またはオフイスに合った正しいファクスセットアップの選 
択 

同じ電話回線をデバイスと共有する機器やサービスがある場合、ファ 
クスを正常に使用するには、それらの機器やサービスの種類を知って 
おく必要があります。これは、既存のオフィス機器をデバイスに直接 
接続しなければならない場合に重要です。また、正常にファクスを使 
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用するには、ファクスの設定を一部変更しなければならないこともあ 
ります。 

1- 電話がシリアル方式かパラレル方式かを判断します ( ファクス 
機能のセットアッフ（パラレル方式の電話ンステム) を■參照)。 

a. シリアル方式の電話システムの場合 ー シリアル方式のフ 
ァクスのセットアッ プ を参照してください。 

b. パラレル方式の電話システムの場合-手順 2 に進みます。 

2. ファクスと一緒に利用する機器やサービスの組み合わせを選 
択します。 

• DSL :電話会社を通じてデジタル加入者線 ( DSL ) を利用。 
(DSL は、国/地域によっては ADSL と呼ばれています。） 

• PBX :構内交換機 ( PBX ) システムまたは統合サービスデ 
ジタル通信網 ( ISDN ) システム。 

• 着信識別サービス：電話会社の着信識別サービスでは、複 
数の電話番号が与えられ、その電話番号ごとに呼び出し音 
のパターンを変えられます。 

• 電話：電話をデバイスのファクスに使用するのと同じ電話 
番号で受信します。 

• コンピュータダイヤルアップモデム：コンピュータダイ 
ヤルアップモデムは、デバイスと同じ電話回線です。次の 
いずれかに当てはまる場合は、コンピュータダイヤルアッ 
プモデムを利用しています。 

。ダイヤルアップ接続でコンピュータのソフトウェアア 
プリケーシヨンから直接ファックスを送受信している。 

。ダイアルアップ接続でコンピュータから電子メールのメ 
ッセージを送受信している。 

。ダイアルアップ接続でコンピュータからインターネット 
を利用している。 

• 留守番電話：デバイスのファクスに使用するのと同じ電話 
番号で電話に応答する留守番電話。 

• ボイスメールサービス：デバイスのファクスと同じ番号で 
の電話会社からのボイスメールサービスへの加入。 

3. 次の表から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサー 
ビスの組み合わせを選択してください。次に、推奨するファ 
クスセツトアップを調べます。各方法については、この後手 
順を追って説明します。 
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留守番 

電話 


ファクス回線を共有する機器やサービス 


推奨するファク 
スセツ ト アップ 


ケース A :単独 

のファクス回線 

(I■話の看信/よし) 


〆 〆 ケース F :雷話 

とファクスとボイ 


〆 


ケース E :雷話 

とファクスを一緒 

に棚« 


〆 


ケ ー ス D : 同し 

回線でファクスと 

着信識別 サービス 

查 一Mi こ利用 


〆 


ヶース C : PBX 

電品ンステムまた 

は ISDN 回線の環 

境でのデバイスの 

セットアップ 


〆 


ケース B : DSL 

環境でのデバイス 

のセツトアップ 


&注記自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明 
されていない場合は、デバイスを通常のアナログ電話のようにセッ 
トアップします。付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれて 
いるポートに接続します。他の電話コードを使用している場合は、 
ファックスの送受信に問題が発生することがあります。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続す 
る必要がある場合もあります。 


ボス|'サビ 


>t°rf 

コユタイアプデ 


話 

iGioO 

■ 


スンイ ビ 

イイテリグー 

デテクブンサス 


PBX 


DS 
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(続き) 


ファクス回線を共有する機器やサービス 

推奨するファク 
スセットアップ 

DS 

し 

PB 

X 

デイス 

テイン 

クテイ 

プリ 

ング 

サービ 

ス 

電話 

コンビ 

5ダ 

イヤル 

アツ 

プモ 

デム 

留守番 

電話 

ボイ 
スメ 
——ル 
サ- 
ビ ス 








スメールサービ 

スを一緒に利用す 





〆 



ケース G :同じ 

回線でファクスと 

コンピュータモ 

デムを一緒に利用 

する（雷話の着信 

なし、 




〆 

〆 



ケース H :雷話 

とファクスとコン 

ヒユ_タモ丁ム 

を一緒に利用する 




〆 


〆 


ケース丨：雷話と 

ファクスと留守番 

雷話を一緒に利用 

する 




〆 

〆 

〆 


ケース J :雷話と 

ファクスとコンビ 

ュータモテ厶と 

留守番雷話を一緒 

に利用する 




〆 

〆 


〆 

ケース K :雷話 

とファクスとコン 

ピュータダイヤ 

ルアップモデム 

とボイスメール 

を一緒に利用する 
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ケース A : 単独のファクス回線（電話の着信なし） 

電話を受け付けない単独の電話回線を利用し、この電話回線に他の機 
器を何も接続しない場合は、次のようにデバイスを設定します。 

図 10-1 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポー 
卜に接続する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 


単独のファクス回線の環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歆注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフイスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオンにします。 

3. (オプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2 
回）に変更します。 

4. ファクステストを実行します。 
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電話が鳴ると、 [応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴つ 
た後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーン 
を送信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

ケース B : DSL 環境でのデバイスのセットアップ 

電話会社の DSL ザービスを利用し、デバイスに機器を接続しない場合 
は、次のように壁側のモジュラージャックとデバイスの間に DSL フィ 
ルタを取り付けます。デバイスが電話回線で正しく通信することがで 
きるように、 DSL フィルタでデバイスを妨害する可能性のあるデジタ 
ル信号を除去します ( DSL は、国/地域によっては ADSL と呼ばれてい 
ます。） 


歐注記 DSL を利用しているのにこの DSL フィルタを取り付けない 
と、デバイスでファクスを送受信できな〈なります。 


図 10-2 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

DSL プロバイダから支給された DSL (または 

ADSL ) フイルタおよびコード 

3 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポー 
卜に接続する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 


200 構成と管理 















DSL 環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタの空 
いているポートに、もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE と 
いうラベルの付いたポートに接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、 
ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コー 
ドとは異なります。 

付属の電話コードは1本なので、このセットアップでは追 
加の電話コードが必要になる場合があります。 


3. DSL フィルタの追加の電話コードを壁側のモジュラージャッ 
クに接続します。 

4. ファクステストを実行します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問ぃ合わせくださ 
い。 
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ケース C : PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバ 
イスのセットアップ 

PBX または ISDN コンバータ/ターミナルアダプタを使用している場 
合、次の指示に従ってください。 

• PBX または ISDN コンバータ/ターミナルアダプタを使用している 
場合は、ファクスおよび電話用のポートにデバイスが接続されてい 
ることを確認してください。また、ターミナルアダプタがお住ま 
いの国/地域に対応したスイッチタイプに設定されていることも確 
認してください。 


歐注記 ISDN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応 
じてポートを設定できるようになっているものがあります。た 
とえば、電話と G 3 規格のファックスに1つのポートを割り当 
て、多目的用に別のポートを割り当てることができます 。 ISDN 
コンバータのファクス/電話ポートに接続すると問題が発生する 
場合は、多用途向けのポートを使用してみてください。このポ 
—卜には multi - combi などのラベルが付いている場合がありま 
す。 


• PBX システムを使用している場合は、電話の呼び出し音をオフに 
します。 


m 注記多くのデジタル pbx システムでは、電話の呼び出し音が 
工場出荷時の設定で「オン」になっています。電話の呼び出し 
音は、ファックス送信の妨害となり、デバイスでファックスの 
送受信ができなくなります。電話の呼び出し音をオフにする方 
法については、 PBX システム付属の マニュアルを 參照してくだ 
さい。 

• PBX システムを使用している場合は、ファクス番号をダイヤルす 
る前に外線番号をダイヤルします。 

• 付属のコードで壁側のモジュラージャックとお使いのデバイスを 
正しく接続します。接続していない場合、ファクスを正しく行う 
ことはできません。この専用電話コードは、自宅やオフイスで使用 
している電話コードとは異なります。付属の電話コードでは短す 
ぎる場合、お近くの電器店からカブラーを購入して延長することが 
できます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 
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デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 


ケース D :同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利 
用 

1本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出 
し音のパターンを変える、電話会社の着信識別サービスを利用してい 
る場合は、次のようにデバイスを設定します。 

図 10-3 デバイス背面図 

Q , ^=^JV 



壁側のモジュラージャック 


デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポー 
卜に接続する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 
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着信識別サービスの環境でデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオンにします。 

3. [応答呼出し音のパターン]設定を変更して、電話会社がお使 
いのファクス番号に指定した呼び出し音のパターンに合わせ 
ます。 


歐注記デバイスの工場出荷時の設定では、すべての呼び出 
し音パターンに応答するよう設定されています。[応答呼 
出し音のパターン]がファクス番号に割り当てられていた 
呼出し音のパターンと一致するように設定しないと、デバ 
イスが電話とファクスの両方の呼び出し音に応答してしま 
つたり、まったく応答しなくなったりすることがありま 
す。 


4. (オプション)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2 
回）に変更します。 

5. ファクステストを実行します。 

デバイスでは、[応答呼出し音のパターン]設定で選択した呼び出し音 
のパターンの着信に対して、[応答呼出し回数]設定で選択した呼び出 
し回数の後に自動応答します。デバイスは、ファクス受信卜ーンを送 
信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 
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ケース E : 鼋話とファクスを一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にオフィ 
ス機器（またはボイスメールサービス）を何も接続しない場合は、次の 
ようにデバイスを設定します。 


図 10-4 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- UNE ポー 
卜に接続する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

電話機（オプション） 
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電話とファクスの共有回線環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 


2. 次のいずれかの操作を行います。 

• パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイ 
スの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを 
抜き取り、このポートに電話を接続します。 

• シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたデ 
バイスのケーブルの一番先に電話を直接接続します。 

3. ここで、デバイスでのファクス呼び出し音の応答方法を、自 

動または手動に決めます。 

• 着信に [自動] で応答する設定の場合は、デバイスがすべて 
の着信に応答し、ファクスを受信します。この場合、デバ 
イスではファクスと電話を区別できません。着信が電話で 
あると思われる場合、デバイスが着信に応答する前に自分 
で応答する必要があります。デバイスで着信を自動的に受 
信するには、 自動応答 設定をオンにします。 

• ファクスを [手動] で受信する設定の場合は、ファクス受信 
に直接応答しなければ、デバイスでファクスを受信できま 
せん。手動で着信に応答するようにデバイスを設定するに 
は、 自動応答を オフにします。 

4. ファクステストを実行します。 

デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機か 
らのファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答しま 
す。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 
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ケース F :電話とファクスとボイスメールサービスを一緒に利 
用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、電話会社のボイスメー 
ルザー ビスも利用する場合は、次のようにデバイスを接続します。 


m 注記ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用して 
いる場合、ファクスを自動受信することはできません。ファクスを 
手動で受信する必要があります。つまり、受信ファクスの着信に応 
答するためにその場にいる必要があります。これ以外にファクスを 
自動受信するには、電話会社に問い合わせて着信識別を利用する 
か、ファクス専用の別回線を取得してください。 


図 10-5 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コー 
ドを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 
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ボイスメ ールサー ビスの環境でデバイスを セ ット アップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを 
接続する必要がある場合もあります。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオフにします。 

3. ファクステストを実行します。 

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファ 
クスを受信できません。ボイスメールが電話に応答する前にファクス 
の手動受信を開始する必要があります。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

ケース G : 同じ回線でファクスとコンピュータモデムを一緒に 
利用する（電話の着信なし） 

電話を受け付けないファクス回線を利用し、この回線にコンピュータ 
モデムを接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアップしま 
す0 
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歐注記コンピュータにダイヤルアップモデムがある場合、コンピュ 
—夕のダイヤルアップモデムはデバイスと電話回線を共有しま 
す。 モデムとデバイスを同時に使用することは できません。 たと 
えば、コンピュータのダイヤルアップモデムを使用して電子メール 
を送信したりインターネットにアクセスしたりしている最中に、デ 
バイスのファクス機能を使用することは できません。 

• コンピュータのダイヤルアップモデム環境でデバイスをセットア 

ップするには 

• コンピュータの DSL/ADSL モデム環境でのデバイスのセットアッ 

之 

コンピュータのダイヤルアップモデム環境でデバイスをセット 
アップするには 

1つの電話回線をファクスの送信とコンピュータのダイヤルアップモ 
デムに使用している場合は、次の手順に従ってデバイスをセツトアツ 
プします。 


図 10-6 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コー 
ドを使用する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

モデム搭載コンピュータ 
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コンピュータダイヤルアップモデムの環境でデバイスをセットアップ 

するには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけ 
ます。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みま 
す。 

3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 


4. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受 
信するよう設定している場合は、その設定を解除してくださ 
い。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を 
解除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなりま 
す。 

5. 自動応答の設定をオンにします。 

6. (オプション） [応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2 
回）に変更します。 

7. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、 [応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴つ 
た後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーン 
を送信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 
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コンピュータの DSL / ADSL モデム環境でのデバイスのセツトア 
ップ 

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファクスを送信する場合 
は、次の手順に従ってファクスをセツトアップします。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL/ADSL フイルタ 

デバイスに付属の電話ジャックの片方の端を、デバ 
イス背部の 1-LINE ポートに接続します。コードの 
もう一方の端を DSL/ADSL フィルタに接続しま 
す。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

4 

コンピュータ 

5 

コンピュータの DSL/ADSL モデム 


歐注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレ 
ルスブリッタ_は前面に RJ-1 1ポートが1つ、背面に RJ-1 1ポ_ 
卜が2つあります。前面に2つの RJ-11 ポート、背面にプラグが 
ある2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、または 
パラレルスブリッターは使用しないでください。 
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コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、 
もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いた 
ポートに接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイス背面を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。こ 
の専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話 
コードとは異なります。 

3. DSL フィルタをパラレルスプリッターに接続します。 

4. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

5. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

6. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴つ 
た後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーン 
を送信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

ケース H :電話とファクスとコンピュータモデムを一緒に利用 
する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンビ 
ュータモデムも接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアップ 
します。 
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歐注記コンピュータモデムが電話回線をデバイスと共有しているの 
で、モデムとデバイスの両方を同時に使用することはできません。 
たとえば、コンピュータモデムを使用して電子メールを送信したり 
インターネットにアクセスしたりしている最中に、デバイスのファ 
クス機能を使用することはできません。 

• 雷話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に利 

用する 

• 雷話とファクスとコンピュータの DSL/ADSL モデムを一緒に利用 

i る 


電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に 
利用する 

電話回線をファクスと電話の両方に使用する場合は、次の手順に従つ 
てファクスをセットアップします。 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセ 
ットアップする方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータ 
の電話ポートが1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、以下に示すように 
パラレルスブリッター（カプラーとも呼びます）を購入する必要が 
あります。（パラレルスプリッターは前面に RJ-11 ポートが1つ、 
背面に RJ-11 ポートが2つあります。前面に2つの RJ-11 ポー 
卜、背面にプラグがある2線式の電話スブリッター、シリアルス 
プリッター、またはパラレルスプリッターは使用しないでくださ 
い〇 ) 


図 10-7 パラレルスブリッターの例 
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• コンピュータの電話ポートが1つある場合は、次の手順に従ってデ 
バイスをセツトアップします。 


図 10-8 デバイス背面図 

fell IO 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス背面の 1-LINE ポートに差し込まれている 
デバイス付属の電話コード 


国パ也域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

パラレルスプリッター 

4 

コンピュータ 

5 

電話 


電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 
ットアップするには 

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけ 
ます。コードを壁側のモジュラージャックから切断し、パラ 
レルスプリッターに差し込みます。 

3. パラレルスブリッターの電話コードを、デバイス背面の 2- 
EXT というラベルの付いたポートに接続します。 

4. 電話をパラレルスブリッターに接続します。 
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5. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 


6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受 
信するよう設定している場合は、その設定を解除してくださ 
い。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を 
解除しないと、 HP デバイスでファクスを受信できなくな 
ります。 


7. ここで、デバイスでのファクス呼び出し音の応答方法を、自 

動または手動に決めます。 

• 着信に[自動]で応答する設定の場合は、デバイスがすべて 
の着信に応答し、ファクスを受信します。この場合、デバ 
イスではファクスと電話を区別できません。着信が電話で 
あると思われる場合、デバイスが着信に応答する前に自分 
で応答する必要があります。デバイスで着信を自動的に受 
信するには、自動応答設定をオンにします。 

• ファクスを[手動]で受信する設定の場合は、ファクス受信 
に直接応答しなければ、デバイスでファクスを受信できま 
せん。手動で着信に応答するようにデバイスを設定するに 
は、自動応答をオフにします。 

8. ファクステストを実行します。 


歐注記コンピュータの背面に電話ポートが2つある場合には、パラ 
レルスプリッターを使用する必要はありません。電話はコンピュ 
—夕のダイヤルアップモデムの “ OUT ” ポートに差し込むことが 
できます。 


デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機か 
らのファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答しま 
す。 
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電話回線を電話、ファクス、およびコンピュータのダイヤルアップモ 
デムに使用する場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップし 
ます。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

電話とファクスとコンピュータの DSL / ADSL モデムを一緒に利 
用する 

コンピュータに DSL/ADSL モデムがある場合は、次の手順に従いま 
す0 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL/ADSL フイルタ 

4 

デバイスに付属の電話コード 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

5 

DSL/ADSL モデム 

6 

コン ピュータ 

7 

電話 
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歐注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレ 
ルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポー 
卜が2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグが 
ある2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、または 
パラレルスプリッターは使用しないでください。 


コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

歐注記 DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅や 
オフィスの他の場所にある電話は、追加の DSL フィルタに 
接続する必要があります。そうしないと、電話をかけたと 
きにノイズが発生します。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、 
もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いた 
ポートに接続します。 


眵注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、 
ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この 
専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ 
—ドとは異なります。 


3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイス 
の背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き 
取り、このポートに電話を接続します。 

4. DSL フイルタをパラレルスプリッターに接続します。 

5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

7. ファクステストを実行します。 
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電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴つ 
た後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信卜ーン 
を送信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

ケース丨：電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話番号で留守番 
電話も応答する場合は、次のようにデバイスを設定します。 


図 10-9 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

付属の電話コードを使用して、デバイス背面の 1- 
LINE ポートに接続します 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

留守番電話 

4 

電話機（オプション） 
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電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する環境でデバイスをセッ 
トアップするには 

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2-EXT と書かれているポートに差し込みま 
す。 


歐注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送 
信側ファクスからのファクスト_ンが留守番電話に記録さ 
れてしまい、デバイスでファクスを受信できないことがあ 
ります。 


3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-UNE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 

4. (オプション） 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、 
必要に応じて留守番電話の背面にある "OUT" ポ_卜に電話を 
つなぐこともできます。 


歐注記留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留 
守番電話と電話の両方をデバイスに接続するためにパラレ 
ルスプリッタ ー（ カプラーとも呼ぶ）を購入して使用しま 
す。これらの接続には、標準の電話コードを使用できま 
す。 


5. 自動 応答の設定をオンにします。 

6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 

7. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数を 
サポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数 
は、国/地域によって異なります)。 

8. ファクステストを実行します。 
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電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録 
音しておいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼 
び出し音を監視し、ファクストーンを待機しています。ファクス受信 
トーンを検出すると、デバイスはファクス受信トーンを発信し、ファ 
クスを受信します。ファクストーンが検出されないと、デバイスは回 
線の監視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 
デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

ケース J :電話とファクスとコンピュータモデムと留守番電話 
を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンビ 
ュータモデムと留守番電話も接続する場合は、次のように HP デバイ 
スをセットアップします。 

& 注記コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP デバイ 
スと共有しているので、モデムと HP デバイスの両方を同時に使用 
することができません。たとえば、コンピュータのダイヤルアッ 
プモデムを使用して電子メールを送信したりインターネットにアク 
セスしたりしている最中に、 HP デバイスのファクス機能を使用す 
ることはできません。 

• 雷話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番雷 

話を一緒に利用する 

• 雷話とファクスとコンピュータ DSL/ADSL モデムと留守番雷話を 

—緒に利用する 

電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番 
電話を一緒に利用する 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータに HP デバイス 
を設定する方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの電 
話ポートが1つか2つかを確認して〈ださい。 

• コンピュータに電話ポートが1つしかない場合、以下に示すように 
パラレルスプリッターを購入する必要があります。（パラレルスプ 
リッターは前面に RJ-11 ポートが1つ、背面に RJ-11 ポートが2 
つあります。前面に2つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある2 
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線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、またはパラレ 
ルスプリッターは使用しないでください)。 


図 10-10 パラレルスブリッターの例 

• コンピュータの電話ポートが1つの場合は、次の手順に従ってデバ 
イスをセツトアップします。 


図 10-11 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッターに接続している電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守番電話 

6 

モデム搭載コンピュータ 

7 

"1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コ 
_ ドを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 
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電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 

ットアップするには 

1. HP デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプ 
ラグを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけ 
ます。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みま 
す。 

3. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みま 
す。 


歐注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送 
信側ファクスからのファクストーンが留守番電話に記録さ 
れてしまい、デバイスでファクスを受信できないことがあ 
ります。 


4. HP デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラ 
ージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の1 - LINE と書 
かれているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 


5. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、 
必要に応じて留守番電話の背面にある " OUT " ポ_卜に電話を 
つなぐこともできます。 


歐注記留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留 
守番電話と電話の両方をデバイスに接続するためにパラレ 
ルスプリッタ ー（ カプラーとも呼ぶ）を購入して使用しま 
す。これらの接続には、標準の電話コードを使用できま 
す。 
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6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受 
信するよう設定している場合は、その設定を解除してくださ 
い。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を 
解除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなりま 
す。 


7. 自動応答の設定をオンにします。 

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 

9. HP デバイスの[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数 
をサポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数 
は、国/地域によって異なります)。 

10■ファクステストを実行します。 


歐注記2つの電話ポートを持つコンピュータを使用している 
場合は、パラレルスブリッターは必要ありません。留守 
番電話をコンピュータ背面の“〇 UT ” ポートに差し込むこ 
とができます。 


電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録 
音しておぃた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼 
び出し音を監視し、ファクストーンを待機してぃます。ファクス受信 
卜ーンを検出すると、デバイスはファクス受信卜ーンを発信し、ファ 
クスを受信します。ファクストーンが検出されなぃと、デバイスは回 
線の監視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 
デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問ぃ合わせくださ 
い。 
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電話とファクスとコンピュータ DSL/ADSL モデムと留守番鼋話 
を一緒に利用する 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL / ADSL フィルタ 

4 

デバイス背面の 1- LINE ポートに接続されているデ 
バイス付属の電話コ_ド 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

5 

DSL / ADSL モデム 

6 

コンピュータ 

7 

留守番電話 

8 

電話機（オプション） 


歐注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレ 
ルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポー 
卜が2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグが 
ある2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、または 
パラレルスプリッターは使用しないで〈ださい。 
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コンピュータの DSL / ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1.DSL/ADSL フイルタは、 DSL/ADSL プロバイダから入手して 
ください。 


^注記 DSL/ADSL ザービスと同じ電話番号を共有している 
自宅やオフィスの他の場所にある電話は、追加の DSL/ 
ADSL フィルタに接続する必要があります。そうしない 
と、電話をかけたときにノイズが発生します。 


2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL/ADSL フィル 
夕に、もう一方の端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの 
付いたポートに接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL/ADSL フィルタとデバイスを接続しな 
いと、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。 
この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電 
話コードとは異なります。 

3. DSL/ADSL フィルタをスプリッターに接続します。 

4. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイス背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込み 
ます。 


歐注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送 
信側ファクスからのファクストーンが留守番電話に記録さ 
れてしまい、デバイスでファクスを受信できないことがあ 
ります。 


5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 
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8. デバイスの[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数を 
サボートされている最大数に設定します。 

歐注記呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なりま 
す。 

9. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定した回数だけ呼び出し音が鳴った後にアンサーフ 
オンが応答し、録音されている応答メッセージを再生します。この 
間、デバイスは呼び出し音を監視し、ファクストーンを待機していま 
す。ファクス着信トーンを検出すると、デバイスはファクス受信卜一 
ンを発信し、ファクスを受信します。ファクストーンが検出されない 
と、デバイスは回線の監視を中止し、留守番電話が音声メッセージを 
録音できるようになります。 

同じ電話回線を電話とファクスに使用しており、コンピュータの DSL 
モデムがある場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップしま 
す。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い0 

ケース K :電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデ 
ムとボイスメールを一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線でコンビ 
ュ—タ ダイ ヤル アップモデムも利用して電話会社のボイ スメールサ 
—ビスも利用する場合は、次のようにデバイスを設定します。 


m 注記ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用して 
いる場合、ファクスを自動受信することはできません。ファクスを 
手動で受信する必要があります。つまり、受信ファクスの着信に応 
答するためにその場にいる必要があります。これ以外にファクスを 
自動受信するには、電話会社に問い合わせて着信識別を利用する 
か、ファクス専用の別回線を取得してください。 

コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線をデバイスと共有して 
いるので、モデムとデバイスの両方を同時に使用することができませ 
ん。たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを使用して電子 
メ ールを送信したりインターネットにアクセスしたりしている場合、 
デバイスをファクスには使用できません。 
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コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセ 
ットアップする方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータ 
の電話ポートが1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、以下に示すように 
パラレルスプリッタ _( カプラーとも呼びます）を購入する必要が 
あります(パラレルスブリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背 
面に RJ -11 ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、 
背面にプラグがある2線式の電話スプリッター、シリアルスプリ 
ッタ_、またはパラレルスプリッターは使用しないでください)。 


図 10-12 パラレルスブリッターの例 


• コンピュータの電話ポートが2つある場合は、下記の手順でデバイ 
スをセットアップしてください。 

図 10-13 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポー 
卜に接続する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

パラレルスプリッター 

4 

モデム搭載コンピユータ 

5 

電話 
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電話ポートが2つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 

ットアップするには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけ 
ます。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みま 
す。 

3. 電話をコンピュータダイヤルアップモデムの背面の" OUT " 
ポ_卜につなぎます。 

4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があり 
ます。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。 


5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受 
信するよう設定している場合は、その設定を解除してくださ 
い。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を 
解除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなりま 
す。 

6. 自動 応答の設定をオフにします。 

7. ファクステストを実行します。 

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファ 
クスを受信できません。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お 
近くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせくださ 
い。 
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シリアル方式のファクスのセットアップ 

シリアル方式の電話システムを使用してファクス用にデバイスをセッ 
トアップする方法の詳細については、お住まいの国/地域のファクス構 
成専用 Web サイトを参照してください。 


才ーストリア 

www. h p. com/at/raxconfia 

ドィッ 

www.hD.com/de/faxconna 

スイス（フランス語） 

www.hp.com/ch/fr/raxconfia 

スイス （ ドイツ語） 

www. h p ■ com/ch/d e/faxconfia 

イギリス 

www .hp.com/u k/faxco nfia 

フィンランド 

www.hp.fi/faxconfia 

デンマーク 

www ■ h p _ d k/faxconfia 

スウェーデン 

www. h p. se/faxconfia 

ノルウェイ 

www. h p. n o/faxco nfia 

オランダ 

www ■ h p _ n l/faxconfia 

ベルギー（オランダ語） 

www. h p _ be/n l/faxconfia 

ベルギー（フランス語） 

www. h p. be/fr/faxco nfia 

ポルトガル 

www. h p. pt/faxconfia 

スペイン 

www. h p ■ es/faxconfia 

フランス 

www.hp.com/fr/faxconfia 

アイルランド 

www. h p ■ com/ie/faxco nfia 

ィタリア 

www.hp.com/it/faxconfia 


デバイスの構成 （ Windows ) 


歐注記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュ 
—夕に Microsoft Internet Explorer 6.0、またはそれ以降がインスト 
—ルされていなければなりません。 

また 、 Windows 2000 、 Windows XP または Windows Vista にプリ 
ンタドライバをインストールするには、管理者権限がなければなり 
ません。 
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デバイスをセットアップする場合は、ソフトウェアのインストール後 
に接続することをお勧めします。インストールプログラムはセットア 
ップが簡単にできるように設計されています。ただし、ケーブルを最 
初に接続した場合は、 ソフトウヱアのインス I ル前にデバイスを接 
続す る を参照して〈ださい. 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 直接接続 
• ネットワーク接続 


直接接続 

USB ケーブルを使用して、デバイスをお使いのコンピュータに直接接 
続できます。 


W 注記デバイスソフトウェアをインストールして Windows を実行 
しているコンピュータにデバイスを接続した場合、デバイスソフト 
ウェアを再インストールしなくても USB ケーブルを使用して同じ 
コンピュータに別のデバイスを接続できます。 

デバイスを セッ トアップする場合は、ソフトウェアによりメ ッセー ジ 

が表示された場合のみ、デバイスを接続することをお勧めします。た 

だし、ケーブルを最初に接続した場合は、 ソフトウェアのインストー 

ル前にデバイスを接続す る を參照して〈ださい。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* デバイス接続前にソフトウヱアをインス I ルする（推奨) 

• ソフトウェアのインストール前にデバイスを接続する 

• 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

デバイス接続前にソフトウヱアをインストールする（推奨} 

ソフトウェアをインストールするには 

1- 実行中のアプリケーションをすべて終了します。 

2.スタータ CD を CD ドライブに揷入します。 CD メニューが 
自動的に実行されます。 CD が自動的に起動しない場合は、 
スタータ CD のセツトアップアイコンをダブルクリックしま 
す。 
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3. CD メニューで [USB 接続デバイスをインストール]をクリツ 
クし、画面の指示に従って操作します。 

4. 画面の指示に従って、デバイスの電源を入れ、 USB ケーブル 
を使用してデバイスをコンピュータに接続します。 


歐注記口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネット 
ワークを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有することも 
できます。詳細については、 口ーカル共有ネットワークでデバイス 
を共有す る を参照して〈ださい。 


ソフトウェアのインストール前にデバイスを接続する 

デバイスソフトウェアのインス I ル前にデバイスをコンピユータに 
接続した場合、画面に [新しいハー ドウ エアの検出] ウイザードが表示 
されます。 


&注記デバイスの電源を入れた場合は、インストールプログラム実 
行中にデバイスの電源を切ったり、ケーブルをデバイスから外さな 
いでください。これに従わないとインストールプログラムが完了 
しません。 


デバイスを接続するには 

1. [新しいハードウェアの検出]ダイアログボックスにプリンタ 
ドライバを検索する方法が示されたら、[詳細]オプションを 
選択して[次へ]をクリックします。 

歐注記[新しいハードウェアの検出]ウィザードでドライバの 
自動検索が実行されないようにしてください。 

2. ドライバの場所を指定するチェックボックスを選択し、ほか 
のチェックボックスが選択されていないことを確認してくだ 
さい。 

3. スタータ CD を CD ドライブに挿入します 。 CD メニューが 
表示された場合は 、 CD メニューを閉じます。 

4. スタータ CD のルートディレクトリの場所を指定し （ D : な 
ど)、 [0 K ] をクリックします。 

5. [次へ]をクリックし、画面の指示に従います。 
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6. [完了]をクリックして、[新しいハードウェアが見つかりまし 
た]ウイザードを閉じます。ウイザードは、自動的にインスト 
—ルプログラムを起動します（これには時間がかかる場合が 
あります)。 

7. インストール処理が完了します。 


歐注記口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネット 
ワークを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有することも 
できます0詳細については、 口ーカル共有ネットワークでデバイス 
を共有す るを參照してください。 


ローカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

口ーカル共有ネットワークでは、デバイスは選択したコンピュータ 
(サーバ）の USB コネクタに直接接続され、他のコンピュータ（クライ 
アント）と共有されます。 

猷注記口ーカル接続されたデバイスを共有する場合は、最新のオペ 
レーティングシステムを使用しているコンビュータをサーバとして 
使用してください。 

この設定は、小規模のグループ、または利用頻度が少ない場合に使 
用します。多くのユーザーが共有デバイスで印刷すると、接続され 
ているコンピュータの速度は遅〈なります。 

共有されるのは印刷機能だけです。スキャンおよびコピー機能は共 
有されません。 


デバイスを共有するには 

1- [スタート】をクリックして[設定]をポイントし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

- Or - 

[スタート] をクリックして [コントロールパネル] をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. デバイスのアイコンを右クリックして [プロパティ] をクリッ 
クしてから[共有]タブをクリックします。 

3. デバイスを共有するためのオプションを選択し、デバイスの 
共有名を入力します。 
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ネットワーク接続 

デバイスにネットワーク機能がある場合、デバイスをネットワークに 
直接接続してネットワーク環境で共有できます。このタイプの接続で 
は、組み込み Web サーバを使用してネットワーク上のどこからでも 
デバイスを管理できます。 

歐注記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュ 
—夕に Microsoft Internet Explorer 6.0, またはそれ以降がインスト 
—ルされていなければなりません。 
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お使いのタイプのネットワークにインストールオプションを選択しま 
す： 


ネットワークの状況 


ピアツーピアおよびネットワーク 
への接続 



❺ - + ^ J - ° 


セットアツ/タイフ。 


各コンピュータは有線または無線 
ネットワーク接続を使用して、デ 
バイスに接続します。ネットワー 
クにアクセスしようとしているデ 
バイスのハードウ エア アドレス 
がアクセスポイントにない場 
合、アクセスポイントはネット 
ワークへのデバイスのアクセスを 
拒否します。デバイスを使用して 
いるコンピュータにソフトウ エア 
をインストールします。詳細につ 
いては、 ネットワークにデバイス 
をインストー ル を参照してくださ 
い。 


1. クライアントコンビュータ 
A 

2. HP デバイス 

3. クライアントコンビュータ 
B 

4. ネッ トワ _クサ ー バ 

5. ルータ/ハブ 


口ーカルで共有されたデバイス 



1台のコンピュータはプリント 
サーバとして使用します（クライ 
アント A)。USB ケーブルを使用 
してデバイスをコンピュータに直 
接接続します。クライアント A 
はデバイスを共有します。クライ 
アント巳は、共有デバイスをイン 
ストールして、このデバイスで印 
刷することができます。クライア 
ントコンピュータはデバイスか 
らのみ印刷できます。デバイス 
ソフトウエアはサーバにインスト 
—ルしてから、クライアントコ 
ンピュ 夕にインストールしま 
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(続き) 


ネットワークの状況 


セットアップタイフ。 


す。詳細については、 ネットワー 
クにデバイスをインス I ル およ 
び デバイスソフトウェアをクラ 

イアントコンビユータにインス 

卜ー ル を參照して〈ださい。 


1. クライアントコンビュータ 
A 


2. USB 接続 

3. HP デバイス 

4. クライアントコンビュータ 
B 


5. ネットワークサーバ 


サーバ接続 



6. ルータ/ハブ 


ネットワークサーバをプリント 
サーバとして使用する場合は、デ 
バイスを USB ケーブルで直接接 
続します。インスト _ ルされたデ 
バイスは共有されます。ネットワ 
_ク上の他のコンピュ _ 夕は、共 
有デバイスをインストールできま 
す。管理者は、ネットワークサ 
—バからデバイスを監視できま 
す。クライアントコンビュータ 
では、デバイスによる印刷のみ実 
行できます。デバイスソフトウ 
エアはサーバにインス I ルして 
から、クライアントコンピュー 
夕にインストールしてください。 
詳細については、 ネットワークに 
デバイスをインス I ル おょび 土 
バイスソフトウェアをクライア 

ントコン L ューヲ I こインストー 

ル を參照してください。 


1 • ネットワ_クサ_バ 

2. USB 接続 

3. HP デバイス 
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ネツトワークの状況 

セットアップタイフ。 


4. クライアント 
A 

5. クライアント 
B 

6■ル—夕/ハブ 

コンピュータ 

コンピュータ 


• クライアント/サーバ■ネットワーク：ネットワークに専用プリン 
トサーバとして機能しているコンピュータがある場合、プリンタ 
ソフトウェアをサーバにインス I ルし、プリンタソフトウェアを 
クライアントコンピュータにインストールします。詳細について 
は、 ネットワークにデバイスをインス I '•—ル および デバイスソフ 
トウェアをクライアントコンピュータにインス I ル を参照して 
〈ださい。この方法では、デバイスのすべての機能を共有するこ 
とはできません。クライアントコンピュータでは、デバイスによ 
る印刷のみ実行できます。 

• ピアツーピアネットワーク：ピアツーピアネットワークがある 
場合（専用プリントサーバのないネットワーク)、デバイスを使用す 
るコンピュータにソフトウェアをインストールします。詳細につ 
いては、 ネットワークにデバイスをインス I ル を參照して〈ださ 
い0 

また、 Windows で[プリンタの追加]ウィザードを使用すると、両方の 

タイプのネットワークでネットワークブリンタに接続することもでき 

ます0詳細については、 【プリンタの追加1を使用してプリンタドライ 

バをインストー ル を参照して〈ださい。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワークにデバイスをインス I ル 

• デバイスソフトウェアをクライアントコンピュータにインス I 

Jk 

• 【プリンタの追加1を使用してプリンタドライバをインス I ル 

• IPV 6 専用ネットワーク環境で上デバイスをインス I ルするには 
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ネットワークにデバイスをインストール 

次のようなネットワークシナリオでは、以下の手順を使用してプリン 
タソフトウェアをインス I ルします。 

ピアツーピアネットワークがある場合（専用プリントサーバのない 
ネットワーク） 

1. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外し、 
デバイスをネットワークに接続します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニュー 
が自動的に起動します 。 CD メニューが自動的に起動しない 
場合、コンピュータの CD ドライブを開き、 [ Setup . exe ] をダ 
ブルクリックします。 

3. CD メニューで[インストーノレ】をクリックし、画面の指示に 
従います。 

4. [接続の種類]画面で [ネッ トワーク/ワイヤレスデバイス]を選 
択し、 [次へ] をクリックします。 

5. 画面の指示に従って、インストールを完了します。 

& 注記 Windows クライアントコンビュータとデバイスを共有するに 
は、 デバイスソフトウェアをクライアントコンビュータにインス 

I ル および 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有す る を參 
照してください。 


デバイスソフトウェアをクライアントコンピュータにインスト 
ール 

プリントサーバとして機能しているコンピュータにプリンタドライバ 
をインストールすると、印刷機能を共有できます。ネットワークデバ 
イスを使用する個々の Windows ユーザーは、それぞれのコンピュー 
夕（クライアント）にソフトウェアをインストールする必要がありま 
す。 
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クライアントコンピュータは、次の方法でデバイスに接続できます。 

• [プリンタ]フォルダで、 [プリンタの追加] アイコンをダブルクリッ 
クし、ネットワークインストールに関する説明に従います。詳細 
については、 【プリンタの追加1を使用してプリンタドライバをイン 
ストー ル を参照して〈ださい。 

• ネットワーク上のデバイスの位置を參照し、[プリンタ]フォルダに 
プリンタをドラッグします。 

• デバイスを追加し、ネットワーク上の INF ファイルからソフトウェ 
アをインス！'•—ルします。スタータ CD の INF ファイルは、 CD の 
ルートディレクトリに格納されています。 

[プリンタの追加]を使用してプリンタドライバをインストール 
1- [スタート]をクリックして[設定】をクリックし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. [プリンタの追加]をダブルクリックし、[次へ]をクリックし 
ます。 

3. [ネットワー クプリンタ]または [ネットワー クプリンタ サー 
バ]を選択します0 

4. [次へ] をクリックします。 

5. 次のいずれかの操作を行います。 

共有デバイスのネットワークパスまたはキュー名を入力し、 
[次へ] をクリックします。プリンタモデルを選択するプロン 
プトが表示されたら、 [ディスク 使用]をクリックします。 
[次へ] をクリックし、共有プリンタの一覧からデバイスを選 
択します。 

6. [次へ] をクリックし、画面の説明に従ってインストールを完 
了します。 


IPV 6 専用ネットワーク環境で、デバイスをインストールするに 
は 

デバイスを IPv 6 専用ネットワーク上で 、 Windows XP または 
Windows Vista 搭載のコンピュータに接続する場合は、プリンタドラ 
イバをインストールする際の指示に従ってください。 
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& 注記スタータ ー CD からデバイスソフトウヱアをインストールし 
ようとすると、デバイスを見つけることができず、ソフトウェアの 
設定を完了できません。 

注記 IPv 6 専用ネットワーク環境では、プリンタドライバとデジタ 
ルダイレクト ファ イリングだけが利用できます。ツールボックス 
やソリューションセンターなど、その他のソフトウェアの機能は使 
用できません。 

注記 IPv 6 ネットワークを使用している場合、無線 LAN のネット 
ワーク概要を表示したときに、ディスプレイには無線接続が表示さ 
れず、「リンクなし」と表示されます。無線ネットワーク設定を確 
認するには、ネットワーク設定ページを印刷します。詳細について 
は、 ネットワーク設定ページの 理解を参照して〈ださい。 


Windows XP にプリンタドライバをインストールするには 

1. HP デバイスをネットワークに接続します。 

2. スタータ_ CD の util \ ipv 6 フォルダから、 HP 標準 TCP/IP ポ 
ートモニタをインストールします。 


歐 注記デバイスが特定されないことを示すダイアログボッ 
クスが表示された場合は、次へをクリックしてください。 

3. デバイスからネットワーク設定ページを印刷し、 IP アドレス 
を取得します。詳細は ネットワーク設定ページの 理解 を 参照 
してください。 

4. Windows では、[プリンタの追加]ウィザードで、口ーカルプ 
リンタを作成し、 HP 標準 TCP/IP ポートを選択します。 

5. 指示されたら、ネットワ _ ク構成べージに記載されている 
HP デバイスの Stateless IPv 6 アドレスを入力します。例： 
2001: DB 8:1::4 A 50:33 GFF : FE 32:3333 o 


歐注記 IPv 6 専用ネットワーク環境で、 Windows XP を実行 
している場合は、デバイスの状態を確認できません。 
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Windows Vista にプリンタドライバをインストールするには 
1- [スタート]、[ネットワーク]の順にクリックします。 

2. インストールしているデバイスを右クリックして[インストー 
ノレ]をクリックします。 

3. プリンタドライバに関するプロンプトが表示されたら、スタ 
_夕_ CD のルートレベルを選択します。 

デバイスの構成 (Mac OS X ) 

USB ケーブルを使用して一台の Macintosh コンビュータにデバイスを 
接続することも、ネットワーク上で他のユーザとデバイスを共有する 
こともできます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワークまたは直接接続用のソフトウェアのインス！ル 

• 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

ネットワークまたは直接接続用のソフトウェアのインストール 

直接接続用のソフトウヱアをインストールするには 

1. USB ケーブルを使用してデバイスをコンピュータに接続しま 
す。 

2. Starter CD を CD ドライブに揷入します。 

3. [ HP インストーラ]をクリックして、画面に表示される指示に 
従います。 

4. 必要に応じて、デバイスを別の Macintosh コンピュータユー 
ザと共有します。 

• 直接接続：デバイスを別の Macintosh コンビュータユー 
ザと共有します。詳細については、 口ーカル共有ネットワ 
—クでデバイスを共有す る を参照してください。 

• ネットワーク接続の場合：ネットワーク上でデバイスを 
使用する個々の Macintosh ユーザーは、それぞれのコンピ 
ュータ（クライアント）にプリンタソフトウェアをインスト 
ールする必要があります。 
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ネットワーク接続用のソフトウェアをインストールするには 

1. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外し、 
デバイスをネットワークに接続します。 

2. Starter CD を CD ドライブに揷入します。 

3. [ HP インストーラ]をダブルクリックして、画面に表示される 
指示に従います。 

4. [接続の種類]画面で[ワイヤードネットワーク/ワイヤレス]を 
選択し、[次へ]をクリックします。 

5. 画面の指示に従って、インストールを完了します。 

ローカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

デバイスを直接接続した場合でも、プリンタ共有として知られている 
単純なネットワークを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有 
することもできます。このプリンタ共有は、小規模のグループ、また 
は利用頻度が少ない場合に使用します。多くのューザーが共有デバイ 
スで印刷すると、接続されているコンピュータの速度は遅くなりま 
す。 

Mac OS X 環境でデバイスを共有するための基本的な必要条件： 

• Macintosh コンピュータは TCP/IP によりネットワーク上で通信し 
なければならず、 IP アドレスがなければなりません。 (AppleTalk 
はサポ _ 卜されていません。） 

• 共有されるデバイスは、ホスト Macintosh コンピュータ上の内蔵 
USB ポートに接続されていなければなりません。 

• 共有デバイスを使用するホスト Macintosh コンピュータとクライア 
ント Macintosh コン ピュータの両方にデバイスドライバまたはデ 
バイス PPD がインストールされていなければなりません。（インス 
卜ールプログラムを実行して、デバイス共有ソフトウヱアと関連 
の ヘルプ ファイルをインス！ ルで きます。） 

USB デバイス共有についての詳細は、 Apple Web サイト 
(www.apple.com ). またはコンピュータの Apple Macintosh Help を参 
照してください。 

W 注記プリンタ共有は Mac OS10.4 およびそれ以降でサボートされ 
ています。 


デバイスの構成 (MacOS X) 241 




第 10 章 

注記ホストとクライアントのコンピュータでプリンタ共有が有効 
になっている必要があります。[システム環境設定]を開き、[共有] 
を選択し、[プリンタ共有]をクリックします。 


Mac OS X を実行中のコンピュータでデバイスを共有するには 

1. デバイスに接続されているすべての Macintosh コンビュータ 

(ホストおよびクライアント）のプリンタ共有をオンにしま 

す。 

2. [システム 環境設定]を開き、 [プリン トと ファクス] をクリッ 

クし、共有するプリンタを左側の一覧から選択して、[このプ 

リンタを共有する] を選択します。 

3. ネットワーク上の他の Macintosh コンピュータ（クライアン 

卜）から印刷するには、次の手順に従います。 

a . 印刷するドキュメントで、 [ファイル] をクリックし、 [用紙 
設定]を選択します。 

b . [対象プリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、 
[共有プリンタ]を選択し、使用するデバイスを選択しま 
す。 

c . [用紙サイズ]を選択し、 [ OK ] をクリックします。 

d . ドキュメントで、 [ファイル] をクリックし、 [プリント] を 
選択します。 

e . [プリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、[共有 
プリンタ]を選択し、使用するデバイスを選択します。 

f - 必要に応じて追加の設定を行い、[プリント]をクリックし 
ます。 

デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルの 
み） 

デバイスのワイヤレス通信は、次の方法でセツトアップすることがで 

きます。 


セットアップ方法 

インフラスト 

アドホック 


ラクチヤワイ 

ワイヤレス通 


ヤレス通信 

信 

デバイスのコントロールパネル（推 
奨） 

〆 

〆 
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(続き) 


ネットワークツールボックス 

〆 




旨注記問題が発生した場合は、 ワイヤレス通信に関連する問題の解 
法を参照してください。 


デバイスがネットワークケーブルを使用してネットワーク接続され 
ていないことを確認します。 

送信デバイスには内蔵 802.11 機能があるか、または 802.11 ワイヤ 
レスカードがインスト_ルされていなければなりません。 

デバイスとデバイスを使用するコンピュータは、同じサブネット上 
にある必要があります。 

プリンタソフトウェアをインストールする前に、ネットワークの設定 
を確認しておいてください。システム管理者に問い合わせるか、また 
は以下の作業を行います： 

• ネットワークのネットワーク名または Service Set Identifier ( SSID ) 
と通信モード（インフラストラクチャまたはアドホック）を、ネット 
ワークのワイヤレスアクセスポイント ( WAP ) の構成ユーティリテ 
ィ、またはコンピュータのネットワークカードから取得します。 

• ネットワークで使用する暗号化タイプを見つけます （Wired 
Equivalent Privacy ( WEP ) など)。 

• ワイヤレスデバイスのセキュリティパスワード、または暗号化キ 
—を見つけます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 802.11 ワイヤレスネットワーク設定の理解 

• インス I ルプログラムを使用してワイヤレス通信をセットアッ 

プするには （ Windows ) 

• インス I ラでワイヤレス通信をセットアップするには （MacOS 

X ) 

• デバイスのコントロールパネルとワイヤレスセットアップウィザ 

- ドを使用してワイヤレス通信をセットアップするには 
* アドホックワイヤレスネットワーク接続でデバイスを接続 

• ワイヤレス通信をオフにするには 

• HP デバイスを使用できるようにファイアウォールを設定する 

• 接続方法の変更 

• ワイヤレスネットワークのセキュ リ亍ィ保証 ガイドライン 
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802.11ワイヤレスネットワーク設定の理解 
ネットワーク 名 ( SSID ) 

デフオルトでは、デバイスはワイヤレスネットワーク名、または 
" hpsetup " という名前の Service Set Identifier ( SSID ) を探します。お 
使いのネットワークには、異なる SSID があることがあります。 

通信モード 

通信モードには2つのオプションがあります： 

• アドホック： アドホックネッ ト ワーク上では、デバイスはアドホ 
ック通信モードに設定され、 WAP を使用しないでその他のワイヤ 
レスデバイスと直接通信します。 

アドホックネットワークにあるすべてのデバイスが、以下の要件 
を満たしている必要があります。 

。802.11互換 

。通信モ _ ドがアドホックである 
。同じネットワーク名 （ SSID ) である 
。同じサブネットと同じチャンネル上にある 
。同じ 802.11 セキュリティ設定がある 
• インフラストラクチヤ （推奨）： インフラストラクチャネットワー 
クでは、デバイスはインフラストラクチャ通信モードに設定され、 
ワイヤードかワイヤレスかに関係なく、デバイスはワイヤレスル 
—夕などのワイヤレスアクセスポイントを通じてネットワーク上 
の他のデバイスと通信します。通常、アクセスポイントは、小規 
模ネットワ_クでル_夕またはゲートウェイとして動作します。 

セキュリティ設定 

歐注記 デバイスで利用可能な設定については、 ネットワーク設定ぺ 
—ジの 理解 を参照してください。 

ワイヤレスセキュリティの詳細については、 www . wifi . org を參照し 
てください。 

• ネットワークの認証： デバイスの出荷時のデフオル ト 設定は 
Open で、これは認証や暗号化にセキュリティを必要としません。 
他には OpenThenShared 、 Shared 、 WPA-PSK ( Wi - Fi ® Protected 
Access Pre-Shared Key ) などの値があります。 

WPA はネットワーク上のデータ保護のレベルと、既存および将来 
の Wi - Fi ネットワークのアクセスコントロールを向上させます。 
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802.11基準のオリジナルのネイティブセキュリティ機構である、 

WEP の既存の弱点に対応しています。 

WPA 2 は第二世代の WPA セキュリティで、認証を受けたユーザし 

かワイヤレスネットワークにアクセスできないようにして、企業 

や Wi-Fi ユーザに 高レベルの安全を提供します。 

• データの暗号化： 

。 Wired Equivalent Privacy ( WEP ) では、あるワイヤレスデバイ 
スから別のワイヤレスデバイスにラジオ波上で送信するデータ 
を暗号化することで、セキュリティを提供します。 WEP 対応の 
ネットワーク上のデバイスは、 WEP キーを使用してデータを暗 
号化します。ネットワークで WEP を使用している場合、使用 
する WEP キ _ を知っている必要があります。 

。 WPA の暗号化には 、 Temporal Key Integrity Protocol ( TKIP ) が 
使用されています。 

。 WPA 2 によって新しい暗号化スキームである Advanced 

Encryption Standard ( AES ) が提供されます。 AES は暗号文ブ 
ロック連鎖モード （ CCM ) で定義され 、 Independent Basic 
Service Set ( IBSS ) をサボートして、アドホックモードで動作 
しているクライアントワークステーシヨン間のセキュリテイを 
可能にします。 


インストールプログラムを使用してワイヤレス通信をセットアップする 
には ( Windows ) 


&注記この方法では、無線ネットワークがセットアップおよび実行 
されている必要があります。 USB ケーブルも必要です。インスト 
—ラによってメッセージが表示されるまでは、 USB ケーブルを接 
続しないでください。 

1. 開いているドキュメントがあれば保存します。コンピュータ 
で実行中のアプリケーションをすべて終了します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに揷入します。 CD のメニューが 
自動的に起動します。 CD が自動的に起動しない場合は、ス 
夕ータ CD のセットアップアイコンをダブルクリックしま 
す。 
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3. CD メニューで[ネツトワーク/ワイヤレスデバイスのインス 
卜ーノレ]をクリックし、画面の指示に従って操作します。 

歐注記インス！ル時にコンピュータ上のファイアウォー 
ルソフトウェアにメツセージが表示されたら、メツセージ 
の [Always permit / Allow ] オプシヨンを選択します。この 
オプシヨンを選択すると、お使いのコンピュータにソフト 
ウェアを正常にインス I ルできます。 


4. メッセージが表示されたら、 USB ワイヤレス設定ケーブルを 
一時的に接続します。 

5. 画面に表示される指示に従って、インストールを完了しま 
す。 

6. メッセージが表示されたら、 USB ワイヤレス設定ケーブルを 
取り外します。 

インストーラでワイヤレス通信をセットアップするには (Mac OS X ) 

1. USB ワイヤレス設定ケーブルを HP デバイスの背後にあるポ 
_ 卜に差し込み、それからコンピュ _ 夕の USB ポ _ 卜に差し 
込みます。 

2. スタータ CD をコンピュータに揷入します。 

3. スタータ CD の HP インス I 'ーラアイコンをダブルクリック 
し、画面の指示に従います。 

4. メッセージが表示されたら、 USB ワイヤレス設定ケーブルを 
取り外します。 

デバイスのコントロールパネルとワイヤレスセットアップウイザード 

を使用してワイヤレス通信をセツトアップするには 


ワイヤレスセットアップウイザードを使用すると、デバイスへのワイ 
ヤレス接続を簡単に設定したり、管理したりできます。 

歐注記この方法を使用するには、ワイヤレスネットワークがセット 
アップおよび実行されている必要があります。 

1. デバイスハードウエアを設定します（デバイスに付属のセッ 
トアップポスターを參 照)。 

2. デバイスのコントロールパネルの\ (セットアップ）を押し 
ます。 

3. [ネットワーク]を選択します。 
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4. [ワイヤレス設定ウイザード]を選択します。 

5. 画面の指示に従って、セットアップを完了します。 

歐注記ソフトウヱアをインストールしていない場合は、接続後にイ 
ンストールしてください。 


アドホックワイヤレスネットワーク接続でデバイスを接続 
方法1 

1. お使いのコンピュータとデバイスでワイヤレスをオンにしま 
す。 

2. コンピュータの場合： 

a. [スタート]をクリックし、[設定]をポイントし、[ネットワ 
ーク接続]をクリックします。 

-または- 

[スタ ー ト]をクリックし、 [コン トロ ー ルパネル]をポイン 
卜してから、[ネットワーク接続]をダブルクリックしま 
す。 

b. [ワイヤレスネットワーク接続]アイコンをダブルクリック 
します。 

c. [一般]タブで、[ワイヤレスデバイスの表示]をクリックし 
ます。 

d. ワイヤレスデバイスを選択し、ネットワーク名 (SSID) 
hpsetup に接続します（このネットワーク名はデフオルト 
で、 HP デバイスが作成するアドホックネットワークで 
す)。 

歐注記 HP デバイスが以前に別のネットワーク用に構成され 
ていた場合、ネットワークのデフオルトを復元すれば、デ 
バイスが 「hpsetup」 を使用できるようになります。ネッ 
トワークのデフオルトを復元するには、次の手順に従って 
ください。 

管理者パスワードとネットワーク設定のリセット：セット 
アップ、ネットワーク、ネットワークデフオルトに戻す 
の順に選択します。詳細については、 一般的なトラブルシ 
ュー亍ィングヒントとリソース を参照してください。 
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ワイヤレス通信をオフにするには 

デバイスのコントロールパネル：セットアップを押し、[ネットワー 
クメニュー]を選択し、[ワイヤレスラジオ]を選択し、次に[オン]ま 
たは[オフ]を選択します。 


HP デバイスを使用できるようにファイアウォールを設定する 

パーソナルファイアウォールは、お使いのコンピュータ上で動作して 
いるセキュリティソフトウェアであり、 HP デバイスとコンピュータ 
間のネットワーク通信を妨げる場合があります。 

次のような問題が生じる場合、ファイアウォールが通信を妨げている 
可能性があります。 

• HP ソフトウェアのインストール時にプリンタが見つからない 
• 印刷できない、印刷ジョブがキューでスタックしている、プリンタ 
がオフラインになる 

• スキャン通信 エラー またはスキャナビジーメッセージ 
• コンピュータ上でプリンタ状態が表示できない 

ファイアウォールによって、 HP デバイスが検出される場所を HP デ 
バイスがネットワーク上のコンピュータに通知できなくなっている可 
能性があります。 HP ソフトウェアで HP デバイスをインストール時 
に検出できない（さらに HP デバイスがネットワーク上にあることがわ 
かっている）場合、または既に HP ソフトウェアを正常にインストール 
しているが問題が発生する場合は、以下の手順を試みて〈ださい。 

1. Windows を実行しているコンピュータを使用している場合 
は、ファイアウォール構成ユーティリティで、口ーカルサブ 
ネット （ 「スコープ」または「ゾーン」と呼ばれることもあ 
る）のコンピュータを信頼するオプションを探します。口一力 
ルサブネット上のすべてのコンピュータを信頼することによ 
って、ご家庭のコンピュータおよびデバイスがインターネッ 
卜から保護されながら相互に通信できます。これは最も簡単 
な使用方法です。 

2. 口ーカルサブネット上のコンピュータを信頼するオプション 
がない場合、受信 UDP ポート427をお使いのファイアウォ 
ールの許可ポートリストに追加します。 


m 注記すべてのファイアウォールで受信ポートと送信ポートを区別 
する必要があるとは限りません。 _ 部のファイアウオールで必要で 
す。 


248 構成と管理 




別のよくある問題は、お使いのファイアウォールが HP ソフトウェア 
のネットワークアクセスを信頼していないことです。この問題は、 

HP ソフトウェアをインスIルしたときにファイアウォールのダイ 
アログボックスが表示され、それに対して「ブロックする」と応答し 
た場合に起こる可能性があります。 

Windows を実行しているコンピュータでこれが起きた場合、ファイア 
ウォールの信頼済みアプリケーションのリストに次のプログラムがあ 
ることを確認し、なければ追加します。 

• C:\program files\HP\digital imaging\bin にめ勺 hpqkygrp.exe 

• C:\program files\HP\digital imaaing\bin にある hpqscnvw.exe 

• C:\program files\HP\digital imaging\bin I こめ勺 hpqste08.exe 

• C:\program files\HP\digital imaging\bin にある hpqtra08.exe 

• C:\program files\HP\diqital imaging\bin にある hpqthb08.exe 


m 注記ファイアウォールポート設定を構成する方法と hp ファイル 
を「信頼済み」リストに追加する方法については、ファイアウォー 
ルのマニュアルを参照してください。 

注記一部のファイアウォールは、無効にした後も引き続いて障害 
が発生します。上記のようにファイアウォールを設定した後も問題 
が発生する場合、 Windows を実行しているコンピュータを使用し 
ているならば、 HP デバイスをネットワーク経由で使用するために 
ファイアウォールソフトウェアをアンインストールする必要があり 
ます。 


接続方法の変更 

ソフトウエアのインストールが完了し、 USB ケーブルまたは 
Ethernet ケーブルを使用して HP デバイスを接続していれば、いつで 
も好きなときにワイヤレス接続に変更できます。 

USB 接続からワイヤレス接続に変更 (Windows) 

1- [スタート]、[プログラム]、 [ HP ] を選択し、お使いのデバイス 
を選択し、[接続方法を変更]を選択します。 

2. [[デバイスの追加]]を押します。 

3. 画面に表示される指示に従って、 USB ケーブルを取り外しま 
す。 
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USB 接続からワイヤレス接続に変更 (Mac OS X) 

1. Dock または Applications フォルダ内の Hewlett-Packard フオ 
ルダにある [HP デバイス マネージャ] アイコンをクリックし 
ます。 

2. [情報と設定】リストから、[ネットワークプリンタ設定ユーテ 
ィリティ]を選択します。 

3. 画面の指示に従って、ネットワーク設定を行います。 

Ethernet 接続からワイヤレス接続に変更 
^ 注記 Ethernet 対応の HP デバイスの場合のみ。 

1. 組み込み Web サーバ （EWS) を開きます。詳細については、 
組み込み Web サーバ を 参照してください 。 

2. [ネッ トワーキング]タブをクリックし、左枠にある[ワイヤレ 
ス(802.11)]をクリックします。 

3. [[ワイヤレス設定]]タブで[[ウィザードの開始]]を押します。 

4. 画面の手順に従って、 Ethernet 接続からワイヤレス接続に変 
更します。 

5. 設定変更を完了した後に、 Ethernet ケーブルを取り外しま 
す。 

ワイヤレスネットワークのセキュリティ保証ガイドライン 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ハードウエアアドレスを WAP に追加するには 

• その他のガイドライン 

ハードウエアアドレスを WAP に追加するには 

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、ワイヤレスルータ、ま 
たは Apple AirMac ベースステーシヨンなどのワイヤレスアクセスポ 
イントに対して、そのアクセスポイントを通じてネットワークヘアク 
セスできるデバイスの MAC アドレス （ 「ハードウエアアドレス」と 
も呼ばれる）のリストを設定します。 

ネットワークにアクセスしようとしているデバイスのハードウエアア 
ドレスがアクセスポイントにない場合、アクセスポイントはネットワ 
—クへのデバイスのアクセスを拒否します。 
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アクセスポイントで MAC アドレスをフィルタする場合、デバイスの 
MAC アドレスをアクセスポイントの容認された MAC アドレスのリス 
卜に追加しなければなりません。 

1- ネットワーク設定ページを印刷します。ネットワーク設定べ 
—ジの詳細については、 ネットワーク設定ページの理解 を 参 
照してください。 

2. WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウェ 
アアドレスを容認された MAC アドレスのリストに追加しま 
す。 


その他のガイドライン 

ワイヤレスネットワークをセキュアに保つには、以下のガイドライン 

に従います： 

• パスワードには最低20のランダム文字を使用します。 WPA パス 
ワードでは、63文字まで使用できます。 

• よくある語句、簡単な文字の順序（すべて1など)、および個人的に 
わかりやすい情報は、パスワードには使用しないでください。大 
文字と小文字、数字、そして許可されている場合には句読点などの 
特殊文字から構成された、ランダムな文字列を常に使用してくださ 
い0 

• パスワードは定期的に変更します。 

• アクセスポイントやワイヤレスルータへの管理者アクセス用にメ 
一力一から提供されたデフォルトパスワードは変更します。管理 
者名を変更できるルータもあります。 

• ワイヤレス上での管理者アクセスは、できればオフにします。こ 
うすると、構成を変更する場合にはワイヤ Ethernet 接続を使用し 
て ルータ に接続する必要があります。 

• できれば、ル _ 夕へのインタ _ ネット上のリモ _ 卜管理者アクセス 
はオフにします 。 Remote Desktop を使用して、ルータで起動して 
いるコンピュータへ暗号化された接続を行い、インターネット上で 
アクセスしている口ーカルコンピュータから構成変更を行うこと 
ができます。 

• 他者の'ワイヤレスネットワークへ間違って接続することを防ぐた 
め、推奨されていないネットワークへ自動的に接続する設定をオフ 
にします。これは 、 Windows XP ではデフオルトで無効にされてい 
ます。 
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デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ 

HP Bluetooth ワイヤレスプリンタアダプタを使うと、 Bluetooth デバ 
イスからケーブルで接続せずに、ドキュメントを印刷できます。デバ 
イス前面の USB ポートに HP Bluetooth アダプタを差し込むだけで、 
PDA やカメラ付き携帯電話などの Bluetooth デバイスから印刷できま 
す。 Bluetooth テクノロジを使用して、コンビュータからデバイスに 
印刷することもできます。 


歐注記 Bluetooth で使用可能な唯一のソフトウェア機能は、印刷で 
す。 Bluetooth 接続で、スキヤンとソフトウェアによるファックス 
の送受信を行うことはできません。ただし、一部の単独機能は使用 
できます。 


コント ロール パネルからデバイスの Bluetooth 通信をセットアップす 
るには 

1.HP Bluetooth アダプタを USB ポートに揷入します。 



2. Bluetooth デバイスには、互いに通信して接続を確立するとき 
に、アドレスを交換するものがあります。また、 Bluetooth 
デバイスによっては、接続時に他のデバイスの名前を表示す 
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るものがあります。デバイスの名前としてデフオルト名を表 
示しない場合は、デバイス名を変更できます。 

必要に応じて、以下の操作を行います。 


デバイスのアドレスを見つけるには 

a . セットアップを選択します。 

b . [ Bluetooth ] を選択し、[デバイスのアドレス]を選択しま 
す。デバイスのアドレスが表示されます。この情報は読み 
取り専用です。 

c . アドレスをオールインワンデバイスに入力するには、 
Bluetooth デバイスに同梱されている指示に従って操作し 
てください。 

デバイス名をデフォルトから変更するには 

a . セットアップを押します。 

b . [ Bluetooth ] を選択し、[デバイス名]を選択します。 

歐注記お使いのデバイスには、出荷時に [rofficejet Pro 
8500 A 909 Series 」] という名前が設定されています。 

c . ビジュアルキーパッドを使って新しい名前を入力します。 

d . デバイスの名前を入力したら、 0 K (0) を押します。 
デバイスに接続して印刷するときに、入力した名前が 
Bluetooth デバイスに表示されます。 

3. 0 K (0) を押して、セットアップメニューを終了します。 

埋め込み Web サーバでデバイスの Bluetooth 通信をセットアップする 
には 

▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリック 
し、各セクションの必須フィールドを設定し、[適用]をクリ 
ックします。 

埋め込み Web サーバでデバイス名をデフォルトから変更するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリック 
し、[デバイス名]フィールドに新しい名前を入力し、[適用] 
をクリックします。 
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Bluetooth によるデバイスの接続 

Bluetooth 接続でも、 USB 接続と同じ多くの印刷機能を利用できま 
す。たとえば、デバイスの状態やインクカートリッジの推定インク残 
量を確認することができます。 

Windows での Bluetooth によるデバイスの接続 

デバイスに接続するには、 Windows XP を実行し、 Microsoft 
Bluetooth プロ トコルスタックまたは Widcomm/Broadcom Bluetooth 
プロトコルスタックのどちらかをインストールしておく必要がありま 
す。コンピュータに Microsoft スタックと Widcomm/Broadcom スタッ 
クの両方をインストールできます。ただし、デバイスの接続に使用で 
きるのは1つだけです。 

• Microsoft スタック：お使いのコンピュータに Windows XP 
Service Pack 2がインス \ —ルされていれば、 Microsoft Bluetooth 
プロトコルスタックもインストール済みです。外部 Bluetooth ア 
ダプタは Microsoft スタックにより自動的にインストールされま 
す。お使いの Bluetooth アダプタが Microsoft スタックに対応して 
いるのにアダプタが自動的にインストールされない場合は、 
Microsoft スタックが元々コンピュータに入っていないことが考え 
られます。 Bluetooth アダプタの Microsoft スタックへの対応状況 
については、アダプタ付属のマニュアルをご確認ください。 

• Widcomm / Broadcom スタック： Bluetooth 内蔵の HP コンビュー 
夕を ご使用の場合、 または HP Bluetooth アダプタをすでにインス 
卜ールしている場合は、 Widcomm/Broadcom スタックもインスト 
—ル済みです。 HP コンビュータに HP Bluetooth アダプタを差し 
込んで使用している場合、アダプタは Widcomm/Broadcom スタッ 
クにより自動的にインストールされます。 
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Microsoft スタックによりインストールおよび印刷を行うには 

&注記コンピュータにプリンタソフトウヱアがインストールされて 
いることを確認します。このソフトウェアをインストールする目的 
は、 Bluetooth 接続のためのプリンタドライバを使用できるように 
しておくためです。このソフトウェアがすでにインス I ルされて 
いる場合は、再インストールの必要はありません。デバイスに対し 
て USB 接続と Bluetooth 接続の両方を使用する場合は、最初に 
USB 接続をインストールします。詳細については、 直接接続 を 參 
照してください。 USB 接続を使用しない場合は、[接続タイプ]画 
面で[このコンピュータに直接接続]を選択します。更に、[デバイ 
スを今すぐ接続]画面で、[デバイスをお使いのコンピュータに接続 
できない ■■■] の横のチェックボックスを選択します。 


1. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接続 
します。 

2. 外部 Bluetooth アダプタを使用する場合は、コンピュータが 
起動しており、 Bluetooth アダプタをコンビュータの USB ポ 
—卜に接続していることを確認します。 Service Pack 2 搭載 
の Windows XP がインストールされている場合は、 

Bluetooth ドライバも自動的にインストールされます。 
Bluetooth プロファイルの選択画面が表示されたら、 

[ HCRP ]、[ SPP ]、 または [ BPP ] を選択します。 

コンピュータに Bluetooth が内蔵されている場合は、コンビ 
ュータが起動していることを確認します。 

3. Windows のタスクバーで[スタート]、[プリンタと FAX ] の 
順にクリックします。 

4. [プリンタの追加]アイコンをダブルクリックします。 

5. [次へ]をクリックし、次に [ Bluetooth プリンタ]を選択しま 
す。 

6. 画面に表示される指示に従って、インストールを行います。 

7. 目的のプリンタで印刷を行います。 

Widcomm / Broadcom スタ ックによりイ ンス トールおよび印刷を行う 
には 

1. コンピュータにプリンタソフトウェアがインス I ルされて 
いることを確認します。 

2. HP Bluetooth アダプタを前面の USB ポートに接続します。 
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3. デスク トツプ またはタスクバーの [My Bluetooth Places] ア 
イコンをクリックします。 

4. [範囲内のデバイスの検索]をクリックします。 

5. 使用可能なデバイスが検出されたら、デバイスの名前をダブ 
ルクリックしてインストールを完了します。 

6. 目的のデバイスで印刷を行います。 

Mac OSX での Bluetooth によるデバイスの接続 

デバイスを Bluetooth 内蔵の Mac に接続するか、外部 Bluetooth アダ 
プタを取り付けることができます。 


m 注記 Mac Bluetooth は OS で有効にする必要があります。確認す 
るには、[システム環境設定]を開き、 [ネッ トワーク]をクリック 
し、 [ネッ トワークポート構成]を選択し、 [Bluetooth] がオンにな 
つていることを確認します。 


Mac OS X で Bluetooth を使用してインストールおよび印刷を行うに 
は 

1. コンピュータにプリンタソフトウヱアがインス I 'ールされて 
いることを確認します。 

2. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接続 
します。 

3. コントロールパネルの電源ボタンを押してデバイスの電源 
を切り、もう一度ボタンを押して電源を入れます。 

4. コンビュータに HP Bluetooth アダプタを接続し、アダプタの 
電源を入れます。コンピュータにアダプタ付属のソフトウェ 
アがインストールされていることを確認します。コンピュー 
夕に Bluetooth が内蔵されている場合は、コンピュータの電 
源だけを入れてください。 

歐注記このステップは、 Bluetooth を内蔵していない 
Macintosh コンピュータの場合のみ必要です。 

5. [プリンタ設定ユーティリティ]を開きます。 

6. [プリンター覧]で、[追加]をクリックします。 

デバイスの検索が開始されます。 

7. [デフオルトブラウザ]タブで、接続の種類として 
[Bluetooth] が選択されていることを確認します。 
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8. プルダウンメニユーから [ Bluetooth ] を選択します。才ール 
インワンデバイスを選択し、[追加]をクリックします。 
デバイスー覧にオールインワンデバイスが追加されます。 

9. 目的のデバイスで印刷を行います。 


デバイスの Bluetooth のセキュリティ設定 

コントロ ールパネルのメニュ_または組み込み Web サ_バのいずれ 
かで、次のデバイスのセキュリティ設定を有効にすることができま 
す。 

• Bluetooth デバイスからデバイスで印刷しようとすると、パスキー 
認証を要求します。 

• 通信範囲内にある Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/非表示を 
切り替えます。 

パスキーを使用した Bluetooth デバイスの認証 

デバイスのセキュリティレベルを[高]または[低]に設定できます。 

• [低]:デバイスはパスキーを要求しません。通信範囲内のすべて 
の Bluetooth デバイスから印刷できます。 


歐注記デフオルトのセキュリティ設定は[低]です。低レベルセ 
キュリテイでは、認証が要求されません。 


• [高]:デバイスは、 Bluetooth デバイスが印刷ジョブを送信するのを 
許可する前に、パスキーを要求します。パスキーは1〜4文字で数 
字のみで構成する必要があります。 


歐注記デバイスでは、出荷時にあらかじめ4つのゼロのパスキ 
-"0000"が定義されています。 


コントロ ールパネルでデバイスがパスキー認証を要求するように設定 
するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ Bluetooth ] を選択し、[パスキー ] を選択します。 

3■キーパッドを使って新しいパスキ_を入力します。 

4. パスキーを入力したら、 OK ( O ) を押します。 


デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ 257 






第 10 章 


5. [セキュリティレベル]を選択し、[高]を選択します。 

6. OK ( O ) を押します。 

セキュリティレベルが高い場合、認証が必要です。 

これで、デバイスにパスキー認証が設定されます。 

埋め込み Web サーバでデバイスがパスキー認証を要求するように設 
定するには 

▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリック 
し、[パスキー]セクションに新しいパスキーを入力し、[セキ 
ュリティレベル]セクションで[高]をクリックし、[適用]を 
クリックします。 

Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/非表示を設定するには 

デバイスを Bluetooth デバイスで表示できるようにする（パブリック） 
か、すべてに非表示（プライべ一卜）にするように設定できます。 

• [表示する]:範囲内のどの Bluetooth デバイスからでも、デバイス 
を使って印刷できます。 

• [表示しない]:オールインワンデバイスのデバイスアドレスを記 
憶している Bluetooth デバイスだけが印刷できます。 


歐注記お使いのデバイスには、出荷時にデフオルトのアクセスレべ 
ル[表示する]が設定されています。 


コントロールパネルからデバイスを非表示に設定するには 

1. コントロールパネルのセットアップを押します。 

2. [ Bluetooth ] を選択し、[表示]を選択します。 

3. 矢印ボタンを使用して[表示しない]を選択し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

オールインワンデバイスは、デバイスアドレスを記憶してい 
ない Bluetooth デバイスからは利用できません。 


埋め込み Web サーバからデバイスを非表示に設定するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリック 
し、[表示]セクションの[表示しない]を選択し、[適用]をク 
リックします。 
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埋め込み Web サーバでの Bluetooth 設定のリセット 

デバイスの Bluetooth 設定を工場出荷時のデフオルトにリセットする 
には、次の手順に従います。 

1. 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリックし 
ます。 

2. [Bluetooth のリセット]セクシヨンで [ Bluetooth のリセツト] 
をクリックし、[適用]をクリックします。 

ソフトウェアのアンインストールと再インストール 

インストールが不完全な場合、またはソフトウヱアインストール画面 
で指示される前に USB ケーブルをコンピュータに接続した場合は、 
ソフトウヱアをアンインストールしてから再インストールする必要が 
あります。デバイスのアプリケーションファイルをコンピュータから 
単に削除するだけでは不十分です。デバイス付属のソフトウェアをイ 
ンストールしたときに追加されたアンインストールユーティリティを 
使って、該当するファイルを正しく削除してください。 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その1 

1. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。ソ 
フトウェアの再インストールが完了するまで、デバイスをコ 
ンピュータに接続しないでください。 

2. 鼋源ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 

3. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プログラ 
ム]または[すべてのプログラム]を選択します。次に、 [ HP ] 
を選択し、 HP デバイスを選択して、[アンインストール]をク 
リックします。 

4. 画面上の指示に従って操作してください。 

5. 共有ファイルを削除するかどうか尋ねられたら、[いいえ]を 
クリツクします 

共有ファイルを削除すると、これらのファイルを使用する他 
のプログラムが動作しなくなってしまう可能性があります。 

6. コンピュータを再起動します。 

7. ソフトウェアを再インストールするには、コンピュータの 
CD-ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を揷入し、画面 
の指示に従います0 デバイス接続前にソフトウェアをインス 
卜ールする（推奨 ) も参照してください n 
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8. ソフトウェアのインストールが完了したら、デバイスをコン 
ピュータに接続します。 

9. 電源ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 
デバイスを接続し、電源を入れると、すべてのプラグアンド 
プレイイベントが完了するまでに数分待たなければならない 
こともあります。 

10■画面上の指示に従って操作してください。 

ソフトウェアのインス！ルが完了したら、 Windows システムトレ 

イに [HP Digital Imaging Monitor ] アイコンが表示されます。 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その2 


眵注記 この 方法は、 Windows の[スター ト] メニューで [アンインス 
卜ール]が利用できない場合に使用します。 

1. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[設定]を 
選択し、[コントロールパネル]を選択して、[プログラムの追 
加と削除]をクリックします。 

- Or - 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プログラムと機能]をダブルクリックします。 

2. [HP Officejet Pro All - in-One Series ] を選択し、[変更と削 
除]または[アンインストールと変更]をクリックします。 

画面上の指示に従って操作してください。 

3. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

4. コンピュータを再起動します。 

歐注記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュ 
—夕との接続を解除することが重要です。ソフトウヱアの 
再インストールが完了するまで、デバイスをコンピュータ 
に接続しないでください。 


5. コンビュータの CD-ROM ドライブにデバイスのスタータ CD 
を揷入し、セットアッププログラムを起動します。 

6. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス接続前にソフト 
ウェアをインストールする（推奨) も参照してください。 
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Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その3 

歐 注記 この 方法は、 Windows の[スター ト] メニューで[アンインス 
卜ール] が利用できない場合に使用します。 

1. コンビュータの CD - ROM ドライブにデバイスのスタータ CD 
を揷入し、セットアッププログラムを起動します。 

2. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

3. [アンインストール]を選択して、画面上の指示に従って操作 
します。 

4. コンピュータを再起動します。 

歐注記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュ 
—夕との接続を解除することが重要です。ソフトウヱアの 
再インストールが完了するまで、デバイスをコンピュータ 
に接続しないでください。 

5. デバイスのセットアッププログラムをもう一度起動します。 

6■[インストール]を選択します。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス接続前にソフト 
ウェアをインス I ルする（推奨) も参照してください。 

Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールするに 
は 

1. [HP デバイスマネージャ]を起動します。 

2. [情報と設定]をクリックします。 

3. プルダウンメニューから [HPAiO ソフトウェアのアンインス 
卜ール]を選択します。 

画面上の指示に従って操作してください。 

4. ソフトウェアのアンインストールが完了したら、コンピュー 
夕を再起動します。 

5. ソフトウェアを再インストールするには、コンピュータの 
CD - ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を揷入します。 

6. デスクトツプで、 CD - ROM を開き、 [HP All - in-One インスト 
ーラ]をダブルクリックします。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 ネットワークまたは直接 
接続用のソフトウェアのインス I ル も参照してください。 


ソフトウェアのアンインストールと再インストール 261 










第 10 章 


Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その2 

1. Finder を開きます。 

2. [アプリケーション]をダブルクリックします。 

3. [ Hewlett - Packard ] をダブルクリックします。 

4. デバイスを選択し、[アンインストール]をダブルクリックし 
ます。 
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11 保守とトラブルシューティング 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• インクカートリッジの交換 

• プリントへッドのメン亍ナンス 

• 印刷サプライ品の保管 
• デバイスのクりーニング 

• 一般的なトラブルシュー亍ィングヒントとリソース 

• 印刷上の問頭の解決 

• 印刷品質の不良と予期しないプリント結果 

• 給紙の問題の解決 
• コ ピーの問題の解決 

• スキヤンの問題の解決 
• ファクスの問顥の解決 

• HP デジタルソリューションの問頭の解決 

• ネットワークの問題の解決 
- ワイヤレス通信に関連する問頭の解決 

• 写真（メモリカード）の問頭の解決 

• 本体の管理に関する問題の解決 
• インス I ルの問題のトラブルシューティング 

• メディア詰まりの除去 
• エフー ( Windows ) 

インクカートリッジの交換 

推定インクレベルは ツール ボックス （ Windows )、 HP ソリューション 
センター、 HP プリンタューティリティ （Mac OSX )、 または組み込 
み Web サーバから確認できます。詳しくは、 デバイス管理 ツールの 
使 里を 参照してください。自己診断テストページを印刷してこの情報 
を表示することもできます ( セルフテストレポートについて を参照)。 
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眵注記お使いのプリンタと使用するインクカートリッジについて 
は、 サプライ 品 を参照してください。 

インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用意でき 
るよう情報を提供します。インク残量が少ないという警告メッセー 
ジが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のプリントカート 
リッジを準備してください。インクカートリッジを交換する必要が 
あるのは、交換のメッセージが表示された場合だけです。 

力—トリッジをパッケージから取り出したら、すぐに取り付けてく 
ださい。力ートリッジをプリンタから長時間外したままにしないで 
ください。 

使用済みインクサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジ 
ェットサプライ品リサイクルプログラムを 参照してください0 


インクカートリッジを交換するには 

1. インク カー トリッジカバーをゆつくりと開きます。 
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2. 交換の必要なインクカートリッジを持って手前に引き、取り 
外します。 



3. パッケージから新しいインクカートリッジを取り出します。 

4. 力一トリッジを カラーコー ドされた スロッ トに揃え、力一卜 
リッジを スロッ トに挿入します。正しく接するように力一卜 
リッジをしっかりと押し下げます。 

5. インクカートリッジカバーを閉じます。 


プリントへツドのメンテナンス 

印刷された文字が完全でないときや、プリント結果にインクの筋が見 

られる場合、インクノズルが詰まっているか、プリントヘッドのクリ 

—ニングが必要です。 

プリント結果の品質が低下した場合は、以下の手順を実行します。 

1. プリントヘッドの状態を確認します。詳細については、 プリ 
ントへッドの状態を確認するには を参照してください。 

2. きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題 
の部分を確認し、推奨された操作を行います。詳細について 
は' 印刷品質診断ページを印刷するには を参照してくださ 
い。 

3. プリントヘッドのクリーニングを行います。詳細について 
は' プリントヘッドをクリーニングするには を 参照してくだ 
さい 。 

4. クリーニングを行っても問題が解決しない場合は、プリント 
へッドを交換します。詳細については、 プリントへッドを交 
換するには を 参照してください。 
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このセクシヨンでは、次のプリントヘッドのメンテナンス作業につい 
て説明します。 

• プリントへッドの状態を確認するには 

• 印刷品質診断ページを印刷するには 

• プリントへッドの位置を調整するには 

• ラインフィードキヤリブレーシヨンを行うには 

• プリントへッドをクリーニングするには 

• プリントヘッドコンタクトを手動でクリーニングするには 

• プリントへッドを交換するには 

プリントへッドの状態を確認するには 

以下のいずれかの方法を使用して、プリントへッドの状態を確認しま 
す。プリントへッドのどれかの状態が[交換]になっている場合は、メ 
ンテナンス機能のいずれかを実行するか、プリントヘッドをクリーニ 
ングまたは交換します。 

• セルフテストレポート： きれいな白い用紙に 自己 診断テストベー 
ジを印刷し、プリントへッドの状態セクシヨンを確認します。詳細 
については、 セルフテストレポートについて を参照して〈ださ 
い0 

• 埋め込み Web サーバ： 埋め込み Web サーバを開きます。詳細に 
ついては' 埋め込み Web サーバを開くには を 参照してください„ 
[情報] タブをクリックし、 左 枠の [インクサプライ品] をクリック 
します。 

• ツールボックス （ Windows) :ツールボックスを開きます。詳細に 
ついては、 ツールボックスを開く を参照してください。[情報]タブ 
をクリックし、 [プリントへッド状態] をクリックします。 

印刷品質診断ページを印刷するには 

印字品質診断ページを使用して、製品の印字品質に影響を与える問題 
を診断します。これにより、印刷出力を改善するためにメンテナンス 
ツールを実行する必要があるかどうかを判断できます。診断ページに 
は、インク量情報やプリントへッドの状態も表示されます。 
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歐注記印刷品質診断ページを印刷する前に、用紙がセットされてい 
ることを確認してください。詳細については、 メディアのセット を 
参照してください。 

インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用意でき 
るよう情報を提供します。インク残量が少ないという警告メッセー 
ジが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のプリントカート 
リッジを準備してください。インクカートリッジを交換する必要が 
あるのは、交換のメッセージが表示された場合だけです。 

• コント ロール パネル：セットアップを押し、[レポートの印刷]、[印 
刷品質ページ]の順に選択して、 0 K を押します。 

• 組み込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠の[デバイ 
スサービス]をクリックします。次に、[印刷品質]セクションのド 
ロップダウンリストから [PQ (印刷品質）診断ページを印刷する]を 
選択し、[診断を実行する]をクリックします。 

• ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし 、 [PQ 
(印刷品質）診断ページの印刷]をクリックして画面の指示に従いま 
す。 

• HP プリンタユーティリティ （ MacOSX ) : [PQ (印刷品質}診断べ 
—ジを印刷する]を[情報とサボート]パネルからクリックします。 
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1 

プリンタの情報： 本製品の情報（製品モデル番号、シリアル番 
号、およびファームウヱアバージョン番号など)、トレイと両面 
印刷 ユニッ トから印刷されたページ数、インクの残量についての 
情報やプリントへ ッ ドの状態が表示されます。 

注記 インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを 
用意できるよう情報を提供します。インク残量が少ないという警 
告メッセージが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のプ 
リントカートリッジを準備して〈ださい。インクカートリッジ 
を交換する必要があるのは、交換のメッセージが表示された場合 
だけです。 

2 

テストパターン1 :線が直線でなかったりつながっていない場 
合は、プリントヘッドの位置調整を行います。詳細については、 
プリントへッドの位置を調替する にはを 参照してください。 
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(続き) 


3 

テストパターン2 :色のついたブロックのどれかに細い白線が 
ある場合は、プリントヘッドのクリーニングを行います。詳細に 
ついては、 プリントへッドをクリーニンヴするにはを 参照してく 
ださい。 

4 

テストパターン3 :矢印の向いている箇所に濃い線や白のギャ 
ップがある場合は、ラインフイードキャリブレーションを行い 
ます„詳細については、 ラインフイードキャリブレーションを 
行うにはを 參照してください。 


プリントへッドの位置を調整するには 

プリントへッドを交換するたびに、最高の印字品質を得るためにプリ 
ントヘッドの位置調整が自動的に行われます。ただし、印刷ページで 
プリントへッドが位置調整されていないように見える場合は、手動で 
調整プロセスを開始できます。 


m 注記プリントへッドの位置調整をする前に、普通紙がセットされ 
ていることを確認して〈ださい。詳細については、 メディアのセッ 
上を参照してください。 

• コントロールパネル：\(セットアップ） を押し、 [ツール]、[プリ 
ンタ位置の調整]の順に選択して、 0 K を押します。調整が終了し 
たら、再度 0 K を押して続行します。 

• 組み込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠で[デバイ 
スサービス]をクリックします。次に、[印刷品質]セクションのド 
ロップダウンリストから[プリンタの調整]を選択し、[診断を実行 
する]をクリックします。 

• ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[プリ 
ントへッドの位置調整]をクリックして画面の指示に従います。 

• HP プリンタユーティリティ （Mac OSX ) :[位置調整]を[情報と 

サボート]パネルからクリックします。 

ラインフィードキャリブレーションを行うには 

• コントロールパネル：セットアップを押し、[ツール]、[行送りの調 
整]の順に選択して、 OK を押します。 

• 埋め込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠で[デバイ 
スサービス]をクリックし、[印刷品質]セクションのドロップダウ 
ンリストから[行送りの調整]を選択し、[診断を実行する]をクリ 
ックします。 
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• ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[ライ 
ンフイードのキャリブレーション]をクリックして画面の指示に従 
います。 

• HP プリンタユーテイリテイ （Mac OSX ) :[ラインフイードのキャ 
リブレーション]を[情報とサポート]パネルからクリックします。 

プリントへッドをクリーニングするには 


歐注記クリーニングにはインクが使用されるため、プリントヘッド 
のクリ_ニングは必要な場合しか行わないでください。 

クリーニングには数分かかります。処理中に雑音が発生することが 
あります。 

プリントへッドをクリーニングする前に、用紙がセットされている 
ことを確認してください。詳細については、 メディアのセッ ト を参 
照してください。 

• コントロールパネル：セットアップを押し、[ツール]、[プリントへ 
ッドのクリーニング]の順に選択します。 

• 組み込み Web サーバ：[デバイス設定]タブをクリックし、左枠で 
[デバイスサービス]をクリックします。次に、[印刷品質]セクシヨ 
ンのドロップダウンリストから[プリントへッドのクリーニング] 

を選択し、[診断を実行する]をクリックします。 

• ツールボックス ( Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[プリ 
ントへッドのクリーニング]をクリックして画面の指示に従いま 
す。 

• HP プリンタユーテイリテイ （Mac OSX ) :[クリーニング]を[情 
報とサポート]パネルからクリックします。 

プリントへッドコンタクトを手動でクリーニングするには 

プリントへッドを取り付けた後、印刷が行われないことを示すメッセ 
—ジがコントロールパネルに表示される場合があります。このメッセ 
—ジが表示された場合は、プリントへッドおよびデバイス内の電気コ 
ンタクトのクリーニングを行います。開始前に、プリンタに用紙がセ 
ットされていることを確認してください。 


A 注意電気コンタクトには、破損しやすい電子部品が装着されてい 
ます。 
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1. 上部カバーを開きます。 

2. インクホルダーが自動的に左に移動しない場合は、 OK ボタ 
ンを5秒間押し続けます。インクホルダーが止まるのを待 
ち、電源コードをプリンタから外します。 

3. プリントヘッドラッチを上げます。 



4. コントロ ールパネルのメッセ _ ジに対応するプリントヘッド 
のハンドルを持ち上げて、プリントへッドをスロットから引 
き出します。 



5. きれいで乾いた柔らかな糸くずのない布を用意します。コー 
ヒーフィルタ用紙やメガネのレンズクリーニング用紙などが 
適しています。 


A 注意水を使用しないでくださしヽ。 
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6. プリントヘッドの電気コンタクトを拭きますが、ノズルには 
触れないでください。 



歐注記電気コンタクトは小さな銅色の正方形で、プリント 
へッドの片面にかたまっています。 

ノズルは、プリントヘッドの別の面にあります。ノズルに 
はインクが見えます。 

△注意ノズルに触れると、損傷することがあります。 

注意インクが衣類に付着すると落ちないことがありま 
す。 


7. クリーニング後、プリントヘッドを紙かぺーパータオルの上 
に置きます。ノズルが上を向き、用紙に触れていないことを 
確認してください。 

8. 本体内のプリントへッドスロットの電気コンタクトを、清潔 
で乾燥した、柔らかい糸くずのない布でクリーニングしま 
す。 
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9 ■電源コードを接続し、本体の電源を入れます。コントロール 
パネルには、プリントへッドがないと表示されているはずで 
す。 

10■プリントへッドを対応するカラーで色分けされているスロッ 
卜に揷入します（プリントへッドのラベルがプリントヘッド 
ラッチの色と一致しなければなりません)。正しく接するよう 
にプリントへッドをしっかりと押し下げます。 

11■/必要に応じて、残りのプリントへッドにも手順を繰り返しま 
す。 

12■プリントへッドラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく揷 
入されるよう押し下げます。ラッチを閉じるには、多少力を 
加える必要があります。 

13上部カバーを閉じます。 

14. コントロールパネルにメッセージが表示されたままの場合 
は、メッセージに対応するプリントへッドのクリーニング手 
順を行います。 

15. コン ト ロー ルパネルにメ ッセー ジが表示されたままの場合 
は、メ ッセー ジに対応するプリントへ ッ ドを交換します。 

16本体がプリントへッドを初期化し、位置調整べージを印刷す 
るのを待ちます。ページが印刷されない場合は、プリントへ 
ッドの位置を手動で調整します。詳細については、 プリント 
へッドの位置を調整するには を參照してください。 


プリントへッドを交換するには 


歐注記お使いのプリンタと使用するプリントヘッドについては 、立 
プライ品 を参照してくださし、。 

プリントへッドは、プリントへッドの状態で交換が必要なことが示 
されている場合のみ交換してください。詳細については、 プリント 
へッドの状態を確認するには を参照してください0 

1. 上部カバーを開きます。 

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、 [ OK ] ボタンを 
5 秒間押し続けます。キャリッジが止まるのを待ちます。 
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3. プリントヘッドラッチを上げます。 



4. プリントへッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドを 
スロットから引き出します。 



5. プリントヘッドを取り付ける前に、プリントヘッドをパッケ 
—ジに入れたまま、上下に少なくとも 6 回振ります。 
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6. 新しいプリントへッドをパッケージから取り出し、オレンジ 
色の保護キヤップを取ります。 



A 注意キャップを取り外した後でプリントへッドを振らな 
いでください。 


7■プリントへッドを対応するカラーで色分けされているスロッ 
卜に揷入します（プリントへッドのラベルがプリントヘッド 
ラッチの色と一致しなければなりません)。正しく接するよう 
にプリントへッドをしっかりと押し下げます。 

8■プリントへッドラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく揷 
入されるよう押し下げます。ラッチを閉じるには、多少力を 
加える必要があります。 

9. 上部カバーを閉じます。 

10本体がプリントへッドを初期化し、位置調整ページを印刷す 
るのを待ちます。ページが印刷されない場合は、プリントへ 
ッドの位置を手動で調整します。詳細については、 プリント 
へッドの位置を調整するには を参照してください。 


印刷サプライ品の保管 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• インクカート 1 J ッジの保管 

• プリントへッドの保管 

インクカートリッジの保管 

インクカートリッジは、デバイス内に長期間置いておくことができま 
す。インクカートリッジを取り外す場合は、ジッパー付きのビニール 
袋など、気密性の容器に保管してください。 


印刷サプライ品の保管 275 










第 11 章 


プリントへッドの保管 

プリントへッドは、デバイス内に長期間置いておくことができます。 
ただし、プリントヘッドの最適な状態を確保するには、デバイスの電 
源を必ず正しく切ってください。詳細については、 デバイスの雷源才 
2 を參照してください。 


デバイスのクリー ニン グ 

このセクションでは、本体を最高の状態に保つための方法について説 
明します。必要に応じてこれらの保守手順を実行してください。 

スキヤナガラス、スキヤナの保護シート、またはスキヤナフレームの 
ほこりや汚れにより、パフオーマンスが低下したり、スキヤンの品質 
が低下したり、コピーを特定のページサイズに合わせるなどの特殊機 
能の正確さが損なわれたりすることがあります。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• スキヤナガラスのクリー ニン グ 

• 外側のクリー ニン グ 

• 自動トキユメントフイーヲのクリ_ニンク 

スキヤナガラスのクリーニング 

スキヤナガラスをクリーニングするには 

1. 本体の電源をオフにします。 

2. スキヤナのカバーを持ち上げます。 


276 保守とトラブルシューティング 






3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸く 
ずのない布でガラスをクリーニングします。乾いた、柔らか 
し、、糸くずのない布でガラスの水分を拭き取ります。 



A 注意スキャナガラスのクリーニングにはガラス用洗剤以 
外使用しないでください。研磨剤、アセトン、ベンゼン、 
四塩化炭素などを含む洗剤は使用しないでください。これ 
らの成分は、スキャナガラスを傷める可能性がありま 
す。また、イソプロピル アルコールの 使用も避けてくだ 
さい。ガラス面に縞模様が残ることがあります。 

注意ガラス用洗剤をガラス面に直接吹き付けないでくだ 
さい。ガラス用洗剤を多く吹き付けると、洗剤が本体内に 
入り、スキヤナを傷めることがあります。 


4. スキヤナのカバーを閉じて、デバイスの電源を入れます。 
外側のクリーニング 


△注意本体のクリーニングを行う前に、電源をオフにした後、電源 
コードをコンセントから抜きます。 


柔らかい、糸〈ずのない布で、ケースのほこり、シミ、汚れなどを拭 
き取ります。本体の外側はクリーニングの必要がありません。デバイ 
スの内側やデバイスのコントロールパネルを濡らさないようにしてく 
ださい。 

自動ドキュメントフィーダのクリーニング 

自動ドキュメントフィーダが一度に用紙をまとめて給紙してしまった 
り、普通紙をまったく給紙しない場合、口 ーラーやセパレータパッド 
をクリーニングして〈ださい。自動ドキュメントフィーダのカバーを 
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開き、口 ーラーとセパレータパッドをクリーニングして、カバーを閉 
じてくださし、。 

口ーラーやセパレータパッドをクリーニングするには 

1. ドキュメントフイーダトレイから原稿をすべて取り除きま 
す。 

2. 自動ドキュメントフイーダのカバー （1) を外します。 
このようにすると口ー ラー （2) とセパレータパッド （3) に簡 
単にアクセスできます。 



3. きれいな糸くずの出ない布を蒸留水に浸し、余分な水分を絞 
ります。 

4. 湿った布を使用して、口ーラーやセパレータパッドからカス 
を拭き取ります。 


歐注記蒸留水でカスが取れない場合は、イソプロピル（消毒 
用） アルコールを 使用してみます。 

5. 自動ドキュメントフイーダのカバーを閉じます。 
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自動ドキュメントフィーダ内部の帯状のガラス部分をクリーニングす 
るには （2 行ディスプレイ） 

1. HP オールインワンの電源を切り、電源コードを抜きます。 

W 注記 HP 才ールインワンのプラグを長い時間抜いている 
と、日付と時刻が消える場合があります。その場合は、後 
で電源ケーブルを元通りに差し込んだときに、日付と時刻 
を再設定してください。 


2. ガラス板に原稿をセツトするように、カバーを持ち上げま 
す。 



3. 自動ドキュメントフイーダのカバーを外します。 



デバイスのクリーニング 279 














第 11 章 


4. デバイスの正面および背面の 2 つのハンドル部分を使用し 
て、自動ドキュメントフイーダ装置を持ち上げます。 



帯状のガラス部分は自動ドキュメントフイーダの下にありま 
す。 



5. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らか 
い布かスポンジで帯状のガラス部分を拭きます。 


△注意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガ 
ラス面を拭かないでください。ガラス面を傷める可能性が 
あります。また、液体を直接ガラス面にかけないでくださ 
し、。ガラス面の下に液体が入り込んで本体を傷める可能性 
があります。 


6. 自動ドキュメントフイーダ装置を下げ、自動ドキュメントフ 
イーダのカバーを閉じます。 
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7 ■カバーを閉じます。 

8. 電源コードを差し込み、 HP 才ールインワンの電源を入れま 
す。 

一般的なトラブルシューティングヒントとリソース 

印刷問題のトラブルシューティングを開始する場合は、以下の操作を 

試してみてください。 

• 用紙詰まりは、 メディア詰まりの除去 を 参照してください。 

• 用紙が曲がったり持ち上がってしまうなどの給紙の問題は、 給紙の 
問題の解決 を参照してください。 

• 電源ランプが点灯しており、点滅していないことを確認してくださ 
し、。 本体に初めて電源を入れた場合、プリントヘッドの取り付け 
後、初期化に約20分間かかります。 

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、デバイスにしっ 
かりと接続されていることを確認します。本体が正しく機能してい 
る交流 （ AC ) 電源にしっかりと接続され、電源が入っていることを 
確認します。電圧の要件については、 雷気仕様 を 参照して〈ださ 
い。 

• 用紙が給紙トレイに正しくセットされていて、紙詰まりがないこと 
を確認します。 

• 梱包用のテープと梱包材が取り外されていることを確認します。 

• デバイスが現在のプリンタまたはデフオルトのプリンタに設定され 
ていることを確認します。 Windows では、[プリンタと FAX ] フオ 
ルダで本体を通常使うプリンタに設定します。 MacOSX では、プ 
リンタセットアップューティリティでデフオルトとして設定しま 
す （MacOSX v .1 0.4 )。 Mac OS X ( v _1 0.5)の場合、[システム環境 
設定]を開き、[プリントとファクス]を選択し、[デフオルトのプリ 
ンタ]ドロップダウンリストからデバイスを選択します。詳細は、 
コンピュータ付属のマニュアルを參照して〈ださい。 

• お使いのコンピュータが Windows の場合、印刷の[—時停止]を選 
択していないかどうかを確認します。 

• タスクの実行中に、実行しているプログラム数が多すぎないことを 
確認します。タスクを再試行する前に、使っていないプログラムを 
閉じるか、またはコンピュータを再起動します。 
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トラブルシューティングトピック 

• 印刷上の問題の解決 

• 印刷品質の不良と予期しないプリント結果 

• 給紙の問題の解決 
• コピーの問顆の解決 
• スキヤンの問題の解決 
• ファクスの問題の解決 
• ネットワークの問顆の解決 
• ワイヤレス通信に関連する問題の解決 

• 写直（メモリカード）の問顆の解決 

• インス I —ルの問題のトラブルシューティング 

印刷上の問題の解決 

• デバイスの電源が突然切れる 

• コントロールパネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 

れる 

• デバイスが応答しない（何も印刷されない) 

• 印刷するのに長時間かかる 

• テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない 

• ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

デバイスの鼋源が突然切れる 

電源と電源の接続を確認します 

正し〈機能している交流 ( AC ) 電源に本体がしっかりと接続されてい 
ることを確認します。電圧の要件については、 雷気 仕様 を 参照してく 
ださい。 

コ ント ロール パネルのディスプレイに エラー メッ セージが 表示される 
修復不可能なエラーが生じました 

ケーブルをすべて（電源コード、ネットワ_クケーブル、 USB ケ_ブ 
ルなど）外し、約20秒間待ってからケーブルを再接続します。問題が 
続くようであれば、最新のトラブルシューティング情報、または製品 
の修正と更新を HP Web サイト ( www . hp . com / support ) で見つけてく 
ださい。エラーメッセージの詳細については、 デバイスのコントロー 
ルパネルのメツセージタ イプ を 参照して〈ださい0 
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デバイスが応答しない（何も印刷されない） 

本体がワイヤレス通信をサボートしている場合、 ワイヤレス通信に関 
連する問題の解決 も参照してください。 

デバイス設定の確認 

詳細については、 一般的なトラブルシューティングヒントとリソース 
を参照してください。 

プリントへッドの初期化を確認します 

プリントヘッドを取り付けた場合、または交換した場合、数枚の位置 
調整ページが印刷され、プリントへッドの位置調整が自動的に行われ 
ます。 この プロセスには約20分間かかります。 この プロセスが完了 
するまで、自動位置調整ページしか印刷できません。 

プリンタソフトウェアのインストールの確認 

本体の電源が入っていないときに印刷すると、通常はコンピュータ画 
面に警告メ ッ セージが表示されます。警告メ ッ セージが表示されない 
場合は、プリンタソフトウェアが正し〈インストールされていない可 
能性があります。これを解決するには、プリンタソフトウェアを完全 
にアンインストールした後、再インストールします。詳細について 
は' ソフトウェアのアンインス I ルと再インス I ル を参照してく 
ださい。 

ケーブル接続の確認 

• ネットワーク / USB ケーブルの両端がしっかりと接続されているこ 
とを確認します。 

• 本体がネットワークに接続されている場合は、以下を確認します。 

。本体後部のリンクランプを確認します。 

。本体の接続に電話線を使っていないことを確認します。 

。ネットワークハブ、スイッチ、またはルーターが正しく作動し 
ています。 

ネットワーク環境のための本体の設定の確認 

正しいデバイスドライバとプリンタドライバポートを使用している 
ことを確認します。ネットワーク接続の詳細については、 デバイスの 
構成 ( Windows ). デバイスの構成 (Mac OS XK またはネットワーク 
ベンダーから提供された文書を参照してください。 
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コンピュータにパーソナルファイアウォールソフトウヱア が インスト 
ールされているかどうかの確認 

パーソナルソフトウェアファイアウォールはセキュリティプログラ 
ムで、コンピュータを侵入から保護します。ただし、ファイアウォー 
ルはコンピュータと本体の通信を妨げることがあります。本体との通 
信に問題が生じた場合は、ファイアウォールを一時的に無効にしてみ 
ます。問題が解決しない場合は、ファイアウォールは通信問題の原因 
ではありません。ファイアウォールを再度有効にします。詳細につい 
ては、 HP デバイスを使用できるようにファイアウォールを設定する 

を參照してください。 

ファイアウォールを無効にすることで本体と通信できる場合は、本体 
に静的 IP アドレスを割り当て、ファイアウォールを再度有効にする 
と、問題が解決することがあります。詳細については、 IP 設定を変更 
するには を 参照してください。 


印刷するのに長時間かかる 


システム設定を確認します 

コンピュータが、本製品を使用するための最低限のシステム必要条件 
を満たしていることを確認します。詳細については、 システム要件 を 
參照してください。 

プリンタソフトウェアの設定の確認 

印刷品質で [高画質] または [最大 dpi ] が選択されていると、印刷速度 
は遅くなります。印刷速度を上げるには、デバイスドライバで別の印 
刷設定を選択します。詳細については、 プリント設定の娈¥ を参照し 
てください。 

無線ノイズがないか確認します 

本体がワイヤレス接続されていて印刷速度が遅い場合、無線シグナル 
が弱い可能性があります。 

テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない 

上記の解決策でも問題が解決しない場合、アプリケーシヨンが印刷設 
定を正しく解釈できないことにより問題が生じている場合がありま 
す。特定のヘルプについては、リリースノートで既知のソフトウェア 
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の競合がないかを確認するか、アプリケーシヨンのマニュアルを参照 
するか、ソフトウェアの製造元にお問い合わせください。 

メディアがセットされている方法を確認します 
メディアの縦と横方向の用紙ガイドがメディアの束にぴったりと合 
い、トレイにセットされたメディアが多すぎないことを確認します。 
詳細については、 メディアのセット を参照して〈ださい。 

メディアサイズを確認します 

• 文書サイズが使用中のメディアより大きい場合、ページがはみ出す 
ことがあります。 

• プリンタドライバで選択したメディアサイズとトレイにセットさ 
れているメディアのサイズが一致していることを確認してくださ 
し、。詳細については、 印刷メディアの選択 を 参照してください n 

余白設定の確認 

ページの端からテキストまたはグラフィックスがはみ出す場合は、文 
書のマージン設定が、本体の印刷可能領域以内であることを確認しま 
す。詳細については、 サボートされているデバイス を参照してくださ 
い。 

ページの向き設定を確認します 

アプリケーシヨンで選択したメディアのサイズおよびべージの方向が 
プリンタドライバでの設定と一致していることを確認します。詳細に 
ついては、 プリント設定の変更 を 参照してください。 


本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認 

電磁界の影響を最小化するため、 3 m 以内の USB ケーブルを使用する 
ことをお勧めします。別の USB ケーブルを接続して、その USB ケー 
ブルに不具合があるのかを確認してください。 

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

インクカートリツジの確認 

インクカートリツジのインクがな〈なったため、印刷ジョブが取り消 
された可能性があります。インクカートリツジを交換し、印刷ジョブ 
を本体に再送信します。詳細については、 インクカートリツジの交換 
を参照してください。 
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2枚以上のページが給紙される 

給紙の問題のトラブルシューティングの詳細については、 給紙の問頴 
の解決 を 参照してください。 

ファイル内に空白ページがある 

ファイルをチェックして、空白ページがないことを確認してくださ 
い。 

プリントへッドをクリ _ ニングする 

プリントへッドのクリーニング手順を完了します。詳細については、 
プリントへッドをクリーニングするには を 參照してください。 

印刷品質の不良と予期しないプリント結果 

• 一般的な印刷品質のトラブルシューティング 

• 無意味な文字が印刷される 

• インクがにじむ 

• テキストまたはグラフィックスに印字ムラが出る 

• 印字が薄いか色が鮮やかでない 

• カラーが白黒で印刷される 

• 間違った色で印刷される 

• 印刷結果のカラーがにじむ 

• フチ無し印刷の下部に水平方向の歪みがある 

• 色が正しい位置に印刷されない 

• テキストまたはグラフィックスにインクの筋が出ている 

• ページの一部が印刷されない、または正しくない 

一般的な印刷品質のトラブルシューティング 

プリントへッドとインクカートリッジを確認する 
きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を參照して〈ださい0 

用紙品質の確認 

メディアが HP 仕様を満たしていることを確認し、再度印刷してみま 
す。詳細については、 印刷メディアの選択 を 参照して〈ださい。 
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本体にセットされているメディアのタイプの確認 
• セットしたメディアのタイプがトレイにサボートされていることを 
確認します。詳細については' サボートされたメディアの仕様の 
理 魅を參照してください。 

• プリントドライバで、使用するメディアがセットされたトレイを 
選択していることを確認します。 


本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認 

電磁界の影響を最小化するため、 3 m 以内の USB ケーブルを使用する 
ことをお勧めします。別の USB ケーブルを接続して、その USB ケー 
ブルに不具合があるのかを確認することもできます。 

無意味な文字が印刷される 

印刷中のジョブが中断されると、本体がジョブの残りを認識しない場 
合があります。 

印刷ジョブをキャンセルし、本体がレディー状態に戻るのを待ちま 
す。プリンタがレディー状態に戻らない場合は、プリンタドライバの 
すべてのジョブをキャンセルし、デバイスの電源をオフにしてから才 
ンに戻して文書を印刷します。 

ケーブル接続の確認 

本体とコンピュータが USB ケーブルで接続されている場合、ケーブ 
ル接続が不良なために問題が生じることがあります。 

ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。問題 
が解決しない場合は本体の電源を切り、本体からケーブルを外してか 
ら本体の電源を入れ、プリンタスプーラから残りのジョブを削除しま 
す。電源ランプが点滅せずにオンになったら、ケーブルを再度接続し 
ます。 


文書ファイルの確認 

文書ファイルが損傷していることがあります。同じアプリケーション 
から他の文書を印刷できる場合は、文書のバックアップコピーを使用 
して印刷して〈ださい（バックアツプされている場合)。 
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インクがにじむ 


印刷設定の確認 

• インク量を多く使用する文書を印刷している場合、プリント結果を 
扱う前に十分乾燥させてください。 OHP フィルムの場合は特に注 
意してください。プリンタドライバで [高画質] 印刷品質を選択 
し、インクの乾燥時間を増やして、詳細設定 （ Windows ) またはイ 
ンク機能 （Mac OS X )のインク量を使用してインクの彩度を減らし 
ます。ただし、インク彩度を減らすとプリント結果が洗い流された 
ような品質になる場合があります。 

• リッチでブレンドされたカラーのあるカラー文書は、 [高画質] 印刷 
結果を使用して印刷した場合にシワがよる場合があります。[きれ 
し、] などの別の印刷モードを使用してみるか、または鮮やかなカラ 
一のある文書印刷用にデザインされた HP プレミアム用紙を使用し 
てみます。詳細については、 プリント設定の 変更 を 参照して〈ださ 
い0 

メディアタイプの確認 

• メディアの種類によっては、インクをうまく受け入れないものがあ 
ります。このような種類のメディアでは、インクが乾くのに時間 
がかかり、インクがにじむ場合があります。詳細については、 印刷 
メディアの 選択 を 参照してください。 

• トレイにセットされている用紙と、プリンタドライバで選択され 
ている用紙の種類が一致していることを確認します。 


テキストまたはグラフイックスに印字ムラが出る 


メディアタイプの確認 

一部のメディアは、本製品での使用に適していません。詳細について 
は、 印刷メディアの選択 を 参照してください。 

プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を参照してください0 
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印字が薄いか色が鮮やかでない 


印刷モードの確認 

プリンタドライバの [ ドラフト]モードまたは[高速]モードでは、す 
ばやく印刷でき、ドラフトの印刷に適しています。よりよい結果を得 
るには、 [きれい] または [高画質] を選択します。詳細については、 之 
リント設定の変更 を 参照してくださし、。 


用紙タイプ設定の確認 

OHP フィルムまたは他の特殊なメディアに印刷する場合は、プリン 
トドライバで対応するメディアタイプを選択してください。詳細に 
ついては、 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 を 参照 
してくださし、。 


カラーが 白黒で印刷される 


印刷設定の確認 

プリンタドライバで [グレースケールで印刷] が選択されていないこと 
を確認します。 

間違った色で印刷される 


印刷設定の確認 

プリンタドライバで [グレースケールで印刷] が選択されていないこと 
を確認します。 

プリントへツドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を参照してください。 

印刷結果の カラーが にじむ 

インクカートリツジの確認 

HP 純正インクを使用していることを確認します。注文の詳細につい 
ては、 HP サプライ品とアクセサリ を参照してください。 
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プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を參照してください。 

フチ無し印刷の下部に水平方向の歪みがある 

用紙の種類を確認する 

HP 用紙または製品に適したその他の用紙の使用をお勧めします。印 
刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。丸まっている 
紙は反対に丸めて、平らにします。画像を最高画質で印刷するには、 
HP アドバンスフォト用紙を使用します。フォト用紙は、元の袋に戻 
し、その上からさらにジッパー付きのビニール袋に入れてください。 
また温度が低い平らな場所で保管してください。印刷準備ができた 
ら、すぐに使用する用紙だけを取り出してください。印刷が完了した 
ら、未使用のフォト用紙は元の袋に戻して、もう一度封をしてくださ 
し、。こうすることで紙が力ールするのを防ぎます。詳細については、 
印刷メディアの 選択 を 參照してください。 


設定品質を高くする 

印刷品質設定が低すぎないか確認してください。 高画質 や 最大 dpi 

などの高画質設定で画像を印刷します。 

イメージを回転する 

• それでも問題が解決しない場合は、製品にインストールしたソフト 
ウェアまたは別のソフトウェアアプリケーシヨンを使って、画像 
の水色、灰色、または茶色の色調がページの下部分に印刷されない 
ように、画像を180度回転させてください。均一な明るい色の部分 
で問題が目立ちやすいため、画像の回転が役立つ可能性がありま 
す。 

• プリントへッドに問題がある可能性があります。プリントヘッドを 
クリーニングします。詳細については、 プリントへッドをクりーニ 
ングするに はを參照してください。 
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色が正しい位置に印刷されない 


プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページ を印刷す る にはを 參照してください。 


画像の配置の確認 

ソフトウェアアプリケーションのズーム機能または印刷プレビュー機 
能を使用して、グラフィックスが配置されている間隔を確認してくだ 
さい0 


テキストまたはグラフィックスにインクの筋が出ている 


プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を参照して〈ださい。 

ページの一部が印刷されない、または正しくない 

プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を 
確認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を参照して〈ださい。 


余白設定の確認 

文書の余白設定が本体の印刷可能領域を超えていないことを確認しま 
す。詳細については、 サポートされているデバイス を 参照して〈ださ 
い。 

カラー印刷設定を確認します 

プリントドライバで[グレースケールで印刷]が選択されていないこと 
を確認します。 


印刷品質の不良と予期しないプリント結果 
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給紙の問題の解決 

メディアがプリンタまたはトレイにサボートされていない場合 

本体および使用中のトレイでサポートされているメディアのみを使用 

します。詳細については、 サポートされたメディアの仕様の理解 を 参 

照してください。 

メディアがトレイから供給されない 

• メディアが自動ドキュメントフィーダではなく、トレイにセット 
されていることを確認します。詳細については、 メディアのセット 
を參照して〈ださい。メディアをセットする前に、扇状に広げま 
す。 

• セットしているメディアサイズに対して、用紙ガイドがトレイの 
正しい位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙の 
束にきつすぎずにぴったりと合っていることも確認します。 

• トレイのメディアが丸まっていないことを確認します。丸まって 
いる紙は反対に丸めて、平らにします。 

• 薄い特殊なメディアを使用する場合は、トレイが完全にセットされ 
ていることを確認してください。少数しか使用できない特殊なメ 
ディアの場合は、同じサイズの他の用紙の上にその特殊メディアを 
置いて、トレイにセットします。（トレイがいっぱいになっている 
と、給紙がうまく行われるメディアもあります。） 

• 厚い特殊なメディア（カタログなど）を使用する場合は、トレイの 
1/4から3/4までに収まるようにメディアをセットして〈ださい。 
必要に応じて、同じサイズの他の用紙の上にそのメディアを置い 
て、重ねたメディアの高さがこの範囲内に収まるようにして〈ださ 
い。 

• 使用済みの用紙のブランクの面に印刷しようとしている場合、メデ 
ィアの給紙に問題が生じる可能性があります。 
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メディアが正しく排出されない 

• 排紙トレイの拡張部が引き出されていることを確認します。排紙卜 
レイが引き出されていないと、印刷ページが本体から落下すること 
があります。 



• 余分なメディアは排紙トレイから取り除いてください。トレイに 
セットできる枚数には制限があります。 

ページが曲がっている 

• トレイにセットされたメディアが用紙ガイドと合っていることを確 
認します。必要に応じて、メディアを正し〈セットし直し、用紙ガ 
イドがきちんと合っていることを確認します。 

• 両面印刷ュニットが正しく取り付けられていることを確認してくだ 
さい。 

• 印刷中は本体にメディアをセットしないでください。 

—度に2枚以上給紙される 

• メディアをセットする前に、扇状に広げます。 

• セットしているメディアサイズに対して、用紙ガイドがトレイの 
正しい位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙の 
束にきつすぎずにぴったりと合っていることも確認します。 

• トレイに用紙がセットされすぎていないことを確認します。 

• 薄い特殊なメディアを使用する場合は、トレイが完全にセットされ 
ていることを確認してください。少数しか使用できない特殊なメ 
ディアの場合は、同じサイズの他の用紙の上にその特殊メディアを 
置いて、トレイにセットします。（トレイがいっぱいになっている 
と、給紙がうまく行われるメディアもあります。） 
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• 厚い特殊なメディア（カタログなど）を使用する場合は、トレイの 
1/4から3/4までに収まるようにメディアをセットしてください。 
必要に応じて、同じサイズの他の用紙の上にそのメディアを置い 
て、重ねたメディアの高さがこの範囲内に収まるようにして〈ださ 
い。 

• 最高のパフォーマンスと効率を実現するには 、 HP メディアを使用 
して〈ださい。詳細については、 印刷メディアの 選択 を參照して< 
ださい。 

コピーの問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボ 
- 卜および保証 を參照して HP にサポートを依頼してください。 

• コピーが排出されない 

• 何もコピーされない 

• 原稿の一部がコピーされない、または薄い 

• サイズが小さくなる 
• コピーの品質が悪い 
• 正しくコピーされない 

• ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

• エラー メッセージが表示される 

コピーが 排出されない 
• 電源の確認 

電源コードがしっかりと接続され、本体の電源がオンになっている 
ことを確認します。 

• 本体の ステータスの 確認 

。デバイスで別のジョブが実行されている可能性があります。コ 
ントロールパネルのディスプレイで、ジョブのスタータスを確 
認します。実行中のジョブがある場合は、そのジョブが終了す 
るまで待ちます。 

。デバイスで紙詰まりが発生している可能性があります。用紙が 
詰まっていないかどうかを確認します。 メディア詰まりの除去 
を參照してください。 

• トレイの確認 

メディアがセットされていることを確認します。詳細については、 
メディアのセッ ト を參照してください。 
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何もコピーされない 

• メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メデ 
ィアが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細 
については、 印刷メディアの 選択 を参照してください。 

• 設定の確認 

コントラストの設定が明るすぎる可能性があります。デバイスの 
コントロ _ルパネルのコピーボタンを使用し、明るさを低くして 
コピーを作成します。 

• トレイの確認 

ADF を使用してコピーしている場合は、原稿が正しくセツトされ 
ていることを確認します。詳細については、 自動ドキュメントフ 
ィーダ （ ADR への原稿のセツ ト を参照してください。 

原稿の一部がコピーされない、または薄い 

• メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メデ 
ィアが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細 
については、 印刷メディアの 選択 を参照してください。 

• 設定の確認 

品質の設定が[はやい：| ( ドラフト品質のコピーが作成されます）にな 
っていると、原稿の一部がコピーされないことや、コピーが薄くな 
ることがあります。設定を[標準]または[高画質]に変更します。 

• 原稿の確認 

。コピーの正確さは、原稿の品質やサイズによって異なります。 

[コ ピー]メニューを使用してコピーの明るさを調整します。原 
稿が明るすぎる場合、コントラストを調整しても、原稿の一部 
がコピーされないことがあります。 

。背景に色が付いていると、前景が背景に混ざることや、背景の 
影が原稿と異なることがあります。 
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サイズが小さくなる 

• デバイスの コントロー ルパネルの拡大/縮小などの コピー 機能が、 

スキャンした画像を縮小するように設定されている可能性がありま 
す。コピー機能のサイズの設定が原寸になっていることを確認し 
ます。 

• HP ソリユーシヨンセンターソフトウェアが、スキャンした画像を 
縮小するように設定されている可能性があります。必要に応じて設 
定を変更します。詳細については HP ソリユーシヨンセンターソ 
フトウェアのオンスクリーンヘルプを参照して〈ださい。 

コピーの品質が悪い 

• コピーの品質を高めるための手順の実行 

。品質の良い原 f 局を使用します。 

。メディアを正しくセットします。メディアが正しくセットされ 
ていないと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭にコピーさ 
れないことがあります。詳細については、 メディアのセット を 
參照してください。 

。原稿を保護するキャリアシートを使用します。 

• 本体の確認 

。スキャナのカバーが正しく閉じられていない可能性がありま 
す。 

。必要に応じて、スキャナガラスまたはスキャナの原稿押さえを 
クリーニングします。詳細については、 デバイスのクりーニン 
グを參照して〈ださい。 

。 ADF のクリーニングが必要です。詳細については、 デバイスの 
クリー ニン グ を参照してくださし、。 

• 印刷品質診断ページを印刷してください。インクの筋、色の間違 
しヽ、その他コピーの印刷品質の問題が生じた場合は、ノズルに問題 
がないかどうか確認してください。詳細については、 印刷品質診断 
ページを印刷するには を参照して〈ださい。 


正しくコピーされない 

• 縦方向の白いまたはかすれたしま模様 


メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メデ 
ィアが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細 
については、 印刷メディアの選択 を 参照してください。 

• 明るすぎる、または暗すぎる 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 
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• 不要な線 

必要に応じて、スキャナガラス、スキャナの原稿押さえまたはス 
キャナフレームをクリーニングします。詳細については、 デバイ 
スのクリー ニン グ を参照してくださし、。 

• 黒い点または縞が現れる 

インク、接着剤、修正液、またはゴミがスキャナガラスまたは原 
稿押さえに付着している可能性があります。本体をクリーニングし 
てみます。詳細については、 デバイスのクリーニン ヴ を參照して< 
ださい。 

• 斜めまたはゆがんでコピーされる 

。 ADF 給紙トレイにセットされているメディアの量が多すぎない 
ことを確認します。 

。 ADF のメディア幅アジャスタがメディアの端にぴったりと合っ 
ていることを確認します。 

• テキストがはっきりしない 

。コントラスト または コピー 品質の設定を調整します。 

。デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性がありま 
す。設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調 
するように設定を変更します。詳細については、 コピー設定の 
変更を參照してください。 

• テキストまたはグラフィックスにムラがある 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 

• 大きなものモノクロ文字がまだらで、なめらかでない 

デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性がありま 
す。設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調す 
るように設定を変更します。詳細については、 コピ_設定の変更 
を參照してください。 

• ライトグレーからミディアムグレーの部分にざらざらしたまたは 
白い横線が現れる 

デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性がありま 
す。設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調す 
るように設定を変更します。詳細については、 コピ_設定の変更 
を参照してください。 
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ページの 半分が印刷された後、用紙が排出される 
インクカートリッジの確認 

インクカートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消 
された可能性があります。インクカートリッジを交換し、印刷ジョブ 
を本体に再送信します。詳細については、 インクカートリッジの交換 
を参照してください。 

エラー メッセージが表示される 

原稿をセットし直した後、ジョブを再口ードします。 

OK ( O ) ボタンを押し、残りの原稿（最大20枚）を ADF にセットし直 
します。詳細については、 原稿のセッ ト を参照してください。 

スキヤンの問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は 、 izK 
—卜および保証 を參照して HP にサポートを依頼してください。 


歐注記 コンピュータからスキヤンを開始している場合は、ソフトウ 
エアのヘルプにあるトラブルシューテイング情報を参照してくださ 
い0 


• スキャナが動作しない 

• スキャンに時間がかかりすぎる 

• 文書の一部またはテキストがスキャンされない 

• テキストを編集できない 

• エラー メッ セージが 表示される 
* スキャンした画像の品質が良〈ない 

• 正しくスキヤンされない 


スキヤナが動作しない 
• 原稿の確認 

原稿が正しくセツトされていることを確認します。詳細について 
は、 原稿のセツ ト を參照してください。 

• 本体の確認 

—定時間操作が行われずに本体がパワーセーブモードに入ってい 
たため、処理が再開されるまで時間がかかっている可能性がありま 
す。本体が[準備 完了] 状態になるまで待ちます。 
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スキャンに時間がかかりすぎる 
• 設定の確認 

。解像度の設定が高すぎると、スキャンに時間がかかり、作成さ 
れるファイルのサイズも大きくなります。良い結果を得るに 
は、解像度を必要以上高く設定しないようにします。解像度の 
設定を低〈するとスキャンの速度が向上します。 

。 TWA 旧経由で画像を取得する場合は、原稿をモノクロでスキャ 
ンするように設定を変更すると、問題が解決することがありま 
す。詳細については、 TWAIN プログラムのオンスクリーンへ 
ルプを参照してください。 

• 本体のステータスの確認 

スキャンの前に印刷ジョブまたはコピージョブを送信した場合 
は、スキャナがビジー状態でなければ、スキャンが開始されま 
す。ただし、その場合は、印刷またはコピ_とスキャンとでメモ 
リが共有されるため、スキャンの速度が遅くなる可能性がありま 
す。 


文書の一部またはテキストがスキャンされない 
• 原稿の確認 

。原稿が正し〈セットされていることを確認します。詳細につい 
ては、 原稿のセッ ト を参照してください n 

。原稿を ADF からスキャンした場合は、スキャナガラスから直接 
スキャンしてみます。詳細については、 スキャナのガラス板へ 
の原稿のセッ ト を参照してください。 

。背景に色が付いていると、前景の画像が背景に混ざることがあ 
ります。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をス 
キャンした後に画像を強調してみます。 

• 設定の確認 

。メディアのサイズがスキャン原稿に対して十分であることを確 
認します。 

。 HP ソリューションセンターソフトウェアを使用している場 
合、 HP ソリューションセンターソフトウェアのデフオルトの 
設定が、現在行おうとしているタスクとは別のタスクを自動的 
に行うように設定されている可能性があります。プロパティを 
変更する手順については、 HP ソリューションセンターソフト 
ウェアのオンスクリーンヘルプを参照してください。 
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テキストを編集できない 
• 設定の確認 

。 OCR ソフトウェアがテキストを編集するように設定されている 
ことを確認します。 

。原稿をスキャンするとき、編集可能なテキストが生成される文 
書の種類を選択します。テキストがグラフィックスと認識され 
ると、テキストに変換されません。 

。 OCR プログラムに、 OCR タスクを実行しないワードプロセッ 
シングプログラムがリンクされている可能性があります。プロ 
グラムのリンクの詳細については、製品ソフトウェアのヘルプ 
を参照してください。 

• 原稿の確認 

。 OCR の場合、原稿を ADF にセットするときは、原稿の先頭を 
前にして、読み取り面を上に向ける必要があります。原稿が正 
しくセットされていることを確認します。詳細については、 厘 
稿のセッ ト を参照してください。 

。文字間の狭いテキストは OCR プログラムによって認識されない 
可能性があります。 OCR プログラムで変換するテキストの文字 
が失われていたり、つながったりしていると、たとえば、'' rn" 
が'’ m" と認識される場合があります。 

。 OCR プログラムの正確さは、画像の品質、テキストのサイズ、 
原稿の構造、スキャン自体の品質によって異なります。原稿の 
画像の品質が良いことを確認してください。 

。背景に色が付いていると、前景の画像と必要以上に混ざること 
があります。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿 
をスキャンした後に画像を強調してみます。原稿に対して 
OCR 操作を実行する場合、原稿上の色付きのテキストは適切に 
スキャンされません。 
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エラー メッセージが表示される 

• [ TWAIN ソースを有効にできません] または [画像の取得中にエラー 
が 発生しました] 

。デジタルカメラや別のスキャナなど、本体以外のデバイスから 
画像を取得している場合、そのデバイスが TWAIN に準拠してい 
ることを確認します。 TWA 旧に準拠していないデバイスは、デ 
バイスソフトウェアと連携しません。 

。 USB 接続を使用している場合、 USB デバイスケーブルをコン 
ピュータ背面の正しいポートに接続していることを確認しま 
す。 

。正しい TWAIN ソースが選択されていることを確認します。ソ 
フ ト ウェアで、 ファイル メニューの スキャナの選択 を選択しま 
す。 

• [原稿をセットし直した後、ジョブを再開してください] 

OK ( O ) ボタンを押し、残りの原稿を ADF にセットし直します。詳 
細については、 原稿のセット を参照してください。 

スキャンした画像の品質が良くない 

原稿が二次的な写真または画像である 

新聞や雑誌などの印刷された写真は、細かなドットで元の写真を再現 
する方法が使用されているため、品質が低下しています。多くの場 
合、インクのドットは、画像のスキャンや印刷を行うとき、または画 
像を画面上に表示するときに不要なパターンを生み出す可能性があり 
ます。以下の方法で問題が解決しない場合は、現在よりも品質の良い 
原稿を使用する必要があります。 

。パターンを削除するには、スキャン後に画像のサイズを縮小してみ 
ます。 

。スキャンした画像を印刷し、品質が改善されるかどうかを確認しま 
す。 

。解像度と色の設定がスキャンジョブの種類に適していることを確 
認します。 

。最良の結果を得るには、スキャンには ADF ではなく、スキャナガ 
ラスを使用します。 

原稿の裏面のテキストや画像がスキャンされる 

薄いメディアまたは透明度の高いメディアに印刷されている両面原稿 
は、裏側のテキストまたは画像が表面に透け、スキャナに取り込まれ 
ることがあります。 
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スキャンした画像がゆがんでいる（曲がっている） 

原稿が正しくセットされていない可能性があります。原稿を ADF に 
セットするときは必ずメディアガイドを使用してください。詳細につ 
いては、 原稿のセッ ト を参照してください。 

印刷した方が画質が良い 

画面に表示される画像は、スキャンの質を必ずしも正確に表現してい 
るとは限りません。 

。コンピュータモニタの設定を調整して、使用する色数（グレーのレ 
ベル数）を増やしてみます。 Windows コンビュータでこの調整を行 
うには、通常、 Windows のコントロールパネルの [画面] を使用し 
ます。 

。解像度と色の設定を調整してみます。 

スキャンした画像に汚れ、線、縦の白いストライプなどの問題がある 
。スキャナガラスが汚れていると、最適な鮮明度の画像が得られま 
せん。 デバイスのクりーニン グ を参照してクりーニングを実施しま 
す。 

。スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。 
グラフィックスが原稿と異なって見える 
解像度を上げてスキャンしてください。 


菡注記 高解像度でスキャンすると時間がかかり、コンピュータの容 
量を大量に使用する可能性があります。_ 

スキャンの質を高めるための手順の実行 

。 ADF ではなく、スキャナのガラス板を使用してスキャンを実行し 
ます。 

。質の良い原稿を使用します。 

。メディアを正しく置きます。メディアがスキャナのガラス板に正 
し〈セツトされていないと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭 
にスキャンされないことがあります。詳細については、 原稿のセ 
ツ トを參照してください。 

。スキャンしたページの用途に応じてソフトウエアの設定を調整しま 
す。 

。原稿を保護するキャリアシートを使用します。 

。スキャナガラスをクリーニングします。詳細については、 スキャ 
ナガラスのクリ_ニン グ を参照してください。 
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正しくスキャンされない 

• 空白ページ 

原稿が正しくセットされていることを確認します。フラットべッ 
ド型スキャナでは、原稿の表を下に向け、原稿の 左上 隅をスキャ 
ナガラスの右下隅に合わせてセットします。 

• 明るすぎる、または暗すぎる 

。設定を調整してみます。正しい解像度と色設定を必ず使用して 
ください。 

。原稿が非常に明るい（または暗い）か、色の付いた用紙に印刷さ 
れている可能性があります。 

• 不要な線 

スキャナガラスにインク、接着剤、修正液、またはゴミが付着し 
ている可能性があります。スキャナガラスをクリーニングしてみ 
てください。詳細については、 デバイスのクりーニン グ を参照して 
ください。 

• 黒い点または縞 

。スキャナガラスにインク、接着剤、修正液、または不要物が付 
着しているか、スキャナガラスに汚れまたは傷があるか、スキ 
ャナの原稿押さえが汚れている可能性があります。スキャナガ 
ラスと原稿押さえをクリーニングしてみてください。詳細につ 
いては、 デバイスのクりーニン グ を參照して〈ださい。クリー 
ニングしても問題が解決しない場合は、必要に応じて、スキャ 
ナガラスまたはスキャナの原稿押さえを交換します。 

。スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性がありま 
す。 

• テキストが、#明でない 

設定を調整してみます。解像度と色の設定が正しいことを確認し 
てください。 

• サイズが小さくなる 

HP ソフトウェアが、スキャンした画像を縮小するように設定され 
ている可能性があります。設定の変更方法の詳細については、製 
品ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

ファクスの問題の解決 

このセクションでは、ファクスのセットアップに関するトラブルシュ 

—ティングについて説明します。ファクスが正しくセットアップされ 
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ていないと、ファクスの送信、ファクスの受信またはその両方で問題 
が発生する可能性があります。 

ファクスに問題がある場合、ファクステストレポートを印刷して、本 
体の状態を確認できます。本体でファクスが正しくセットアップされ 
ていない場合、テストに失敗します。このテストは、デバイスのファ 
クス機能のセットアップが完了した後に実行してください。詳細につ 
いては、 ファクス設定のテス ト を参照して〈ださい n 

テストに失敗した場合、レポートを參照して、問題の解決方法を確認 
してください。詳細については、 ファクス亍ストに失敗した を参照し 
てください。 

ファクス機能に問題がある場合は、まず以下を試してください。 

• 電話コードを確認します。別の電話コードを使い、問題が繰り返し 
発生するか確認します。 

• HP デバイスから他の機器を取り外します。 HP デバイスを壁側の 
モジュラージャックに直接接続して、問題が繰り返し発生するか 
確認します。 

* ファクステストに失敗した 

• ディスプレイに常に「受話器が外れています I と表示される 

• ファクスの送受信がうまくできない 

• 手動によるファクスの送信がうまくできない 

• ファクスを受信できないが、 i 关信はできる 

• ファクスを i 关信できないが、受信はできる 

• ファクス I ンが留守番雷話に録音される 

• デバイスに付属の雷話コードの長さが十分でない 
• コンピュータでファクスを受信できない ( PC ファクス受信または 

Mac にファクス） 

• 送信されたファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がありま 

• 受信したファクスに空白ページ、または縦方向の鎬模様がある 


ファクステストに失敗した 

ファクステストを実行して失敗した場合、レポートを調べて エラー の 
基本情報を確認します。詳細については、レポートでテストのどの部 
分で失敗したか確認し、このセクションの該当トピックで対処方法を 
ご確認ください。 
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このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 「ファクスハードウエアテスト I に失敗した 

• 「ファクスが壁側電話ジャックに接続完了 I テストに失敗した 

• 「雷話コードがファクスの正しいポートに接続完了 I テストに失敗 

した 

• 「ファクスで正しい雷話コード使用中 I テストに失敗した 

• 「ダイヤル!—ン検出1テストに失敗した 

• 「ファクス回線状態 I テストに夫敗した 


「ファクスハードウェアテスト」に失敗した 


解決方法： 

• デバイスのコントロールパネルの電源ボタンを使用してデバイ 
スの電源をオフにし、本体背面から電源コードを抜きます。数 
秒経過してから、電源コードを再び接続し、電源をオンにしま 
す。もう一度テストを実行します。またテストに失敗した場 
合、引き続きこのセクションのトラブルシューティング情報を 
調べてください。 

• テストファクスを送信または受信してみてください。ファクス 
の送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 

• [ファクスセットアップウィザード] ( Windows ) または [HP ファ 
クスセットアップユー ティ リ ティ] ( MacOSX ) からテストを実 
行している場合、ファクスの受信やコピーなど他のタスクを完 
了するためにデバイスがビジーになっていないことを確認しま 
す。コントロールパネルディスプレイのメッセージで、本体が 
ビジー状態であるかどうかを確認してください。ビジー状態の 
場合、タスクが終了してアイドル状態になってからテストを実 
ィ T します。 
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• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファク 
スの送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行し 
ます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行し 
ます。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 
す。[ファクスハードウエアテスト]の失敗が続き、ファクスを使 
用できない場合は、 HP サボートにお問い合わせください。 
www . hp . com / support にアクセスしてください。情報の入力を要求 
された場合は、国または地域を選択して、[お問い合わせ]をクリッ 
クして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せください。 


「ファクスが壁側電話ジャックに接続完了」テストに失敗した 

解決方法： 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電 
話コードがしっかり接続されていることを確認します。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用して〈ださい。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファッ 
クスの送受信が正常に行われないことがあります。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正し〈接続されていること 
を確認します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- 
LINE と書かれているポートに接続します。ファクスを使用する 
ための本体の設定の詳細については、 デバイスのファクス機能 
のセット アップ を 参照してください。 
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• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁 
側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認しま 
す。ダイヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、 
回線の検査を依頼して〈ださい。 

• テストファクスを送信または受信してみてください。ファクス 
の送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行し 

ます。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 

す。 


「電話コードが ファクスの正しいポートに接続完了」テストに 
失敗した 

解決方法：電話コードを正しいポートに接続します。 

1. デバイスに付属の電話コ_ドの一方の端を壁側のモジュラ 
—ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1 -LINE 
と書かれているポートに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コード 
を接続する必要がある場合もあります。 


歐注記 2- EXT ポートを使用して壁側のモジュラージャッ 
クに接続すると、ファクスの送受信はできません。 2- 
EXT ポートは、留守番電話などの機器接続専用です。 
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1 壁側のモジュラージャック 

2 "1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使 
用する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コード 
を接続する必要がある場合もあります。 


2.1- LINE というラベルの付いたポートに電話コードを接続し 
たら、もう一度ファクステストを実行します。テストに成 
功すると、ファクスを使用することができます。 

3. テストファクスを送信または受信してみてください。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用して〈ださい。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファク 
スの送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行し 
ます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スブリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 
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「ファクスで正しい電話コード使用中」テストに失敗した 


解決方法： 

• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャ 
ックに接続していることを確認してください。下図のように、 
電話コードの一方の端を本体背面にある 1- LINE というラベルの 
付いたポートに接続し、もう _ 方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたァダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを 
使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱つ 
ている電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している 
通常の電話コードがもう1本必要です。 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電 
話コードがしっかり接続されていることを確認します。 
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• 必ず本製品付属の電話コードを使用して〈ださい。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファク 
スの送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行し 
ます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 


「ダイヤルトーン検出」テストに失敗した 

解決方法： 

• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の原 
因となっている可能性があります。他の機器が原因になってい 
るかどうかを確認するために、電話回線からすべての機器を外 
し、もう一度テストを実行します。他の機器を外したときに[ダ 
イヤルトーン検出テスト]に成功する場合、他の1つ以上の機器 
が問題の原因になっている可能性があります。問題の原因にな 
っている機器を特定できるまで、機器を一度に1つずつ戻し、 
そのたびにテストを実行します。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁 
側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認しま 
す。ダイヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、 
回線の検査を依頼してください。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていること 
を確認します。デバイスに付属の電話コ_ドの一方の端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- 
LINE と書かれているポートに接続します。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 
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• PBX システムなど、ご使用の電話システムが通常のダイヤルト 
—ンを使用していない場合、テストに失敗する原因になる可能 
性があります。これは、ファクス送受信の問題の原因にはなり 
ません。テストファクスを送信または受信してみてください。 

• お住まいの国パ也域に対して、国/地域の設定が適切に設定されて 
いることを確認してください。国/地域が設定されてないか、間 
違って設定されていると、テストに失敗し、ファクスの送受信 
に問題が発生することがあります。 

• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してくださ 
し、。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信 
できません。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するに 
は、回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞 
きます。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話 
用に設定された電話回線の場合があります。本体をアナログ回 
線に接続し、ファクスの送受信を試します。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファク 
スの送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行し 
ます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行し 
ます。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 
す。[ダイヤルトーン検出]テストに引き続き失敗し続ける場合、 
電話会社に連絡して回線の検査を依頼してください。 
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「ファクス回線状態」テストに失敗した 


解決方法： 

• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認して〈ださ 
し、。 アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信 
できません。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するに 
は、回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞 
きます。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話 
用に設定された電話回線の場合があります。本体をアナログ回 
線に接続し、ファクスの送受信を試します。 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電 
話コードがしっかり接続されていることを確認します。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正し〈接続されていること 
を確認します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- 
LINE と書かれているポートに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器が テス ト失敗の原 
因となっている可能性があります。他の機器が原因になってい 
るかどうかを確認するために、電話回線からすべての機器を外 
し、もう一度 テス トを実行します。 

。他の機器を外したときに[ファクス回線状態テスト]に成功す 
る場合、他の1つ以上の機器が問題の原因になっている可能 
性があります。問題の原因になっている機器を特定できるま 
で、機器を一度に1つずつ戻し、そのたびにテストを実行し 
ます。 

。他の機器を外して[ファクス回線状態テスト]に失敗する場合 
は、正常に機能している電話回線に本体を接続して、引き続 
きこのセクシヨンのトラブルシューティングを実施します。 
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• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファク 
スの送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行し 
ます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行し 
ます。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 
す。[ファクス 回線 状態]テストに引き続き失敗し続け、ファクスが 
できない場合、電話会社に連絡して回線の検査を依頼してくださ 
い。 


ディスプレイに常に「受話器が外れています」と表示される 

解決方法： 間違った種類の電話コードを使用しています。本体を 
電話回線に接続する際は、必ず付属の電話コードを使用してくださ 
し、。本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを 
使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱ってい 
る電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通常の電 
話コードがもう1本必要です。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


解決方法： 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性 
があります。内線電話（同じ電話回線を使用している電話で、本体 
に接続されていないもの）またはその他の機器が使用中でないこ 
と、受話器が外れていないことを確認してください。内線電話の 
受話器が外れている場合や、コンピュータのモデムを経由して電子 
メールの送信やインターネットへのアクセスを実行している場合、 
本体のファクス機能は使用できません。 
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ファクスの送受信がうまくできない 

解決方法： 本体の電源がオンになっていることを確認します。本 
体のディスプレイを見てください。ディスプレイに何も表示され 
ず、 電源 ランプが点灯していない場合は、本体の電源が入ってい 
ません。本体の電源コードが電源コンセントにしっかりと差し込 
まれていることを確認してください。 電源 ボタンを押して、デバ 
イスの電源を入れてください。 

本体の電源をオンにしたら、5分ほど待ってから、ファクスの送受 
信を行うようお勧めします。本体の電源をオンにしても、初期化 
中は送受信できません。 


解決方法： 

• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャ 
ックに接続していることを確認してください。下図のように、 
電話コードの一方の端を本体背面にある 1- LINE という ラベルの 
付いたポートに接続し、もう一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接 
続する必要がある場合もあります。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポ_卜に接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


本製品に付属の電話コ_ドの長さが足りない場合、カプラーを 
使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱つ 
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ている電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している 
通常の電話コードがもう1本必要です。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁 
側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認しま 
す。発信音が聞こえない場合、電話会社にお問い合わせ〈ださ 
い。 

• 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性がありま 
す。内線電話の受話器が外れている場合や、コンピュータのモ 
デムを経由して電子メールの送信やインターネットへのアクセ 
スを実行している場合、本体のファクス機能は使用できませ 
ん〇 

• 他のプロセスが エラー の原因となっていないか確認してくださ 
し、。ディスプレイまたはコンピュータで、問題とその解決法の 
エラ—メッセージを 確認してください。 エラー が解決するま 
で、ファクスの送受信を行うことができません。 

• 電話回線の接続ノイズが発生している可能性があります。電話 
回線の音質が悪い（ノイズがある）と、ファクスの使用時に問題 
が発生することがあります。電話を壁側のモジュラージャック 
に接続し、静電ノイズなどのノイズに注意して、電話線の音質 
をチェックしてください。ノイズが聞こえたら、 [エラー補正モ 
—ド] ( ECM ) をオフにして、もう一度ファクスしてみて〈ださ 
し、。 ECM の変更方法の詳細については、オンスクリーンヘル 
プを参照して〈ださい。問題が解決しない場合、電話会社に連 
絡して〈ださい。 

• デジタル加入者線 （ DSL ) サービスの使用時は、 DSL フィルタが 
接続されていることを確認してください。そうしないと、ファ 
ックスを使用することができません。詳細については、 ケース 
B : DSL 環境でのデバイスのセットアップ を 參照してくださ 
い。 

• DSL サービスを使用していて、 DSL フィルタが接続されている 
場合は、フィルタがファクストーンをさえぎっている可能性が 
あります。フィルタを取り外し、デバイスを壁に直接接続して 
みてください。 

• 本体が、デジタル電話用のモジュラージャックに接続されてい 
ないことを確認してください。電話回線がデジタルであるかど 
うかを確認するには、回線に通常のアナログ電話を接続してダ 
イヤルトーンを聞きます。通常のダイヤル音が聞こえない場合 
は、デジタル電話用に設定された電話回線の場合があります。 
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• PBX (構内交換機）または ISDN コンバータ/ターミナルアダプタ 
を使用している場合は、本体が正しいポートに接続され、夕 _ 
ミナルアダプタがお住まいの国または地域に適した種類のスイ 
ッチに設定されていることを確認してください。詳細について 
は、 ケース C : PBX 雷話システムまたは ISDN 回線の環境での 

デバイスのセットアップ を 参照してください。 

• 本体が DSL サービスと同じ電話回線を共有している場合、 DSL 
モデムが正しく接地されていない可能性があります。 DSL モデ 
ムが正しく接地されていない場合、電話回線にノイズが発生す 
ることがあります。電話回線の音質が悪い（ノイズがある）と、 
ファクスの使用時に問題が発生することがあります。電話機を 
壁側のモジュラージャックに接続して、静的ノイズなどのノイ 
ズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できます。ノイ 
ズが聞こえる場合は、 DSL モデムをオフにして、少な〈とも 
15分間電力を完全に除去します。 DSL モデムをもう一度オン 
にして、ダイヤルトーンを聞いてください。 


m 注記今後、電話回線で再び雑音が聞こえる場合がありま 
す。ファクスの送受信が停止する場合は、この手順を繰り返 
してください。 

電話回線のノイズが消えない場合、電話会社に連絡してくださ 
し、。 DSL モデムをオフにする方法については、 DSL プロバイダ 
にお問い合わせください。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因に 
なる場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージ 
ャックに接続する2コードコネクタです。 ） スブリッターを取 
り外し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて 
ください。 
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手動によるファクスの送信がうまくできない 


解決方法: 


m 注記この解決策は、本製品に2線式電話コードが付属している 
次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ース 
トラリア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、イン 
ドネシア、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シア、メキシ 
コ、フィリピン、シンガポール、台湾、タイ、米国、ベネズェ 
ラ、ベトナム。 

• ファクスを実行するために使用する電話機が、本体に直接接続_ 

されていることを確認してください。ファクスを手動で送信す 
るには、下図のように、本体の 2-EXT というラベルの付いたポ 
—卜に電話機を直接接続してください。 


0 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

3 

電話 


• 本体に直接接続された電話から手動でファクスを送信する場 
合、ファクス送信には電話機のキーパッドを使用する必要があ 
ります。デバイスのコントロールパネルのキーパッドは使用で 
きません。 


m 注記シリアル方式の電話システムを使用している場合は、 
電話を 「2-EXT」 と書かれているポートに接続します。 
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ファクスを受信できないが、送信はできる 


解決方法： 

• 着信識別 サー ビスを使用していない場合は、 [応答呼出し音の パ 
ターン] 機能が [すべての呼び出し] に設定されていることを確認 
します。詳細については' 着信識別応答呼び出し音のパターン 
の変更 を 参照して〈ださい。 

• [自動応答] が [オフ] に設定されている場合、ファクスの自動受 
信は行われません。ファクスを手動で受信する必要がありま 
す。ファクスの手動受信についての詳細は、 ファクスの手動受 
il を参照して〈ださい。 

• ファクスと同じ電話番号でボイスメ _ ルサ _ ビスをお使いの場 
合は、ファクスを手動で受信しなければなりません。自動受信 
することはできません。受信ファクスの着信に応答するために 
その場にいる必要があります。ボイスメ _ ルサ _ ビスをお使い 
の場合にファクスをセットアップする方法については、 ケース 
F : 雷話とファクスとボイスメールサービスを一緒に利用する 

を參照してください。ファクスの手動受信についての詳細は、 
ファクスの手動受信 を 参照してください。 

• 本体と同じ電話回線上にコンピュータモデムがある場合は、モ 
デムに付属のソフトウェアが、ファクスを自動受信する設定に 
なっていないことを確認してください。ファクスを自動受信す 
るよう設定されたモデムは、電話回線を占有してすべての受信 
ファクスを受け取るため、本体がファクス呼び出しを受信でき 
ません。 

• 本体と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、以下のいず 
れかの問題が発生している可能性があります。 

。留守番電話が本体に対して適切にセットアップされていな 
い。 

。発信メッセージが長すぎる、または発信メッセージの音量が 
大きすぎるために、本体がファクストーンを検出できず、そ 
れが原因で送信元のファクス機が切断されている。 

。本体がファクストーンを検出できるだけの充分な時間が、留 
守番電話の発信メッセージの後にない。この問題は、デジタ 
ル留守番電話の場合に最もよく発生します。 
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以下のアクションを実行すると、これらの問題が解決される場 

合があります。 

。ファクスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、 ケー 
ス丨：雷話とファクスと留守番雷話を一緒に利用する の説明 
のとおり、留守番電話を本体に直接接続してください。 

。本体でファクスを自動受信するように設定されていることを 
確認します。本体でファクスを自動受信するように設定する 
方法については、 ファクスの受信 を 參照してください。 

。[応答呼出し回数] 設定を留守番電話よりも多い回数に設定し 
ていることを確認します。詳細については、 応答までの呼び 
出し回数の設定 を 参照してください。 

。留守番電話の接続を解除し、ファクスを受信してみます。こ 
の状態でファクスの受信に成功した場合は、留守番電話が原 
因である可能性があります。 

。留守番電話をもう一度接続し、発信メッセージを録音し直し 
ます。約10秒の長さのメッセージを録音します。メッセー 
ジを録音するときには、低い音量で、ゆっくりと話してくだ 
さい。音声メッセージの後、沈黙した状態で5秒以上録音を 
続けます。この沈黙時間を録音するときには、バックグラウ 
ンドノイズが入らないよう注意します。もう一度ファクス 
を受信してください。 


趑注記 デジタル留守番電話には、外出メッセージの最後に 
録音した無音部分を保持しないものもあります。外出メ 
ッセージを再生して確認して〈ださい。 
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• 本体が、留守番電話やコンピュータモデム、マルチポートスイ 
ッチボックスなど、その他のタイプの電話機器と同じ電話回線 
を共有している場合は、ファクスの信号レベルが低下すること 
があります。スブリッターを使ったり、別のケーブルをつない 
で電話コードを延長しても信号レベルは低下します。ファクス 
の信号レベルが低下すると、ファクスの受信に問題が発生する 
場合があります。 

他の機器が問題の原因となっているかどうかを調べるには、本 
体以外のすベての機器を電話回線から取り外し、ファクスを受 
信してみてください。他の機器を外したときにファクスを正常 
に受信できる場合は、他の少なくとも1台の機器が問題の原因 
である可能性があります。問題の原因になっている機器を特定 
できるまで、機器を一度に1台ずつ戻し、そのたびにファクス 
を受信します。 

• ファクス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊な場合（電話 
会社を通じて着信識別サービスを使用している場合）は、本体 
の[応答 呼出し音の パターン]機能がそれに合致するように設定 
されていることを確認してください。詳細については、 着信識 
別応答呼び出し音のパターンの変更 を 参照してください。 
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ファクスを送信できないが、受信はできる 

解決方法： 

• 本体のダイヤル速度が速すぎるか、またはダイヤルの間隔が短 
すぎます。ファクス番号の途中に間隔の挿入が必要になること 
があります。たとえば、電話番号をダイヤルする前に外線にア 
クセスする必要がある場合、外線番号の後ろに間隔を挿入して 
くださしヽ。ダイヤルする番号が95555555で、9が外線へのア 
クセス番号である場合、 9-555-5555 のように間隔を揷入しま 
す。 9-555-5555 入力するファクス番号間に _ 定の間隔を入れる 
には、リダイヤル/ポーズを押すか、ディスプレイにダッシュ記 
号 [-] が表示されるまで、[スペース （#)] ボタンを繰り返し押し 
ます。 

ダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信できます。こ 
れにより、ダイヤル時に電話回線の音を聞くことができます。 
ダイヤルのペースを設定し、ダイヤル時にプロンプトに応答で 
きます。詳細については' ダイヤルモニタリングを使用したフ 
ァクス送信 を 参照して〈ださい。 

• ファクス送信の際に入力したファクス番号の形式が正しくない 
か、受信中のファクス機に問題が発生しています。電話機から 
ファクス番号をダイヤルし、ファクスト _ ンを聞いて〈ださ 
し、。 ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機 
の電源が入っていなかったり、接続されていなかったりする場 
合があります。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話 
回線を妨害している場合もあります。受信者に、受信側のファ 
クス機に問題がないか確認するように依頼してください。 
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ファクストーンが留守番電話に録音される 


解決方法： 

• ファクスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、 ケース 
I: 雷話とファクスと留守番電話を一緒に利用する の説明のとお 
り、留守番電話を本体に直接接続してください。留守番電話を 
推奨される方法で接続しないと、ファクストーンが留守番電話 
に録音される場合があります。 

• 本体のファクス機能が自動受信に設定され、[応答 呼出し回数] の 
設定が適切であることを確認してください。デバイスの応答呼 
出し回数を、留守番電話が応答する回数よりも多く設定する必 
要があります。留守番電話と本体で設定されている応答までの 
呼び出し回数が同じ場合、電話とファクスの両方が着信に応答 
してしまうため、ファクストーンが留守番電話に録音されま 
す。 

• 留守番電話の呼び出し回数を少なくし、本体の呼び出し回数を 
サポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、 
国/地域によって異なります)。この設定では、留守番電話が電 
話に応答し、デバイスが電話回線を監視します。本体がファク 
ス受信音を検出した場合は、本体がファクスを受信します。着 
信が電話の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音しま 
す。 詳細については、 応答までの呼び出し回数の設定 を 参照し 
てください。 


デバイスに付属の鼋話コードの長さが十分でない 

解決方法： 本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、力 
ブラーを使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを 
扱っている電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している 
通常の電話コードがもう1本必要です。 


：?：ヒント本体に2線式電話コードアダプタが付属している場合 
は、4線式電話コードと合わせて使用して長さを延長できま 
す。2線式電話コードアダプタの使用方法については、付属の 
マニユアルを参照してください（日本では付属しておりませ 
ん)。 
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鼋話コードを延長するには 

1. 本製品に付属の電話コードの一方の端をカプラーに、もう 
一方の端を本体背面の 1-LINE というラベルの付いたポー 
卜に接続します。 

2. もう1本の電話コードを、カプラ_の空いているポートと 
壁側のモジュラージャックに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コード 
を接続する必要がある場合もあります。 


コンピュータでファクスを受信できない （ PC ファクス受信また 
は Mac にフアクス） 

原因： HP Digital Imaging Monitor がオフです （Windows のみ)。 

解決方法：タスクバーを確認して、 HP Digital Imaging Monitor ^ 
常にオンであることを確認します。 

原因： ファクスの受信用として選択したコンピュータがオフで 
す。 

解決方法：ファクス受信用として選択したコンピュータが常に才 
ンであるようにしてください。 

原因： セッ ト アップ用とファクス受信用に設定したコンピュータ 
が異なり、いずれかの電源がオフです。 

解決方法：ファクスを受信するコンピュータがセットアップに使 
用したコンピュータと異なる場合、両方のコンピュータの電源が常 
に入っている必要があります。 

原因： 給紙トレイに用紙がセットされていません。 

解決方法：給紙トレイに用紙をセットします。 

原因： 内部メモリがいっぱいです。 

解決方法：ファクスログおよびメモリを消去し、内部メモリをク 
リアします。 
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原因： [ PC ファクス受信]または [ Mac にファクス]が無効になって 
いるか、コンピュータがファクスを受信するように設定されていま 
せん。 


解決方法： [ PC ファクス受信]または [ Mac にファクス]を有効に 
し、コンピュータがファクスを受信するように設定されていること 
を確認します。 


原因 ： HP Digital Imaging Monitor (Windows のみ）が正しく 動作し 
ません。 

解決方法 ： HP Digital Imaging Monitor を再起動するか、コンピュ 
_夕を再起動します。 


送信されたファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様があ 
ります 

原因：ファクスを送信するときに、ページにブランクがある、ま 
たは送信されたファクスに縦方向の縞模様がある 
解決方法：ファクスのコピーを作成します。コピーに問題がなけ 
れば、受信者のファクス機に問題がある可能性があります。 
コピーがブランクの場合、スキヤナガラス、スキヤナの原稿押さ 
え、または自動ドキュメントフィーダをクリーニングする必要が 
あります 0 詳細については、 デバイスのクリ_ニング または スキヤ 
ンの問題の盤 決を 參照してください。 


受信したファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がある 

原因：製品で受信したファクスがブランク、または印刷結果の画 
像、またはテキストに縦方向の黒い縞模様があります。 


解決方法：セルフテストページを印刷して、正しく印刷されるか 
どうか調べます。 

セルフテストページが正しく印刷される場合は、送信側のファク 
スに問題がある可能性があります。別のファクス機からのファクス 
を受信してみてください。 

セルフテストページが正しく印刷されない場合は、 印刷上の問頴 
の解決 を 参照してください。 
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HP デジタルソリューシヨンの問題の解決 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- HP ダイレクトデジタルファイリングの問題の解決 

• HP デジタルファイルの問題を解決する 

HP ダイレクトデジタルファイリングの問題の解決 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 共通の問顆 

• ネットワークフォルダにスキヤンできない 

• 雷子メールへのスキヤンができない 

共通の問題 

用紙サイズを[自動]に設定するとスキヤン画像が正しくトリミングさ 
れない 

可能な場合は適切な用紙サイズを使用し、小さいメディア/写真の場合 
のみ、[自動]を使用してください。 


HP Officejet Pro デバイスがネットワークに正しく設定されない 

HP Officejet Pro デバイスが適切に設定され、ネットワークに接続され 
ていることを確認します。 

。 HP デバイスを使用して文書を印刷してみてください。 

。 HP デバイスに対するネットワーク設定を確認し、有効な IP アドレ 
スがあることを確認します。 

。 HP デバイスに対して P 旧 G コマンドを実行し、デバイスが応答す 
ることを確認します。詳細については、オペレーティングシステ 
ムのマニュアルを参照してください。 
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サーバ名が見つからない、または解決できない 

セットアップ時に指定したサーバ名を特定の IP アドレスに解決できな 
いと、サ _ バへの接続に失敗することがあります。 

。サーバーの IP アドレスを使用してみてください。 

。 DNS を使用している場合は、以下を必ず行って〈ださい。 

完全修飾 DNS 名を使用します。 

HP Officejet Pro デバイスで DNS サーバが正しく設定されているこ 
とを確認します。 

-：?：- ヒント DNS の設定を最近変更した場合は、 HP デバイスの電源を 
いったんオフにした後、再びオンにします。 

詳細については、ネットワーク管理者、またはネットワークを設定し 
た人物に連絡してください。 

設定プロセス中にソフトウェアで HTTP エラーが発生する ( Windows ) 

Windows のウィザード使用中に HTTP エラーが発生する場合は、 
www . hp . com/support でエラーの説明を確認してください。 

ネットワークフォルダにスキヤンできない 

ぽ注記 HP ダイレクトデジタルファイリングは、 Active Directory を 
サポ _ 卜していません。 


ネットワークフォルダのあるコンピュータの電源がオフになっている 
ネットワークフォルダが格納されているコンピュータの電源がオンに 
なっていて、ネットワークに接続されていることを確認します。 

ネットワークフォルダが正しく設定されていない 
• サーバ上にフォルダが作成されていることを確認します。詳細につ 
いては、使用しているオペ レー ティングシステムの マニュアルを 
参照してください。 

• フォルダが共有され、ューザ _ がフォルダの読み取りと書き込みの 
両方を実行できることを確認します。 Macintosh コンピュータを使 
用している場合は、 SMB 共有が有効になっていることを確認しま 
す。詳細については、使用しているオペレーティングシステムの 
マニュアルを参照してください。 
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• フォルダ名にオペレーティングシステムでサポートされている文 
字のみが使用されていることを確認します。詳細については、オペ 
レーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

• フォルダ名が HP ダイレクトデジタルファイリングセットアップ 
ウィザード、または HP セットアップアシスタントに正しい形式で 
入力されていることを確認します。詳細については、ウィザード、 
またはセットアップアシスタントの情報を參照して〈ださい。 

• 有効なユーザー名とパスワードを入力していることを確認します。 
詳細については、ウィザード、またはセットアップアシスタント 
の情報を參照して〈ださい。 

ディスクがいっぱい 

ネットワークフォルダが存在するサーバのディスクに十分な空き領域 
があることを確認します。 

HP Officejet Pro デバイスが割り当てられたプレフィックスとサフィ 
ックスを使用して一意のファイル名を作成できない 
HP Officejet Pro デバイスが同じプレフィックスとサフィックスで作成 
できるのは最大9,999ファイルです。フォルダに多くのファイルをス 
キャンしている場合は、プレフィックスを変更します。 


ファイルのプレフィックスが正しく設定されていない 
フォルダ名とファイル名にオペレーティングシステムでサボートされ 
ている文字のみが使用されていることを確認します。詳細について 
は、オペレーティングシステムのマニュアルを參照してください。 

電子メールへのスキヤンができない 

電子メールのプロファイルが正しく設定されていない 

有効な送信 SMTP サーバ設定が HP ダイレクトデジタルファイリン 

グセットアップウィザード、または HP セットアップアシスタント 

で指定されていることを確認します。 SMTP サーバ設定の詳細につい 

ては、電子メールサービスプロバイダから提供された文書を參照して 

ください。 
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複数の受信者に送信した電子メールメッセージが一部の受信者にしか 
送信されない 

電子メールアドレスが間違っている、または電子メールサ_バに認識 
されていない可能性が あります。 電子メールアドレスが HP ダイレク 
トデジタルファイリングセットアップウイザード、または HP セッ 
トアップアシスタントに正しい形式で入力されていることを確認しま 
す。 電子メールの受信箱に、電子メールサーバからの送信 エラー 通知 
メッセージがないか確認し ます。 

容量の大きい電子メールのメ ッ セージを送信している 
一部の電子メールサーバは、事前設定されたサイズより大きい電子メ 
—ルメ ッセー ジを拒否する設定になっています。電子メールサーバに 
最大ファイルサイズの制限があるかを確認するには、電子メールサー 
ビスプロバイダから提供された文書を參照してください。電子メール 
サーバにこのような制限がある場合は、送信メールプロファイルでメ 
_ルの添付ファイルの最大サイズを鼋子メ ールサーバの制限より小さ 
い値にしてください。 
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電子メールメ ッ セージの日付と時刻が間違っている 
サマータイムを使用している国/地域の場合、電子メールメッセ—ジで 
送信される時刻が間違っている可能性があります。 

サマータイム中に正しい時刻が報告されるようにするには 、 HP 
Officejet Pro デバイスが使用するタイムゾーンが正しい時刻を反映す 
るように、 EWS を使用して手動で変更します。 

。使用しているコンピュータでサボートされている Web ブラウザ 
(Microsoft Internet Explorer , Opera、Mozilla Firefox 、 または 
Safari ) を開きます。 

。 HP Officejet Pro デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力 
します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレスが 
123.123 .123. 123の場合、以下のアドレスを Web ブラウザに入力 
します。 

rhttp ://123.123.123.123 j IPv 6 専用ネットワーク環境を使用して 
いて、 IP アドレスが FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、以下のア 
ドレスを Web ブラウザに入力します。 「 http :// 
[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7]」 

Web ブラウザのウインドウに EWS ページが表示されます。 


歐注記 EWS の使用の詳細については、 組み込み Web サーバ を 参 
照してください。 

。[設定] タブをクリックし、 [基本設定] の下の [タイムゾーン] をク 
リックします。 

。正しい時刻に対応するタイムゾーンを選択します（通常は使用する 
タイムゾーンの1時間前)。 

歐注記 標準時間に戻ったら、実際のタイムゾーンの時刻を反映す 
るように変更します。 


HP ダイレクトデジタルファイリング （ Windows ) を設定した後に、 
共有ダイアログボックスが違っている 

WindowsXP を実行しているコンピュータを使用している場合は、簡 
易ファイルの共有 （ SFS ) を使用してフォルダを設定できます。 SFS を 
使用して設定したフォルダは匿名で共有されます。ユーザー名やパス 
ワードは要求されず、すべてのユーザーにフォルダの読み取りと書き 
込みが可能になります。また、共有の有効化に使用されるダイアログ 
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ボックスは、標準の Windows の共有ダイアログボックスとは異なつ 
ています。 

ただし、 HP Officejet Pro から送信されるデータのセキュリティを確保 
するため、 HP ダイレクトデジタルフアイリングセットアップウィ 
ザードは、 SFS をサポ_卜していません。このため、コンピュ_夕 
は、 SFS ダイアログボックスの代わりに、標準の共有ダイアログボ 
ックスを表示します。詳細については、使用しているオペレーテイン 
グシステムの マニュアルを 参照してください。 

HP デジタルファイルの問題を解決する 


W 注記ネットワークフォルダにファクス機能は、 Active Directory を 
サポ _ 卜していません。 


ネットワークフォルダのあるコンピュータの電源がオフになっている 

ネットワークフォルダにファクス機能を使用している場合は、ファク 

スの受信に選択したコンピュータが常にオンになっていて、ネットワ 

—クに接続されていることを確認します。 

ネットワークフォルダが正しく設定されていない 

ネットワークフォルダにファクス機能を使用している場合は、以下を 

確認します。 

• サーバ上にフォルダが作成されていることを確認します。詳細につ 
いては、使用しているオペ レー ティングシステムの マニュアルを 
参照してください。 

• フォルダが共有され、ユーザーがフォルダの読み取りと書き込みの 
両方を実行できることを確認します。 Macintosh コンビュータを使 
用している場合は、 SMB 共有が有効になっていることを確認しま 
す。詳細については、使用しているオペレーティングシステムの 
マニュアルを 參照して〈ださい。 

• フォルダ名にオペレーティングシステムでサボートされている文 
字のみが使用されていることを確認します。詳細については、オペ 
レーティングシステムのマニュアルを參照してください。 
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• フォルダ名が HP ダイレクトデジタルファクスセットアップウィ 
ザード、または HP セットアップアシスタントに正しい形式で入力 
されていることを確認します。詳細については、ウィザード、また 
はセットアップアシスタントの情報を参照してください。 

• 有効なュ_ザ_名とパスワードを入力していることを確認します。 
詳細については、ウィザード、またはセットアップアシスタント 
の情報を參照して〈ださい。 

エラー 状態で HP デジタルファクスが妨害されている 
HP Officejet Pro デバイスが受信ファクスを印刷する設定になっていて 
用紙切れの場合は、給紙トレイに用紙をセットするか、エラー状態を 
解決します。受信ファクスは印刷された後、ネットワークフォルダに 
保存されるか、指定された電子メ _ ルアドレスに転送されます。 

内部メモリがいっぱいになっている 

HP Officejet Pro デバイスの内部メモリがいっぱいになっていると、フ 
ァクスの送受信ができません。未保存ファクスが多数格納されていて 
メモリがいっぱいになっている場合は、 HP デバイスのコントロール 
パネルの指示に従います。 


△注意ファクスログを消去すると、 HP デバイスのメモリに格納さ 
れた未保存ファクスが内部メモリによって削除されます。 


ファクスの日付と時刻が間違っている 

サマータイムを使用している国/地域の場合、ファクスのタイムスタン 
プが必ずしも口ーカルタイムゾーンの正確な時刻を反映しているとは 
限りません。また、アーカイブされたファクスのタイムスタンプを含 
むデフオルトのファイル名が、影響している可能性もあります。 
ファクスが受信された正しい時刻を確認するには、 HP Officejet Pro デ 
バイスの コン トロールパネルからファクスログを印刷します。 
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サマータイム中にファクスで正しい時刻が報告されるようにするに 
は、 HPOfficejetPro デバイスが使用するタイムゾーンが正しい時刻 
を反映するように、 EWS を使用して手動で変更します。 

。使用しているコンピュータでサボートされている Web ブラウザ 
(Microsoft Internet Explorer ' Opera、Mozilla Firefox 、 または 
Safari ) を開きます。 

。 HP Officejet Pro デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力 
します。 

例えば、 IPv 4 ネットワーク環境を使用していて、 IP アドレスが 
123.123 .123.123 の場合、以下のアドレスを Web ブラウザに入力 
します。 

rhttp ://123.123.123.123 j IPv 6 専用ネットワーク環境を使用して 
いて、 IP アドレスが FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E の場合、以下のア 
ドレスを Web ブラウザに入力します。 「 http :// 
[ FE 80:: BA : D 0 FF : FE 39:73 E 7 ]J 

Web ブラウザのウィンドウに EWS ページが表示されます。 

EWS の使用の詳細については、 組み込み Web サーバ を参照してく 
ださい。 

。[設定]タブをクリックし、[基本設定]の下の[タイムゾーン]をク 
リックします。 

。正しい時刻に対応するタイムゾーンを選択します（通常は使用する 
タイムゾーンの1時間前)。 

歐注記標準時間に戻ったら、実際のタイムゾーンの時刻を反映する 
ように変更します。 


ネットワークの問題の解決 


歐注記以下を修正した後、インストールプログラムを再度実行しま 
す。 


一般的なネットワークトラブルシューティング 
• デバイスソフトウェアをインストールできない場合は、以下を確 
認します： 

。コンピュータとデバイスにすべてのケーブルがしっかりと接続 
されている。 

。ネットワークが使用できる状態で、ネットワークハブがオンに 
なっている。 
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。 Windows を実行しているコンビュータで、ウィルス保護プログ 
ラム、スパイウヱア保護プログラム、ファイアウォールを含む 
あらゆるアプリケーションが終了しているか、または無効にさ 
れている。 

。デバイスを使用するコンピュータと同じサブネット上にデバイ 
スがインストールされていることを確認します。 

。インストールプログラムがデバイスを検知できない場合は、ネ 
ットワーク設定ページを印刷してインストールプログラムに IP 
アドレスを手動で入力します。詳細については、 ネットワーク 
設定ページの 理解 を參照してください。 

• Windows を実行中のコンピュータを使用している場合は、デバイ 

スドライバに作成されたネットワークポートがデバイスの IP アド 

レスと一致していることを確認します。 

。デバイスのネットワーク設定ページを印刷します。 

。[スタート] をクリックして [設定] をクリックし、 [プリンタ] ま 
たは [プリンタと FAX] をクリックします。 

-または- 

[スター ト] をクリックして [コン ト ロー ルパネル] をクリック 
し、 [プリンタ] をダブルクリックします。 

。 デバイスのアイコンを右クリックして [プロパティ] をクリック 
してから [ポート] タブをクリックします。 

。デバイスの TCP/IP ポートを選択し、 [ポートの構成] をクリック 
します。 

。ダイアログボックスに表示された IP アドレスを比較し、ネット 
ワーク設定ページに表示された IP アドレスと一致することを確 
認します。 IP アドレスが一致しない場合は、ネットワーク設定 
ページのアドレスと一致するようダイアログボックスの IP アド 
レスを変更します。 

。 [OK] を2回クリックして設定を保存し、ダイアログボックスを 
終了します。 
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有線ネットワークへの接続の問題 （ Windows ) 

• ネットワークコネクタのリンクランプが点灯しない場合は、「_ 
般的なネットワークトラブルシューティング」の項目がすべて満 
たされていることを確認します。 

• デバイスに静的 IP アドレスを割り当てることは推奨されていませ 
んが、これを行うことによってインストールの問題（パーソナルフ 
アイアウオールとの競合など）が解決される場合があります。 


ワイヤレス通信に関連する問題の解決 

ワイヤレス設定とソフトウエアのインストールを行ってもデバイスが 
ネットワークと通信できない場合、以下の作業の1つ以上を記載され 
ている順序で実行します。 

• ワイヤレスの基本的なトラブルシューティング 

• ワイヤレスの i 羊細なトラフルシューティング 

ワイヤレスの基本的なトラブルシューティング 

下記の手順を記載された順序で実行します。 

手順1 - ワイヤレス (802.11) ランプがオンになっていることを確認し 
ます。 

HP デバイスのワイヤレスボタンの近くにある青色のランプが点灯し 
ていない場合、ワイヤレス機能がオフになっている可能性がありま 
す。ワイヤレス機能をオンにするには、 ワイヤレス ボタンを3秒間押 
し続けます。 


m 注記 HP デバイスが Ethernet ネットワークをサポートしている場 
合、 Ethernet ケーブルがデバイスに接続されていないことを確認し 
ます。 Ethernet ケーブルを接続すると、 HP デバイスのワイヤレス 
機能がオフになります。 


手順2 -ワイヤレスネットワークのコンポーネントを再起動します。 
ルータおよび HP デバイスの電源をオフにしてから、最初にルータ、 
次に HP デバイスの順番で電源をオンにします。まだ接続できない場 
合は、ルータ、 HP デバイス、およびコンピュータをオフにします。電 
源を入れ直すことにより、ネットワーク通信の問題が解決することが 
あります。 
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手順 3- ワイヤレスネットワークテストを実行します。 

ワイヤレスネットワークの問題の場合、ワイヤレスネットワークテ 
ストを実行します。ワイヤレスネットワークテストページを印刷す 
るには、 ワイヤレス ボタンを押したまま、 リジューム ボタンを2 回 
押します。その後、すべてのボタンを放します。問題が検出される 
と、印刷されたテストレポートに問題の解決に役立つ可能性がある推 
奨事項が示されます。 

ワイヤレスの詳細なトラブルシューティング 

基本的なトラブルシューティングのセクションに記載されたアドバイ 
スに従ったが、まだ HP デバイスをワイヤレスネットワークに接続で 
きない場合は、次のアドバイスを記載された順序で試みてください。 

• コンピュータがネットワークに接続されていることを確認します。 

• HP デバイスがネットワークに接続されていることを確認してくだ 

さい n 

• ファイアウォールソフトウIアが通信を妨げていないかどうかを 

確認します n 

• HP デバイスがオンラインであり印刷可能であることを確認しま 

す n 

• ワイヤレスルータが非公開の SSID を使用している 

• HP デバイスのワイヤレスバージョンがデフォルトプリンタドラ 

イバとして設定されていることを確認してくださし WWindows の 

み L 

• HP Network Devices Support サービスが'動作していることを石萑言忍し 

ます （Windows のみ L 

• /\— ドウエアアドレスを Wireless Access Point (WAP) に追カロする 
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コンピュータがネットワークに接続されていることを確認しま 
す 。 

ワイヤレス接続を確認するには 

1. コンピュータのワイヤレス機能がオンになっていることを確 
認します。（詳細は、コンピュータに付属するドキュメントを 
參照してください)。 

2. 一意のネットワーク名 （ SSID ) を使用していない場合は、ワイ 
ヤレスコンピュータをお客様のネットワークではない近くの 
ネットワークに接続することが可能です。 

以下の手順で、コンピュータがお客様のネットワークに接続 
されているかどうかを確認できます。 

Windows 

a ■[スタート]をクリックし、[コントロ ールパネル]をクリッ 
クし、[ネットワーク接続]をポイントしてから、[ネットワ 
ークの状態]と[タスクの表示]をクリックします。 

または 

[スタート]をクリックし、[設定]を選択し、[コントロー 
ルパネル】をクリックして、[ネットワーク接続]をダブル 
クリックし、[表示]メニューをクリックしてから[詳細]を 
選択します。 

次の手順を続行する間、ネットワークのダイアログボック 
スを開いたままにします。 

b . ワイヤレスルータから電源コードを抜きます。コンピュー 
夕の接続状態が[接続されていません]に変わるはずです。 
c ■ワイヤレスルータに電源コ_ドをもう_度差し込みます。 
コンピュータの接続状態が[接続されています]に変わるは 
ずです。 
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Mac OS X 

▲ 画面上部のメニューバーの [ AirMac ] アイコンをクリック 
します。表示されたメニューから、 AirMac をオンにするか 
どうかとどのワイヤレスネットワークをコンピュータの接 
続先にするかを指定できます。 


旨注記 AirMac 接続の詳細については、 Dock で[システム 
環境設定]をクリックしてから、[ネットワーク]をクリ 
ックしてください。 AirMac 接続が正常に動作している 
と、接続のリストで AirMac の横に緑色の点が表示され 
ます。詳細については、ウインドウ内の[ヘルプ]ボタン 
をクリックしてください。 


コンピュータをネットワークに接続できない場合は、ネットワークを 
設定した人物またはルータ製造元に連絡します。ルータまたはコンピ 
ュータのいずれかに、ハードウヱアの問題が生じている可能性があり 
ます。 


インターネットへのアクセスが可能であり Windows を実行している 
コンピュータを使用している場合、ネットワーク設定に役立つ HP 
Network Assistant (www.hp.com/sbso/wireless/tools-setup.html? 
iumpid=rea R1002 USEN ) にアクセスすることもできます n (この 
Web サイトは英語版のみです。） 

HP デバイスがネットワークに接続されていることを確認してく 
ださい。 

デバイスをコンピュータと同じネットワークに接続しないと、ネット 
ワーク上で HP デバイスを使用できなくなります。デバイスが実際に 
正しいネットワークに接続されているかどうかを確認するには、この 
セクションに記載された手順に従つてください。 

HP デバイスがネットワーク上にあることを確認します。 

1. HP デバイスが Ethernet ネットワークをサボートしており 
Ethernet ネットワークに接続されている場合、デバイスの後 
部に Ethernet ケーブルが接続されていないことを確認しま 
す。 Ethernet ケーブルを後部に接続していると、ワイヤレス 
接続はオフになります。 

2. HP デバイスがワイヤレスネットワークに接続されている場 
合、デバイスのワイヤレス設定ページを印刷します。詳細に 
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ついては' ネットワーク設定ページの理解 を 参照してくださ 
い。 

▲ ページが印刷されたら、ネットワーク状態と URL を確認 
します。 


ネツトワーク状態 

• ネットワーク状態が印刷可 
能になっている場合は、 

HP デバイスが実際にネッ 
トワークに接続されていま 
す。 

• ネットワーク状態がオフラ 
インになっている場合は、 

HP デバイスが実際にネッ 
トワークに接続されていま 
せん。ワイヤレスネットワ 
—クテスト（このセクシヨ 
ンの冒頭の手順を使用）を 
実行して、推奨事項に従い 
ます。 

URL 

ここに表示される URL は、ル 
—夕が HP デバイスに割り当 
てたネットワークアドレスで 
す。これは組み込み Web サー 
パに接続するために必要で 
す。 


組み込み Web サーバ (EWS) にアクセスできるかどうかを確認しま 
す。 

▲ コンピュータと HP デバイスの両方がネットワークに対して 
アクティブな接続があることを確認した後、それらが同じネ 
ットワーク上にあることをデバイスの組み込み Web サーバ 
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(EWS) にアクセスすることによって検証できます。詳細につ 
いては、 組み込み Web サーバ を 参照してください。 

EWS にアクセスするには 

a . お使いのコンピュータで、インターネットへのアクセスに 
通常使用している Web ブラウザ (Internet Explorer または 
Safari) を開きます。アドレスボックスに、ネットワーク 
設定ページに記載されているように HP デバイスの URL 
を入力します（例： http:// 192.168 .1.1 01)。 

歐注記ブラウザでプロキシサーバを使用している場合 
は、 EWS にアクセスする前に無効にしておいてくださ 
い。_ 

b. EWS にアクセスできる場合は、 HP デバイスのネットワー 
ク経由での使用（スキャン、印刷など）を試みて、ネットワ 
—ク設定が成功したことを確認してください。 

c . EWS にアクセスできないか、 HP デバイスのネットワーク 
経由での使用でまだ問題が発生している場合は、ファイア 
ウオールに関する次のセクシヨンに進みます。 


ファイアウォールソフトウェアが通信を妨げていないかどうか 
を確認します。 

EWS にアクセスできず、コンピュータと HP デバイスの両方が同ーネ 
ットワークに対してアクティブな接続があることを確認している場 
合、ファイアウォールセキュリティソフトウェアが通信を妨げている 
可能性があります。お使いのコンピュータで動作しているファイアウ 
ォールセキュリティソフトウェアを一時的にオフにしてから、再度 
EWS へのアクセスを試みます。 EWS にアクセスできる場合は、 HP 
デバイスの使用（印刷またはスキヤン）を試みてください。 

EWS にアクセスできて、ファイアウォールをオフにすると HP デバイ 
スを使用できる場合、ファイアウォール設定を変更してコンピュータ 
と HP デバイスがネットワーク経由で相互に通信できるようにする必 
要があります。 
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EWS にアクセス可能で、 HP 機能の一部が使用できない場合、次のフ 
ァイルの一覧をファイアウォールプログラムの信頼済みアプリケーシ 
ヨンの一覧に追加する必要があります。 

• hpiscnapp 

• hpqkygrp 

• hpqsplfix08 

• hpsjrreg.exe 

• hpqtra08.exe 

• hpqdirec.exe 

• hpqste08.exe 

• HPZipm12.dll 

• HPZinw12.dll 

• hposfx08.exe 

• hpospd08.exe 

• hpofxs08.exe 

• hpzwiz01.exe 

• hpqvwr08.exe 

HP デバイスがオンラインであり印刷可能であることを確認しま 
す 。 

HP ソフトウェアをインストールしている場合、お使いのコンピュー 
夕から HP デバイスの状態をチェックして、停止中であるかオフライ 
ンであるかを確認できます。 

HP デバイスの状態を確認するには、次の手順に従ってください。 


Windows 

1. [スタート]をクリックして[設定]をポイントし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. コンピュータ上のプリンタが詳細ビューに表示されていない 
場合は、[表示]メニューをクリックしてから、[詳細]をクリ 
ックします。 
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3. プリンタの状態に応じて、次のいずれかの操作を行います。 

a . HP デバイスが [オフライン] の場合、デバイスを右クリッ 
クして [プリンタをオンラインで使用する】 をクリックしま 
す。 

b . HP デバイスが[一時停止]の場合、デバイスを右クリック 
して [印刷の再開] をクリックします。 

4. HP デバイスのネットワーク経由での使用を試みます。 

Mac OS X 

1-Dock で [システム環境設定] をクリックし、 [プリントとファ 
クス] をクリックします。 

2. HP デバイスを選択して[印刷キュー]をクリックします。 

3. 表示されたウィンドウに [ジョブは停止されました] と示され 
る場合、 [ジョブを開始] をクリックします。 

上記手順の実行した後には HP デバイスを使用できますが、デバイス 
の使用を続行して現象が解消しないことが判明した場合、ファイアウ 
ォールが妨げている可能性があります。 HP デバイスをネットワーク 
経由でまだ使用できない場合は、次のセクションに進んで追加のトラ 
ブルシューティングのヘルプを参照してください。 

ワイヤレスルータが非公開の SSID を使用している 

ワイヤレスルータまたは Apple AirMac ベースステーシ ョンが 非公開 
の SSID を使用している場合、 HP デバイスはネットワークを自動的に 
検出できません。 

HP デバイスのワイヤレスバージョンがデフオルトプリンタド 
ライバとして設定されていることを確認してください 
(Windows のみ)。 

再度ソフトウェアをインストールすると、インストーラによって、[プ 
リンタ] または [プリンタと FAX ] フオルダのプリンタドライバの2つ 
めのバージョンが作成される場合があります。 HP デバイスでの印刷 
または接続ができない場合は、プリンタドライバの正しいバージョン 
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がデフォルトのプリンタドライバとして設定されていることを確認し 
てください。 

1. [スタート]をクリックして[設定]をボイントし、[プリンタ] 
または[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート】をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. [プリンタ]または[プリンタと FAX ] フォルダのプリンタドラ 
イ/ くのバーションがワイヤレスで接続されているかどうかを 
確認してください。 

a . プリンタアイコンを右クリックし、[プロパティ】、[文書デ 
フォルト]、または[詳細設定]を選択します。 

b . [ポート]タブで、チェックマ _ クの付いたリスト内のポ_ 
卜を探します。ワイヤレスで接続されているプリンタドラ 
イバのバージョンには、チェックマ _ クの横にポート説明 
として [Standard TCP / IP ポート】と表示されています。 

3. ワイヤレスで接続されているプリンタドライバのバージョン 
のプリンタアイコンを右クリックし、[通常使うプリンタに設 
定]を選択します。 

歐注記 HP デバイスのフォルダ内に複数のアイコンがある場合は、 
ワイヤレスで接続されているプリンタドライバのバージョンのプリ 
ンタアイコンを右クリックし、 [通常使うプリンタに設定] を選択し 
ます。 


HP Network Devices Support サービスが動作していることを 
確認します （ Windows のみ)。 

HP Network Devices Support サービスを再起動するには 

1. 印刷キューに現在ある印刷ジョブを削除します。 

2. デスクトップで、 [マイコンピュータ] または [コンピュータ] 
を右クリックしてから、[管理]をクリックします。 

3. [サービスとアプリケーション]をダブルクリックしてから、 
[サービス]をクリックします。 
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4. サービスの リストを下にス クロー ルして 、 [HP Network 
Devices Support ] を右クリックしてから、[再起動]をクリッ 
クします。 

5. サービスを再起動した後に、 HP デバイスのネットワーク経由 
での使用を再度試みます。 

HP デバイスをネットワーク経由で使用できる場合は、ネットワーク 
設定が成功しました。 

HP デバイスをネットワーク経由でまだ使用できないか、デバイスを 
ネットワーク経由で使用するた めにこの 手順を繰り返して実行する必 
要がある場合は、ファイアウォールが妨げている可能性があります。 

これでも問題が解決しない場合は、ネットワーク設定またはルータに 
問題があります。ネットワークを設定した人物またはルータ製造元ま 
でお問い合わせください。 

ハードウェアアドレスを Wireless Access Point ( WAP ) に追加 

する 

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、 Wireless Access Point 
(WAP) が WAP を通じてネットワークへアクセスできるデバイスの 
MAC アドレス（ハードウェアアドレスとも呼ばれる）のリストに構成 
されています。ネットワークにアクセスしようとしているデバイスの 
ハードウェアアドレスが WAP にない場合、 WAP はネットワークへ 
のデバイスのアクセスを拒否します。 WAP で MAC アドレスをフィル 
夕する場合、デバイスの MAC アドレスを WAP の容認された MAC ア 
ドレスのリストに追加しなければなりません。 

• ネットワーク設定ページを印刷します。詳細については、 ネットワ 
—ク設定ページの理解 を 参照してください。 

• WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウェアアド 
レスを、容認された MAC アドレスのリストに追加します。 

写真（メモリカード）の問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サポ 
—— 卜および保証 を参照して HP にサボートを依頼して〈ださい。 
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眵注記 メモリカードの操作をコンピュータから開始している場合 
は、ソフトウエアの ヘルプに あるトラブルシューティング情報を參 
照してください。 

• メモリカードを読み取ることができない 

• メモリカードに保存されている写真を読み取ることができない 

- ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

メモリカードを読み取ることができない 

• メモリカードの確認 

。使用中のメモリカ _ ドのタイプが本体でサポ _ 卜されている夕 
イプであることを確認します。コンパクトフラッシュIIの場合 
は、ソリッドステートメモリのみがサボートされます。詳細に 
ついては、 メモリカードの 挿入 を参照してください n 
。一部のメモリカードには、その使用方法を制御するスイッチが 
あります。スイッチの設定でメモリカードの読み取りが可能に 
なっていることを確認します。 

。メモリカードの両端を調べ、穴にゴミが詰まっていないこと、 
および金属の接点が汚れて接触不良を起こしていないことを確 
認します。糸〈ずのない布と少量のイソプロピル アルコールで 
接点をクリーニングします。 


344 


保守とトラブルシューティング 








。他のデバイスでテストすることによって、メモリカードが適切 
に機能していることを確認します。 

。メモリカードのファイルが暗号化されていることを確認しま 
す。 

• メモリカードスロットの確認 

。メモリカードが正しいスロットに完全に挿入されていることを 
確認します。詳細については、 メモリカードの 挿入 を参照して 
ください。 

歐注記すべてのミニメモリカードに正しいアダプタが使用さ 
れていることを確認します。 

。メモリカードを取り外し（ランプが点滅していないとき)、空い 
たスロットの中を懐中電灯で照らします。内部に折れ曲がった 
ピンがないかどうかを確認します。少しだけ曲がったピンは、 
コンピュータがオフのときに、芯を戻した細いボールペンの先 
でまっすぐにすることができます。別のピンに接触するほど折 
れ曲がったピンがある場合は、メモリカードリ _ ダ _ を交換す 
るか、本体の修理を依頼してください。詳細については、 サポ 
- 卜および 保証 を参照してください。 

。スロットにメモリカードが1枚だけ挿入されていることを確認 
します。同時に2枚以上のメモリカードを挿入すると、通常、 
コント ロー ルパネルのディスプレイに エラー メ ッセー ジが表示 
されます。 

。開こうとしているファイルが破損している可能性があります（力 
ラー ディスプレイのみ)。 

メモリカードに保存されている写真を読み取ることができない 

メモリカードの確認 

。メモリカードが壊れている可能性があります。 

。他のデバイスでテストして、まだメモリカードが適切に機能して 
いるかを確認します。ランプが点滅している間にメモリカードを 
取り外していないことを確認します。 
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ページの 半分が印刷された後、用紙が排出される 
インクカートリツジの確認 

• インクカートリッジのインクがなくなつたため、印刷ジョブが取 
り消された可能性があります。インクカートリッジを交換し、印 
刷ジョブを本体に再送信します。詳細については、 インクカート 
リッジの交換 を 参照して〈ださい。 

• 画像を印刷している場合は、画像が破損している可能性がありま 
す。 


本体の管理に関する問題の解決 

このセクシヨンには本体の管理に関する一般的な問題の解決策が記載 
されています。 

埋め込み Web サーバを開くことができない 

埋め込み Web サーバを開くことができない 
ネットワーク設定の確認 

• 本体とネットワークとの接続に電話線やクロスケーブルを使用し 
ていないことを確認します。詳細については、 デバイスの構成 
(Windows) または デバイスの構成 (Mac OS X) を参照してくださし、。 
• ネットワークケーブルが本体にしっかりと接続されていることを 
確認します。 

• ネットワークハブ、スイッチ、またはルーターがオンになり、正 
しく作動していることを確認します。 

コンピュータの確認 

お使いのコンピュータがネットワークに接続されていることを確認し 
ます。 


Web ブラウザの確認 

Web ブラウザがシステム最小要件を満たしていることを確認します。 
詳細については、 埋め込み Web サーバの仕様 を 参照してください。 
プロキシ設定を確認します。コンピュータが2つの異なったネットワ 
—クで使用されている場合、プロキシ設定がそのネットワークに対し 
て適切でない可能性があります。 
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デバイスの IP アドレスの確認 

• コン トロー ルパネルでデバイスの IP アドレスを確認するには（力 
ラー ディスプレイモデルのみ)、\ (セッ ト アップ） ボタンにタッ 
チし、 [ネットワーク] を選択し、 [ネットワーク設定を表示] を選択 
します。次に、 [概要を表示（有線 LAN の場合)] または [概要を表示 
(無線 LAN の場合)] を選択します。 

2行ディスプレイ搭載モデルの場合、 IP アドレスを取得するには、 
ネットワーク設定べージを印刷します。\ (セッ ト アップ） ボタン 
を押し、 [ネットワーク]、[ネットワーク 設定]、 [ネットワーク構成 
ページの印刷] の順に選択します。 

• コマンドプロンプトから、本体の IP アドレスを使用して PING コ 
マンドを実行します。 

例えば、 IP アドレスが123.123.123.123の場合、以下のアドレス 
を MS-DOS プロンプトに入力します。 

C:\Ping 123.123.123.123 

応答が表示された場合、 IP アドレスは正しいということです。夕 
イムアウト応答が表示された場合は、 IP アドレスが間違っていま 
す。 

インストールの問題のトラブルシューティング 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボ 
—— 卜および保証 を參照して HP にサボートを依頼してください。 

• ハードウヱアのインス I ルに 関する提案 

* ソフトウェアのインス I ルに 関する提案 

ハードウェアのインストールに関する提案 
本体の確認 

• デバイスの外部および内部からすべての梱包材や梱包用テープが取 
り外されていることを確認します。 

• デバイスに用紙がセットされていることを確認します。 

• 準備完了ランプ以外のランプが点滅したり点灯したりしていないこ 
とを確認します。準備完了ランプは点灯している必要がありま 
す。注意ランプが点滅している場合は、デバイスのコントロール 
パネルに表示されているメッセージを確認します。 


インストールの問題のトラブルシューテイング 


347 






第 11 章 


ハードウエアの接続状態を確認する 

• 使用しているコードやケーブルが良好な状態であることを確認しま 
す。 

• デバイスが電源コードでコンセントにしっかりと接続されているこ 
とを確認します。 

• 電話線のコードが 1- LINE ポートに接続されていることを確認しま 
す。 


プリントへッドとインクカートリッジを確認する 

• すべてのプリントヘッドとインクカートリッジが、色分けされた 
スロットに正しくしっかりと装着されていることを確認します。正 
し〈接するようにプリントへッドとインクカートリッジをしっか 
りと押し下げてください。すべてのプリントへッドとインクカー 
トリッジが装着されていないと、デバイスは動作できません。 

• プリントへッドのラッチが正しく閉じられていることを確認しま 
す。 

• 画面にプリントへ ッ ドの エラー メ ッ セージが表示された場合は、 
プリントへッドの接触面をクリーニングします。 

コンピュ _ タシステムを確認する 

• コンピュータで、サポートされている OS のいずれかが実行されて 
いることを確認します。 

• コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていること 
を確認します。 

デバイスをチェックして、以下を確認します。 

• 電源ランプが点灯していて、点滅していないことを確認します。デ 
バイスに初めて電源を入れた場合は、ウォームアップに約45秒か 
かります。 

• デバイスが レディー 状態で、デバイスのコント ロー ルパネルの他 
のランプが点灯、または点滅していません。ランプが点灯または 
点滅している場合は、デバイスのコントロールパネルに表示され 
ているメ ッセー ジを確認します。 

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、デバイスにしっ 
かりと接続されていることを確認します。 

• 梱包用のテープと梱包材がデバイスから取り外されている。 

• 両面印刷ュニットが固定されている。 
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• 用紙がトレイに正しくセットされ、デバイス内に詰まっていない。 

• すべてのラッチが閉じている。 

ソフトウェアのインストールに関する提案 

インスト_ルの準備 

• オペレーテイングシステムに対応したインストールソフトウェア 
が収録されているスタータ CD を使用します。 

• ソフトウヱアをインストールする前に、プログラムがすべて終了さ 
れていることを確認します。 

• 入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正し 
いドライブ名を指定していることを確認します。 

• CD - ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スター 
夕 CD が破損していないかどうかを調査してください。デバイス 
ドライバは、 HP の Web サイト （ www . hp . com / support ) からダウン 
口ードできます。 

以下を確認、または実行します： 

• コンピュータが必要なシステム条件を満たしていることを確認しま 
す。 

• Windows のコンピュータにソフトウェアをインス I '•—ルする前 
に、ぼかのすべてのプログラムが開いていないことを確認してくだ 
さい。 

• 入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正し 
いドライブ名を指定していることを確認します。 

• CD ドライブの StarterCD をコンピュータが認識しない場合は、 

CD が損傷していないことを確認します。デバイスドライバは、 

HP の Web サイト ( www . hp . com / support ) からダウンロードできま 
す。 

• Windows のデバイスマネージャで USB ドライバが無効になってい 
ないことを確認してください。 

• コンビュータで Windows を実行していて、コンピュータがデバイ 
スを検知できない場合は、アンインストールユーティリティ（スタ 
—夕 CD の util \ ccc \ uninstall . bat ) を実行してデバイスドライバのク 
リーンアンインストールを実行します。コンピュ _ 夕を再起動 
し、デバイスドライバを再インストールします。 


インストールの問題のトラブルシューテイング 
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コンピュータシステムを確認する 

• コンピュータで、サポートされている 0 S のいずれかが実行されて 
いることを確認します。 

• コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていること 
を確認します。 

メディア詰まりの除去 

ジョブの実行中、本体内にメディアが詰まることがあります。詰まっ 

たメディアを取り除く前に、以下のことを確認してください。 

• 仕様に準拠したメディアで印刷していることを確認します。詳細 
については、 印刷メディアの選択 を 参照してください。 

• しわが寄っていたり、折れ曲がっていたり、傷んでいるメディアを 
使用していないことを確認します。 

• 本体がきれいであることを確認します。詳細については、 デバイ 
スのク リー ニン グ を參照してください。 

• トレイにメディアが正し〈セットされていること、セットされてい 
るメディアの数が多すぎないことを確認します。詳細について 
は、 メディアのセッ ト を参照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 紙詰まりの除去 

• 紙詰まりの防止 

紙詰まりの除去 

給紙トレイに用紙をセットした場合は、必要に応じて、印刷ユニット 

から詰まった用紙を取り除いてください。 

自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす場合もあります。次の 

ような行為は、自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす原因と 

なります。 

• ドキュメントフィーダトレイに紙を入れすぎている。自動ドキュ 
メントフィーダにセット可能な原稿の最大数については、 サボー 
卜されたメディアの仕様の理解 を 参照してください。 

• デバイスで厚すぎたり薄すぎたりする用紙を使用している。 

• 給紙中にドキュメントフイーダトレイに用紙を追加しようとし 
た0 
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メディア詰まりを除去するには 

1. すべてのメディアを排紙トレイから取り除きます。 

△注意デバイスの正面側から詰まった紙を取り除くと、プ 
リンタが損傷する場合があります。必ず両面印刷ユニット 
を開けて、詰まった紙を取り除いてください。 

2. 両面印刷ユニットを確認します。 

a. 両面印刷ユニットの両側にあるボタンを押して、パネルま 
たはユニットを取り外します。 



b. 本体内部につまったメディアを見つけ、両手でつかんで手 
前に引きます。 

c. そこにメディアがない場合は、両面印刷ユニット上部のラ 
ッチを押し、ユニットのカバーを下げます。内部にメディ 
アが詰まっている場合は、メディアを慎重に取り除きま 
す。カバ _ を閉じます。 



d. 両面印刷ュニットをデバイスに再挿入します。 
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3. 上部カバーを開けて、ゴミがあれば取り除きます。 

4. メディアが見つからず、トレイ2が挿入されている場合は、 

トレイを引き出して詰まったメディアを取り除きます。取り 
除くことができない場合は、以下を行います： 

a. 本体の電源がオフになっていることを確認し、電源コード 
を外します。 

b . 本体を持ち上げてトレイ2から外します。 

c. 本体の裏面（下側）またはトレイ2からつまっているメディ 
アを取り除きます。 

d . 本体をトレイ2の上に戻します。 

5■プリントキャリッジアクセスドアを開きます。本体内に用 
紙が残っている場合は、キャリッジが本体の右端に戻ってい 
ることを確認し、紙切れやしわの寄つたメディアを取り除い 
て本体上部からメディアを手前に引きます。 


△警告本体の電源が入っていて、キャリッジが戻っていな 
い場合は、内部に手を入れないでください。プリントキャ 
リッジアクセスドアを開くと、通常、キャリッジは本体 
右側の位置に戻ります。右側に戻らない場合は、詰まった 
メディアを取り除く前に本体の電源をオフにします。 

6. 詰まったメディアを取り除いた後は、すべてのカバーを閉じ 
て本体の電源をオンにし（電源がオンになっていない場合)、 
印刷ジョブを再度送信します。 

自動ドキュメントフィーダから詰まった紙を取り除くには 
1- 自動ドキュメントフィーダのカバーを外します。 
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2. 詰まっている用紙を口ーラーからゆつくり引き出します。 


A 注意口ーラーから引き出している途中に用紙が破れた場 
合は、口ーラーとホイールを点検して、本体の中に紙切れ 
が残っていないか確認してください。デバイスに紙切れが 
残っていると、紙詰まりが起こりやすくなります。 

3. 自動ドキュメントフィーダのカバーを閉じます。 

紙詰まりの防止 

紙詰まりを起こさないようにするには、以下の注意に従って〈ださ 

い0 

• 排紙トレイから印刷された用紙を頻繁に取り除くようにしてくださ 
い。 

• 未使用の用紙はジッパー付きの袋に平らに入れ、用紙が波打った 
り、しわが寄ったりしないように保管して〈ださい。 

• 用紙を給紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないよう 
にセットしてください。 

• 給紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでく 
ださい。給紙トレイにセットする用紙は、すべて同じサイズと種類 
でなければなりません。 

• 用紙がぴったり収まるように、給紙トレイの横方向用紙ガイドを調 
整してください。横方向用紙ガイドで給紙トレイの用紙を折らない 
ようにしてください。 

• 用紙を給紙トレイの奥に入れすぎないでください。 

• ご使用のデバイスで推奨している用紙の種類をお使いください。 
詳細については、 サボートされたメディアの仕様の 理解 を 参照して 
ください。 


エラー ( Windows ) 

このリストには、コンビュータ画面 （ Windows ) に表示される可能性の 
ある エラー の一部と エラー の修正方法が記載されています。 

• /リントへッ rif アリマセン 

• アリントへット''力'' フ亍キコ''ウテ''ス 

• プリントヘッドノモンダイ 

• メモリがいっぱいです 

• Device Disconnected (デパ'イスが切断されました) 

• 力ートリッジをす_ぐに交 M 
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* 力一トリッジの問題 

* 力一トリッジの問題 

• 用紙が一致しない場合 

* 力ートリッジホルダーが動きません。 

* 紙づまりです n 

* 紙づまりです n 

* プリンタに用紙がありません。 

* 間違つた力ートリッジ 

* /リンタはオフラインです n 

* アリンタが一時停止しています n 
* ドキュメントの印刷に失敗しました 

* —般的なプリンタエラー 

/リントへ外♦がアリマセン 

以下のプリントヘッドが存在しないか、検出できないか、正し〈装着 
されていません。 

以下の方法でエラーを修正します。 

* プリントへッドを交換するには 

* サプライ品 

/リントヘッドがフテキコ♦ウデス 

以下のプリントへッドがこのプリンタで使用できません。 

以下の方法でエラーを修正します。 

* プリントへッドを交換するには 

* サプライ品 

プリントヘッドノモンダイ 

以下のプリントへッドに問題があります。 

以下の方法でエラーを修正します。 

* プリントへッドを交換するには 

* サプライ品 


メモリがいっぱいです 

内部メモリがいっぱいです。以下の方法でエラーを修正します。 
ファクスの問題の解決 
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Device Disconnected (デバイスが切断されました） 

以下の方法で エラー を修正します。 

ハードウエアのインス I ルに関する提案 

カートリッジをすぐに交換 

力ートリッジをすぐに交換してください。 

以下の方法で エラー を修正します。 

. インクカートリッジの 交換 

• サプライ品 

歐注記インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用 
意できるよう情報を提供します。インク残量が少ないという警告メ 
ッセージが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のプリント 
力一トリッジを準備して〈ださい。インクカートリッジを交換する 
必要があるのは、交換のメッセージが表示された場合だけです。 
使用済みインクサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジ 
エツトサプライ品リサイクルプログラム を 参照してくださし、。 


カートリッジの問題 

力 _ トリッジが存在しないか損傷しています。力 _ トリッジを取り外 
して、取り付け直します。下に向かってしっかりと押し込みます。そ 
れでも問題が解決しない場合は、以下に進んでください。 

以下の方法でエラーを修正します。 

. インクカートリッジの 交換 

• サプライ品 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

カートリッジの問題 

力 _ トリッジを交換する必要があります。力 _ トリッジを取り外し 
て、取り付け直します。下に向かってしっかりと押し込みます。それ 
でも問題が解決しない場合は、以下に進んでください。 

以下の方法でエラーを修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 

• HP インクジェットサプライ品_リサイクルプログラム 
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用紙が一致しない場合 

以下の方法でェラーを修正します。 

検出された用紙が選択された用紙サイズまたは種類に一致しません。 

• メディアのセット 

• 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

• プリント設定の変更 

力一トリッジホルダーが動きません。 

デバイスの電源をオフにしてください。デバイスに紙詰まりやその他 
の障害物がないかどうか確認してください。 

以下の方法でェラーを修正します。 

• メディア詰まりの除去 

• ハ_トウェアのインス I -ルに関するナ是茱 

紙づまりです。 

紙詰まり（または給紙失敗）が起こりました。紙詰まりを取り除き、プ 
リンタのリジュームボタンを押してください。 

以下の方法でェラーを修正します。 

メディア詰まりの除去 

紙づまりです。 

スキャンの経路で紙詰まり（または給紙失敗）が起こりました。紙詰ま 
りを直すか、文書をもう一度挿入して、タスクを再起動します。 

以下の方法でェラーを修正します。 

メディア詰まりの除去 

プリンタに用紙がありません。 

用紙を追加してプリンタ前面のリジュームボタンを押してくださし、。 
以下の方法でェラーを修正します。 

メディアのセット 

間違ったカートリッジ 

このプリンタに使用できないインクカートリッジです。 
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以下の方法でエラーを修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプロクラム 

フ。 リンタはオフラインです。 

現在プリンタはオフラインです。 

以下の方法でエラーを修正します。 

プリンタが一時停止しているかオフラインかを確認するには 

1. オペレーティングシステムに応じて、次のいずれかの操作を 
行います。 

• Windows Vista:Windows のタスクバーで[スタート]' [コ 
ントロールパネル]、[プリンタ]の順にクリックします。 

• Windows XP : Windows のタスクバーで[スタート]' [コ 
ントロールパネル]、[プリンタと FAX ] の順にクリックし 
ます。 

2. 製品のアイコンをダブルクリックして印刷キューを開きま 
す。 

3. [プリンタ]メニューで、[一時停止]または[プリンタをオフラ 
インで利用する]の横にチェックマークが表示されていない 
ことを確認します。 

4. 変更を行った場合は、再度印刷してみます。 

フ°リンタが一時停止しています。 

現在プリンタは一時停止しています。 
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以下の方法で エラー を修正します。 


プリンタが一時停止しているかオフラインかを確認するには 

1. オペレーティングシステムに応じて、次のいずれかの操作を 
行います。 

• Windows Vista:Windows のタスクパーで [スタート]' [コ 
ントロールパネル]、[プリンタ] の順にクリックします。 

• Windows XP : Windows のタスクバーで [スタ ー ト]、 [コ 
ントロールパネル]、[プリンタと FAX ] の順にクリックし 
ます。 

2. 製品のアイコンをダブルクリックして印刷キューを開きま 
す。 

3. [プリンタ]メニューで、 [一時停止] または[プリンタを オフ ラ 
インで利用す る】 の横にチェックマークが表示されていない 
ことを確認します。 

4. 変更を行った場合は、再度印刷してみます。 


ドキュメントの印刷に失敗しました 

印刷システムの エラー のため印刷ジョブが失敗しました。 


以下の方法で エラー を修正します。 

印刷上の問頴の解決 

一般的なプリンタエラー 

このメツセージが表示されたあとに本製品を移動または輸送しようと 
する場合は、本製品を必ず水平に保つようにし、片側に傾けてインク 
漏れが起きないようにしてください。本製品に問題があります。 

メ ツセー ジ内に記載された エラーコー ドを書き留めて、 HP サボート 
にご連絡下さい。お問い合わせ先は、次のサイトを参照してくださ 
い0 

www.hp.com/support. 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い合 
わせ]をクリックして情報を參照しテクニカルサボートにお問合せく 
ださい。 
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A HP サプライ品とアクセサリ 

このセクションには、本製品の HP サプライ品とアクセサリについての情報 
が説明されています。これらの情報は変更されることがあります。最新情報 
については HP Web サイト ( www . hpshopping . com ) をご覧ください。 Web サ 
イトから購入いただくこともできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 印刷サプライ品のオンライン注文 

* アクセサリ 

• サプライ品 


印刷サプライ品のオンライン注文 

サプライ品をオンラインで注文したり、印刷可能なショッピングリストを作 
成するには、 HP プリンタソフトウェアによりインストールされた [ HP ソリ 
ューションセンター]デスクトップアイコンを開いて [ショッピング] アイコ 
ンをクリックします。[オンライン ショップ] または [ショッピング リストを印 
刷]を選択します。 HP ソリューションセンターは、お客様の許可の下で、モ 
デル番号、シリアル番号、推定インクレベルなどのプリンタ情報を送信しま 
す。お使いのプリンタ用の HP サプライ品があらかじめ選択されています。 
HP ストアおよびその他のオンラインストアでは、数量の変更、製品の追加ま 
たは削除、ショッピングリストの印刷、オンライン購入などが行えます（オプ 
ションは国/地域によって異なります)。力ートリッジ情報やオンラインショ 
ッビングへのリンクは、インクの警告メッセージでも表示されます。 
www . hp . com / buy/su p plies にアクセスして、オンラインでご注文いただくこと 
もできます。メッセージに従って、お住まいの国/地域を選択し、製品を選択 
してから必要なサプライ品を選択します。 

組み込み Web サーバからオンラインでご注文いただくこともできます。[サ 
プライ品の注文]ボタンをクリックします。 HP にプリンタ情報（モデル番 
号、シリアル番号、および推定インク残量）を送信するには、[送信]をクリッ 
クします。 HP サプライ品をオンラインで簡単に注文できる HP SureSupply 
Web サイトにリダイレクトされます。 


啟注記力一トリッジのオンライン注文は、取り扱っていない国/地域もあり 
ます。電話によるご注文、販売代理店のご案内、ショッピングリストの印 
刷方法などに関する情報が多くの国で提供されています。また、 
www . hp . com / buv/supplies ぺージの一番上にある[ご購入方法]では 、 HP 
製品購入に関する情報が得られます。 
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アクセサリ 


250枚収納トレイ 

CB 802 A 

普通紙を最大 250 枚まで 
セツトできるオプションの 
第2トレイ 

HP Jetdirect 175 x 

Print Server-Fast 
Ethernet * 

J 6035 C 

外付けプリントサーバ 
(USB 1.0) 

HP Jetdirect en 3700 
Fast Ethernet Print 
Server * 

J 7942 A 

外付けプリントサーバ 
(USB 2.0) 

HP Jetdirect ew 2400 
802.11 g Wireless 

Print Server * 

J 7951 A 

ワイヤレスまたは有線の外 
付けプリントサーバ 

HP BT 500、 

Bluetooth ワイヤレス 
アダプタ* 

Q 3395 A 

Bluetooth 互換 USB ァダプ 
夕 


* 印刷機能のみサポートします。 


サプライ品 

• インクカートリッジとプリントヘッド 

參 HP メディア 

インクカートリッジとプリントヘッド 

利用可能なインクカートリッジは、国/地域によって異なります。ヨーロッ 
パにお住まいの方は' www . hp . com / eu / hard - to - find - supplies で HP インクカ 
—トリッジについての情報を見つけてください。 

インクカートリッジを交換する場合は、現在使用中の力ートリッジと同じ力 
—トリッジ番号のものと交換してください。力一トリッジ番号は次の場所で 
確認できます。 

• インクサプライ品のラベル（プリンタ内部、インクカートリッジの側)。 

• HP SureSupply Web サイト （ www . hp . com / buv / sui 3 DliesL 詳細について 
は' 印刷サプライ品のオンライン注文 を 参照してください。 

• 交換するインクカートリッジのラベル。 
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• コンビユータの HP ソフトウェア： 

。 [ HP ソリユーションセンター ( Windows )] :[ステータス]、[推定イン 
クレベル】の順にクリックします。[ご使用のカートリッジ】タブに現 
在インストールされている力ートリッジの一覧が表示されます。[すべ 
ての力ートリッジ]タブには、デバイスでサポートされているすべての 
力ートリッジの一覧が表示されます。 

-または- 

[ショッピング]タブに移動して、[印刷可能なショッビングリスト]で 
[ショッピングリストを印刷]をクリックします。交換部品の製品番号 
など、サプライ品のリストを含むページが印刷されます。 

。[ツールボックス （ Windows )】 ：[推定インクレベル]タブをクリック 
し、[力ートリッジの詳細]ボタンをクリックして、交換インクカート 
リッジに関する情報を表示します。 

。 [ HP プリンタユーティリティ （ MacOSX }] :[情報とサポート]パネル 
を開き、[サプライ製品情報]をクリックします。 

。[組み込み Web サーパ]:[情報]タブをクリックし、左枠の[デバイス 
情報]をクリックします。 

• 自己診断テストページ。詳細については、 セルフテストレポートについ 
I を参照してください。 


啟注記インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用意でき 
るよう情報を提供します。インク残量が少ないという警告メツセージが表 
示されたら、印刷できなくなる前に交換用のプリントカートリツジを準備 
してください。インクカートリッジを交換する必要があるのは、交換のメ 
ッセージが表示された場合だけです。 


HP 940黒/イ エロー Officejet プ 

C 4900 A 

リントヘッド 


HP 940マゼンタ/シアン 

C 4901 A 

Officejet プリントヘッド 
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HP メディア 

HP プレミアム用紙などのメディアを注文するには、 www . hp . com にアクセス 
してください。 



通常のドキュメントの印刷とコピーには、 
ColorLok ロゴ付きの普通紙をお勧めします。 
ColorLok ロゴのついた用紙はすべて、信頼性 
と印刷品質に関する高い基準を満たすことが 
独自にテストされており、鮮やかな色と深み 
のある黒を実現し、通常の普通紙より乾燥が 
速くなっています 。 ColorLok ロゴ付きの用紙 
は、さまざまな重量とサイズのものが主要な 
用紙メ _力一から販売されています。 
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B サポートおよび保証 

保守とトラブルシューティング の 情報は、一般的な問題の解決策を提供しま 
す。お使いの製品が正しく動作せず、これらの提案でも問題が解決されない 
場合は、以下のサポートサービスのいずれかを使用してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 電子サポ ー トの取得 
• 保言正 

* インクカートリッジ保証情報 
• HP 亍 レフ オン サボー トの取得 
參 製品をお送りいただくための準備 

- 製品の梱包 


電子 サボー トの取得 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support をご 
覧ください。情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お 
問い合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せく 
ださい。 

また、この Web サイトには、技術サポート、ドライバ、消耗品、注文に関す 
る情報のほか、次のようなオプションが用意されています。 

• オンラインサボートのページにアクセスする。 

• 質問を E メールで HP に送信する。 

• オンラインチャットで、 HP の技術者に問い合わせる。 

• ソフトウ x アのアップデートを確認する。 

ツール ボックス （ Windows ) または HP プリンタ ユーテイリテイ （Mac OS X ) 
からも、一般的な印刷に関する問題の簡単なステップバイステップの解決法 
を入手できます。詳細については、 ツール ボックスの使用 （ Windows ) または 
HP プリンタユーティリ亍ィ （ MacOSX ) の使用 を 参照してください。 

ご利用いただけるサポートオプションは、製品、国/地域、および言語によつ 
て異なります。 
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保証 


HP 製品 

限定保証期間 

ソフトウェアメディア 

90日 

プリンタ 

1年 

プリントまたはインクカートリッジ 

HP インクが空になった時点か、力ートリッジに記載されてい 
る「保証期限」のいずれか早い時点まで。本保証は、インクの 
詰め替え、改造、誤使用、または不正な改修が行われた HP イ 
ンク製品には適用されません。 

印字ヘッド（顧客が交換可能な製品にのみ適用） 

1年 

アクセサリ 

90日 


A. 限定保証の有効範囲 

1. Hewlett-Packard (以下 HP) は、ご購入日から上記の指定期間中、設計上および製造上の不具合のないことを保証い 
たします。 

2. HP のソフトウェア製品に関する保証は、プログラムの実行エラーのみに限定されています。 HP は、製品操作によ 
って電磁波障害が引き起こされた場合は保証しません。 

3. HP の限定保証は、製品の通常使用により発生した欠陥のみを対象とします。下記に起因する不具合を含むその他の 
不具合には適用されません。 

a. 不適切なメンテナンスや改修 

b. 他社により提供またはサポートされているソフトウェア、部品、またはサプライ品の使用 

c. 製品使用外の操作 

d. 不正な改修や、誤使用 

4. HP プリンタ製品に HP 製品以外のインクカートリツジやインクを詰め替えた力一トリツジを使用した場合は、保証 
の対象、または HP サポートの対象から外れます。ただし、プリンタの故障や損傷が HP 製以外の詰め替え用インク 
力—ト リツ ジの使用によって発生した場合は HP は標準時間と実費にて特定の故障または損傷を修理いたします。 

5. HP は、保証期間中に HP の保証対象となる製品の不良通知を受け取った場合、 HP の判断に従って製品を修理また 
は交換するものとします。 

6. HP の保証対象となる欠陥製品の修理や交換が適用範囲で行えない場合、 HP は、欠陥通知を受け取ってからしかる 
べき期間内に購入代金返還を行います。 

7. HP は、お客様が欠陥製品を HP へ返却するまでは、修理、交換、返金を行う義務はないものとします。 

8. 交換製品は、新品、またはそれに類する製品で、機能的には少なくとも交換に出された製品と同等のものとします。 

9. HP 製品は、パーツ、コンポーネントや素材を再利用して製造する場合がありますが、これらの性能は新しいものと 
同等です。 

10. HP の限定保証は、 HP 製品が販売されているすべての国と地域で有効とします。出張修理などの追加保証サービス 
契約については、 HP 製品販売国/地域における正規の HP サービスセンタ、または正規輸入代理店までご相談くださ 
い。. 

B. 保証の限定 

国/地域の法律によって認められる範囲内で、当社および第三者の納入業者のいずれも、保証条件、製品品質、およ 
び特定の目的に関して本保証以外に明示的または黙示的に保証をすることはありません。 

C. 限定責任 

1. 国/地域の法律によって認められる範囲内で、本保証に規定された救済が、お客様のみに限定された唯一の救済にな 
ります。 

2. 本保証に規定された義務を除いて、 HP または第三者は、損傷について、直接的、間接的、特別、偶発的、必然的で 
あるかどうか、あるいは、契約、不法行為、その他の法的理論に基づくかどうかに関わらず、またそのような損傷の 
可能性を説明しているかどうかに関わらず、責任は負わないものとします。. 

D. 国/地域ごとの法律 

1. 本保証によって、お客様に特定の法的権利が付与されます。この権利は、米国およびカナダについては州ごとに、そ 
の他の国については国ごとに付与されることがあります。 

2. この保証書の内容と国/地域の法律が整合しない場合、本保証書は地域の法律に合致するように修正されるものとし 
ます。このような国/地域の法律の下で、一部の警告文と限定保証はお客様に適用されない場合があります。たとえ 
ば、米国の複数の州、また米国以外の政府（カナダの州を含む）などでは、以下のとおりとなります。 

a. 本保証書の警告文と限定保証を、お客様の法廷権利の制限からあらかじめ除外する場合があります 
(例：イギリス)。 

b. その他に製造元が保証を認めないことや限定を設けることとについて規制すること。 

c. お客様に追加の保証権利を提供すること、製造業者が責任を逃れられない暗黙の保証期間を規定すること、およ 
び暗黙の保証期間に対する限定を認めないこと。 

3. 本保証の条項は法律の及ぶ範囲内までとし、除外、制限、または修正などはしないものとします。また、義務づけら 
れた法的権利は、お客様への HP 製品の販売に適用されます。 


インクカートリッジ保証情報 

HP による力ートリッジの保証は、製品が指定された HP の印刷デバイスで使 
用されている場合に適用されます。本保証は、補充、再製品化、修理調整さ 
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れたもの、または改ざんされた HP 純正インク製品については対象外になり 
ます。 

保証期間中、 HP 製インクが消耗していないことと、保証期限日付に達してい 
ないことを条件として、製品に保証が適用されます。保証期間終了日は、製 
品に YYYY - MM 形式で表示されている場合があります。 




インクカートリツジ保証情報 
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HP テレフォンサボートの取得 

保証期間中は、 HP カスタマケアセンタから無料でサボートを受けることが 
できます。 


敦注記 HP では、 Linux での印刷に関する電話サボートは提供していませ 
ん。すべてのサボートは下記 Web サイトでオンラインで提供されます。 
https :// launchDad . net / hDliD サボートプロセスを開始するには、[質問する] 
ボタンをクリックします。 

HPLIPWeb サイトは、 Windows または Mac OSX に対するサボートは提 
供していません。これらのオペレーティングシステムを使用している場合 
は、 www . hp . com/support を参照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 電話をかける前の用意 

• サポートプロセス 

• HP 社の雷話によるサボート 

• 追加保1正オプション 

• HP Quick Exchange Service ( Japan ) 

參 HP 韓国カスタマサポート 

電話をかける前の用意 

最新のトラブルシューティング情報、または製品のフィックスと更新を HP 
の Web サイト ( www . hp . com / support ) で見つけてください。 

HP Ali - in-On には、他社のソフトウェアプログラムが付属している場合があ 
ります。このようなプログラムで問題が発生した場合は、そのメーカーの担 
当技術者にお問い合わせになると最適な技術サボートが受けられます。 

歐注記この情報は、日本のお客様には適用されません。日本でのサービス 
内容については' HP Quick Exchange Service ( Japan ) を参照してくださ 
い。 

カスタマケアセンター担当者がよりよくお手伝いできるよう、電話をかける 
必要がある場合は以下の情報をお手元にご用意ください。 

1. デバイスのセルフテスト診断ページを印刷します。詳細につ 
いては' セルフテストレポートについて を参照してくださ 
しヽ。印刷できない場合は、次の情報を用意してください。 

• デバイスモデル 

• モデル番号とシリアル番号（本体後部をチヱック） 

2. お使いのオペレーテイングシステム （Windows XP など）を 
ご確認ください。 
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3. 本体がネットワークに接続されている場合は、そのネットワ 
—クオペレーテイングシステムを確認します。 

4. USB 接続、ネットワーク接続など、お使いのシステムに本体 
がどのように接続されているかを書き留めます。 

5. プリンタソフトウェアのバージョン番号を入手します。（プ 
リンタドライバのバージョン番号を調べるには、プリンタ設 
定ダイアログボックスまたはプロパティダイアログボック 
スを開き、[バージョン情報]タブをクリックします)。 

6. 特定のアプリケーションでプリント結果を得られない場合に 
は、そのアプリケーション名とバージョン番号も記録してお 
きます。 


サポートプロセス 

問題がある場合は、次の手順を実行します 

1. デバイスに付属のマニュアルを確認してください。 

2_ HP の Web サイトの HP オンラインサボー hwww . hp . com / 
suDDort を参照して〈ださい n HP オンラインサポートは HP 
のお客様全員がご利用いただけます。最新デバイス情報およ 
びエクスパートアシスタンスのための最速ソースであり、以 
下のような特徴があります。 

• 認定オンラインサボートスぺシャリストへの迅速なアク 
セス 

• HP All in One のソフトウェアおよびドライバアップデー 
卜 

• —般的な問題に対する貴重なトラブルシューティング情報 

• HP All - in -0 ne を登録すると利用できる予防的なデバイスの 
更新、サボート警告、および HP ニュース 

3. HP サボートへの連絡ご利用いただけるサボートオプション 
は、デバイス、国/地域、および言語によって異なります。 

HP 社の電話によるサポート 

掲載されている電話サボート番号と費用は、この資料の発行時のものです。 
HP の電話サボート番号の最新リストと電話料金の情報については、 
www . hp . com / support を參照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 雷話 サボー ト期間 
• 電話 サボー ト弟号 
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參 雷話をかける 
• 雷話無料サボート期間後 

電話 サボー ト期間 

北米、アジア太平洋、および南米（メキシコを含む）で1年間の電話サポート 
が受けられます。 

ヨーロッ パ、中東、およびアフリカの電話サポ _ 卜期間については、 
www . hp . com / support をご覧ください。規定の通話料金はかかります。 
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電話 サボー ト番号 

電話サボート番号の最新リストについては、 www . hp . com / support を參照して 
ください。 



Amca (English speaking ) 

+2711 2345872 

ATnque ( francophone ) 

+3314993 9230 

021672 280 


Argentina (Buenos Aires ) 

54-11-4708-1600 

Argentina 

0-800-555-5000 

Australia 

1300 721 147 

Australia ( out - of - warranty ) 

1902 910 910 

Osterreich 

+43 0820 87 4417 

0,145 € p/m 

17212049 


Belgie 

+32 070 300 005 

0,174 € 

Belgique 

+32 070 300 004 

0,174 € 

Brasil (Sao Paulo ) 

55-11-4004-7751 

Brasil 

0-800-709-7751 

Canada 

1-(800)-474-6836(1-800 
hp invent ) 

Central America & The 
Caribbean 

www . hp . com/support 

Chile 

800-360-999 

中国 

1068687980 

中国 

800-810-3888 

Colombia ( Bogota ) 

571-606-9191 

Colombia 

01-8000-51-4746-8368 

Costa Rica 

0-800-011-1046 

Ceska republika 

810 222 222 

Danmark 

+45 70 202 845 

0,25 DKK 

Ecuador ( Andinatel ) 

1-999-119 m 
800-711-2884 

Ecuador ( Pacifitel ) 

1-800-225-528 @ 

800-711-2884 

(02) 6910602 


El Salvador 

800-6160 

Espana 

+34 902 010 059 

0,07 8 € 

France 

+33 0892 69 60 22 

0,337 € 

Deutschland 

+49 01805 652180 

0,14 € aus dem deutschen 
Festnetz - bei Anrufen aus 
Mobilfunknetzen konnen 
andere Preise gelten 

E 入入 65a (ano to e^ojtepiko) 

+ 30 210 6073603 

EAAaSa (evto^ EAAaSag) 

80111 75400 

EAAaSa (ano KuiTpo) 

800 9 2654 

Guatemala 

1-800-711-2884 

香港特別行政區 

(852) 2802 4098 

Magyarorszag 

06 40 200 629 

India 

1-800-425-7737 

India 

91-80-28526900 

Indonesia 

+62 (21) 350 3408 

+971 4 224 9189 

Jjxll 

+971 4 224 9189 


+971 4 224 9189 


+971 4 224 9189 


+971 4 224 9189 


Ireland 

+353 1890 923 902 

0,05 € 

1-700-503-048 

■mow 1 

Italia 

+39 848 800 871 

0,02 3 € 


Jamaica 

1-800-711-2884 

日本 

0570-000511 

日本 

03-3335-9800 

0800 222 47 



1588-3003 

Luxembourg ( Frangais ) 

+352 900 40 006 

0,161 € 

Luxemburg ( Deutsch ) 

+352 900 40 007 

0,161 € 

Malaysia 

1800 88 8588 

Mauritius 

(230) 262 210 404 

Mexico (Ciudad de Mexico ) 

55-5258-9922 

Mexico 

01-800-472-68368 

Maroc 

081 005 010 

Nederland 

+31 0900 2020 165 

0,20 € 

New Zealand 

0800 441147 

Nigeria 

(01)271 2320 

Norge 

+47 815 62 070 

0,39 NOK 

24791773 

(jUli 

Panama 

1-800-711-2884 

Paraguay 

009 800 541 0006 

Peru 

0-800-10111 

Philippines 

2 867 3551 

Polska 

801800 235 

Portugal 

+351808 201492 

0,02 4 € 

Puerto Rico 

1-877-232-0589 

Republica Dominicana 

1-800-711-2884 

Reunion 

0820 890 323 

Romania 

0801 033 390 

Poccufl ( MocKBa ) 

095 777 3284 

0,03 € 

Poccun ( CaHKT - 
neiep 6 ypr ) 

812 332 4240 

0,08 € 

800 897 1415 

ijj ，》 .u\l 

Singapore 

+65 6272 5300 

Slovensko 

0850111 256 

South Africa ( RSA ) 

0860104 771 

Suomi 

+358 0 203 66 767 

0,015 € 

Sverige 

+46 077120 4765 

0,23 SEK 

Switzerland 

+410848 672 672 

0.08 CHF 

臺灣 

02-8722-8000 


+66 (2) 353 9000 

071891391 


Trinidad & Tobago 

1-800-711-2884 

Turkiye ( istanbul , Ankara , 
izmir & Bursa ) 

444 0307 

yKpaiHa 

(044) 230-51-06 

600 54 47 47 

CjIjLsVI 

United Kingdom 

+44 0870 010 4320 

0.05 £ 

United States 

1-(800)-474-6836 

Uruguay 

0004 -054-177 

Venezuela ( Caracas ) 

58-212-278-8666 

Venezuela 

0-800-474-68368 
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電話をかける 

HP サボートに電話をおかけになる際は、コンピュータと HP All - in - One の前 
からおかけください。以下の情報をご用意ください。 

• モデル番号（プリンタの正面のラベルに記載） 

&注記デバイス前面に表示されるモデル名に加え、このデバイスには特 
定のモデル番号があります。この番号を使用して、製品で利用できる 
サプライ品、アクセサリ、サポート入手のタイミングについて確認で 
きます。モデル番号は、デバイスの内部、インクカートリッジの側の 
ラベルに記載されています。 

• シリアル番号（プリンタの背面または底部に記載） 

• 問題が起こった際に表示されたメッセージ 
• 次の質問に対する答え 

。この問題が以前にも起こったことがありますか？ 

。問題をもう1度再現できますか？ 

。この問題が起こった頃に、お使いのコンピュータに新しいハードウェ 
ア、またはソフトウェアを追加しましたか？ 

。この状況になる前に何か他のことが起こりましたか（雷 、 HP Ali - in - 
One を移動したなど)？ 


電話無料サボート期間後 

電話サボート期間後も、追加料金で HP のヘルプをご利用いただけます。 

Web サイトの HP オンラインサポートもご利用いただけます。 
www . hD . com/suDDort サボートオプションの詳細については、お近くの HP 取 
扱店にお問い合せいただくか、お住まいの国/地域のサポートサービスの電話 
番号までご連絡ください。 

追加保証オプション 

HP AN - in - One の延長サービスプランは追加費用で利用できます。 
www . hp . com / support にアクセスし、お住まいの国または地域、および言語を 
選択し、延長サービスプランについての情報をサービスおよび保証項目で探 
してください。 
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HP Quick Exchange Service ( Japan ) 


HP クイック ■ エクスチェンジサービス 

製品に問題がある場合は、以下に記載されている電話番号に連絡してください。故障 
している、または問題があると判断された場合、保障期間中は無料で製品を交換し、 
故障した製品を回収します。 

電話番号： 0570 -000511 (ナビダイヤル） 

03-3335-9800 (ナビダイヤルをご利用いただけない場合） 

サボート時間： 平日の午前9:00から午後5:00まで 

土日の午前10:00から午後5:00まで 
祝祭日および1月1日から3日は除きます。 

サービスの条件： 

-サポートの提供は、カスタマケアセンターを通してのみ行われます。 

-カスタマケアセンターがプリンタの不具合と判断した場合に、サービスを受ける 
ことができます。 

ご注意：ユーザの扱いが不適切であったために故障した場合は、保障期間中であ 
っても修理は有料となります。詳細については保証書を参照してください。 

その他の制限： 

■ 運搬の時間はお住まいの地域によって異なります。詳しくは、カスタマケアセ 
ンターに連絡してご確認ください。 

■ 出荷配送は、当社指定の配送業者が行います。 

• 配送は交通事情などの諸事情によって、遅れる場合があります。 

■ このサービスは、将来予告無しに変更することがあります。 


交換時のデバイスの梱包方法については、 製品の梱包 を 參照してください。 

HP 韓国カスタマサポート 


HP t 卜另卫马灭 I® 罡却 
• 卫马セ邙丑扫空卜 
1588-3003 

• 冽罟フト与安呈却扫卦 
080-703-0700 

• 公&フト岩人 I む： 

習智 09:00 〜 18:00 
^ 2 .^ 09:00-13:00 

吾存 ㈢ 冽却） 
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製品をお送りいただくための準備 

HP カスタマサボートへのお問い合わせ後、または購入店で製品をサービス 
担当にお送りいただくよう求められた場合は、製品をお送りいただく前に、 
必ず以下のものを取り外し、保管しておいてください。 

• プリントヘッドとインクカートリッジ 

• コントロ_ルパネルカバ_ 

• 両面印刷 ユニット 

• 排紙トレイ 

• 電源コード、 USB ケーブルなど、製品に接続されているケーブル 
• 給紙トレイにセットされている用紙 
• 本体にセットされているすべての原稿 
このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 製品をお送りいただく前のインクカートリッジとプリントへッドの取り 

外し 

• デバイスの コン トロールパネルカバーの取り外し 

• 両面印刷ユニットを取り外す 

• 排紙トレイを取り外す 

製品をお送りいただ〈前のインクカートリッジとプリントヘッド 
の取り外し 

製品をお送りいただく前に、インクカートリッジとプリントへッドを必ず取 
り外してください。 

歐注記この情報は、日本のお客様には適用されません。 
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発送前にプリントカートリッジを取り外すには 

1. 本体の電源を入れ、プリントカートリッジが停止して静かに 
なるまでしばらく待ちます。本体の電源がオンにならない場 
合は、この手順を省略してステップ2に進みます。 


歐注記本体の電源がオンにならない場合は、電源コードを 
抜いて、手動でプリントキヤリツジを右端まで動かすと、 
インクカートリッジを取り外すことができます。 


2■インク カートリ ツジ カバー をゆつくりと開きます。 



3. それぞれのインクカートリッジを親指と人さし指で挟んでし 
つかりと手前に引き、 スロッ トから取り外します。 
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4. インクカートリッジの内部が乾燥しないように力一トリッジ 
を密閉プラスチック容器に入れて保管します。 HP カスタマ 
サボートの電話担当者から指示された場合を除き、本体と一 
緒に発送しないでください。 

5. インクカートリッジアクセスドアを閉め、力ートリッジがホ 
—ムポジション（左側）に戻るまでしばらく待ちます。 

6. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、電源ボタンを押 
して 本体の電源をオフにします。 

発送前にプリントへツドを取リ外すには 

1. 上部カバーを開きます。 

2. インクホルダーが自動的に左に移動しない場合は、 （0 K ボタ 
ン ）（2 行ディスプレイの製品）または [*] (カラーディスプレイ 
の製品）を5秒間押し続けます。カートリツジが停止するのを 
待ちます。 


歐注記プリンタの電源をオンにできない場合は、ペンを使 
用してプリントへッドのカバーを取り外します。 



3. プリントヘッドラッチを上げます。 

4. プリントへッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドを 
スロッ トから引き出します。 
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5. プリントヘッドの内部が乾燥しないように、ノズルを上に向 
けてお互いが接触しないように、容器に触れないように、密 
閉プラスチック容器に入れて保管します。 HP カスタ マサ ポ 
-卜の電話担当者から指示された場合を除き、本体と一緒に 
発送しないでください。 

6. 上部 カバーを 閉じます。 

7. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、電源ボタンを押 
して 本体の電源をオフにします。 

デバイスのコント ロール パネルカバーの取り外し 

プリントヘッドとインクカートリッジの取り外しが終わったら、以下の手順 
を実行します。 

歐注記この情報は、日本のお客様には適用されません。 


A 注意必ず本体のプラグを抜いてから以下の手順に従ってくださし、。 


注意本体の交換品に電源コードは付属しません。交換品が到着するま 
で、 電源コードは安全な場所に保管しておいてください。 


コントロールパネルカバーを取り外すには 

1. 電源を押してデバイスの電源をオフにします。 

2. 電源コードをコンセントから抜いた後、本体から外します。 
電源コードは本体と一緒に返送しないでください。 

3. 以下の手順に従って、コントロールパネルカバーを取り外し 
ます。 

2行ディスプレイ 
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指をコントロ ールパネルカバーの右下隅に差し込み、持ち上 
げて取り外します。 



カラーディスプレイ 

a. スキャナのカバーを持ち上げます。 
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b . コン トロールパネルカバー上部中央のタブを指で持ちま 
す。引っ張ってデバイスから取り外します。 



4 ■コン トロ ー ルパネルカバ ー を保管します。 コン トロ ー ルパ 
ネルカバーは All - in-One と一 緒に返送しないでください。 


△注意交換用のデバイスには、 コン ト ロー ルパネルカバー 
が付属していません。 コントロー ルパネルカバーは安全 
な場所に保管しておき、デバイスの交換品がお手元に届い 
たら取り付けてください。デバイスの交換品の コントロー 
ルパネル機能を使用するには、交換前の製品に付属してい 
た コントロー ルパネルカバーを交換品に取り付ける必要 
があります。 

歐注記 コン トロールパネルカバーの取り付け方法について 
は、デバイスに付属のセットアップポスターを參照してく 
ださい。デバイスの交換品に、デバイスの設定に関する使 
用説明書が付属している場合があります。 


両面印刷ュニットを取り外す 

デバイスを発送する前に両面印刷ュニットを取 y 外します。 


▲ 両面印刷ユニットの両側にあるボタンを押して、ユニットを 
取り外します。 

排紙トレイを取り外す 

デバイスを発送する前に排紙トレイを取り外します。 
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▲排紙トレイを持ち上げ、デバイスからトレイをゆつくり取り 
外します。 



製品の梱包 

製品をお送りいただく準備ができたら、次の手順を実行してください。 

製品を梱包するには 

1. お手元にある場合は元の梱包材を使用して、または交換品に 
使用されていた梱包材を使用して、製品を梱包して発送しま 
す。 
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元の梱包材がない場合は、他の適切な梱包材を使用してくだ 
さい。不適切な梱包や運送によって発生する損傷は、保証の 
対象にはなりません。 

2. 返送用のラベルを箱の外側に貼ります。 

3. 箱には、以下のものを入れてください。 

• サービス担当に宛てた、症状の詳細な説明（印刷品質を示 
す実際の出カサンプルが役に立ちます)。 

• 保証が適用される期間内であることを証明する保証書また 
はその他の購入証明書のコピー。 

• 氏名、住所、および日中に連絡可能な電話番号。 

• 印刷サプライ品をビニール袋に入れて、デバイスと一緒に 
発送します。 
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C デバイスの仕様 

メディアおよびメディア処理の仕様については、 「 サボートされたメディア 
の仕様の理解 I を參照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

參 物理的仕様 
- 製品機能と容量 

• プロセッサとメモリの仕様 

• システム要件 

• ネットワークプロトコルの仕様 

• 埋め込み Web サーバの仕様 
• 印刷の仕様 

• コピーの仕様 

• ファクスの仕様 
參 スキャンの仕様 
• 環境仕様 

- 雷気仕様 

• 発生音暈仕様（エコノモードでの印刷、 ISO 7779によるノイズレベル) 

• サボートされているデバイス 

• メモリカードの仕様 

物理的仕様 

サイズ(幅 X 高さ X 奥行き） 

• 2行ディスプレイモデルの場合 

両面印刷ュニット付きデバイス： 494 x 299 x 479 mm (19.5 xl 1.8 x 18.9 
インチ） 

トレイ2取り付け時： 67 mm (2.6 インチ）をデバイスの高さに追加しま 
す。 

• カラーディスプレイモデルの場合 

両面印刷ュニット付きデバイス： 494 x 331 x 479 mm (19.5 x 13 x 18.9 イ 
ンチ） 

トレイ2取リ付け時： 67 mm (2.6 インチ）をデバイスの高さに追加しま 
す。 
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デバイス重量（印刷サプライ品は含まず} 

• 2行ディスプレイモデルの場合 

両面印刷ュニット付きデバイス： 11.9 kg (26.2 lb ) 

トレイ 2 取り付け時： 2.7 kg (6.0 ポンド）を追加します。 
• カラーディスプレイモデルの場合 

両面印刷 ュニッ ト付きデバイス： 12.7 kg (28.0 lb ) 

トレイ 2 取り付け時： 2.7 kg (6.0 ポンド）を追加します。 

製品機能と容量 


機能 

容量 

接続 

• USB 2.0 準拠 

• USB ホストコネクタは、フ 
ルスピ _ ドまでしかサポ _ 卜 
されていません。 

• ワイヤレス802.11 b/g (—部の 
モデルのみ） 

• 有線ネットワーク 

印刷方式 

オンデマンド型サーマルインク 
ジェット印刷 

インクカートリッジ 

4種類のインクカートリッジ 
(黒、シアン、マゼンタ、および 
イエロー各1つ） 

注記一部のインクカートリッジ 
は、国/地域によっては取り扱わ 
れていません。 

プリントヘッド 

2種類のプリントへッド（黒、シ 
アン、イエロー、およびマゼンタ 
各1っ） 

印刷可能枚数 

インクカートリッジの推定残量 
の詳細については、 www . hp . com / 
ao / learnaboutsupplies / を參照し 
てください。 

デバイスの言語 

HPPCL 3 

サポ _ 卜するフォント 

US フオント ： CG Times , CG 
rimes Italic 、 Universe 、 
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(続き） 

機能 

容量 


Universe Italic 、 Courier ^ 

Courier Italic、Letter Gothic 、 

Letter Gothic Italic 。 

負荷サイクル 

15,000ぺージ/月まで 

デバイスのコントロールパネル 
の言語のサポート 

使用可能な言語は国/地域によつ 
て異なります。 

ブルガリア語、クロアチア語、チ 
ェコ語、デンマーク語、オランダ 
語、英語、フィンランド語、フラ 
ンス語、ドイツ語、ギリシャ語、 
ハンガリー語、イタリア語、日本 
語、韓国語、ノルウェー語、ポー 
ランド語、ポルトガル語、ルーマ 
ニア語、ロシア語、簡体字中国 
語、スロバキア語、スロベニア 
語、スペイン語、スウェーデン 
語、繁体字中国語、トルコ語。 


プロセッサとメモリの仕様 

デバイスプロセッサ 

ARM 11 

デバイスメモリ 

• 2行のディスプレイ： 64 MB 内蔵 RAM 

• カラーディスプレイ：128 MB 内蔵 RAM 

システム要件 

&注記サポートされているオペレーティングシステムとシステム要件の最 
新情報については、 http :// www . hp . com / support / にアクセスしてくださ 
し、。 
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オペレーティングシステムとの互換性（サポートする os は国毎に異な y ます） 

• Windows 2000 、 Windows XP、Windows XP x 64 、Windows Vista 

歐 注記 Windows 2000 SP 4 、Windows XP x 64 Edition SP 1 、 Windows 
XP SP 1 Starter Edition 、 および Windows Vista Starter Edition では、 
プリンタドライバ、スキヤナドライバ、およびツールボックスのみを 
使用できます 。 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 
( E 709 r ) を使用している場合、コピーはサボートされません。使用して 
いるモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の 検索 を 参照して 
ください。 

• MacOSX ( v .10.4、 v .10.5) 

• Linux (詳細については、 www . hp . com / qo / linuxprintinq を参照してくださ 
い)。 

最小要件 

• Windows 200〇サービスパック4 : Intel Pentium II または Celeron プロセ 
ッサ、128 MB RAM 、 200 MB のハードディスク空き容量 、 Microsoft 
Internet Explorer 6.0 

• Windows XP (32 ビット）サービスパック 1 :Intel Pentium II または 
Celeron プロセッサ、512 MB RAM 、 410 MB のハードディスク空き容 
量 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 

• Windows XPx 64 サービスパック1 : AMD Athlon 64または AMD 
Opteron プロセッサ 、 Intel EM 64 T を備えた Intel Xeon プロセッサまたは 
Intel EM 64 T を備えた Pentium プロセッサ、512 MB RAM 、 290 MB のハ 
—ドディスク空き容量 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 

• Windows Vista :800 MHz 32 ビット ( x 86) または 64 ビット ( x 64) プロセッ 
サ、512 MB RAM 、425 MB のハードディスク空き容量 、 Microsoft 
Explorer 7.0 

• Mac OS X(v.1 0.4.11 、 v.10.5) : PowerPC G 3, G 4、 G 5、 または Intel 
Core プロセッサ、 256 MB メモリ、 500 MB のハードディスク空き容量 

• Quick Time 5.0 以降 (Mac OS X) 

• Adobe Acrobat Reader 5.0 以降 

推奨される要件 

• Windows 200〇サービスパック4 : Intel Pentium III 以上のプロセッサ、 
256 MB RAM 、 200 MB のハードディスク空き容量 

• Windows XP (32 ビット）サービスパック1 : Intel Pentium III 以上のプロ 
セツサ、512 MB RAM 、 500 MB のハードディスク空き容量 
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• Windows XPx 64 サービスパック 1 : AMD Athlon 64または AMD 
Opteron プロセッサ 、 Intel EM 64 T を備えた Intel Xeon プロセッサまたは 
Intel EM 64 T を備えた Pentium プロセッサ、512 MB RAM 、 290 MB のハ 
_ ドディスク空き容量 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 

• Windows Vista :1 GHz 32 ビット ( x 86) または 64 ビット ( x 64) プロセッ 
サ、 1 GBRAM 、 470 MB のハードディスク空き容量 

• Mac OSX(v.1 0.4.11 、 v.10.5) : PowerPC G 3 S G 4、 G 5、 または Intel 
Core プロセッサ、 512 MB 以上のメモリ、 500 MB のハードディスク空き 
容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 （Windows 2000、 Windows XP }、 
Internet Explorer 7.0 以降 (Windows Vista) 

ネットワークプロトコルの仕様 

ネットワークオペレーティングシステムとの互換性（サボートする OS は国毎に異なります） 

• Windows 2000 、 Windows XP (32 ビット ）、 Windows XP x 64* 
(Professional Edition および Home Edition)、Windows Vista (32 ビット） 

と （64 ビット ） [Ultimate Edition、Enterprise Edition および Business 
Edition ] 

• MacOSX ( v .10.4、 v .10.5) 

• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP 
と Feature Release 3 

• Microsoft Windows 2000 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.0 

• Microsoft Windows 2000 Server ferminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.0 

• Microsoft Windows 2003 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.5 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP 
と Feature Release 3 

• Microsoft Windows 2000 Small Business Server rerminal Services 

• Novell Netware 6、 6.5 、Open Enterprise Server 6.5 

互換性のあるネットワークプロト コル 

TCP/IP 


ネットワークプロトコルの仕様 385 



付録 c 


ネットワーク管理 
埋め込み Web サーバ 
機能 

ネットワークデバイスをリモート設定および管理する機能 

埋め込み Web サーバの仕様 

必要な条件 

• TCP/IP ベースのネットワーク （ IPX/SPX ベースのネットワークはサボー 

卜されていません） 

• Web ブラウザ (Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 、 Mozilla Firefox 1.0 以 
降 、 Opera 8.0 以降、または Safari 1.2 以降） 

• ネットワーク接続 （ USB ケーブルで直接コンピュータに接続されている場 
合、埋め込み Web サーバは使用できません） 

• インターネット接続（一部の機能で必要） 

W 注記埋め込み Web サーバは、インターネットに接続しなくても開く 
ことができます。ただし、一部の機能は使用できません。 


• 組み込み Web サーバは、デバイスとファイアウォールの同じ側になけれ 
ばなりません。 

印刷の仕様 

モノクロ印刷の解像度 

ピグメントブラックインクで最高 1200 dpi 
カラー 印刷の解像度 

HP ではフォト品質を Vivera インクにより改善しています（最高4800 X 
1200 dpi 最適化、1200 X 1200入力 dpi で HP プレミアムプラスフォト用紙 
使用） 

コピーの 仕様 

• デジタルイメージ処理 

• 原稿のコピーは99枚まで（モデルによって異なります） 

• デジタルズーム： 25〜400% ( モデルによって異なります） 

• ページに合わせる、コピーのプレビュー（カラーディスプレイのみ） 

ファクスの仕様 

• Walk - up 方式のモノクロおよびカラーファクス機能。 

• 最大110件の短縮ダイヤル（モデルによって異なります)。 


386 デバイスの仕様 




• 最大 120 ぺージのメモリ ( ITU-T Test Image #1を標準解像度で受信した 
場合で、モデルよって異なります)。より複雑なページあるいは高解像度 
のページの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。 

• 手動ファクス送受信。 

• 最大5回のビジー自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 1回の応答なし自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 確認レポートおよびアクティビティレポート。 

• CCITT/ITU Group 3ファクス （エラー 訂正 モー ド対応)。 

• 伝送速度 33.6 Kbps 。 

• 33.6 Kbps の場合の伝送速度は3秒/枚 ( ITU-T Test Image #1を標準解像 
度で受信した場合)。より複雑なページあるいは高解像度のページの場合 
は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。 

• 呼び出しの自動検出とそれに伴うファクス/留守番電話の自動切り替え。 



写真 ( dpi ) 

超高画質 
( dpi ) 

高画質 （ dpi ) 

標準 ( dpi ) 

モノク 
□ 

196 x 203 (8 ビ 
ツトグレース 
ケ _ ル） 

300 x 300 

196 x 203 

196 x 98 

カラー 

200 x 200 

200 x 200 

200 x 200 

200 x 200 


pc ファクス受信の仕様 

• サボートされるファイルの種類：未圧縮 TIFF 
• サボートされるファクス形式：モノクロファクス 

スキヤンの仕様 

• イメージエディター内蔵 

• 統合 OCR ソフトウエアによってスキャンしたテキストを編集可能なテキ 
ストに自動的に変換 ( Windows のみ） 

• スキャンの速度は、文書の複雑さによって異なります 

• Twain 互換インタフ； l _ ス 

• 解像度：光学解像度4800 x 4800 ppi 、 最大補間解像度19,200 ppi 
• カラー: RGB カラーによる16ビット、48ビット合計 
• ガラス板からの最大スキヤンサイズ： 2行ディスプレイ: 216 x 297 
mm 、 カラーディスプレイ216 x 356 mm 

• ADF からの最大スキヤンサイズ： 216 x 356 mm 
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環境仕様 

動作環境 

動作温度：摂氏5°〜 40 °C (華氏41°〜 104° F ) 

動作時推奨条件：摂氏15°〜 32 °C (華氏59°〜 90° F ) 

推奨相対湿度： 25〜75%結露しないこと 

保管環境 

保管温度:-40° 〜60° C (-40° 〜140° F ) 

保管相対湿度: 60 °C (140 T ) の温度で最高90%、結露しないこと 

電気仕様 

電源 

ユニバーサル 電源アダプタ（外部） 

所要電力 

入力電圧：100〜240 VAC (土 10%)、50/60 Hz (± 3 Hz ) 

出力電圧： 2500 mA で32 Vdc 


電力消費 

印刷時30 W (高速ドラフトモード)、コピー時 32 W (高速ドラフトモード） 

発生音量仕様（エコノモードでの印刷 、 ISO 7779によるノイズレベル) 

音圧（そばに立っている状態） 

LpAm 57 ( dBA ) (mon Draft print ) 

音響 

LwAd 7.0 ( BA ) 


サポートされているデバイス 

USB フラッシュドライブ 

HP では、このデバイスで次の USB フラッシュドライブを完全にテストして 
います。 

• SanDisk Cruzer Micro :高速、0120-256、256 MB 

• Iomega Micro Mini :フル速度、 064-0417450- YCAE 032171 、 128 MB 

• Kingston DataTraveler II :高速、 KF 11 250 4 f 5274-006、128 MB およ 
び 256 MB 

• Sony Microvault :高速、 D 04825 AB ' 256 MB 

• Lexar Media JumpDrive: 256 MB 
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注記：デバイスには他の USB フラッシュドライブを使用できる場合もありま 
す。ただし、他のドライブは完全にテストされていないため、デバイスで適 
切に動作するかどうかは保証できません。 

メモリカードの仕様 

• メモリーカード上の推奨最大ファイル数：1,000 

• 推奨最大ファイルサイズ(個別)：12 メガピクセル（最大)、8 MB (最大） 

• 推奨最大メモリカードサイズ：1 GB (半導体メモリのみ） 

彦注記メモリカードの最大推奨値に近づくと、デバイスのパフォーマンス 
が期待値より遅くなる場合があります。 

サポートされているメモリカードのタイプ 

• CompactFlash (Type I および II ) 

• Memory Stick、Memory Stick Duo、Memory Stick Pro、MagicGate 
Memory Stick Duo 

歐注記 Memory Stick Duo (別売のアダプタが必要)アダプタを使用しな 
いとデバイスが損傷する恐れがあります。 

• Memory Stick Micro (別売のアダプタが必要） 

• Secure Diaital 

• High Capacity Secure Diaital 

• miniSD、microSD (別売のアダプタが必要） 

• MultiMediaCard ( MMC ), Secure MultiMediaCard 

• 縮小サイズの MultiMediaCard ( RS - MMC)、MMC Mobile、MMCmicro (す 
ベての製品でアダプタを別途購入する必要がある） 

• xD-Picture 力ード 


メモリカードの仕様 
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D 法規について 

このデバイスは、お住まいの国/地域の規制当局からの製品要件に適合してい 
ます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• FCC 準拠声明 

參 日本のユ_ザに対する VCCI (クラス B ) 基準に関する告知 

• 日本のユーザに対する告知（電源コードについて) 

- 韓国の ユーザに 対する告知 

• 有毒有害物質の表 

* 米国電話網ユーザへの告知： FCC 要件 

• カナダのユーザに対する告知 

- 欧州経済地域の全ユ_ザに対する告知 

• オーストラリアでの有線ファクスの接続について 

• ワイヤレス製品の法規規定 
* 規制モデル番号 
* 滴合官 W 書 

• 環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

參 サードパーテイライセンス 
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FCC 準拠声明 


FCC statemen 曾 

The United States Federal communications Commission (in 47 し HR 15.10 5) has specified 
that the following notice be brought to the attention of users of this product. 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reason¬ 
able protection against harmful interference in a residential installation. This equipment 
generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio communications. 
However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. 
If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can 
be determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct 
the interference by one or more of the following measures: 

• Reorient the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

For further information, contact: 

Manager or corporate Product Regulations 
Hewlett-Packard Company 
3000 Hanover Street 
Palo Alto, Ca 94304 
(650) 857-1501 
Modifications (part 15.21) 

The FCC requires the user to be notified that any changes or modifications made to this 
device that are not expressly approved by HP may void the user's authority to operate the 
equipment. 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the followinq 
two conditions:(1)this device may not cause harmful interference, and (2) this device must 
accept any interference received, including interference that may cause undesired 
operation. 


日本の ユーザに 対する VCCI (クラス B ) 基準に関する告知 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI) の基準に基づくクラス 
B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、こ 
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると受信障害を引き起こす 
ことがあります。 

取り扱い説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


392 


法規について 




日本の ユーザに 対する告知（電源 コー ドに ついて) 


製品には、同梱された鼋源コードをお使い下さい。 

同梱された電源コードは、他の製品では使用出来ません。 


韓国のユーザに対する告知 


人!■号ストフ I フ I ) 

〇1フ I フ I さ叫智平号2旦 Sx 卜 e 卜勾暂号号昝岂各フ I フ I 至/ H ， 手フ勻〇彳 I 人1さ詈昱 H 吾 
人卜舍暂牛も!舎し I 匚卜. 


有毒有害物質の表 


有毒有害物质表 

根据中国《电子信息产品污染控制管理办法》 


零件描述 

有毒有害物质和元素 

铅 

汞 

镉 

六价铬 

多溴联苯 

多溴联苯醚 

外壳和托盘* 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

电线1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

印刷电路板* 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

打印系统* 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

显不器* 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

喷墨打印机墨盒* 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

驱动光盘 W 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

扫描仪 t 

X 

X 

n 

n 

0 

n 

网络配件1 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

电池板* 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

自动双面打印系統*' 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

外部电源 W 

X 

0 

n 

0 

0 . 

0 . 


0:指此部件的所有均一材质中包含的这种有毒有害物质，含量低于 SJ / T 11363-2006 的限制 
X :指此部件使用的均一材质中至少有一种包含的这种有毒有害物质，含量高于 SJ / T 11363-2006 的限制 
注：环保使用期限的参考标识取决于产品正常工作的温度和湿度等条件 
* 以上只适用于使用这些部件的产品 
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米国電話網ユーザへの告知： FCC 要件 


Notice to users of the U.S. telephone network: FCC requirements 

This equipment complies with FCL rules, Part 68. On this equipment is a label that 
contains, among other information, the FCC Registration Number and Ringer Equivalent 
Number (REN) for tms equipment. If requested, provide this information to your telephone 
company. 

An FCC compliant telephone cord and modular plug is provided with this equipment. Tms 
equipment is designed to be connected to the telephone network or premises wiring using 
a compatible modular jack which is Part 68 compliant. This equipment connects to the 
telephone network through the following standard network interface jack: USOC 
RJ-11C. 

The REN is useful to determine the quantity of devices you may connect to your telephone 
line and still have all of those devices rinq when your number is called. Too many devices 
on one line might result in failure to ring in response to an incoming call. In most, but not 
all, areas the sum of the RENs of all devices should not exceed five (5). To be certain of the 
number of devices you may connect to your line, as determined by the REN, you should call 
your local telephone company to determine the maximum REN for your calling area. 

If this equipment causes harm to the telephone network, your telephone company might 
discontinue your service temporarily. If possible, they will notify you in advance. If advance 
notice is not practical, you will be notified as soon as possible. You will also be advised of 
your riqnt to file a complaint with the FCC. Your telephone company might make changes 
in its facilities, equipment, operations, or procedures that could affect the proper operation 
of your equipment. If they do, you will be given advance notice so you will have the 
opportunity to maintain uninterrupted service. If you experience trouble with this equipment, 
please contact the manufacturer, or look elsewhere in this manual, for warranty or repair 
information. Your telephone company might ask you to disconnect this equipment from the 
network until the problem has been corrected or until you are sure that the equipment is not 
malfunctioning. 

This equipment may not be used on coin service provided by the telephone company. 
Connection to party lines is subject to state tariffs, contact your state public utility commis¬ 
sion, public service commission, or corporation commission for more information. 

This equipment includes automatic dialing capability. When programming and/or making 
test calls to emergency numbers: 

• Remain on the line and explain to the dispatcher the reason for the call. 

• Perform such activities in the off-peak hours, such as early morning or late evening. 

No 曾 e The FCC hearinq aid compatibility rules for telephones are not applicable 
|l2y| to this equipment. 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use a 
computer or other electronic device, including fax machines, to send any message unless 
such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted page 
or on the first page of transmission, the date and time it is sent and an identification of the 
business, other entity, or other individual sending the message and the telephone number 
of the sending machine or such business, other entity, or individual. (The telephone number 
provided might not be a 900 number or any other number for which charges exceed local 
or long-distance transmission charges.) In order to proqram this information into your fax 
machine, you should complete the steps described in the software. 
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カナダの ユーザに 対する告知 


Note a I’attermon des utilisateurs du reseau telephomque 
canadien/Notice to users of the Canadian telephone network 

Cet appareil est conforme aux specifications techniques des equipements terminaux 
d’lndustrie Canada. Le numero d'enregistrement atteste de la conformite de I'appareil. 
L'abreviation 1C qui precede le numero d'enregistrement indique que I'enregistrement a ete 
effectue dans le cadre d’une Declaration de conform ite stipulant que les specifications 
techniques d’lndustrie Canada ont ete respectees. Neanmoins, cette abreviation ne signifie 
en aucun cas que I'appareil a ete valide par Industrie Canada. 

Pour leur propre securite, les utilisateurs doivent s'assurer que les prises electriques reliees 
a la ter re de la source d'alimentation, des lignes telephoniques et du circuit metallique 
d’alimentation en eau sont, le cas echeant, branchees les unes aux autres. Cette precaution 
est particulierement importante dans les zones rurales. 

Remarque Le numero REN (Ringer Equivalence Number) attribue a chaque 
\jy( appareil terminal fournit une indication sur le nombre maximal de terminaux qui 
peuvent etre connectes a une interface telephonique. La terminaison d'une 
interface peut se composer de n'importe quelle combinaison d'appareils, a 
condition que le total des numeros REN ne depasse pas 5. 

Base sur les resultats de tests FCC Partie 68, le numero REN de ce produit est 0.0 B. 

This equipment meets the applicable Industry Canada Terminal Equipment Technical 
Specifications. This is confirmed by the registration number. The abbreviation 1C before the 
registration number signifies that registration was performed based on a Declaration of 
Conformity indicating that Industry Canada technical specifications were met. It does not 
imply that Industry Canada approved the equipment. 


Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of the 
power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected toqether. Tms precaution might be particularly important in rural areas. 

Note The REN (Ringer Equivalence Number) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be 
connected to a telephone interface. The termination on an interface might consist 
of any combination of devices subject only to the requirement that the sum of the 
Ringer Equivalence Numbers of all the devices does not exceed 5. 




The REN for this product is 0.0 B, based on FCC Part 68 test results. 


カナダの ユーザに 対する告知 
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欧州経済地域の全ユーザに対する告知 


Notice to users in the European Economic Area 

C€ 

This product is designed to be connected to the analog Switched Telecommunication 
Networks (PSTN) of the European Economic Area (EEA) countries/regions. 

Network compatibility depends on customer selected settings, which must be reset to use 
the equipment on a telephone network in a country/region other than where the product 
was purchased. Contact the vendor or Hewlett-Packard Company if additional product 
support is necessary. 

This equipment has been certified by the manufacturer in accordance with Directive 
1999/5/EC (annex II) for Pan-European single-terminal connection to the public switched 
telephone network (PSTN). However, due to differences between the individual PSTNs 
provided in different countries, the approval does not, of itself, give an unconditional 
assurance of successful operation on every PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 
This equipment is designed for DTMF tone dialing and loop disconnect dialing. In the 
unlikely event of problems with loop disconnect dialing, it is recommended to use this 
equipment only with the DTMF tone dial setting. 


オーストラリアでの有線ファクスの接続について 


In Australia, the HP device must be connected to Telecommunication Network through a line 
cord which meets the requirements of the Technical Standard AS/AC IF S008. 


ワイヤレス製品の法規規定 

このセクションでは、ワイヤレス製品に関する以下の規制事項について説明 
します。 

參 高周波暴露 

參 ブラジルのユーザーに対する告示 

- カナダのユーザーに対する告示 

* 台湾のユ_ザ_に対する告知 
- EU の規制に関する告知 
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高周波暴露 


Exposure to radio frequency radianon 

A Caution The radiated output power of this device is far below the FC し radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the device shall be used in such a manner 
that the potential for human contact during normal operation is minimized. This 
product and any attached external antenna, if supported, shall be placed in such 
a manner to minimize the potential for human contact during normal operation. In 
order to avoid the possibility of exceeding the FCC radio frequency exposure 
limits, human proximity to the antenna shall not be less than 20 cm (8 inches) 
during normal operation. 


ブラジルのユーザーに対する告示 


aviso aos usuarios no Brasil 

Este equipamento opera em carater secundario, isto e, nao tem direito a prote<;ao 
contra interferencia prejudicial, mesmo de esta^oes do mesmo tipo, e nao pode causar 
interferencia a sistemas operando em ca rater primario. (Res.ANATEL 282/2001). 


カナダのユーザーに対する告示 


Nonce to users in Canada/Note a I'attention des utinsateurs canadiens 

For Indoor Use. This aiqital apparatus does not exceed the Class B limits for radio noise 
emissions from the diqital apparatus set out in the Radio Interference Regulations of the 
Canadian Department of Communications. The internal wireless radio complies with RSS 
210 and RSS GEN of Industry Canada. 

Utiliser a I'interieur. Le present appareil numerique n'emet pas de bruit radioelectrique 
depassant les limites applicables aux appareils numeriques de la classe B prescrites dans 
le Reglement sur le brouillage radioelectrique edicte par le mmistere des Communications 
du Canada. Le composant RF interne est conforme a la norme RSS- 210 and RSS GEN 
d'lndustrie Canada. 


ワイヤレス製品の法規規定 
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台湾のユーザーに対する告知 


低功率電波輻射性電機管理辦法 

第十二條 

經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻 
率、加大功率或變更設計之特性及功能。 

第十四條 

低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立 
即停用，並改善至無干擾時方得繼續使用。 

前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電通信。低功率射頻電機須忍受合法通信或 
工業、科學及醫藥用電波輻射性電機設備之干擾。 
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EU の規制に関する告知 


European Union Requlatorv Notice 

Products bearina the CE marking comply witn the following EU Directives: 

• Low Voltage Directive 2006/95/EC 

• EMC Directive 2004/108/EC 

CE compliance of this product is valid only if powered with the correct CE-marked AC 
adapter provided by HP. 

If tms product has telecommunications functionality, it also complies with the essential 
requirements of the following EU Directive: 

• R&TTE Directive 1999/5/EC 

Compliance with these directives implies conformity to harmonized European standards 
(European Norms) that are listed in the EU Declaration of Conformity issued by HP for this 
product or product family. This compliance is indicated by the following conformity 
marking placed on the product. 

ce ① 

The wireless telecommunications functionality of this product may be used in the following 
EU and EFTA countries: 

Austria, Belgium, Bulgaria, Cyprus, Czech Republic, Denmark, Estonia, Finland, France, 
Germany, Greece, Hungary, Iceland, Ireland, Italy, Latvia, Liechtenstein, Lithuania, 
Luxembourg, Malta, Netherlands, Norway, Poland, Portugal, Romania, Slovak Republic, 
Slovenia, Spain, Sweden, Switzerland and United Kingdom. 

Products with 2.4-GHz wireless LAN devices 
France 

For 2.4 GHz Wireless LAN operation of this product certain restrictions apply: This 
product may be used indoor for the entire 2400-^483.5 MHz frequency band (channels 
1-13). For outdoor use, only 2400-2454 MHz frequency band (channels 1-9) may be used. 
For the latest requirements, see http://www.art-telecom.fr. 

Italy 

License required for use. Verify with your dealer or directly with the General Direction for 
Frequency Planning and Management (Direzione Generale Pianificazione e Gestione 
Frequenze). 


規制モデル番号 

規定に適合していることを識別する目的で、製品には規定モデル番号が割り 
当てられています。お使いの製品の規制モデル番号は SNPRC-0703-01 (HP 
Officejet Pro 8500 All-in-One Series)' または SNPRC-0703-02 (HP Officejet 
Pro 8500 Wireless All-in-One または HP Officejet Pro 8500 Premier All-in- 
One) です。この法規モデル番号は、マーケティング用の名前 （HP Officejet 
Pro 8500 Ail-in-One Series ) または製品番号と混同しないようにしてくださ 

い。 
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適合宣言書 


DECLARATION OF CONFORMITY 

i n . e n i according to ISO/IEC 1 7050 -1 and EN 17050-1 


Supplier’s Name: 

Supplier’s Address: 
declares, that the product 
Product Name: 

Regulatory Model Number: 1 ) 
Product Options: 


Hewlett-Packard Company DoC#: SNPRC-0703-01-A 

60, Alexandra Terrace, # 07-01 The Comtech, Singapore 118502 


HP Officejet Pro 8500 All-in-One Series 
SNPRC-0703-01 

C 9101 A/ Automatic 2-Sided Printing Device 
CB802A / 250 - sheet Paper Tray 


conforms to the following Product Specifications and Regulations: 

SAFETY: IEC 60950-1:2001 / EN 60950 -1:2001 +A11: 2004 

EN 60825-1 1994+A1: 2002 +A2: 2001 

EMC ： CISPR 22:2005 / EN 5502 2: 2006 Class B 

EN 55024 :1998+A1: 2001 +A2:2003 
EN 61000 -3-2: 200 0 + A2: 2005 
EN 61000 -3-3:1995 +A1: 2001 
FCC CFR 47, Part 15 Class B / ICES-003, Issue 4 Class B 

TELECOM: TBR 21: 1998 3) 

FCC Rules and Regulations 47CFR Part 68 

TIA-968-A-1 +A-2 +A-3+A-4 Telecommunications - Telephone Terminal Equipment 
CS-03, Part I, Issue 9, Feb 2005 


Supplementary Information: 

1■ This product is assigned a Regulatory Model Number which stays with the regulatory aspects of the design. The Regulatory 
Model Number is the main product identifier in the regulatory documentation and test reports, this number should not be 
confused with the marketing name or the product numbers. 

2. This product complies with the requirements of the Low Voltage Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC 
& the R&TTE Directive 99/5/EC and carries the CE-marking accordingly. In addition, it complies with the WEEE Directive 
2002/96/EC and RoHS Directive 2002/95/EC. 

3. This product complies with TBR21:1998, except clause 4.7.1 (DC characteristic), which complies with ES 203 021-3, 
clause 4.7.1. 

4. This Device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is suD|ect to the following two Conditions:(1)This device 
may not cause harmful interference, and (2) this device must accept any interference received, including interference that 
may cause undesired operation. 

5. The product was tested in a typical configuration. 


Singapore Wong Soo Min , Director Quality 

April 2008 Imaging & Printing Manufacturing Operations 

Local contact for regulatory topics only: 

EMEA: Hewlett-Packard GmbH, HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 71034 Boeblingen, Germany www.hp.com/ao/certificates 
USA : Hewlett-Packard, 3000 Hanover St., Palo Alto 9430 4, U.S.A. 650-857-1501 
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DECLARATION OF CONFORMITY 

invent according to ISO/IEC 1 7050 -1 and EN 17050-1 


Supplier’s Name: 

Supplier's Address: 
declares, that the product 
Product Name: 

Regulatory Model Number: 1 ) 
Product Options: 


Radio Module Number: 


Hewlett-Packard Company DoC#: SNPRC-0703-02-A 

60, Alexandra Terrace, # 07-01 The Comtech, Singapore 1 18502 


HP Officejet Pro 8500 All-in-One Series 
SNPRC-0703-02 

C 9101 A/ Automatic 2-Sided Printing Device 
CB802A / 250 - sheet Paper Tray 
RSVLD-0608 


conforms to the following Product Specifications and Regulations: 

SAFETY: IEC 60950-1:2001 / EN 60950 -1:2001 + A11 : 2004 

EN 60825-1 1994+A1: 2002 +A2: 2001 

EMC： CISPR 22:2005 / EN 5502 2: 2006 Class B 

EN 55024 :1998+A1: 2001 + A2:2003 
EN 61000 -3-2: 2000 + A2: 2005 
EN 61000 -3-3:1995 +A1: 2001 
FCC CFR 47, Part 15 Class B / ICES-003, Issue 4 Class B 

TELECOM: EN 301489-1 VI.6.1:2005 / EN 301489-17 VI.2.1 .2002 

EN 300 328 VI.7.1 : 2006 
TBR21: 1998 3) 

FCC Rules and Regulations 47CFR Part 68 

TIA-968-A-1 +A-2 +A-3+A-4 Telecommunications - Telephone Terminal Equipment 
CS-03, Part I, Issue 9, Feb 2005 


Supplementary Information: 

1. This product is assigned a Regulatory Model Number which stays with the regulatory aspects of the design. The Regulatory 
Model Number is the main product identifier in the regulatory documentation and test reports, this number should not be 
confused with the marketing name or the product numbers. 

2. This product complies with the requirements of the Low Voltage Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004 /108/EC 
& the R&TTE Directive 99/5/EC and carries the CE-marking accordingly. In addition, it complies with the WEEE Directive 
2002/96/EC and RoHS Directive 2002/95/EC. 

3. This product complies with TBR21 : 1998, except clause 4.7.1 (DC characteristic), which complies with ES 203 021-3, 
clause 4.7.1. 

4. This Device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two Conditions:(1)This device 
may not cause harmful interference, and (2) this device must accept any interference received, including interference that 
may cause undesired operation. 

5. The product was tested in a typical configuration. 


Singapore Wong Soo Min , Director Quality 

April 2008 Imaging & Printing Manufacturing Operations 

Local contact for regulatory topics only: 

EMEA: Hewlett-Packard GmbH, HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 71034 Boeblingen, Germany www.hp.com/go/certificates 
USA: Hewlett-Packard, 3000 Hanover St., Palo Alto 9430 4, U.S.A. 650-857-1501 
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環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

Hewlett - Packard では、優れた製品を環境に対して適切な方法で提供すること 
に積極的に取り組んでいます。この製品では、再利用を考慮した設計を取り 
入れています。高度な機能と信頼性を確保する一方、素材の種類は最小限に 
とどめられています。素材が異なる部分は、簡単に分解できるように作られ 
ています。金具などの接合部品は、作業性を考慮した分かりやすい場所にあ 
るので、一般的な工具を使って簡単に取り外すことができます。重要な部品 
も手の届きやすい場所にあり、取り外しや修理が簡単に行えます。 

詳細については、 HPWeb サイトの次のアドレスにある「環境保護ホーム」 
にアクセスしてください。 

www . hp . com / hpinfo / globalcitizenship / environment / index.html 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 用紙の使用 
• プラスチック 
• 化学物質安全性データシート 
• リサイクルプログラム 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプロヴラム 

- EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の処理 

參 雷力消費 
. 化学物質 

用紙の使用 

本製品は DIN 19309と EN 12281:2002にしたがったリサイクル用紙の使用 
に適しています。 

プラスチック 

25グラム以上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マー 
クが付いているため、プリンタを処分する際にプラスチックを正しく識別す 
ることができます。 

化学物質安全性データシート 

化学物質等安全データシート （ MSDS ) は、次の HP Web サイトから入手でき 
ます。 

www . hp . com / qo/msds 

リサイクルプログラム 

HP は世界中の国/地域で、大規模な エレクトロニクス リサイクルセンターと 
提携して、さまざまな製品回収およびリサイクルプログラムを次々に実施し 
ております。また、弊社の代表的製品の一部を再販することで、資源を節約 
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しています。 HP 製品のリサイクルについての詳細は、下記サイトをご參照く 
ださい。 

www . hp . com / hpinfo / qlobalcitizenship / environment / recvcle / 

HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

hp では、環境の保護に積極的に取 y 組んでいます。 hp のインクジェット消 
耗品リサイクルプログラムは多くの国/地域で利用可能であり、これを使用す 
ると使用済みのプリントカートリッジおよびインクカートリッジを無料でリ 
サイクルすることができます。詳細については、次の Web サイトを参照して 
ください。 

www . hp . com / hpinfo / qlobalcitizenship / environment / recvcle / 
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EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の処理 




liof Waste Equipment by Usen in Private Households in the European Union 

nbol on the proaud or on its packaging indicates that (his product must nol be disposed of with your other household waste. Instead, il is your responsibilily to dispose of your wa 
ent by hanaing it over to a designalea collection point for the recycling of waste electrical and electronic equipment. The separate collection and recycling of your waste equipme 
? of disposal will help to conserve natural resources and ensure that it is recycled in a manner that protects human health and the environment. For more information about where 
>p off your waste equipment (or recycling, please contact your local city office, your household waste disposal service or the shop where you purchased the product. 

ationdes equipements usages par les utilisateurs dans les foyers priv^s au sein de I'Union europdenne 

rsence de ce symbole sur le produit ou sur son emballage inaique que vous ne pouvez pas vous d^barrasser de ce produit de la mdme fa^on que vos ddchets courants. 
ntraire, vous eles responsable de I'evacuation de vos equipements usages et, a cet effel, vous Stes tenu de les remettre a un point de collecte aqree pour le recyclage des 
ements eledriques et eleclroniques usages, le tri, I'evacuation et le recyclage separ^s de vos equipements usages permeHent de preserver les ressources naturelles el de s'assure 
S5 equipements sont recycles dans le resped de la sante humaine et de I'environnement. Pour plus d'informotions sur les lieux de collecte des equipements usages, veuiilez contc 
vofre mame, votre service de Iraitement des ddchels managers ou le magasin oCi vous avez achetS le produit. 

Entsorgung von Elektrogeraten dureh Benulzer in privaten Haushahen in der EU 

Dieses Symbol auf dem Produld oder dessen Verpackung giblan, doss dos Produld nichl zusammen mlt dem Reslmull entsorgt werden darl. Es obliegt daher Ihrer Vemnlwortum 
Gerdt on einer entsprechenden Stelle fur die Entsorgung oder Wiederverwertung von Elektrogeraten aller Art abzugeben (z.B. ein Wertsloffhol). Die separate Sammluna und di 
Recyceln Ihrer alien Elektroqerate zum Zeilpunld ihrer Enlsorquna tragi zum Schulz der Umwell bei und gewahrleislel, dass sie auf eine Art und Weise recycell werden, aie keim 
Gefahrduna fur die Gesun 亦 eil des Menschen und der Umwelt Sorslellt. Weilere Inlormationen daruber, wo Sie alle Eleklroaerate zum Recyceln abgeben konnen, erhallen Sie 
den orllichen Behorden, Wertsloffhofen oder dort, wo Sie dos Gerdt erworben haben. 

Smahimento di apparecchiature da roltamare da parte di privati nell'Unione Europea 
Questo simbolo che appare sul prodotto o sulla confezione indica che il prodotto non deve essere smaltito assieme agli altri rifiuti domestici. Gli utenti devono prowedere olio 
smallimenlo delle apparecchiature da rottamare porlandole al luogo di raccolla indicate per il ridcloggio delle apparecchiature eleHricheed eleHroniche. La raccolla e il riciclaggi 
separati delle apparecchiature da rottamare in fase di smaltimento favoriscono la conservazione delle risorse naturali e garantiscono che tali apparecchiature vengano rottamate 
neTrispetto dell'ambienle e della tutela della salute. Per ulleriori informazioni sui punli di raccolla delle apparecchiature da roHamare, conlallare il proprio comune di residenza, 
ii servizio di smallimenlo del rifluli locale o il negozio presso il quale e stato acquislato il piodotto. 

Eliminaddn de residuos de aparatos etedrkosy eledrdnicos por parte de usuarios dom^sticos en la Uni6n Europea 

Este sfmbolo en el producto o en el embalaje indica que no se puede desechar el produdo junto con los residuos dom^sticos. Por el contrario, si debe eiiminar este tipo de resid 
responsabilidad del usuario enlregarlo en un punlo de recogida desiqnado de reciclado de aparalos eledronicos y elSdricos. El reciclaie y la recogida por separado de estos n 
en el moment。de lo eliminacion ayudara a preservar recursos naturales y a garantizar que el recidaje proteja la salud j el medio ambienle. Si desea informacion adicional sot 

tienda donde adquirio el producto. P 9 9 * ' ' 

Likvidace vyslovzileho zaffzeni uzivaleli v dome 
Tato zna£ka na produktu nebo na jeho obalu o 
zarfzenf bude predano k likvidaci do stanoven^ 




;iduo, es 
;residuos 
ibre los 


, , ,, lento produld nesmf b^t likvidovan prost^m vyhozenfm do b§ 2 neho domovnfho odpadu. Odpovfddte za to, ie vyslouiil^ 

zarfzenf bude predano k likvidaci do stanovenych sbemych mist urcen^ch k recyklaci vyslouzilych elektrickych a elektronick^ch zaffzeni. Likviaace vyslouzileho zarfzenf samostatnym 
sbdrem a recyklaci napom6h6 zachovdnf prlrodnlch zdrojd a zajiSfuje, £e recyklace probdhne zpflsobem chranfcfm Iidsk6 zdravf a iivotnf prostredi- Dal£f informace o lom, kam mflzetc 
vyslouzile zarfzenf predat k recyklaci, m6zete zfskat od Ofadfi mistnt samospravy, od spole£nos(i provdddjfcf svoz a likvidaci domovniho odpadu nebo v obchode, kde jste produkt 
zakoupili. 


BortskaffeJse a( affaldsudstyr for brvgere i private husholdninger i EU 

Dette symbol pd produldet eller pd dets emballage indikerer, at produktet ikke md borlskaffes sammen med andet husholdningsaffatd. I stedet er det dit ansvar at 
ved at aflevere det pd dertil beregnede indsamlingssteder med henblik pd genbrug af elektrisk og eleldronisk affaldsudstyr. Den separate indsamling og genbrug 
tidspunldel for borlskaffelse er mea til at bevare naturlige ressourcer og sikre, at genbruq finder sted pd en mSde, der beskytter menneskers helbred samt miljoet. f 
om, hvor du kan aflevere dit affaldsudstyr til genbrug, kan du kontakte kommunen, det lokale renovationsvaesen eller den torrehii 1 1 1 1 ' 1 1 '' 

uishoudens 


bortskaffe affaldsi 
,af dit affaldsud: 
Hvis du vil vide 


dsudslyr 
Jstyr pa 

onsvaesen eller den torretning, hvordu kebte produklet. 

Afvoer van afgedankte apparatuur door gebruikers in particuliere huishovdens in de Europese lime 

Dit symbool op het product of de verpakking geeFt aan dat dil product niet mag warden afqevoerd met hel huishoudelijk afvaL Hel is uw verantwoordelijkheid uw afgedankte apparaluur 
af te leveren op een aanaewezen inzamelpunl voor de verwerking van afgedankte elektrische en eleldronische apparatuur. De gescheiden inzameling en verwerking van uw afgedankte 

-- 1 - * L:! 一.一 • -••- 1!:| ~ L -—. - *-• L - lL -- nateriaal op een wijze die de volksgezondheid en het milieu beschermt. Voor meer informatie over 

n met het gemeentenuis in uw woonplaats, de reinigingsdienst of de winkel waar u het product 


af te leveren op een aanaewezen inzamelpunt voor de verwerking van afgedankte elek 
apparatuur draagt bi| tofnel sparen van natuurlijke bronnen en tol het hergebruik van r 
waar u uw afgedankte apparahiur kunt inleveren voor recycling kunt u contact opnemer 
hebt aangesenaft. 


Kui toot^ voi toole pakendil on see sumbol, ei lohi seda toodet visata olme 
utiliseerimiskohta. Utiliseeritavate seadmete eraldi kogumine ja kaillemine c 
Lisateavet selle kohta, kuhu saale utiliseeritav" ■'…二"し 
ostsite. 


us on viia tarbetuks muutunud seade selleks etlenahlud eleldn- |a el< 
id ning tagada, et kaitlemine toimub inimeste tervisele ja keskkonne 
avalilsusest, olmejaalmete uliliseerimispunldisl voi kauplusesl, kusl Ii 


ilektroonikasec 
lale ohutult 
te seadme 


havittaa lalousjatleiden mukana. Kayttajan velvollisuus on huolehlia siila, etta havilettava laite 
iden erillinen kerays ja kierratys saastaa luonnonvaroja> Nain toimimalla varmistetaan myos, 
terveylta ja ymparistda. Saat larvitfaessa lisatieloja jatteiden kierratyspaikoista paikallisilla viranomaisilta, jateyhlioilld lai luotteen 

iv auOKCuuv orqv EupunaTici^ 'Evuoq 

otov E^onXic^io i 1 ! arq ouaKEuaoia tou uno&EiKv6Ei oti to npoiov auxo &ev npEnei va neraxTcl |je aXXa oikioko anopplppaxa. A_ 

, , ,, oqoTEC; ouoKeu^q oe pia Kadopiop^vq pova&a auXXoyi^c; anoppippdruv yia Tqv avaKOxXuoq dypqorou qXEKTpiKoili Kai qAEKipoviKoO e^onXic, „ , , ,, 

avaKUKXuaq tuv a^pnoruv ouokeu(i)v 0 a ou^PaXei orq 6iarqpr)OT] tiov tpuaiK 山 v nopuv Kai ott] 610096X101] on Oa avaKUKXuooOv rtroiov Tp6no, (i)OTE va npoararcilieTai q uyda twv 
av6p(im(i}v Kai to nEpipdXXov. Ha nEpioo6iEpe<; nXqpo^oplEe; ox?tik6 pE to noO pnopciiE va anoppli^ieiE Tiq 6}(pqoTEq auoKiu^q yio avaKtliKXuoq, eniKoivuv^joiE pE Tiq Kard i6nou<; ap ド 6 &ie<; 


Tama tuotfeessa tai sen pakkauksessa oteva merkinta osoiHaa, elta tuoletta ei 
toimitetaan sahko- ja elektronjikkalaiteromun kerayspisteeseen. Havitettavien Ic 
etla kierratys tapahtuu tavalla, joka suojelee ihmislen te 
jalleenmyyjalta. 

Anoppiifiq axpnoruv • 

To napov cn!ipPoXo or 
anopplyEic nq dxpqoi 

avaKUKXuoq tuv ciXP 1 ^ __ rr —— 一 1__「•「■■-- 

av6p(im(i}v Kai to nEpipdXXov. Ha nEpioo6iEpe<; nXqpo^oplEe; ox?tik 6 
ap)(E^ pc to KaraoTT]^a ano to onolo ayopaoaTC to npoT6v. 

A hulladekanyagok kezelese a maganhaztarfasokban az Eur6pai Uni6ban 
Ez a szimb6lum, ameiy a termeken vagy annak csomaqoldsan van feltuntelve, 
hoqy a keszulek hulladekanyagait eljuttassa olyan ki|eldlt gy0jt6helyre, ameiy c 
A hulladdkanyagok elkulonlfett gyuit^se es Ojrahasznositdsa hozzd|arul a termt 
es a komyezetre nem artalmas modon tortenik. Ha tajekoztotasl szerelne kapni 
a helyi dnkormdnyzathoz, a hdztartdsi hullad^k begyOjt^sdvel foglalkoz6 vdlla 
Eiropas Savienlbas 
ida, ka So ierTd net 
1 veikta nederlga eleklriska ur 
Ju olrreizejo parstradi, kas sa ^ 
vietejo paSvaldlbu, majsaimnieerbas c 
ukiu atliekamos jrai 


、vri6eia, cu6i!ivt] oaq Eivai va 
E^onXiapoO. H xupiairj ouXXoyii Kai 
lore va npoarcm;6cTai q uyda tuv 


szeti erdforrasok meg6rzes6hez, eqy6ttal 02 
kapni azokrol a heiyekrdl, ahol leadhatja ujrahas: 
vdllalathoz vagy a term^k forgalmazojdhoz. 


Uetotaju atbrrvosanas no nederigam ierlcem Eiropas 

Sis simbols uz iences vai las iepakojuma norada, ka 
nododot noraditaja savakSanas vieta, lai tiktu veikta 1 
patrdz taupTt dabas resursus un nodroSina tadu olrrei; 
nogadat nedengo ierTci, todzu, sazinieties ar vietejo | 


haztarlasi hullad^kkal. Az On feladata, 
lez&ek diraha5znosildsavai (oglalkozik. 

コ， hogy a hulladek uirahasznositdsa az egeszsegr 
hullaclekanyagokat, forduljon 

lest kopa ar parejiem majsaimniecTbas atkritumiem. Jus esal atbildTgs par atbrivo§anos no nederlgas ierTces, to 
in elektroniska apnkojuma otrreizeja parstrade. Specidlo nederlgas iences savaldana un otrreizeja parstrade 
arga dlveku veselibu un apkarlejo viai. Lai legulu papildu in(ormaci|u par to, kur otrreize|ai parstraaei var 
iniectbas atkritumu savakSanas aienestu vai veikalu, Icura iegadajaties so iertci. 

Sis simbolis or? produldo arba |o pakuotes nuro^o, lead produktas negali buli iSmestas karhi su kitomis nam^ ukio atliekomis. Jus privalote iSmesli savo atliekamq jrangq atiduodami jq 
j atliekamos elektronikos ir elektros jrangos perdirbimo punktus. Jei atnekama jranga bus atskirai surenkama ir perdirbama, bus issaugomi naturalus i§tekliai ir uztikrinoma, kad jranga 
yra perdirbta imogaus sveikatq ir gamlq tausojanciiu budu. Del informaci|os apie tai, tcur galite i^mesti atliekamq perdirbti skirtq jrangq kreipkites j atitinkamq vietos tamybq, namg ukio 
atlieKy isvezimo tamybq arba j parduotuv^, kurio|e pirkote produktq. 

Symbol ten umieszczony na produkcie lub opakowamu oznaeza, ie tego produldu nie nalezy wyrzucac razem z innymi odpadami domowymi. Uzytkownik jest odpowiedzialny za 
dostarezenie zuzytego sprz^hj do wyznaczonego punldu gromadzenia zuzytych urzqdzeh eleldrycznych i elekhonicznych. Gromadzenie osobno i recylding tego typu odpadow 
przyezynia si 孕 do ochrony zasobow naturalnycn 1 lest bezpieczny dla zdrowia i srodowiska naturalnego. Dalsze informaeje na temat sposobu ulylizaeji zuzytych urzqdzen mozna 
uzyskad u odpowiednich wfadz lokalnych f w przedsi^biorslwie zajmujqcym si 笮 usuwaniem odpaddw lub w mie|scu zalaipu produldu. 

Descarte de equipamentos por usudrios em residencias da Unido Europ^ia 

Este sfmbolo no produto ou na embalagem indica que 0 produto nao pode ser descartado junto com 0 lixo domestico. No entanto, e sua responsabilidade levar os equipamentos 
a serem descartados a um ponlo de coTeta designado para a recictagem de equipamentos eletro-eletrdnicos. A colela separada e a recidagem dos equipamentos no momenta do 
descarte ajudam na conserva^ao dos recursos naturais e garantem que os equipamentos serao recidados de forma a proteger a saude das pessoas e 0 meio ambiente. Pdro obter mai! 
informa^oes sobre onde descarlar equipamentos para recidagem, entre em contato com 0 escritorio local de sua ddaae, 0 servi^o de limpeza pOblica de seu bairro ou a loja em que 
adquinu 0 produto. 

Poslup pouzivateFov v krajindch Europskej unie pri vyhadzovan! zariadenia v domacom pouilvani do odpadu 

Tento symbol na produkte alebo na jeho obale znamena, ze nesmie by vyhoden^ s in 夕 m komunalnym oapadom. Namieslo toho mate povinnos odovzda toto zariadenie na zb 
mieste, kde sa zabezpeduje recyklacia eleldrick^ch a elektronick^ch zariadenf. Separovanv zber a recykldcia zariadenia urceneho na odpad pomdze chrdni prfrodn 点 zdroje a 
zabezpeci laky spdsob recykldcie, ktory bude chrani l^udske zdravie a zivotne prostredie. DalSie informacie 0 separovanom zbere a recyldacii ziskate na miestnom obecnom un 
vo firme zabezpecujOcej zber va§ho komundlnehc — 1 — 」_* - '- 1 --* - l . J_1 レ--士 

Ta znak^ia izJelku ali embalazi izdelka jxsmeni. 


elektronick^ch za 
.... Fudske zdravie a - 
odpadu alebo vpred 

10 opremo v gospodin|Stvih znotraj Evropske unije 

_ali embalazi izdelka pomeni, da izdelko ne smete odlaaati skupaj z drugimi gospodiniskimi odpadki. Odpadno opremo ste dolzni oddati na dolocenem zbimem 

recildiranje odpadne eleklricne in elektronske opreme. Z lo£enim zbiranjem in recilairanjefn odpadne opreme ob odlaganju bosle pomaaali ohraniti naravne vire in zagolovil 
ipadna oprema reeiklirana tako, da se varuje zdravje ljudi in okolje. Ved informacij 0 mestih, kjer lahko oddate odpadno opremo za reciRliranje, lahko dobite na obcim, 
ilnem podjetju ali tfgovini, kjer ste izdelek tajpili. 
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Kassering av fdrbrukningsmaterial, fdr hem- och privatanvandare i EU 

Produlder eller produldforpackningar med den har symbolen f6r inte kasseras med vanligt hushdllsavfall. I stallel har du ansvar for att produkten lamnas till en behorig 6lervinningsstation 
fer hantering av el- och elektronikprodukter. Genom alt lamna kasserade produkter till 6tervinning hjdlper du till att bevara vdra gemensamma naturresurser. Dessutom skyddas bade 
manniskor och miljon nar produlder fitervinns p6 ratt salt. Kommunala myndigheter, sophanteringsforetag eller butil<en dar varan koptes kan qe mer information om var au lamnar 
kasserade produkter (dr &tervinning. 

ti，XBbpnjiHe Ha o6opynsaHe 3a ornani>UM or norpe^MienM b hocthh noMaKHHCTBa b EsponeHCKHM mos 

To3m CMMBon Bipxy npoflyicra mum onaKOBKaia My noKa3Ba # Me nponyiabT He Tpx6Ba pfl ce H3XBiipn]i 3aeAHO c AOMauiHCKMie OTnaflbi^H. Biie MMore oirosopHocna na M]xn>pnKTe 
o6opyABaHero 3a ornafliiMM, koto ro npenofleTe Ha onpeneneH nyHKT 3a peqMKnMpaHe Ha eneiapMMecKO wim msxohmhho o6opyRBaHe 3a oxnaAi>4M. OiflenHoro cb6MpaHe m peMMiaiMpoHe 
Ha ooopyABOHero 3a ottioai^m npM H3XBt>pn!iHeTO My noMara 3 a 3ana3BOHeio Ha npMpoAHM pecypcH h rapaHivipa pei4MKnMpaHe f M3Bi>puj6HO TOKa, Me na He sacrpaiuaBa HoseuiKOTO 
3ApaBe m OKOfiHaxa epena. 3 a nosene mh^opmommu ia>Ae Moxexe pfl ocraBMre o6opynBaHexo 3a ornaAi>4M 30 peiAMiaiMpaHe ce CBipxere cic noTBeTHMH o.mc 8 rpana bm, 今 MpMcua 3a 
ci>6MpaHe Ha oxnciAbi^M mum c MarawHa, ot koRio ere 3aKynM/iM nponyiaa 
fnlaturarea echipamenteJor uzate de catre utilizatorii cosnici din Uniunea Europeana 

Acesl simbol de pe produs sau de pe ambalajul produsutui indied faplul c 5 acest produs nu trebuie aruncat alaturi de celelalte de^euri casnice. In loc sa procedafi aslfel, avefi 
responsabilHatea sa va debarasafi de echipamentul uzat preddndihl la un centru de coledare desemnat pentru recidarea de^eurilor eledrice $i a echipamentelor eledronice. Coledarea 
$i recidarea separata a echipamenlului uzat atunci ednd dorifi s 5 tl aruncati ajutd la conservareo resurselor naturale $i asigurd redclarea echipamentului fntr-o manierd care prolejeaza 
sanatatea umana $i mediuL rentru in(orma)ii suplimentare despre locul fn care se poate preda echipamentul uzat pentru recidare, luafi legatura cu primaria locala, cu servidul de 
salubritale sau cu vdnzatorul de la care a|i achizifionat produsul. 
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電力消費 

スリープモードになっている間は使用電力量が大幅に減り、製品の性能は維 
持したまま、天然資源や電気代を節約できます。この製品のエナジースター 
® 認定状況については、製品のデータシートまたはを仕様書をご覧くださ 
し、。認定製品は、 www . hp . c ; om / go/energystar にも掲載されています。 

化学物質 

HP では、 REACH (Regulation EC No 1907/2006 of the European 
Parliament and the Council ) などの法令への準拠の必要に応じて、製品に使 
用されている化学物質に関する情報のお客様への提供に積極的に取り組んで 
います。この製品の化学物質に関するレポートは、次の Web サイトに掲載さ 
れています。 www . hp . com / ao/reach 
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サー ドパーティライセンス 

Third-party licenses 
Expat 


Copyriaht (c)1998, 199 9, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd 


Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the 
Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, 
subject to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY, FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE AND NON 
INFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, 

ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR 
THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 
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OpenSSL 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the 
following conditions are aheared to. The following conditions apply to all code 
found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the 
SSL code. The SSL documentation included with this distribution is covered by the 
same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code 
are not to be removed. If this package is used in a product, Eric Young should be 
given attribution as the author of the parts of the library used. This can be in the 
form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must 
display the following acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being 
used are not cryptographic related :■)• 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the 
apps directory (application code) you must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 11 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG 、、八 S IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CON¬ 
TRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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The licence and distribution terms for any publically available version or deriva¬ 
tive of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and 
put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.] 

Copyright (c)1998-2001 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must 
display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in 
the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. i he names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to 
endorse or promote products derived from this software without prior written 
permission. For written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may 
"OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the 
OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledg¬ 
ment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in 
the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ''AS IS 11 AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 

THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL 
PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUP¬ 
TION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim Hudson 
(tj h@cryptsoft. com). 

Copyright (c)1998-2006 The 〇 penSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the followinq disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the followinq disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must 
display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 〇 penSSL Project for use in 
the 〇 penSSL Toolkit, (http://www.openssl.orq/)" 

4 . i he names "〇 penSSL Toolkit" and ■■〇 penSSL Project" must not be used to 
endorse or promote products derived from this software without prior written 
permission. For written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSbL 11 nor may 
"OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the 
〇 penSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the followinq 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in 
the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ''AS IS 11 AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL 
PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLI¬ 
GENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


サードパーテイライセンス 


409 






付録 D 


This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com). 


Copyright 200 2 Sun Microsystems, Inc. ALL RIGHTS RESERVED. 

ECC cipher suite support in OpenSSL originally developed by 
SUN MICROSYSTEMS, INC., and contributed to the OpenSSL project. 

SHA2 


FIPS 180-2 SHA-224/256/384/512 implementation 
Last update: 02/02/2007 
Issue date: 04/30/2005 


Copyright (C) 2005, 2007 Olivier Gay <olivier.gay@a3.epfl.ch> 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 


3. Neither the name of the project nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from tms software without specific 
prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE PROJECT AND CONTRIBUTORS ''AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
PROJECT OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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Unicode 

Copyright 2001 -2004 Unicode, Inc. 

Disclaimer 

This source code is provided as is by Unicode, Inc. No claims are made as to 
fitness for any particular purpose. No warranties of any kind are expressed or 
implied. The recipient agrees to determine applicability of information provided. 
If this file has been purchased on magnetic or optical media from Unicode, Inc., 
the sole remedy for any claim will be exchange of defective media within 90 
days of receipt. 

Limitations on Rights to Redistribute This Code 

Unicode, Inc. hereby grants the right to freely use the information supplied in this 
file in the creation of products supporting the Unicode Standard, and to make 
copies of this file in any form for internal or external distribution as long as this 
notice remains attached. 

Copyright © 1991-2008 Unicode, Inc. All rights reserved. Distributed under the 
Terms of Use in http://www.unicode.org/copyright.html. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
the Unicode data files and any associated documentation (the "Data Files") or 
Unicode software and any associated documentation (the "Software") to deal in 
the Data Files or Software without restriction, including without limitation the 
rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/or sell copies of the 
Data Files or Software, and to permit persons to whom the Data Files or 
Software are furnished to do so, provided that (a) the above copyright notice(s) 
and this permission notice appear with all copies of the Data Files or Software, 
(b) both the above copyright notice(s) and this permission notice appear in 
associated documentation, and (c) there is clear notice in each modified Data 
File or in the Software as well as in the documentation associated with the Data 
File(s) or Software that the data or software has been modified. 


THE DATA FILES AND SOFTWARE ARE PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. 
IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN 
THIS NOTICE BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING 
FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF 
CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF 
OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THE DATA FILES 
OR SOFTWARE. 
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Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be 
used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in 
these Data Files or Software without prior written authorization of the copyright 
holder. 


Unicode and the Unicode logo are trademarks of Unicode, Inc., and may be 
registered in some jurisdictions. All other trademarks and registered trademarks 
mentioned herein are the property of their respective owners. 
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索引 


記号/数字 

[コピー] メニュー 37 
[スキ ヤン]メニュー 37 
[スキ ヤン]メニュー ボタン 
25, 28 

[スキヤンスタート]ボタン 
26 

[プリンタの追加]によるインス 
I ル238 
[縮小/拡大]ボタン25 
10 x 15 cm フォト用紙 
コピー 157 
2面印刷71,72 
2行のディスプレイ、コントロ 
—ルパネル29 
4 x 6 インチフォト用紙 
コピー 157 

A 

ADF (自動 ドキ ュメン ト フィー 

ダ） 

原稿のセット46 
使用可能なメディアのサイ 
ズ53 

ADSL 、 ファクスのセツトアツ 
プ 

パラレル方式の電話システ 
ム200 

B 

Bluetooth 

Mac OS 、 印刷256 
Windows 、 印刷254 
カラーディスプレイに表示 
されるアイコン28 
セキュリティ設定257 
セットアップ252 
デバイスの接続254 
ドングル、オンライン注 
文360 


C 

CompactFlash メモリカード 
挿入97 


D 

DOC 400 
DPOF ファイル99 
DSL 、 ファクスのセットアップ 
パラレル方式の電話システ 
ム200 


E 

ECM . を参嚴エラー補正モード 
を参照 

Ethernet 接続29 
EWS . を参嚴組み込み Web サ 
ーパを参照 


F 

FolP 147 


H 

Hewlett - Packard 社よりのお知 
らせ3 

HP Photosmart Studio 43 
HP Photosmart ソフトウェア 
43 

HP ソリューシヨンセンター 
プログラムへのスキャン画 
像の送信76 

HP プリンタユーティリティ 
(Mac OS ) 

パネル 186 
管理者の設定176 
起動185 


IP アドレス 

デバイスの確認347 
IP 設定192 


ISDN 回線、ファクスのセツト 
ァップ 

パラレル方式の電話システ 
ム202 


Mac OS 

Bluetooth 256 
HP Photosmart Studio 43 
HP プリンタユーティリテ 
ィ185 

ソフトウェアのアンインス 
卜ール261 

ソフトウェアのインストー 
ル240 

デバイスの共有241 
デバイスの共有242 
ドライバでのアクセサリの 
オン/オフ 34 
フチ無し印刷67 
プリント設定70 
ワイヤレス通信のセツトア 
ップ246 

特殊な用紙またはカスタム 
サイズのメディアの印 
刷66 

Mac にファクス 
変更132 
有効化132 

Memory Stick 力ード 

スロット、位置の確認98 
挿入97 

MMC メモリカード 
挿入97 

〇 

OCR 

スキャンした文書の編集 
80 

トラブルシューティング 
300 

〇 HP フィルム 
コピー 158 
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OK ボタン 26 
〇 n ボタン24, 26 

P 

PBX システム、ファクスのセ 
ットァップ 

パラレル方式の電話システ 
ム202 

PCL 3サボート382 
PC ファクス受信 
変更132 
有効化132 
Photosmart Studio 43 
Photosmart ソフトウェア 43 
PictBridge モード99,100 
PictBridge 対応デジタルカメ 
ラポート、位置の確認98 

R 

readme 16 

S 

Secure Digital メモリカード 
挿入97 

T 

TWAIN 

スキヤン78 
ソースを有効にできない 
301 

U 

USB ケーブル、注文360 
USB フラッシュドライブ 
388 

USB 接続 

Bluetooth アダプタ 252 
Mac OS のセットアップ 
240 

Windows のセットアップ 
230 

使用できる機能29 
仕様382 

デジタルカメラ99 
ポ_卜、位置の確認20 
ポ_卜、位置の確認22 


W 

Web サイト 
Apple 241 

アクセシビリティ情報19 
カスタマサポート363 
環境プログラム402 
サプライ品とアクセサリの 
注文359 

ヨーロッパ向けインクカー 
トリッジ360 
ワイヤレスセキュリティ 
244 

印刷可能枚数データシー 
卜382 

Web スキヤン 78 
Web ページ、印刷72 
WIA (Windows Image 

Application )、 スキャン 78 
Windows 

[プリンタの追加]によるイ 
ンス I ル238 
Bluetooth 254 
HP Photosmart ソフトウェ 
ア 43 

HP ソリューシヨンセンタ 
—180 

システム要件383 
ソフトウェアのアンインス 
卜ール259 
ソフトウェアのインス I 
ル229, 230 
デバイスの共有232 
特殊な用紙またはカスタム 
サイズのメディアの印 
刷65 

ドライバでのアクセサリの 
オン/オフ 34 
ネットワークのセツトアツ 
プ233 

フチ無し印刷67 
プリント設定70 
両面印刷72 
ワイヤレス通信のセツトア 
ップ245 

Windows Image Application 
( WIA )、 スキヤン 78 


xD-Picture メモリカード 

スロット、位置の確認98 
挿入97 


明るい、トラブルシューティン 
グ 

コピー 296 
スキヤン 303 
アクセサリ 

インストール33 
ドライバでのオン/オフ 34 
自己診断テストページ 
187 

アクセシビリテイ19 


—度に2枚以上給紙される、卜 
ラブルシューティング293 
インクがにじむ、トラブルシュ 
—ティング288 
インクカートリッジ 
オンライン注文359 
パーツ番号187 
パーッ番号360 
位置の確認21 
印刷可能枚数382 
交換263 
使用可能382 
取り外し372 
状態170,187 
有効期限187 
インクカートリッジとプリン 
トヘッドの取り外し372 
インクホルダ _ 開閉カバ _ 、位 
置の確認21 
インク残量アイコン27 
印刷ドライバ 
設定69 
印刷 

インデックスシート105 
キャンセル73 
設定69 

短縮ダイヤルエントリ 
146 

ファクスレポート149 
ファクスログ 152 
両面 71 
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インス I ル 

[ プリンタの追加]、 

Windows 238 
Mac OS 用のソフトウェ 
ァ 240 

Windows ネットワークソ 
フトウェア 233 
Windows 用のソフトウェ 
ァ 229 
アクセサリ 33 
トラブルシューティング 
347 

両面印刷ユニット 33 
インターネットプロトコル 
ファクス、使用 147 
インチあたりのドット数 （ dpi) 
ファクス 23 

インチあたりのドット数 （ dpi) 
ファクス 25 
インデックスシート 
印刷 105 

ラ 

薄くする 

コピー 163 
薄くする 

ファクス 120 
埋め込み Web サーバ 
Web スキヤン 78 
システム必要条件 386 
開く 182 
ページ 183 

え 

エラー補正モード 121 
エラー補正モード、ファクス 
139 

エラーメッセージ 

TWAIN ソースを有効にでき 
ません 301 

デバイスのコントロールパ 
ネル 38 

エラ _ レポ _ 卜、ファクス 
151 


お 

応答呼び出し音のパターン 
パラレル方式の電話システ 
ム 203 
変更 138 


応答呼び出し回数 137 
音圧 388 
温度仕様 388 


回線状態のテスト、ファクス 
312 

解像度ボタン 23 
解像度、ファクス 118 
解像度 

ファクス 23 

確認レポート、ファクス 150 
カスタマサボート 
電子 363 
電話サボート 366 
保証 370 

カスタムサイズのメディア 
印刷 65 
ガイドライン 52 
サポートされているサイ 
ズ 56 

壁側のモジュラージャックの 
テスト、ファクス 306 
紙詰まり 

用紙 350,353 
カメラ 

DPOF ファイルの印刷 99 
コントロールパネルディス 
プレイのモード 29 
コンピュータへの写真の保 
存 106 

ポ _ 卜、位置の確認 98 
メモリカードの挿入 97 
接続 99,101 
ガラス、スキャナ 
位置の確認 20 
クリーニング 276 
ガラス版、スキャナ 
原稿のセット 47 
カラー 

コピー 163 
トラブルシューティング 
291 

にじむ 289 
ファクス 117 
印字が薄いか色が鮮やかで 
ない 289 
間違った色 289 
白黒で印刷される、トラブ 
ルシューティング 289 


カラーコピー 156 
カラーテキスト、および 
OCR 80 
環境仕様 388 
環境認可プログラム 402 
管理者 

設定 173 
力 _ ド 

ガイドライン 52 
サポートされているサイ 
ズ 55 

トレイのサボート 57 
力ートリッジ .を参照イン勹为 
_トリッジを参照 

ぎ 

技術情報 

コピーの仕様 386 
スキャンの仕様 387 
ファクスの仕様 386 
メモリカード仕様 389 
規制モデル番号 399 
規定情報 396 
キャンセル 

印刷ジョブ 73 
コピー 167 
スキャン 81 
キャンセル 

スケジュールされたファク 
ス 116 

キャンセルボタン 26 
キャンセルボタン 24 
給紙の問題、トラブルシューテ 
ィング 292 
共有、デバイス 
Mac OS 241 
Windows 232 
共有 30 

拒否されたファクス番号 

コントロールパネルのボタ 
ン 23 

拒否するファクス番号 
設定 129 

キーパッド、コントロ ールパ 
ネル 

位置の確認 25 
文字と記号の入力 40 
キ _ パッド、コントロ ールパ 
ネル 

位置の確認 23 
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空白ページ、トラブルシューテ 
ィング 
コピー 295 
スキヤン 303 

暗い、トラブルシューティング 
コピー 296 
スキヤン 303 
グラフィックス 

コピーにムラがある 297 
スキャン原稿と異なって見 
える 302 

印字ムラが出る 288 
線やドットが欠落してい 
る 291 
クリーニング 

自動ドキュメントフイー 
ダ 277 

スキャナガラス 276 
外側 277 

プリントヘッド 270 
グループ、短縮ダイヤル 
設定 144 

黒い点または縞、トラブルシュ 
—ティング 
コピー 297 
スキヤン 303 

け 

警告メッセージ 38 
原稿 

スキャン画像の編集 79 
スキヤン 75 
言語、プリンタ 382 
ケーブル 

USB ケーブルの注文 360 


高画質、コピー品質 159 
濃くする 

コピー 163 
濃くする 

ファクス 120 
コネクタ、位置の確認 22 
コピーが薄い 295 
コピーがかすれてしま模様にな 
る、トラブルシューテイン 
グ 296 
コ ピー 

薄い部分を強調 163 


キャンセル 167 
コピー枚数 156 
コピーを部単位で印刷 
164 

縮小する 161 
仕様 386 
設定 156 
速度 159 

デバイスのコントロールパ 
ネルから 156 
トラブルシューティング 
294 

品質 159,296 
用紙サイズ 157 
用紙の種類、推奨 158 
リーガルをレターに 161 
原稿のトリミング 162 
余白の変更 165 
両面 166 

コピースタートボタン 
カラー 26 
モノクロ 26 
コピースタートボタン 
カラー 23 
モノクロ 23 

コピーに縦のしま模様が入る、 
トラブルシューティング 
296 

コピーのざらざらしたまたは白 
い帯、トラブルシューティン 
グ 297 

コピー ボタン 25,28 
コピー枚数 156 
コントラスト、ファクス 120 
コント ロー ルパネル 

ステータスアイコン 27 
ディスプレイ 29 
ボタン 23 
ランプ 23 

画像のトリミング 162 
写真の印刷 104 
文字と記号の入力 40 
コンピュータモデム 

ファクスおよび留守番電話 
との共有（パラレル方式 
の電話システム ）220 
コンピュータモデム 

ファクスおよび電話回線と 
の共有（パラレル方式の 
電話システム ）212 


ファクスおよびボイスメー 
ルとの共有（パラレル方 
式の電話システム） 226 
ファクスとの共有（パラレ 
ル方式の電話システム） 
208 

さ 

サイズ 

コピーのトラブルシューテ 
ィング 296 

スキヤン、トラブルシュー 
ティング 303 

サブスクライバ識別コード 
136 

サプライ品 

オンライン注文 359 
印刷可能枚数 382 
自己診断テストページ 
187 

サプライ用品 
状態 170 

サボート.を参席カスタマサポ 
-卜を参照 

サポートされているオペレーテ 
ィングシステム 383 

サボートするフォント 382 

サボートプロセス 367 

[ サービス ] タブ、ツールボック 
ス （ Windows) 179 


システム要件 383 
湿度仕様 388 

(ADF) 自動ドキュメントフィー 
ダ 

給紙の問題、トラブルシュ 
—ティング 277 
クリーニング 277 
自動ドキュメントフィーダ 
(ADF) 

給紙の問題、トランブルシ 
ューティング 277 
クリーニング 277 
自動ファクス縮小 128 
編、トラブルシューティング 
コピー 297 
スキヤン 303 
写真 

インデックスシート 105 
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コピーの強調163 
スキャン画像の編集79 
表示103 
フチ無し印刷67 
メモリカードの挿入97 
メモリカードのトラブルシ 
ューティング345 
重要なエラーメッセージ39 
縮小/拡大コピー 

レターまたは A 4 用紙に合 
わせてサイズを変更 
160 

レター用紙に合わせてサイ 
ズ調整161 
受信、ファクス 
ポーリング126 
手動ファクス 
受信122 
送信111,112 
状態 

ネットワーク設定ページ 
188 

仕様 

システム要件383 
電気388 
動作環境388 
ネットワークプロトコル 
385 

発生音量388 
物理的仕様381 
プロセッサとメモリ 383 
保管環境388 
ジョブ 

設定39 

シリアル方式の電話システム 
国/地域193 
セットアップの種類195 
シリアル番号187 
白い帯またはしま模様、トラブ 
ルシューティング 
コピー 296 

白い帯またはストライプ、トラ 
ブルシューティング 
コピー 297 
スキヤン 302 

す 

スキャナガラス 

クリーニング276 


スキャナのガラス板 
位置の確認20 
スキャナのガラス板 
原稿のセット47 
スキャン画像の送信 
OCR 用80 
トラブルシューティング 
298 

スキャン 

[スキャンスタート]ボタ 
ン 26 
OCR 80 

TWAIN 互換または WIA 互 
換プログラムから78 
Web スキャンから 78 
エラーメッセージ 301 
遅い299 
画像の編集79 
キャンセル81 
スキャンの仕様387 
設定81 

デバイスのコントロールパ 
ネルから75 
トラブルシューティング 
298 

品質301 

プログラムへの送信76， 
77 

メモリカード77 
スキャンする 

[スキャン]メニューボタ 
ン 25, 28 

スキャンのストライプ、トラブ 
ルシューティング302 
スキャンの送信 

コンビュータへ77 
プログラムへ76 
スケジュール設定、ファクス 
115 

ステータスアイコン27 
ステータス 

メッセージ38 
ストレ _ ジデバイス 

サボートされている USB 
フラッシュトライブ 
388 

接続101 

せ 

製品の梱包378 


製品の送付372 


セキュリティ 


Bluetooth 257 


ワイヤレス設定 

244 

ワイヤレス通信 

250 

接続 


使用できる機能 

29 


設定 

管理者173 
コピー 156 

コントロールパネル 39 
スキヤン 81 
速度、ファクス141 
着信識別音138 
ドライバ69 
ネットワーク 190 
ファクスのテスト148 
設定 

ファクス 118 
セットアップ 

Bluetooth 252 
DSL (パラレル方式の電話シ 
ステム）200 

ISDN 回線（パラレル方式の 
電話システム）202 
PBX システム（パラレル方 
式の電話システム）202 
Windows 229 
Windows ネットワーク 
233 

共有電話回線（パラレル方 
式の電話システム）205 
コンピュータモデムと電話 
回線（パラレル方式の電 
話システム）212 
コンピュータモデムとボイ 
スメール（パラレル方式 
の電話システム）226 
コンピュータモデムと留守 
番電話（パラレル方式の 
電話システム ） 220 
コンピュータモデム（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）208 
接続の種類29 
単独のファクス回線（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）199 

着信識別（パラレル方式の 
電話システム）203 


417 



ファクスのシナリオ 195 
ファクス、パラレル方式の 
電話システム193 
ファクス 193 
ボイスメ _ルとコンピュ_ 
タモデム（パラレル方式 
の電話システム）226 
ボイス メール （パラレル方 
式の電話システム）207 
留守番電話（パラレル方式 
の電話システム）218 
留守番電話とモデム（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）220 

セットアップポスター15 
セットアップボタン29 
セット 

ADF (自動ドキュメントフ 
ィーダ）への原稿のセッ 
卜46 

トレイ160 
トレイ2 62 

セルフテストレポート 
印刷188 
情報186 
線 

コピー、トラブルシューテ 
イング297 

スキヤン、トラブルシュー 
テイング302,303 


送信、ファクス 

スケジュール設定115 
速度 

コピー 159 

スキャナのトラブルシュー 
ティング299 

ソフトウェア 

HP Photosmart 43 
Mac OS からのアンインス 
I ル261 
Mac OS へのインス I 
ル240 
OCR 80 
Web スキャン 78 
Windows からのアンインス 
I ル259 

Windows へのインス I — 

ル229 


アクセサリの 設定 34 
接続の種類 29 
ソフトウェアのアンインス I 
ノレ 

Mac OS 261 
Windows 259 

ソリユーシヨンセンター180 

た 

ダイヤルアップモデム 

ファクスおよび留守番電話 
との共有（パラレル方式 
の電話システム）220 
ダイヤルアップモデム 

ファクスおよび電話回線と 
の共有（パラレル方式の 
電話システム）212 
ファクスおよびボイスメー 
ルとの共有（パラレル方 
式の電話システム） 226 
ファクスとの共有（パラレ 
ル方式の電話システム） 
208 

ダイヤルトーンのテスト、失 
敗 310 

ダイヤル方式、設定 140 
ダイヤルモニタリング 113 
ダイヤルモニタリング112 
正しいポートのテスト、ファク 
ス 307 
短縮ダイヤル 

印刷と表示 146 
グループ、設定 144 
ファクスの送信110 
ファクス番号、設定 143 
ボタン 24 

ち 

信識パ 1 J 日 
変更 138 
着信識別 

パラレル方式の電話システ 
ム 203 
注意ランプ 24 

〇 

ツールボックス （ Windows ) 

説明 176 

ツールボックス （ Windows ) 
管理者の設定 174 


開く 177 

[サービス]タブ179 
[推定インクレベル]タブ 
178 


ディスプレイ、コントロール 
パネル29 

適合宣言書 （ DOC ) 400 
テキスト 

コピーが汚い297 
コピーがはっきりしない、 

トラブルシューティン 
グ297 

コピーにムラがある297 
スキャンが鮮明でない 
303 

スキャン後に編集できな 
し、、トラブルシューティ 
ング300 

スキャンされない、トラブ 
ルシューティング299 
トラブルシューティング 
284, 288, 291 
デジタルカメラ 

DPOF ファイルの印刷99 
コントロールパネルディス 
プレイのモード29 
コンピュータへの写真の保 
存106 

ポート、位置の確認98 
接続99,101,102 
デジタルカメラ 

メモリカードの挿入97 
テスト、ファクス 
失敗304 
設定148 

ダイヤルトーン、失敗 
310 

電話の壁側のモジュラ_ジ 
ャック 306 

ハードウェァ、失敗305 
ファクス回線状態312 
ファクスに使用している電 
話コードの種類のテスト 
に失敗した309 
ポート接続、失敗307 
デバイス 

電源オフ30 
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デバイスのコントロールパネ 
ノレ 

ネットワークコンピュータ 
へのスキヤン画像の送 
信77 

プログラムへのスキヤン画 
像の送信76 
メニュ ー 37 

デバイスのコントロールパネ 
ノレ 

位置の確認20 
カバー、取り外し375 
管理者の設定173 
コピー 156 
スキヤン75 
設定、変更39 
ネットワーク設定190 
ファクスの送信111 
メッセージ38 
デフォルト設定 
ファクス 120 
デフォルトの設定 
印刷70 
コピー 156 

デバイスのコントロールパ 
ネル39 
ドライバ69 

テレフォンカスタマサポー 
卜366 

電圧仕様388 
電気仕様388 
電源ボタン24 
点または縞、トラブルシューテ 
イング 
コ ピー 297 
雷力 

仕様388 

電話回線、応答呼び出し音のパ 
ターン 138 
電話コード 
延長322 

種類のテストに失敗した 
309 

正しいポートに接続完了テ 
ストに失敗した307 
電話サポート期間後370 
電話サポート期間 
サポート期間368 
電話によるカスタマサポー 
卜366 


電話によるサポート367 
電話の壁側のモジュラージャ 
ック、ファクス 306 
電話、ファクス 
受信122 
送信111 

点、トラブルシューティング 
スキヤン 303 


と 

動作環境仕様388 
ドライバ 

アクセサリの設定34 
設定69 
バージョン367 
トラブルシューティング 
一度に2枚以上給紙され 
る293 

インクがにじむ288 
インス I ル347 
紙詰まり、用紙353 
カラーがにじむ289 
カラー 289,291 
給紙の問題292 
コピーが曲がっている 
297 

コピー 294 
コピーの 品質296 
スキ ヤン 298 
スキ ヤンの 品質301 
セルフテストレポート 
186 

テキストまたはグラフィッ 
クスに印字ムラが出る 
288 

デバイスのコントロールパ 
ネルのメッセージ38 
ネットワーク設定ページ 
188 

はみ出したページ、テキス 
卜またはグラフィックス 
の配置が適切でない 
284 

ヒント281 
フアイアウオール284 
ファクス回線のテストに失 
敗した312 
ファクステスト304 


ファクスに使用している電 
話コードの種類のテスト 
に失敗した309 
ファクスの壁側のモジュラ 
-ジャックのテスト、失 
敗306 

ファクスの受信314,318 
ファクスの送信314,317, 
321 

ファクスのダイヤルトーン 
のテストに失敗した 
310 

ファクスの電話コードの接 
続テストに失敗した 
307 

ファクスハードウエアテス 

卜に失敗した305 
ファクス 303 
ページが曲がっている 
293 

メディアがトレイから供給 
されない292 
メモリカード344 
留守番電話322 
印刷282 

印刷速度が遅い284 
印刷品質286 
何も印刷されない283 
情報の一部がないか正しく 
ない291 

線やドットが欠落してい 
る291 
電源282 

埋め込み Web サーバ346 
無意味な文字が印刷され 
る 287 

トレイ1 

メディアのセット60 
使用可能なメディアのサイ 
ズ53 

使用可能なメディアのタイ 
プと重量57 
容量57 

トレイ2 

オンライン注文360 
ドライバでのオン/オフ 34 
メディアのセット62 
使用可能なメディアのサイ 
ズ53 

使用可能なメディアのタイ 
プと重星 57 
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取り付け 33 
容量57 

トレイ 

位置の確認20 
デフォルトの設定63 
ドライバでのオン/オフ 34 
トレイ2の取り付け33 
メディア詰まりの除去 
350 

メディアの供給のトラブル 
シューティング292 
メディアのセット60 
用紙ガイド図20 
ロック 63 

使用可能なメディアのサイ 
ズ53 

使用可能なメディアのタイ 
プと重星 57 
容量57 

トレイのロック 63 
卜ーンダイヤル 140 

ね 

ネットワーク 

Ethernet 接続29 
IP 設定192 
Mac OS の セッ ト アップ 
240 

Windows のセットアップ 
233 

共有 、 Windows 232 
コネクタ図22 
システム要件386 
使用可能なオペレーティン 
グシステム385 
使用可能なプロトコル 
385 

詳細設定191 
設定、変更190 
ファイアウォール、トラブ 
ルシューティング284 
リンク速度192 
ワイヤレス設定188,244 
ワイヤレス設定190 
ワイヤレス通信のセットア 
ップ242 

設定の表示と印刷190 


ノイズ 

規定情報396 

は 

排紙トレイ 

位置の確認20 
取り外す377 
背面アクセスパネル 

メディア詰まりの除去 
350 

パスキー認証 、 Bluetooth 257 
パスポート写真105 
バックアップファクス受信 
123 

発生音量388 

はみ出したページ、トラブルシ 
ューティング284 
はやい、コピー品質159 
パラレル方式の電話システム 
DSL のセットアップ200 
ISDN のセットアップ202 
PBX のセットアップ202 
共有回線のセットァップ 
205 

国/地域193 
セットアップの種類195 
単独回線のセットァップ 
199 

着信識別のセットァップ 
203 

電話回線と共有するモデム 
の セットアップ212 
モデムとボイス メールの セ 
ットァップ226 
モデムのセットアップ 
208 

留守番電話のセットァッ 
プ218 

パラレル方式の電話システム 
モデムと留守番電話のセッ 
トアップ220 
パルスダイヤル140 

ハー ドウ エア、 ファクスセッ 

トアップテスト305 

ひ 

標準、コピー品質159 


の 

ノイズ情報388 


表示 

写真103 

短縮ダイヤルエントリ 
146 

品質、コピー159 
品質、トラブルシューテイング 
コピー 296 
スキヤン 301 


ファイアウォール、トラブルシ 
ューテ イング284 
ファクス スタート ボタン 
カラー 26 
モノクロ 26 
ファクスの縮小 128 
ファクスの受信 

応答呼び出し回数137 
自動応答モード137 
自動121 
手動122 
転送127 

トラブルシューテイング 
314, 318 
番号の拒否129 
ファクスの送信 

基本的なファクス110 
手動111 

ダイヤルモニタリング 
112 

トラブルシューテイング 
314, 317, 321 
メモリから114 
ファクスの転送127 
ファクスの一斉送信 
送信113 
ファクスの送信 

カラーファクス 117 
ダイヤルモニタリング 
113,116 

複数の受信者117 
ファクス 

DSL 、 セットアップ（パラレ 
ル方式の電話システム） 
200 

ISDN 回線、セットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）202 
Mac にフアクス 132 
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PBX システム、セットアッ 
プ（パラレル方式の電話 
システム）202 
PC ファクス受信132 
インターネットプロトコル 
経由147 

エラー補正モード 139 
エラーレポー ト151 
応答モード137 
応答呼び出し回数137 
回線状態のテスト、失敗 
312 

確認レポ _ 卜150 
壁側のモジュラージャック 
のテスト、失敗306 
共有電話回線のセットアッ 
プ（パラレル方式の電話 
システム）205 
自動応答137 
受信、トラブルシューティ 
ング314,318 
受信121 
手動受信122 
仕様386 

スケジュール設定115 
設定のテスト148 
設定、変更135 
セットアップの種類195 
送信、トラブルシューティ 
ング314,317,321 
送信110 
速度141 

ダイヤルトーンのテスト、 
失敗310 

ダイヤル方式、設定140 
ダイヤルモニタリング 
113,116 

ダイヤルモニタリング 
112 

短縮ダイヤルエントリ、設 
定143 

短縮ダイヤルグループ、設 
定144 

単独回線のセットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）199 

着信識別音、パタ _ ンの変 
更138 


着信識別のセットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）203 

テストに失敗した304 
転送127 

電話コードが短すぎる 
322 

電話コードの種類のテス 
卜、失敗309 
電話コードの接続テスト、 
失敗307 

トラブルシューティング 
303 

バックアップファクス受 
信123 

パラレル方式の電話システ 
ム 193 

番号の拒否23,129 
ヘッダ _ 136 
ボイスメール、セットアッ 
プ（パラレル方式の電話 
システム）207 
ポーリングして受信126 
メモリから削除126 
モデムと電話回線、共有 
(パラレル方式の電話シス 
テム）212 

モデムとボイスメール、共 
有（パラレル方式の電話 
システム）226 
モデムと留守番電話、共有 
(パラレル方式の電話シス 
テム）220 

モデム、共有（パラレル方 
式の電話システム）208 
リダイヤル/ポーズボタン 
26 

リダイヤルオプション 
140 

留守番電話のトラブルシュ 
—ティング322 
留守番電話、セットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）218 
レポート149 
ログの消去126 
ログ、印刷152 
ログ、消去153 
音のボリューム 142 
間隔40 


再印刷125 

最後の処理についての詳細 
の印刷153 
写真117 
入門ガイド15 
番号の拒否25 
複数の受信者に送信117 
文字と記号の入力4〇 
留守番電話とモデム、共有 
(パラレル方式の電話シス 
テム）220 
ファクス 

薄くまたは濃くする120 
エラー補正モード 121 
解像度118 

濃くまたは薄くする120 
コントラスト120 

縮小128 
設定118 

デフオルト設定120 
用紙サイズ128 
ファクスメニューボタン 
25, 28 
ファクス 

セットアップ193 
ファックス 

自動応答23,26 
フオトメディア 

ガイドライン52 
使用可能なサイズ55 
フオトメニュー ボタン26,28 
フオト用紙 
コピー 158 
負荷サイクル383 
フチ無し印刷 
Windows 67 
フチ無し印刷 
Mac OS 67 
プリンタドライバ 

アクセサリの設定34 
プリンタドライバ 
設定69 
バージョン367 
プリントドライバ 

アクセサリの設定34 
プリントドライバ 
バージョン367 
プリントへッドの位置の調整 
269 
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プリントヘッド 

クリーニング270 
メンテナンス265 
位置の調整269 
交換273 
使用可能382 
取り外し372 
手動でのコンタクトのクリ 
—ニング270 
状態、確認266 
状態187,266 
プリントヘッドラッチ、位置 
の確認21 

プロセッサの仕様383 


ヘッダー、ファクス 136 
ヘルプ363 

去参,婿カスタマサボート 
ヘルプボタン29 
編集 

OCR プログラムのテキス 
卜80 

スキヤンした画像79 
ページに合わせる160 
ページ/月（負荷サイクル）383 

ほ 

ボイスメ _ ル 

ファクスおよびコンピュー 
タモデムとのセットアッ 
プ（パラレル方式の電話 
システム）226 
ファクスのセットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）207 
法規について391 
保管環境仕様388 
保証370 
保存 

デフオルトの設定39 
メモリ内のファクス 123 
ボタン、コントロールパネ 
ル23 
ボリューム 

ファクス音142 
ポ_卜、仕様382 
ポーリングしてファクスを受 
信126 

ボーレート141 


ま 

曲がっている、トラブルシュー 
ティング 
印刷293 
マニュアル 15 

む 

無線、オフにする191 

め 

迷惑ファクスモード129 
迷惑ファクスを拒否ボタン23 
メディア詰まり 
除去350 
メディア 

2面印刷71 
HP 、 注文362 
カスタムサイズの印刷65 
トレイ1へのセット60 
トレイ2へのセット62 
トレイのロック 63 
フチ無し印刷67 
ページが曲がっている 
293 

メディア詰まりの除去 
350 

メディアの供給のトラブル 
シューティング292 
仕様53 

使用可能なサイズ53 
使用可能なタイプと重量 
57 

選択51 

メニュー、デバイスのコントロ 

_ ルパネル 37 
メモリからのファクスの削除 
126 

メモリカ _ ド 

DPOF ファイルからの印 
刷102 

DPOF ファイルの印刷99 
コントロールパネルデイス 
プレイのモード29 
コンピュータへの写真の保 
存 106 

ファイルの印刷104 
写真の印刷104 
メモリカ _ ド 

インデックスシート105 
仕様389 


スキャン画像の送信77 
挿入97 

トラブルシューティング 
344 

メモリ 

仕様383 

ファクスの保存123 
ファクスの再印刷125 
ファクスの削除126 

も 

モデム 

ファクスおよび電話回線と 
の共有（パラレル方式の 
電話システム）212 
ファクスおよびボイスメー 
ルとの共有（パラレル方 
式の電話システム）226 
ファクスおよび留守番電話 
との共有（パラレル方式 
の電話システム）220 
ファクスとの共有（パラレ 
ル方式の電話システム） 
208 

モデル番号187 

モニタリング、ダイヤル116 

モノクロページ 
コピー 156 
ファクス 109 


ゆがんでいる、トラブルシュー 
ティング 
コピー 297 
スキヤン 302 


用紙サイズ 

コピー設定157 
用紙 

紙詰まり350, 353 
推奨コピーの種類158 
リーガルをレターにコピ 
—161 

用紙 

サイズ、ファクス用128 
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ら 

ラインフィードキヤリブレー 
シヨン269 

ラインフィード、キヤリブレー 
シヨン269 

ランプ、コントロールパネ 
ル23 

り 

リサイクル 

プリントカートリッジ 
403 

リダイヤル/ポーズボタン26 
リダイヤルオプション、設 
定140 

両面印刷ユニット 
インス！ル33 
取り外し377 
メディア詰まりの除去 
350 

両面印刷71 
両面、印刷71 

リリースノート 16 

リンク速度、設定192 
リーガル用紙 
コピー 157 

る 

留守番電話 

ファクスト _ ンが録音され 
る 322 

ファクスのセットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）218 

れ 

レター用紙 
コピー 158 
レホ _ 卜 

エラー、ファクス 151 
確認、ファクス150 
ファクステストに失敗し 
た304 

ろ 

ログ、ファクスの消去126 
ログ、ファクス 
印刷152 
表示153 


ワイヤレス通信 

Ethernet のセットアップ 
245 

ウィザード246 
オフにする248 
規定情報396 
セキュリティ 250 
設定244 

無線、オフにする191 
ワイヤレス接続アイコン 
アドホック 28 
ワイヤレス設定190 
ワイヤレス通信 
Bluetooth 252 
Mac OS でのセツトアツ 
プ246 

セットアップ242 
ワイヤレス入門ガイド15 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタ 
ン27 


_ 斉送信、ファクス 
送信116 
印刷 

Bluetooth 252 
DP 0 F ファイルからの写 
真102 

DP 0 F ファイルの写真99 
Web ぺージ72 
セルフテストレポート 
188 

トラブルシューティング 
282 

パスポート写真105 
ファクス 125 
メモリカードからの写真 
104 

メモリカードの写真104 
最後のファクスについての 
詳細153 
遅い284 

印刷速度が遅い、トラブルシュ 
—ティング284 
印刷品質 

トラブルシューティング 
286 

診断べージ266 
印刷品質診断ページ266 


右矢印26 
解像度ボタン25 
解像度 

ファクス 25 
監視 ツール 170 
記号、入力40 
拒否されたファクス番号 

コント ロー ルパネルのボタ 
ン25 

拒否するファクス番号 
リストの表示132 
原稿のトリミング162 
原稿 

ADF (自動ドキュメントフ 
ィーダ） へのセッ ト46 
トリミング162 
言語、プリンタ383 
後部アクセスパネル 
図22 
交換 

インクカートリッジ263 
プリントヘッド273 
左矢印26 
再印刷 

メモリ内のファクス 125 
仕様 

メディア53 
紙詰まり 

避けるメディァ51 
自動ドキュメントフィーダ 
( ADF ) 

原稿のセット46 
使用可能なメディアのサイ 
ズ53 

自動応答ボタン23,26 
写真 

DPOF ファイルからの印 
刷99,102 

PictBridge カメラの接続 
99 

コントロー ルパネルからの 
印刷104 

コンピュータへの保存 
106 

ストレージデバイスの接 
続101 

パスポート105 
メモリカードからの印刷 
104 


423 



取り付け 

インクカートリッジ263 
トレイ2 33 

消去 

ファクスログ 153 
情報の一部がないか正しくな 
し、、トラブルシューティン 
グ291 
状態 

サプライ用品170 
自己診断テストページ 
187 

接続タイプ 
変更249 
接続 

Bluetooth 252 
設定 

ボリュ _ ム、ファクス 
142 

線やドットが欠落している、卜 
ラブルシューティング291 
組み込み Web サ_バ 
説明181 
速度 

印刷上のトラブルシューテ 
ィング284 
短縮ダイヤル 

ワンタッチボタン27 
電源ボタン26 
電源 

トラブルシューティング 
282 

電源入力、位置の確認22 
排紙トレイ 

使用可能なメディア58 
白黒ページ 

トラブルシューティング 
289 

表示 

ネットワーク設定 19 〇 
ファクスログ 153 
拒否するファクス番号 
132 

品質ボタン25 
品質、トラブルシューティング 
印刷286 
診断べージ266 
部単位で印刷 
コピー 164 

部品番号、サプライ品とアクセ 
サリ 360 


封筒 

ガイドライン52 
サポートされているサイ 
ズ54 

トレイのサボート57 

文字 

コン ト ロール パネルからの 
入力40 

保存 

写真の コンピュータへの 保 
存106 

埋め込み Web サーバ 

トラブルシューテイング、 
開くことができない 
346 

ファクスのヘッダー、設 
定136 

ファクスログの消去126 
ファクスログ、表示153 
管理者の設定173 
拒否するファクス番号、表 
示 132 

迷惑ファクスを拒否ボタン25 
余白の変更 
コ ピー165 
今白 

設定、仕様59 
両面印刷ュニット60 
容量 

トレイ 57 

用紙.を参席メディアを参照 

ァ®?スおよびモデムとの 
セットアップ220 
両面印刷アクセサリ 

オンライン注文360 
両面印刷ュニット 

サポートされているメディ 
アサイズ53 
ドライバでのオン/オフ34 
使用可能なメディアのタイ 
プと重量 57 
余白、最小60 
両面 

コピー 166 
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